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は し が き


　『論語』は孔子を中心とする言行録である。それは、『大学』『中庸』『孟子』とならぶ「四書」の筆頭として、中国はもとより、われわれの祖先の血肉となりバックボーンともなった、古典のなかの古典である。『論語』という名まえは、孔子の名とともに、世界的に余りにも有名である。しかし、それだけに、その名を聞いたとき、過去の東洋社会をささえてきた儒教の経典として、すぐさま古くさい道徳主義を連想する人も少なくないはずだ。嫌悪の情をともないながら、過去の封建体制と結びつけた冷い非人間的な聖人孔子の姿を思い浮かべる人もあるであろう。だが、それらの人のおおむねは、いわゆる食わず嫌いである。この訳書は、まず何よりもそうした人々によって読まれることを期待する。

　確かに古いのである。二千年以上も前のものといえば、古くさいのはむしろ当然かも知れない。しかしそれでは、なぜそんなにも古いものが、現代までの長い間を多くの人々に愛読されてきたのであろうか。その理由を、単に過去の政治や社会のあり方だけでかたづけてしまうのは、余りにも単純である。『論語』の内容そのものに、いつまでも人々の共感をよび、新しい歴史の進展をうながすような、そうした不滅の古典としての価値があるからにほかならない。

　二十[image: 篇]の内容は、ほとんどが断片的といってもよいような短いことばの集まりである。そして、その配列の順序にも格別の意味のないのが一般である。学がく而じ　とか為い　政せいとかいう[image: 篇]名でさえも、[image: 篇]の内容のまとまった意味を示すものではなくて、ただ[image: 篇]の初めの二字をとったにすぎない。こんな例は、恐らく他のどの国の古典にも見出しがたいものであろう。要するにばらばらの内容である。だから、いそがしい読者は気ままな拾い読みをすることも許される。自分の体験に照らして玩味していけば、それだけでもはっとして興奮を覚えるような何章かに出くわすはずである。しかし、もしいくらかの暇ひまを得て落ちついた通読をしていくなら、不思議なことに、そのとりとめないばらばらな中から、孔子の人間像が次第に鮮明に浮き上ってくる。孔子をとりまく門人たちのありさまが生き生きと躍動してくる。そして、そこからかもし出される一種の人間的な魅力が、ついにはわれわれの心をしっかりと捉えてしまうのである。

　ここで語られることは、もとより道徳が中心である。ただその道徳は、「人としての生き方」といいなおした方がより適切であるように、極めて現実的人間的である。恐らく、これほどまで日常的な生活や身近い政治の問題について配慮のゆきとどいた古典は、全く珍らしいであろう。窮屈な道徳主義を予想した読者は、この書物の楽天的な明るさにうたれ、とりわけて宗教的神秘的な性格の少ないことに驚くであろう。「老人には安心され、友だちには信ぜられ、若ものにはしたわれたい。」という、日常生活での平安が孔子の望みであった。非人間的な聖人孔子を予想した読者は、この書物の中で、じょうだんを言ったり、自分の過失を指摘されて感謝したりしている孔子を見出して、とまどうであろう。孔子は親しみ深く、ものやわらかな態度で、われわれに語りかけてくるのである。それは、恐らくは簡古なすぐれた文章の力によるところも大きいであろう。そして、孔子が強調した仁の徳は、肉親の間での自然な愛情から発した、一種の調和的な情感をもとにしたものである。道徳の基礎は何よりもまず人間自身のうちにあった。『論語』は何にもまして人間的な書物だといえるであろう。そして、そのたくましいまでの人間肯定の精神こそ、いつの世にも、またどこででも、いかに強調されてもしすぎることのない『論語』の真価であるとしてよかろう。

　『論語』の編纂については、はっきりしたことは分からない。孔子の没（Ｂ・Ｃ・四七九）後、その門人たちの間で次第に記録が蓄えられ整理されて種々のまとまりで伝えられ、やがてある時期に集大成されたもので、その時期は恐らく漢の初めごろ（Ｂ・Ｃ・二世紀）のことであろう。武内義雄博士の『論語之研究』、津田左右吉博士の『論語と孔子の思想』の両書は、この問題を追求して精密を極めている。（ちなみに、両書は現代での論語研究の白眉である。）

　さて、編纂された『論語』には、長い年月の間におびただしい数の注釈書が生まれた。その中の特に代表的なものは、魏ぎ　の何か　晏あんの「集しっ解かい」と南宋の朱しゅ熹き　の「集しっ注ちゅう」とである。前者は漢・魏の諸注解を集めて何晏自身の見解をも加えたもので古注とよばれ、後者は北宋学者の解釈を綜合して一家の説を立てたもので新注とよばれる。そして、古注系統の詳解には宋の邢けい[image: 〓]へいの「疏そ　」、梁りょうの皇おう侃がんの「義疏」、清の劉りゅう宝ほう楠なんの「正義」、潘はん維い　城じょうの「古注集箋」などがあり、新注を敷ふ　衍えんしたものでは南宋の金きん履り　祥しょうの「考証」、清の簡朝亮の「述疏」などがある。わが国のものでは、新注と古注とを取捨折衷して一家をなした伊藤仁斎、荻生おぎゅう徂そ　徠らい、安井息軒、東条一堂のものなどがすぐれている。

　この文庫本は、原文と読み下しと現代語訳とを合わせのせて、対照して読めるように配慮したもので、広い読者のために、これまでにない最も便利な体裁と最もすぐれた内容とを備えることを主眼とした。そのために、原文では最も正確なテクストを提供すること、読み下しでは江戸時代から一般に行なわれてきた典型的な読み方を伝えること、現代語訳では諸説を参照して正確なもとの意味に迫るとともに、分かりやすい本当の意味での翻訳として成功することに力を注いだ。

　まず原文であるが、武内博士の研究によると、『論語』の異本には大別して二つの系統がある。一つは唐の開成石経に由来するもので、中国の版本は多くこれに属し、いま一つはわが奈良・平安のころ遣唐使によってもたらされた古本の流れを[image: 汲]むもので、日本の古写本はみなこの系統である。そして、この二系統は、さらにさかのぼると隋・唐間の陸徳明が『経典釈文』で本文に採用したテクストが前者に近く、その注記に採用した異本が後者に似るという結果になっている。博士はわが清原家の証本を底本とし、それを開成石経と対校することによって、岩波文庫の旧版『論語』（昭和八〈一九三三〉年刊）の原文を定められた。この新版の原文もまた、博士の諒解のもとに、原則としてそれを採用することにした。テクストの重要な異同を明らかにした最も正確な原文といえるであろう。

　次に読み下しであるが、江戸時代に最もひろく行なわれて明治以後まで影響を及ぼした訓点は、その中期から出た後藤芝し　山ざんの後藤点と初期の林羅ら　山ざんの道春点とである。後藤点では、分かりやすい日本語としての読み方をしようと苦心したあとがうかがえて興味深いが、全体に読みすぎた感じが強く、古い読み方の名ごりをとどめている道春点と比べて、一長一短である。このほかでは初期のもので文ぶん之し　点、闇あん斎さい点、末期で一斎点なども有名であるが、要するにこれらは朱子の新注にもとづいた訓点である。新注が入ってくるまでには、古注にもとづいた王朝以来の清原家などの博士家の伝統的な読み方があった。嘉永元年に清原家の証本を模刻した北野学堂本は、「本文ニヲコト点アルヲ仮名ニ移シテイササカモ私意ヲ容レテ改メザル者也。」というように、よくその面目を伝えており、慶応の日ひ　尾お　点以後の訓点に大きく影響を与えたとみられる。ここでは後藤点と道春点とを主としながら諸点を参照し、重要な異読は注として保存するようにした。

　さて、最後に現代語訳であるが、新注の解釈に従った倉石武四郎博士のものがこれまでの中で翻訳といえるほとんど唯一のものである。原文と読み下しとをのせて、それに語釈や通釈を加えた類のものは極めて多いが、いずれも解説とか講釈というべきもので、翻訳ではない。この問題は『論語』だけにとどまらないのであるが、中国の古典にはまだ安定した翻訳のスタイルというものができていないといってよかろう。『論語』のような原文の簡単なものでは、文章だけを追って訳してみても、もちろん十分には意味のとりにくい所が出てくる。いきおい解説めいてくるわけであるが、それでは原文の調子は全くくずれてしまう。だれにでも分かるような翻訳という目標からして、この点に困難があった。それに、分かりやすくするということにも、現代的にはっきりさせ過ぎて却って原文の含蓄ある味わいを破るという恐れもあった。補いを最小限にし、必要な説明を注にまわして、できるだけ原文のニュアンスをそこなわないようにと腐心したが、訳文にはなお未熟なところもあるであろう。博雅の教正を期待したい。

　中扉（一七ページ）の孔子像は明の万暦版「聖蹟図」（東北大学蔵）からとった。後に従うのは顔回である。孔子の肖像には善いものが少ないが、これなどは伝来の正しさを思わせるすぐれた風貌で、出色のものだと思う。ここに掲げて広く紹介できることは筆者の喜びである。

　なお、恩師武内博士の旧版からは、原文のほかでも少なからぬ教導を受けた。また倉石博士の訳書と吉川幸次郎博士の訳解書とからは、特に現代語の訳文のために多くの示教を得た。ここに合わせしるして深甚の謝意をささげる。

昭和三十七年十月

東北大学中国哲学研究室にて　　　


改版にあたって

　

　本書の旧版が初めて出たのは三十五年も前である。その長い年月をひきつづいて、今日もなお好評のうちに版を重ねているのは、悦ばしい。学術的にしっかりした根柢を持ち、文庫本という体裁に見あって、全体が簡便的確にできているというところが、本書の特色として歓迎されたといえるのであろう。新しい翻訳文章の創出、必要最小限にとどめて煩冗をさけた[image: 註]釈などには、いささかの自負もある。

　ただそうは言っても、やはり年月の推移は無視できない。学術上の進展があり、また一般の時世の変化ということもある。現在の新しい読者のために、さらに読みやすく改版することになったが、定評を得た本書の特色を失わないように努めるのは、むしろ筆者の義務である。全面的な内容の再検討を行なって、加筆したところも少なくないが、冗長な加筆で改訂が改悪になったりしないよう、細心の注意をはらった。

　従来の簡便的確な特色を保持しながら、時代に見あってさらに正確な、そして理解しやすい訳書というのが、新版の目標である。旧版と同様に、新版もまたひろく江湖に迎えられ、それによって、このすぐれた東洋の古典に親しむ人が一人でも多くなるようにと希っている。

　

一九九九年三月

　

伊賀の里にて

金　谷　　治


凡　　例

一、この書は、『論語』の原文・読み下し・現代語訳を合わせ載せたうえ、簡単な注を加えたものである。

二、原文は、岩波文庫の旧版、武内義雄博士の校定本に、原則として拠った。その校定本とは、明めい経けい博士清原家の証本にもとづきそれを唐の開成石経（唐石経と略称）その他に対校したもので、中国と日本との最も由ゆい緒しょ正しいテクストがここに統一されている。朱子の新注系の通行本はほぼ石経をうけており、梁りょうの皇おう侃がんの義ぎ　疏そ　本は清原家本と似たところが多い。ただ、旧版では清原家本の面目を忠実に伝えているが、ここではその明白な誤字や重要でない異同はすべて唐石経と通行本との一致に従って改めた。原文のうち傍点・を付した文字は、清原家本と皇侃本とに有って唐石経には無いことを示すが、これも省いたところがある。異同の注記は重要なものにとどめたが、特に通行本との違いははっきりさせた。

三、読み下しは、江戸時代からの典型的な読み方を伝えることに主眼をおき、林羅山の道春点と後藤芝し　山ざんの後藤点とに、主として拠った。ただ、この読み方は多く朱子の新注に従っているから、他の訓点、特に清原家本の古い点を参考して改めたところも多く、誤読とみられるものは改正した。また読み方について重要な異同のあるものは、できるだけ注として保存するようにつとめた。ただ、ここでは特に伝統的な形を尊重したために、次の現代語訳とは時として適合しないばあいもある。

四、現代語訳は、もとの意味を正確に分かりやすく伝えるよう、また原文の調子をできるだけ伝えるようにと、つとめた。解釈では、魏ぎ　の何か　晏あんの「集しっ解かい」（古注）、後漢の[image: 鄭]てい玄げん注（[image: 鄭]注）、南宋の朱しゅ熹き　の「集しっ注ちゅう」（新注）のほか、主として清の劉りゅう宝ほう楠なんの「正義」、潘はん維い　城じょうの　「古注集箋」、王歩青の　「匯かい参さん」、わが伊藤仁斎の「古義」、荻生徂徠の「徴」を参考し、奇説をさけてつとめて穏当を旨とした。重要な異説は注として伝えた。訳文の中の〔　〕内は意味のとりやすいようにと補ったことば、（　）内はその上のことばの簡単な解釈である。注釈はできるだけ簡略にした。

五、付録として、孔子略年表、関係地図、索引をつけた。索引では人名と重要術語のほか、有名なことばはすべて出るようにした。
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      論語 卷第一

    

  
學がく 而じ　 第 一

　

一　子曰、學而時[image: 習]之、不亦[image: 説]乎、有[image: 朋]自[image: 遠]方來、不亦樂乎、人不知而不慍、不亦君子乎、

　

子し　の曰のたまわく、学びて時にこれを習う、亦ま　た説よろこばしからずや。朋ともあり、遠方より来たる　＊、亦た楽しからずや。人知らずして慍うらみず　＊、亦た君くん子し　ならずや。

＊朋ともあり[image: ……] [image: ──]後藤点の読みかた。「朋遠方より来たる有り。」と読む方が古い（古点、道春点）。また陸徳明の『経典釈文』に別本では「有」の字が「友」とあるとみえるのによって、「有朋」を「朋友」と同じに読む説もある。

＊慍うらみず[image: ──]怨の意味に読むのは[image: 鄭]てい玄げんの注（以下、[image: 鄭]注という）。怒と読むのは集しっ解かい（以下、古注という）で、それに従えば「いきどおらず」。

　

先生　＊がいわれた、「学んでは適当な時期におさらいする、いかにも心嬉しいことだね。〔そのたびに理解が深まって向上していくのだから。〕だれか友だち　＊が遠い所からもたずねて来る、いかにも楽しいことだね。〔同じ道について語りあえるから。〕人が分かってくれなくとも気にかけない、いかにも君くん子し＊だね。〔凡人にはできないことだから　＊。〕」

＊先生[image: ──]　「子」は男子の美称、また通称。以下ほとんど孔子をさす。

＊友だち[image: ──]学習向上の結果として得られた同志の友。

＊君子[image: ──]徳とくの習得にはげむ人。また徳のでき上った人。ここでは後の意味。なお在位者をいうときもある。

＊この章は、孔子の体験にてらして道を学ぶ者の望ましいあり方をのべた。

　

二　有子曰、其爲人也、孝弟而好犯上者、鮮矣、不好犯上而好作亂者、未之有也、君子務本、本立而[image: 道]生、孝弟也者、其爲仁之本與、

　

有ゆう子し　が曰い　わく、其そ　の人と為な　りや、孝こう弟てい＊にして上かみを犯おかすことを好む者は鮮すくなし。上を犯すことを好まずして乱を作な　すことを好む者は、未いまだこれ有らざるなり。君子は本もとを務つとむ。本もと立ちて道生しょうず。孝弟なる者は其れ仁じんの本もとたるか　＊。

＊孝弟[image: ──]皇おう侃がん義ぎ　疏そ　本（以下、皇本という）と清原家本（以下、清本という）では「孝悌」。「弟」と「悌」は通用。以下みなここと同じく唐石経に従って注記しない。

＊仁じんの本もとたるか[image: ──]清本では「為」の字がない。朱子の新注では「仁を為おこなうの本か。」とよむ。

　

有ゆう子し＊がいった、「その人がらが孝行悌てい順じゅん＊でありながら、目め　上うえにさからうことを好むようなものは、ほとんど無い。目上にさからうことを好まないのに、乱れを起こすことを好むようなものは、めったに無い。君くん子し　は根本のことに努力する、根本が定まってはじめて〔進むべき〕道もはっきりする。孝と悌ていということこそ、仁徳　＊の根本であろう。」

＊有子[image: ──]孔子の門人。姓は有ゆう、名は若じゃく。孔子より四十三歳わかい。容貌が孔子に似ていたので、孔子の死後、学団の中心に立てようとする企てがあった。

＊孝行悌順[image: ──]孝は父母によく仕えること、悌は兄や年長者によく仕えること。

＊仁徳[image: ──]仁は孔子のとなえた最高の徳目。人間の自然な愛情にもとづいたまごころの徳である。

　

三　子曰、巧言令色、鮮矣仁、

　

子の曰のたまわく、巧こう言げん令れい色しょく、鮮すくなし仁。

　

先生がいわれた、「ことば上手じょうずの顔よしでは、ほとんど無いものだよ、仁の徳は　＊。」

＊子路[image: 篇]＝剛ごう毅き　木ぼく訥とつ、仁に近し（二六七ページ）。

　

四　曾子曰、吾日三省吾身、爲人謀而不忠乎、與[image: 朋]友交言而不信乎、傳不[image: 習]乎、

　

曾そう子し　の曰い　わく、吾わ　れ日に三み　たび吾が身み　を省るかえりみ＊。人の為めに謀はかりて忠ちゅうならざるか、朋友と交わりて信ならざるか、習わざるを伝うるか　＊。

＊三たび[image: ……]省る[image: ──]新注では、「以下の三つのことについて反省する。」と解して、「三つ[image: ……]省る。」と読む。

＊習わざるを[image: ……] [image: ──]古注による。新注では「伝えられたことをおさらいもしないでいるか。」の意味に解している。「伝えて習わざるか。」（後藤点）、「伝わりて習わざるか。」（道春点）などと読まれる。

　

曾そう子し＊がいった、「わたしは毎日何度もわが身について反省する。人のために考えてあげてまごころからできなかったのではないか。友だちと交際して誠実でなかったのではないか。よくおさらいもしないことを〔受けうりで〕人に教えたのではないかと。」

＊曾子[image: ──]孔子の門人。姓は曾、名は参しん、あざ名は子し　輿よ　。孔子より四十六歳も若かったが、後世への伝承にとって重要な人物。『孝経』の著者と伝えられ、また『曾子』という書物もあった。『論語』中の門人で必らず「子」をつけてよばれるのは、曾子だけ。有子と冉ぜん子し　と閔びん子し　とは、あざ名でもよばれる。

　

五　子曰、[image: 道]千乘之國、敬事而信、[image: 節]用而愛人、使民以時、

　

子の曰のたまわく、千せん乗じょうの国を道びく　＊に、事を敬けいして信、用を節して人を愛し、民を使うに時を以てす。

＊道びく[image: ──]皇本・清本では「導」。両字は通用。以下みな唐石経に従って注記しない。

　

先生がいわれた、「諸しょ侯こうの国　＊を治めるには、事業を慎重にして信義を守り、費用を節約して人々をいつくしみ、人民を使し　役えきするにも適当な時節　＊にすることだ。」

＊諸侯の国[image: ──]　「千乗之国」とは周王朝のさだめで戦時に戦車千台を出すことのできる国、すなわち諸侯の国のこと。天子は万乗。

＊適当な時節[image: ──]主として農民を対象にして農繁期をさけること。

　

六　子曰、弟子入則孝、出則弟、謹而信、汎愛衆而親仁、行有餘力、則以學文、

　

子の曰わく、弟てい子し　、入い　りては則すなわち孝、出い　でては則ち弟てい、謹しみて信あり、汎ひろく衆を愛して仁に親しみ、行ないて余力あれば、則ち以て文を学ぶ。

　

先生がいわれた、「若もの　＊よ。家庭では孝行、外では悌てい順じゅん、慎しんで誠実にしたうえ、だれでもひろく愛して仁の人に親しめ。そのように実行してなお余裕があれば、そこで書物　＊を学ぶことだ。」

＊若もの[image: ──]　「弟てい子し　」は弟たり子たる年少者の意味。

＊書物[image: ──]　「文」は書かれたもの。ここでは『詩し　経きょう』『書しょ経きょう』などの古典。

　

七　子夏曰、賢賢易色、事父母能竭其力、事君能致其身、與[image: 朋]友交、言而有信、雖曰未學、吾必謂之學矣、

　

子し　夏か　が曰い　わく、賢けんを賢として色に易えか　　＊、父母に事つかえて能よ　く其の力を竭つくし、君に事えて能く其の身み　を致いたし、朋ほう友ゆうと交わるに言いて信あらば、未だ学ばずと曰い　うと雖いえども、吾れは必らずこれを学びたりと謂い　わん。

＊色に易え[image: ──]「色を易え」と読んで、賢人にあったときに緊張して顔色を改めるとする説（伊藤仁斎・荻生徂徠）、「色をあなどり」と読む説（顔師古）、などがあり、王念孫は「易」は「如」と同じで、子し　罕かん[image: 篇]の「徳を好むこと色を好むが如し。」（一七七ページ）と同意だという。「色の易ごとくし」となる。今それに従う。

　

子し　夏か＊がいった、「すぐれた人をすぐれた人として〔それを慕うことは〕美人を好むようにし、父母に仕えてはよくその力をつくし、君に仕えてはよくその身をささげ、友だちとの交際では話したことばに誠実である、〔そうした人物なら、だれかが〕まだ学問はしていないといったところで、わたしはきっと学問したと評価するだろう　＊。」

＊子夏[image: ──]孔子の門人。姓は卜ぼく、名は商、子夏はあざ名。孔子より四十四歳わかい。「文学には子し　游ゆうと子し　夏か　。」といわれる（二〇二ページ）。

＊上にのべた実践が学問の本義にかなっているからである。

　

八　子曰、君子不重則不威、學則不固、[image: 主]忠信、無友不如己者、[image: 過]則勿憚改、

　

子の曰のたまわく、君くん子し　、重からざれば則ち威い　あらず。学べば則ち固こ　ならず。忠信を主とし、己おのれに如し　かざる者を友とすること無かれ。過あやまてば則ち改むるに憚はばかること勿な　かれ。

　

先生がいわれた、「君くん子し　はおもおもしくなければ威い　厳げんがない。学問すれば頑がん固こ　でなくなる。〔まごころの徳である〕忠と信　＊とを第一にして、自分より劣ったものを友だちにはするな。あやまちがあれば、ぐずぐずせずに改めよ。」

＊忠と信[image: ──]誠実の徳。忠は内的良心、信はその発露としてのうそをつかない徳。

　

九　曾子曰、愼[image: 終][image: 追][image: 遠]、民德歸厚矣、

　

曾子の曰い　わく、終わりを慎つつしみ遠きを追えば、民の徳、厚きに帰き　す。

　

曾子がいった、「〔上かみに立つものが、〕親を手厚く葬ほうむり祖先をお祭りしていけば、人民の徳　＊も〔それに感化されて〕厚くなるであろう　＊。」

＊徳[image: ──]　「得」と同じで、心に取得して（身について）離れないものだと、朱子はいう。

＊『礼らい記き　』祭統[image: 篇]には「孝子が親に仕えるには三つの方法がある。生きているときには〔従順に〕養ない、死んだときには〔悲しんで〕喪も　に服し、喪が終わってからは〔時節ごとに慎しんで〕祭る。」とある。

　

一〇　子禽問於子貢曰、夫子至於是[image: 邦]也、必聞其政、求之與、抑與之與、子貢曰、夫子溫良恭儉讓以得之、夫子之求之也、其諸異乎人之求之與、

　

子し　禽きん、子し　貢こうに問いて曰い　わく、夫ふう子し　の是こ　の邦くに＊に至るや、必らず其の政せいを聞く。これを求めたるか、抑〻そもそも＊これを与えたるか。子貢が曰わく、夫子は温おん良りょう恭きょう倹けん譲じょう、以てこれを得たり。夫子のこれを求むるや、其れ諸れこ　　＊人のこれを求むるに異ことなるか。

＊是の邦[image: ──]　「是」は特定の一国をさすのでなく、孔子の周遊した国々をさす不定指示詞。

＊抑〻そもそも[image: ──]選択詞。

＊其れ諸れ[image: ──]ことばの音調を整える助字。

　

子し　禽きん＊が子し　貢こう＊にたずねていった、「うちの先生（孔子）はどこの国にいかれても、きっとそこの政治の相談をうけられる。それをお求めになったのでしょうか、それとも〔向こうから〕持ちかけられたのでしょうか。」子貢は答えた、「うちの先生は、温おだやかで良すなおで恭〻うやうやしくて倹つつましくて譲へりくだりであられるから、それでそういうことに（どこの国でも政治の相談をうけられることに）なるのだ。先生の求めかたといえば、そう、他人の求めかたとは違うらしいね。（むりをしてことさらに求めるのとは違う。）」

＊子禽[image: ──][image: 鄭]注では孔子の門人、一説には子貢の門人ともいう。姓は陳ちん、名は亢こう、子禽はあざ名。

＊子貢[image: ──]孔子の門人。姓は端たん木ぼく、名は賜し　、子貢はあざ名。孔子より三十一歳わかい。「言語には宰さい我が　と子貢。」といわれ（二〇二ページ）、利財にもすぐれた。

　

一一　子曰、父在觀其志、父沒觀其行、三年無改於父之[image: 道]、可謂孝矣、

　

子の曰のたまわく、父在いませば其の志しを観み　、父没ぼっすれば其の行ないを観る。三年、父の道を改むること無きを、孝と謂い　うべし。

　

先生がいわれた、「父のあるうちはその人物の志しを観察し　＊、父の死後ではその人物の行為を観察する。〔死んでから〕三年の間　＊、父のやり方を改めないのは、孝行だといえる。」

＊志しを観察し[image: ──]父の在世中は、子としては自由な行為ができないので、外には表われないその志しをみるのである（新注）。

＊三年の間[image: ──]親の喪も　に服している期間。陽貨[image: 篇]三五九ページの注を参照。

　

一二　有子曰、禮之用和爲貴、先王之[image: 道]斯爲美、小大由之、有[image: 所]不行、知和而和、不以禮[image: 節]之、亦不可行也、

　

有ゆう子し　が曰い　わく、礼の用は和を貴しと為な　す。先王の道も斯こ　れを美と為な　す。小大これに由るよ　　＊も行なわれざる所あり。和を知りて和すれども、礼を以てこれを節せっせざれば、亦ま　た行なわれず　＊。

＊小大これに由る[image: ──]新注では上の句につづけて、先王の道は立派で、小事も大事もすべてこれに従った、と句を切る。

＊行なわれず[image: ──]　「可」の字は漢の石経には無く、上の「行なわれざる所」と合っている。

　

有ゆう子し　がいった、「礼　＊のはたらきとしては調和が貴いのである。むかしの聖王の道もそれでこそ立派であった。〔しかし〕小事も大事もそれ（調和）に依よ　りながらうまくいかないこともある。調和を知って調和していても、礼でそこに折りめをつけるのでなければ、やはりうまくいかないものだ。」

＊礼[image: ──]主として冠・婚・葬・祭その他の儀式のさだめをいう。社会的な身分に応じた差別をするとともに、それによって社会的な調和をめざすのである。

　

一三　有子曰、信[image: 近]於義、言可復也、恭[image: 近]於禮、[image: 遠]恥辱也、因不失其親、亦可宗也、

　

有ゆう子し　が曰い　わく、信、義に近づけば、言げん復ふ　むべし。恭きょう、礼に近づけば、恥ち　辱じょくに遠ざかる。因よ　ること、其の親しんを失わざれば、亦た宗そうとすべし。

　

有子がいった、「信（約束を守ること）は、正義に近ければ、ことばどおり履り　行こうできる　＊。うやうやしさは、礼に近ければ、恥ずかしめから遠ざかれる。たよるには、その親しむべき人をとり違えなければ、本当にたよれる。」

＊信はうそをつかず約束を守る徳。それが確かなものとして完成するには正義に結びつかねばならないという意味。

　

一四　子曰、君子[image: 食]無求[image: 飽]、居無求安、敏於事而愼於言、就有[image: 道]而正焉、可謂好學也已矣、

　

子の曰のたまわく、君子は食しょく飽あ　かんことを求むること無く、居きょ安からんことを求むること無し。事に敏びんにして言げんに慎しみ、有ゆう道どうに就つ　きて正す。学を好むと謂うべきのみ　＊。

＊のみ[image: ──]　「也已」は漢石経では「已矣」、皇本・清本では「也已矣」とある。みな感情をこめた助字。

　

先生がいわれた、「君くん子し　はごちそうをたらふく食べることを求めず、安楽な家に住むことも求めない　＊。仕事によくつとめて、ことばを慎重にし　＊、〔しかもなお〕道義を身につけた人について〔善よ　し悪あ　しを〕自ら正してゆくというようであれば、学を好むといえるだろうね　＊。」

＊君子には中心の目標があるからである。雍也[image: 篇]＝賢なるかな回かいや。一簞たんの食し　、一瓢ぴょうの飲いん、陋ろう[image: 巷]こうに在り。人は其の憂いに堪た　えず、回や其の楽しみを改めず（一一二ページ）。

＊ことばを[image: ……] [image: ──]里仁[image: 篇]＝君子は言げんに訥とつにして、行こうに敏びんならんと欲す（八一ページ）。

＊学を好むと[image: ……] [image: ──]孔子の学問が道徳学を主としているからである。

　

一五　子貢曰、貧而無諂、富而無驕、何如、子曰、可也、未若貧而樂[image: 道]　・　、富而好禮者也、子貢曰、詩云、如切如磋、如琢如[image: 磨]、其斯之謂與、子曰、賜也、始可與言詩已矣、[image: 〓]諸[image: 往]而知來者也、

　

子し　貢こうが曰い　わく、貧まずしくして諂へつらうこと無く、富みて驕おごること無きは、何如い か ん。子の曰のたまわく、可か　なり。未いまだ貧しくして道を楽しみ、富みて礼を好む者には若し　かざるなり。子貢が曰い　わく、詩に云い　う、切せっするが如く磋さ　するが如く、琢たくするが如く磨ま　するが如しとは、其れ斯こ　れを謂うか。子の曰のたまわく、賜し　や、始めて与ともに詩を言うべきのみ。諸こ　れに往おうを告げて来らいを知る者なり。

　

子し　貢こうがいった、「貧乏であってもへつらわず、金持ちであってもいばらないというのは、いかがでしょうか。」先生は答えられた、「よろしい。だが、貧乏であっても道義を楽しみ、金持ちであっても礼儀を好むというのには及ばない。」子貢がいった、「詩経（衛えい風ふう淇き　奥いく[image: 篇]）に『切るが如ごとく、磋す　るが如く、琢う　つが如く、磨みがくが如く　＊、』と〔いやがうえにも立派にすることを〕うたっているのは、ちょうどこのことでしょうね。」先生はいわれた、「賜し＊よ、それでこそいっしょに詩の話ができるね。前のことを話して聞かせるとまだ話さない後あとのことまで分かるのだから　＊。」

＊切せつは骨、磋さ　は象[image: 牙]、琢たくは玉、磨ま　は石をみがくことで、「切磋琢磨」は学問修養にはげむ意味になった。

＊賜[image: ──]子貢の名。

＊前のことを話して[image: ……] [image: ──]子貢が孔子の話からさとって飛躍的に詩句を連想したことをいう。

　

一六　子曰、不患人之不己知、患己不知人也、

　

子の曰のたまわく、人の己れを知らざることを患うれえず、人を知らざることを患う　＊。

＊人を知らざることを患う[image: ──]ここの「己」の字は採らない。『経典釈文』のテクストでは「人」の字が無い。

　

先生がいわれた、「人が自分を知ってくれないことを気にかけないで、人を知らないことを気にかけることだ。」


爲い　 政せい 第 二

　

一　子曰、爲政以德、譬如北辰居其[image: 所]、而衆星共之、

　

子の曰のたまわく、政せいを為な　すに徳を以てすれば、譬たとえば北ほく辰しんの其の所に居い　て、衆しゅう星せいのこれに共きょうする　＊がごとし。

＊共する[image: ──]新注では「向かう」と読んで、衆星がとりまいてその方を向いていることと解したが、[image: 鄭]注は拱きょう（手を前にくむ礼）と同じとみて衆星が挨拶していると解した。今それに従う。

　

先生がいわれた、「政治をするのに道徳によっていけば、ちょうど北極星が自分の場所にいて、多くの星がその方に向かってあいさつしているようになるものだ。（人心がすっかり為政者に帰服する。）」

　

二　子曰、詩三百、一言以[image: 蔽]之、曰思無[image: 邪]、

　

子の曰のたまわく、詩し　三百、一いち言ごん以てこれを[image: 蔽]おおう、曰い　わく思い邪よこしまなし。

　

先生がいわれた、「詩経の三百[image: 篇]　＊、ただ一ひと言ことで包みこめば、『心の思いに邪よこしまなし　＊。』だ。」

＊詩経の三百[image: 篇][image: ──]　『詩経』の実数三百十一[image: 篇]（うち六[image: 篇]は題名だけ伝わる）の概数をあげた。『書経』とともに孔子学団の教科書。

＊『心の思いに[image: ……]』 [image: ──]　「思無邪」は『詩経』魯ろ　頌しょうの駉けい[image: 篇]の一句。それを用いて『詩経』全[image: 篇]の純粋さを規定した。

　

三　子曰、[image: 道]之以政、齊之以刑、民免而無恥、[image: 道]之以德、齊之以禮、有恥且格、

　

子の曰わく、これを道みちびくに政せいを以てし、これを斉ととのうるに刑を以てすれば、民免まぬがれて恥ずること無し。これを道びくに徳を以てし、これを斉うるに礼を以てすれば、恥はじありて且か　つ格しただ　＊。

＊格ただし[image: ──]新注では「至る」と読んで善に至ることと解する。今、古注による。

　

先生がいわれた、「〔法制禁令などの小手先きの〕政治で導びき、刑罰で統制していくなら、人民は法ほう網もうをすりぬけて恥ずかしいとも思わないが、道徳で導びき、礼　＊で統制していくなら、道徳的な羞しゅう恥ち　心を持ってそのうえに正しくなる。」

＊礼[image: ──]法律と対して、それほどきびしくはない慣習法的な社会規範。

　

四　子曰、吾十有五而志乎學、三十而立、四十而不惑、五十而知天命、六十而耳順、七十而從心[image: 所]欲、不踰矩、

　

子の曰わく、吾れ十有ゆう五にして学に志すこころざ＊。三十にして立つ。四十にして惑まどわず。五十にして天てん命めいを知る。六十にして耳みみ順したがう。七十にして心の欲する所に従って、矩のりを踰こ　えず。

＊学に志す[image: ──]　「乎」の字は、唐石経・通行本には「于」とある。

　

先生がいわれた、「わたしは十五歳で学問に志し、三十になって独立した立場を持ち、四十になってあれこれと迷わず、五十になって天てん命めい＊をわきまえ、六十になって人のことばがすなおに聞かれ、七十になると思うままにふるまってそれで道をはずれないようになった。」

＊天命[image: ──]朱子の新注は、天が物に賦与した正理でものごとのあるべき道理だと解し、それに従って人間の内的な道徳的使命とみる説が有力であるが、「命」字の用例から帰納すると、天のさだめごと、人間の力をこえた運命としての意味が強い。天は不可知なものである。

　

五　孟懿子問孝、子曰、無[image: 違]、樊遲[image: 御]、子[image: 〓]之曰、孟孫問孝於我、我對曰無[image: 違]、樊遲曰、何謂也、子曰、生事之以禮、死葬之以禮、祭之以禮、

　

孟もう懿い　子し　、孝を問う。子の曰のたまわく、違たがうこと無し。樊はん遅ち　、御ぎょたり。子これに告げて曰わく、孟もう孫そん、孝を我れに問う、我れ対こたえて曰い　わく、違うこと無しと。樊遅が曰い　わく、何の謂い　いぞや。子の曰のたまわく、生けるにはこれに事つかうるに礼を以てし、死すればこれを葬ほうむるに礼を以てし、これを祭るに礼を以てす。

　

孟もう懿い　子し＊が孝のことをたずねた。先生は「そむかないように。」と答えられた。〔そのあと〕樊はん遅ち＊が御ぎょ者しゃであったので、先生は彼に話された。「孟もう孫そんさんがわたくしに孝のことを問われたので、わたくしは『そむかないように、』と答えた。」樊遅が「どういう意味ですか。」というと、先生はいわれた、「〔親が〕生きているときには礼のきまりによってお仕えし、なくなったら礼のきまりによって葬ほうむり、礼のきまりによってお祭りする。〔万事、礼のきまりにそむかないということだ。〕」

＊孟懿子[image: ──]魯ろ　の国の家老。仲孫氏、名は何か　忌き　。懿は死後のおくり名。下文の孟もう孫そんも同じ人物で、孔子に礼を学んだことがある。魯では公室の一族の孟孫・叔孫・季孫という三家が実力者であった。

＊樊遅[image: ──]孔子の門人。名は須す　、あざ名は子し　遅ち　。孔子より三十六歳わかい。

　

六　孟武伯問孝、子曰、父母唯其疾之憂、

　

孟もう武ぶ　伯はく、孝を問う。子の曰のたまわく、父母には唯た　だ其の疾やまいをこれ憂えしめ　＊よ。

＊新注では「父母は唯だ其の疾をこれ憂う。」と読む。今、古注による。

　

孟もう武ぶ　伯はく＊が孝のことをたずねた。先生はいわれた、「父母にはただ自分の病気のことだけを心配させるようになさい。〔病気はやむを得ないばあいもあるが、そのほかのことでは心配をかけないように　＊。〕」

＊孟武伯[image: ──]懿い　子し　の子。名は彘てい。武はおくり名、伯は長兄の称。

＊古注の説。新注では、父母は子の健康のことばかりを案じている、その心を想いやって身を謹しむのが孝だと解し、伊藤仁斎では、子として父母の健康をこそ心配せよという意味にとる。

　

七　子游問孝、子曰、今之孝者、是謂能養、至於犬馬、皆能有養、不敬何以別、

　

子し　游ゆう、孝を問う。子の曰のたまわく、今の孝は是れ能よ　く養なうを謂い　う。犬けん馬ば　に至るまで皆な能く養なうこと有り。敬せずんば何を以て別わかたん　＊。

＊別たん[image: ──]　「別」字の下、唐石経・通行本には「乎」の字がある。

　

子し　游ゆう＊が孝のことをおたずねした。先生はいわれた、「近ごろの孝というのは〔ただ物質的に〕十分に養なうことをさしているが、犬や馬でさえみな養なうということは十分ある　＊。尊敬するのでなければどこに区別があろう。」

＊子游[image: ──]孔子の門人。姓は言げん、名は偃えん、子游はあざ名。孔子より四十五歳わかい。「文学には子游と子し　夏か　。」といわれる（二〇二ページ）。

＊犬や馬でも人を養なうという意味（古注）。これと別に、犬や馬でも親と同様に養なってやっているではないかとする解釈もある（古注の一説と新注）。

　

八　子夏問孝、子曰、色難、有事弟子[image: 服]其勞、有酒[image: 食]先生饌、曾是以爲孝乎、

　

子し　夏か　、孝を問う。子の曰わく、色いろ難かたし。事あれば弟てい子し　其の労に服し、酒しゅ食し　あれば先生に饌せんす。曾すなわち是こ　れ以て孝と為な　さんや。

　

子し　夏か　が孝のことをおたずねした。先生はいわれた、「顔の表情　＊がむつかしい。仕事があれば若いものが骨を折って働き、酒やごはんがあれば年上の人にすすめる、さてそんな〔形のうえの〕ことだけで孝といえるかね。」

＊顔の表情[image: ──]親の前でのやわらいだ顔つき。心の中に本当の愛情があってこそできる。それでむつかしいといった（新注）。『礼記』祭義[image: 篇]＝孝子の深愛ある者は必らず和気あり。和気ある者は必らず愉たのしき色あり。古注では親の表情をよみとることと解する。

　

九　子曰、吾與囘言[image: 終]日、不[image: 違]如愚、[image: 退]而省其私、亦足以發、囘也不愚、

　

子の曰わく、吾れ回かいと言うこと終日、違たがわざること愚ぐ　なるが如し。退きて其の私し　を省み　れば、亦た以て発するに足れり。回や愚ならず。

　

先生がいわれた、「回かい＊はわたしと一日じゅう話をしても、全く従順で（異説も反対もなく）まるで愚おろかのようだ。だが引きさがってからそのくつろいださまを観ると、やはり〔わたしの道を〕発揮するのに十分だ。回は愚おろかでない。」

＊回[image: ──]孔子最愛の門人。姓は顔、名は回、あざ名は子し　淵えん。孔子より三十歳わかかったが、四十一歳で孔子に先きだって死んだ。

　

一〇　子曰、視其[image: 所]以、觀其[image: 所]由、察其[image: 所]安、人焉廋哉、人焉廋哉、

　

子の曰のたまわく、其の以な　す所を視み　、其の由よ　る所を観み　、其の安んずる所を察すれば、人焉いずくんぞ廋かくさんや、人焉んぞ廋さんや。

　

先生がいわれた、「その人のふるまいを見、その人の経歴を観察し、その人の落ちつきどころを調べたなら、〔その人がらは、〕どんな人でも隠せない。どんな人でも隠せない。」

　

一一　子曰、溫故而知新、可以爲師矣、

　

子の曰わく、故ふるきを温あたためて　＊新しきを知る、以て師と為な　るべし。

＊温めて[image: ──][image: 鄭]注「[image: 〓]ぜん温おんの温」の意味に従う。古注と新注では「尋じん繹えき」と解して、「たずねて」と読む。

　

先生がいわれた、「古いことに習熟してさらに新しいこともわきまえてゆくなら、人の師となれる。」

　

一二　子曰、君子不器、

　

子の曰わく、君子は器うつわならず。

　

先生がいわれた、「君子は器うつわものではない。〔その働きは限定されなくて広く自由である。〕」

　

一三　子貢問君子、子曰、先行其言、而後從之、

　

子し　貢こう、君子を問う。子の曰わく、先ず其の言を行ない、而しかして後のちにこれに従う。

　

子し　貢こうが君くん子し　のことをおたずねした。先生はいわれた、「まずその言おうとすることを実行してから、あとでものをいうことだ　＊。」

＊里仁[image: 篇]＝古こ　者しゃ、言をこれ出い　ださざるは、躬み　の逮およばざるを恥じてなり（八〇ページ）。また＝君子は言げんに訥とつにして、行こうに敏びんならんと欲す（八一ページ）。

　

一四　子曰、君子[image: 周]而不比、小人比而不[image: 周]、

　

子の曰のたまわく、君子は周しゅうして比ひ　せず、小しょう人じんは比して周せず。

　

先生がいわれた、「君子はひろく親しんで一部の人におもねることはないが、小しょう人じん＊は一部でおもねりあってひろく親しまない　＊。」

＊小人[image: ──]君子に対するつまらない人。身分の低い者と徳の無いものとの両意があり、ここでは後の意味。

＊子路[image: 篇]第二三章（二六四ページ）参照。

　

一五　子曰、學而不思則罔、思而不學則殆、

　

子の曰わく、学んで思わざれば則すなわち罔くらし。思うて学ばざれば則ち殆あやうし。

　

先生がいわれた、「学んでも　＊考えなければ、〔ものごとは〕はっきりしない。考えても学ばなければ、〔独断におちいって〕危険　＊である。」

＊学んでも[image: ──]学とは本を読み先生に聞く、外からの習得をいう。

＊危険[image: ──]新注による。王引之は殆まど（疑）うと読む。

　

一六　子曰、攻乎異端、斯[image: 害]也已矣、

　

子の曰わく、異端を攻おさむるは斯こ　れ害のみ。

　

先生がいわれた、「聖人の道と違ったことを研究するのは、ただ害があるだけだ　＊。」

＊子張[image: 篇]第四章（三七九ページ）参照。

　

一七　子曰、由、誨女知之乎、知之爲知之、不知爲不知、是知也、

　

子の曰わく、由ゆうよ、女なんじ＊にこれを知ることを誨おしえんか。これを知るをこれを知ると為な　し、知らざるを知らずと為せ。是れ知るなり。

＊女[image: ──]皇本・清本では「汝」。両字は通用。以下みな唐石経に従って注記しない。

　

先生がいわれた、「由ゆう＊よ、お前に知るということを教えようか。知ったことは知ったこととし、知らないことは知らないこととする、それが知るということだ。」

＊由[image: ──]孔子の門人。姓は仲、名は由、あざ名は子し　路ろ　。孔子より九歳わかい。もと俠客であったが孔子に感化されて愛弟子となった。「政事には冉ぜん有ゆうと季き　路ろ　。」といわれる（二〇二ページ）、その季路。

　

一八　子張學干祿、子曰、多聞闕疑、愼言其餘、則寡尤、多見闕殆、愼行其餘、則寡悔、言寡尤行寡悔、祿在其中矣、

　

子し　張ちょう、禄ろくを干もとめんことを学ぶ　＊。子の曰のたまわく、多く聞きて疑わしきを闕か　き、慎しみて其の余りを言えば、則ち尤とがめ寡すくなし。多く見て殆あやうきを闕き、慎しみて其の余りを行なえば、則ち悔くい寡なし。言げんに尤とがめ寡なく行こうに悔くい寡なければ、禄ろくは其の中うちに在り。

＊学ぶ[image: ──]　『史記』の引用に「問う」とあるので、学と問とは古くは通用したとする説もある。

　

子し　張ちょう＊が禄ろく（俸給）を取るためのことを学ぼうとした。先生はいわれた、「たくさん聞いて疑わしいところはやめ、それ以外の〔自信の持てる〕ことを慎重に口にしていけば、あやまちは少なくなる。たくさん見てあやふやなところはやめ、それ以外の〔確実な〕ことを慎重に実行していけば、後悔は少なくなる。ことばにあやまちが少なく、行動に後悔が少なければ、禄はそこに自然に得られるものだ。〔禄を得るための特別な勉強などというものはない　＊。〕」

＊子張[image: ──]孔子の門人。姓は顓せん孫そん、名は師。子張はあざ名。孔子より四十八歳もわかい。

＊衛霊公[image: 篇]＝君子は道を謀はかりて食を謀らず[image: ……]学べば禄ろくは其の中うちに在り（三一九ページ）。

　

一九　哀公問曰、何爲則民[image: 服]、孔子對曰、擧直錯諸枉、則民[image: 服]、擧枉錯諸直、則民不[image: 服]、

　

哀公問うて曰い　わく、何なにを為な　さば則ち民たみ服せん。孔子対こたえて曰のたまわく、直きを挙げて諸こ　れを枉まがれるに錯お　けば　＊則ち民服す。枉れるを挙げて諸れを直きに錯けば則ち民服せず。

＊諸こ　れを枉まがれるに[image: ……] [image: ──]　「諸〻もろもろの枉まがれるを錯お　けば」と読んで、多くの邪悪な人を捨て退けることと解するのがふつう。下の「諸直」も同じ。今は徂徠の説に従った。

　

哀公　＊が「どうしたら人民が服従するだろうか。」とおたずねになったので、孔子は答えられた、「正しい人々をひきたてて邪悪よこしまな人々の上に位くらいづけたなら、人民は服従いたしますが、邪悪よこしまな人々をひきたてて正しい人々の上に位くらいづけたなら、人民は服従いたしません。」

＊哀公[image: ──]魯ろ　の国の君主。孔子五十九歳（孔子の年齢は、魯の襄公二十一年（Ｂ・Ｃ・五五二年）生誕説に従い、寿七十四歳説をとる。）のときに定公のあとを継いだ。孔子の死はその十六年（Ｂ・Ｃ・四七九年）。

　

二〇　季康子問、使民敬忠以勸、如之何、子曰、臨之以莊則敬、孝慈則忠、擧善而[image: 〓]不能則勸、

　

季き　康こう子し　問う、民をして敬忠にして以て勧すすましむるには、これを如何い か ん。子の曰のたまわく、これに臨のぞむに荘そうを以てすれば則ち敬す、孝こう慈じ　なれば則ち忠あり、善を挙げて不ふ　能のうを教うれば則ち勧すすむ。

　

季き　康こう子し＊が「人民が敬けい[image: 虔]けん忠実になって仕事にはげむようにするには、どうしたものでしょう。」とたずねたので、先生はいわれた、「荘重な態度で臨んでいけば〔人民は〕敬[image: 虔]になります。親に孝行、下々しもじもに慈愛深くしていけば〔人民は〕忠実になります。善人をひきたてて才能の無い者を教えていけば〔人民は〕仕事にはげむようになります。」

＊季康子[image: ──]魯の家老。季孫氏、名は肥ひ　。康はおくり名。哀公四年に季桓子のあとを相続した。顔淵[image: 篇]第一七章（二三七ページ）以下を参照。

　

二一　或謂孔子曰、子奚不爲政、子曰、書云、孝于惟孝、友于兄弟、施於有政、是亦爲政也、奚其爲爲政、

　

或るひと孔子に謂いて曰い　わく、子し　奚なんぞ政せいを為な　さざる。子の曰のたまわく、書に云い　う、孝なるかな　　　＊惟こ　れ孝、兄けい弟ていに友ゆうに、有ゆう政せいに施すと。是れ亦ま　た政を為すなり。奚ぞ其れ政を為すことを為さん。

＊孝なるかな[image: ──]　「孝于」の「于」は、唐石経・通行本では「乎」とある。

　

ある人が孔子に向かって「先生はどうして政治をなさらないのですか。」といった。先生はいわれた、「書しょ経きょう＊には『孝行よ、ああ孝行よ。そして兄弟ともむつみあう。』とある。政治ということに及ぼすなら、それもやはり政治をしているのだ。何もわざわざ政治をすることもなかろう。」

＊書経[image: ──]今の『書経』の君陳[image: 篇]には似たことばがあるが、それは後世の偽作で、原典は亡びた。「施於有政」の一句をも『書経』の引用とみるかどうかに異説があり、読み下しの方は通説に従っていて、訳文と違っている。

　

二二　子曰、人而無信、不知其可也、大車無輗、小車無[image: 〓]、其何以行之哉、

　

子の曰のたまわく、人にして信なくんば、其の可か　なることを知らざるなり。大車輗げいなく小車[image: 〓]げつなくんば、其れ何を以てかこれを行や　らんや。

　

先生がいわれた、「人として信義がなければ、うまくやっていけるはずがない。牛車に轅ながえのはしの横木がなく、馬車に轅ながえのはしのくびき止めがないのでは、〔牛馬をつなぐこともできない、〕一体どうやって動かせようか。」

　

二三　子張問、十世可知也、子曰、殷因於夏禮、[image: 所]損[image: 益]可知也、[image: 周]因於殷禮、[image: 所]損[image: 益]可知也、其或繼[image: 周]者、雖百世亦可知也、

　

子し　張ちょう問う、十じゅっ世せい知るべきや。子の曰わく、殷いんは夏か　の礼に因よ　る、損益する所知るべきなり。周は殷の礼に因る、損益する所知るべきなり。其れ或るいは周を継ぐ者は、百世と雖いえども知るべきなり。

　

子し　張ちょうが「十代さきの王朝のことが分かりましょうか。」とおたずねした。先生はいわれた、「殷いんでは〔その前の王朝〕夏か　の諸制度をうけついでいて、廃止したり加えたりしたあとがよく分かる。周でも殷の諸制度をうけついでいて、廃止したり加えたりしたあとがよく分かる。〔だから〕もし周のあとを継ぐものがあれば、たとい百代さきでも分かるわけだ。」

　

二四　子曰、非其鬼而祭之、諂也、見義不爲、無勇也、

　

子の曰わく、其の鬼き　に非ずしてこれを祭るは、諂へつらいなり。義を見て為せ　ざるは、勇なきなり。

　

先生がいわれた、「わが家や　の精しょう霊りょう＊でもないのに祭るのは、へつらいである。〔本来、祭るべきものではないのだから。〕〔それと反対に〕行なうべきことを前にしながら行なわないのは、臆おく病びょうものである。〔ためらって決心がつかないのだから。〕」

＊精霊[image: ──]原文の「鬼き　」とは死者の霊をさす。

　

論語 卷第一 終


    
      
      論語 卷第二

    

  
八はち 佾いつ 第 三

　

一　孔子謂季氏、八佾舞於庭、是可[image: 忍]也、孰不可[image: 忍]也、

　

孔子、季き　氏し　を謂のたまわく、八はち佾いつ、庭ていに舞わす、是こ　れをも忍ぶべくんば、孰いずれをか忍ぶべからざらん。

　

孔子が季き　氏し＊のことをこういわれた、「八列の舞　＊をその[image: 廟]おたまやの庭で舞わせている。その非礼までも〔とがめずに〕しんぼうできるなら　＊、どんなことだってしんぼうできよう。（わたしにはがまんができない。）」

＊季氏[image: ──]魯ろ　の家老で実力者、季孫氏のこと。

＊八列の舞[image: ──]「八はち佾いつ」の佾は列の意味。礼のさだめでは、八佾（八八、六十四人）は天子の舞。諸侯は六佾（六六、三十六人）、[image: 卿]大夫は四佾（四四、十六人）、士は二佾（二二、四人）。季氏はそれをおかした。

＊しんぼうできるなら[image: ──]新注では「これまでも平気でやれるなら、どんな非礼でも[image: ……]、」と季氏自身のことと解する。

　

二　三家者以雍徹、子曰、相維辟公、天子穆穆、奚取於三家之堂、

　

三さん家か　者しゃ、雍ようを以て徹てっす。子の曰のたまわく、相たすくるは維こ　れ辟へき公こう、天子穆ぼく穆ぼくと。奚なんぞ三家の堂に取らん。

　

三家　＊では〔[image: 廟]おたまやの祭に〕雍ようの歌　＊で供物をさげていた。先生はいわれた、「〔その歌の文句には〕『助くるものは諸侯たち、天子はうるわしく。』とある。どうして〔陪ばい臣しんである〕三家の御殿で用いられようか。」

＊三家[image: ──]魯の公室の一族で孟孫・叔孫・季孫という三家の実力者。

＊雍の歌[image: ──]雍は『詩経』周しゅう頌しょうの[image: 篇]名。これをうたうのは天子の礼で、三家はそれをおかしていた。

　

三　子曰、人而不仁、如禮何、人而不仁、如樂何、

　

子の曰わく、人にして仁ならずんば、礼を如何い か ん。人にして仁ならずんば、楽がくを如何。

　

先生がいわれた、「人として仁でなければ、礼があってもどうしようぞ。人として仁でなければ、楽がく＊があってもどうしようぞ。」

＊楽[image: ──]音楽。礼儀と並んで人間の容儀・品性をととのえる。

　

四　林放問禮之本、子曰、大哉問、禮與其奢也[image: 〓]儉、喪與其易也[image: 〓]戚、

　

林りん放ぽう、礼の本もとを問う。子の曰わく、大なるかな問うこと。礼は其の奢おごらんよりは寧むしろ倹けんせよ。喪も　は其の易おさめんよりは寧ろ戚いため。

　

林りん放ぽう＊が礼の根本についておたずねした。先生はいわれた、「大きいね、その質問は。礼にはぜいたくであるよりはむしろ質素にし、お葬とむらいには万事ととのえるよりはむしろ〔ととのわずとも〕いたみ悲しむことだ　＊。」

＊林放[image: ──]魯ろ　の国の人。

＊礼は末節の文飾より誠心が根本だという意味。喪も　のことをいうのは礼の重要部門だからである。

　

五　子曰、夷狄之有君、不如諸夏之[image: 亡]也、

　

子の曰わく、夷い　狄てきの君あるは、諸しょ夏か　の亡な　きに如し　かざるなり　＊。

＊亡な　きに如し　かず[image: ──]皇おう侃がんの『義疏』に従う。新注では「亡きが如ごとくならず。」と読んで、夷い　狄てきにさえ君があるのに、という嘆きとみる。[image: 鄭]注も新注に近く、こちらの説も有力である。

　

先生がいわれた、「夷い　狄てき＊で君主のあるのは、中国で君主のいないのにも及ばない。〔中国の文化の伝統はやはりすぐれている。〕」

＊夷狄[image: ──]中国周辺の未開民族。東夷・西せい戎じゅう・南なん蛮ばん・北狄と分けることもある。

　

六　季氏[image: 旅]於泰山、子謂冉有曰、女不能救與、對曰、不能、子曰、嗚呼、曾謂泰山不如林放乎、

　

季氏、泰山に旅りょす。子、冉ぜん有ゆうに謂いて曰のたまわく、女なんじ救うこと能あたわざるか。対こたえて曰い　わく、能わず。子の曰のたまわく、嗚あ　呼あ　、曾すなわち泰たい山ざんを林放にも如し　かずと謂おもえるか。

　

季氏が泰山　＊で旅りょ＊の祭をしようとした。先生が冉ぜん有ゆう＊に向かって、「お前にはやめさせることができないのか。」といわれると、「できません。」と答えたので、先生はいわれた、「ああ、泰たい山ざんが林放にも及ばないと思っているのか　＊。」

＊泰山[image: ──]山東省の名山。

＊旅[image: ──]祭の名。諸侯が領内の山川を祭るのは礼であったが、季氏は陪ばい臣しんの身でそれをおかした。

＊冉有[image: ──]孔子の門人。姓は冉、名は求。子有があざ名。孔子より二十九歳わかい。当時季氏の家の執事であった。「政事には冉有・季路。」といわれる（二〇二ページ）。

＊さきの林放でさえ礼の根本を問題としている、泰山の神が非礼を知らぬはずはないのに、と戒めた。

　

七　子曰、君子無[image: 所]爭、必也射乎、揖讓而升下、而飮、其爭也君子、

　

子の曰のたまわく、君子は争う所なし。必らずや射しゃか。揖ゆう譲じょうして升のぼり下くだり、而して飲ましむ。其の争いは君子なり。

　

先生がいわれた、「君子は何事にも争わない。あるとすれば弓争い　＊だろう。〔それにしても〕会え　釈しゃくし譲りあって登り降りし、さて〔競技が終わると勝者が敗者に〕酒を飲ませる。その争いは君子的だ。」

＊弓争い[image: ──]射礼のこと。『儀ぎ　礼らい』の郷きょう射しゃ礼れいと大射礼にそのさだめがある。第一六章（六一ページ）参照。

　

八　子夏問曰、巧笑倩兮、美目盼兮、素以爲絢兮、何謂也、子曰、繪事後素、曰禮後乎、子曰、[image: 起]予者[image: 商]也、始可與言詩已矣、

　

子し　夏か　問うて曰い　わく、巧こう笑しょう倩せんたり、美目盼はんたり　＊、素そ　以て絢あやを為な　すとは、何の謂いぞや。子の曰のたまわく、絵え　の事は素を後のちにす　＊。曰い　わく、礼は後か。子の曰のたまわく、予わ　れを起こす者は商なり。始めて与ともに詩を言うべきのみ。

＊盼たり[image: ──]唐石経・通行本で「盻」とあるのは誤り。

＊素を後にす[image: ──]新注では「素より後る。」と読んで、素を素質すなわち、忠信の意味に見る。

　

子し　夏か　が「『笑え　まい可愛いや口もとえくぼ、目もと美しぱっちりと、白さで美しさをしあげたよ　＊。』というのは、どういう意味でしょうか。」とおたずねした。先生は「絵え　のばあいに白い胡こ　粉ふんであとしあげをする〔ようなものだ〕。」といわれると、「〔まごころをもとに、〕礼であとしあげ　＊でしょうか。」といった。先生はいわれた、「自分を啓発してくれるのは商　＊だよ。それでこそいっしょに詩を語ることができるね。」

＊上二句は『詩経』衛えい風ふうの碩せき人じん[image: 篇]にあるが、下一句はみえない。

＊礼であとしあげ[image: ──]白をあとにするということばからさとって、それを修養のばあいに転じたのである。

＊商[image: ──]子夏の名。

　

九　子曰、夏禮吾能言之、杞不足徵也、殷禮吾能言之、宋不足徵也、文獻不足故也、足則吾能徵之矣、

　

子の曰のたまわく、夏か　の礼は吾れ能くこれを言えども、杞き　は徴しるしとするに足らざるなり。殷いんの礼は吾れ能くこれを言えども、宋は徴とするに足らざるなり。文献、足らざるが故なり。足らば則ち吾れ能くこれを徴とせん。

　

先生がいわれた、「夏か　の礼についてわたしは話すことができるが、〔その子孫である〕杞き＊の国では証拠がたりない。殷いんの礼についてもわたしは話すことができるが、〔その子孫である〕宋　＊の国でも証拠がたりない。古記録も賢人も　＊十分ではないからである。もし十分ならわたしもそれを証拠にできるのだが。」

＊杞・宋[image: ──]周になってから夏と殷の王室の子孫がそれぞれに封ぜられた小国。杞は河南省杞県、宋は河南省商邱県の地。

＊賢人も[image: ──]　「文献」の献は賢人の意味。

　

一〇　子曰、禘自[image: 〓]灌而[image: 往]者、吾不欲觀之矣、

　

子の曰のたまわく、禘てい、既すでに灌かんしてより往のちは、吾れこれを観ることを欲せず。

　

先生がいわれた、「禘てい＊の祭で、〔鬱うつ鬯ちょう（黒きび）の香り酒を地にそそぐ〕灌かんの儀式が済んでからあとは、わたしは見たいとは思わない　＊。」

＊禘[image: ──]祭の名。先祖の源である帝を中心に衆祖をあわせ祭る大祭。

＊新注では、祭に誠意がなくなるからだと解し、古注では、当時の魯では、位い　[image: 牌]はいなどの序列が乱れていたからだという。

　

一一　或問禘之[image: 説]、子曰、不知也、知其[image: 説]者之於天下也、其如示諸斯乎、指其掌、

　

或るひと禘ていの説を問う。子の曰わく、知らざるなり。其の説を知る者の天下に於お　けるや、其れ諸こ　れを斯ここに示み　るが如きかと。其の掌たなごころを指さ　す。

　

ある人が禘ていの祭の意義をたずねた。先生はいわれた、「わからないね。その意義がわかっているほどの人なら、天下のことについても、そら、ここで見るようなものだろうね。」と自分の手のひらを指さされた。

　

一二　祭如在、祭神如神在、子曰、吾不與祭、如不祭、

　

祭ること在いますが如くし、神を祭ること神在すが如くす。子の曰わく、吾れ祭に与あずからざれば、祭らざるが如し。

　

御先祖のお祭りには御先祖がおられるようにし、神々のお祭りには神々がおられるようにする。先生はいわれた、「わたしは〔何かの事故で〕お祭りにたずさわらないと、お祭りがなかったような気がする。」

　

一三　王孫賈問曰、與其媚於奧、[image: 〓]媚於竈、何謂、子曰、不然、獲罪於天、無[image: 所]禱也、

　

王おう孫そん賈か　問うて曰い　わく、其の奥おうに媚こ　びんよりは、寧むしろ竈そうに媚びよとは、何の謂いぞや　＊。子の曰のたまわく、然らず。罪を天に獲う　れば、禱いのる所なきなり。

＊何の謂いぞや[image: ──]　「何謂」の下、唐石経・通行本には「也」の字がある。

　

王おう孫そん賈か＊が「『部屋の神のきげんどりより、かまどの神のきげんをとれ。』と〔いう[image: 諺]ことわざ〕は、どういうことです。」とたずねた。〔衛えいの主君よりも、権臣である自分のきげんをとれ、というなぞである。〕先生はいわれた、「〔その[image: 諺]は〕まちがっています。〔かまどの神や部屋の神よりも、最高の〕天に対して罪をおかしたなら、どこにも祈りようはないものです　＊。」

＊王孫賈[image: ──]衛の霊公に仕えた大夫で実権者。

＊自分に媚こ　びよという王孫賈のなぞをはねつけた。

　

一四　子曰、[image: 周]監於二代、郁郁乎文哉、吾從[image: 周]、

　

子の曰のたまわく、周は二代に監かんがみて　　　＊郁いく郁いく乎こ　として文なるかな。吾れは周に従わん。

＊監みて[image: ──]古注では「くらべれば」の意味に読む。

　

先生がいわれた、「周〔の文化〕は、夏か　と殷いんとの二代を参考にして、いかにもはなやかに立派だね。わたしは周に従おう。」

　

一五　子入大[image: 廟]、每事問、或曰、孰謂鄹人之子知禮乎、入大[image: 廟]、每事問、子聞之曰、是禮也、

　

子、大たい[image: 廟]びょうに入い　りて、事ごとに問う。或るひとの曰い　わく、孰たれか鄹すう人ひとの子こ　を礼を知ると謂い　うや、大[image: 廟]に入りて、事ごとに問う。子これを聞きて曰のたまわく、是れ礼なり。

　

先生は大たい[image: 廟]びょう＊の中で儀礼を一つ一つたずねられた。ある人が「鄹すう＊の役人の子供が礼を知っているなどとだれがいったんだろう、大[image: 廟]の中で一つ一つたずねている。」といったが、先生はそれを聞くと、「それ（そのように慎重にすること）が礼なのだ。」といわれた。

＊大[image: 廟][image: ──]始祖の霊[image: 廟]。ここでは魯の周公の[image: 廟]。

＊鄹[image: ──]魯の国の町の名で、孔子の父叔しゅく梁りょう紇こつがそこの役人をした。

　

一六　子曰、射不[image: 主]皮、爲力不同科、古之[image: 道]也、

　

子の曰のたまわく、射しゃは皮かわを主とせず。力の科を同じくせざるが為めなり　＊。古いにしえの道なり。

＊力の科を[image: ……] [image: ──]新注の読みかた。古注では「力を為すこと科を同じくせず。」と読んで、力りき役えきにも能力に応じた科別があったとし、上の射のこととは別事とみる。

　

先生がいわれた、「弓の礼では的まとを第一とはしない　＊。〔各人の〕能力には等級の違いがあるからで、〔そういうのが〕古代のやり方である。」

＊弓の礼では[image: ……] [image: ──]今の『儀ぎ　礼らい』郷きょう射しゃ礼れい[image: 篇]に「礼射不主皮、」とみえる。それを解釈して、皮を主とする（皮のまとをつきとおすのを主とする）ようになった今の時世を嘆いたとするのが、新注の説。

　

一七　子貢欲去[image: 〓]朔之餼羊、子曰、賜也、女愛其羊、我愛其禮、

　

子貢、告こく朔さくの餼き　羊ようを去らんと欲す。子の曰のたまわく、賜し　や、女なんじ＊は其の羊を愛おしむ、我れは其の礼を愛おしむ。

＊女[image: ──]皇本・清本は「汝」、通行本は「爾」。

　

子し　貢こうが、〔月ごとの朔はじめを宗そう[image: 廟]びょうに報告する〕告こく朔さくの礼〔が魯ろ　の国で実際には行なわれず、羊だけが供えられているのをみて、そ〕のいけにえの羊をやめようとした。先生はいわれた、「賜し　よ、お前はその羊を惜しがっているが、わたくしにはその礼が惜しい。〔羊だけでもつづけていけばまた礼の復活するときもあろう。〕」

　

一八　子曰、事君盡禮、人以爲諂也、

　

子の曰のたまわく、君に事つかうるに礼を尽つ　くせば、人以て諂へつらえりと為な　す。

　

先生がいわれた、「主君にお仕えして礼を尽くすと、人々はそれを諂へつらいだという。」

　

一九　定公問、君使臣、臣事君、如之何、孔子對曰、君使臣以禮、臣事君以忠、

　

定公問う、君、臣を使い、臣、君に事つかうること、これを如何い か ん。孔子対こたえて曰わく、君、臣を使うに礼を以てし、臣、君に事うるに忠を以てす。

　

定公　＊が「主君が臣下を使い、臣下が主君に仕えるのは、どのようにしたものだろう。」とおたずねになったので、孔先生は答えられた、「主君が臣下を使うには礼によるべきですし、臣下が主君に仕えるには忠（誠実）によるべきです。」

＊定公[image: ──]魯の国の君主。哀公の前で孔子の四十四歳から十五年在位。孔子は、五十六歳で遊説の旅に出る前、この君に重く用いられた（四〇三ページの年表を参照）。

　

二〇　子曰、關雎、樂而不[image: 淫]、哀而不傷、

　

子の曰わく、関かん雎しょは楽しみて[image: 淫]いんせず、哀かなしみて傷やぶらず。

　

先生がいわれた、「関かん雎しょ＊の詩は、楽しげであってもふみはずさず、悲しげであっても〔身心を〕いためることがない。（哀楽ともによく調和を得ている。）」

＊関雎[image: ──]　『詩経』周南の最初の[image: 篇]名。その音楽の批評だとする説もある。泰伯[image: 篇]第一五章（一五九ページ）参照。

　

二一　哀公問社於宰我、宰我對曰、夏后氏以松、殷人以柏、[image: 周]人以栗、曰、使民戰栗也、子聞之曰、[image: 成]事不[image: 説]、[image: 逐]事不諫、[image: 〓][image: 往]不咎、

　

哀公、社　＊を宰さい我が　に問う。宰我、対こたえて曰い　わく、夏か　后こう氏は松を以てし、殷いん人ひとは柏はくを以てし、周人ひとは栗りつを以てす。曰い　わく、民をして戦せん栗りつせしむるなり。子これを聞きて曰のたまわく、成せい事じ　は説かず、遂すい事じ　は諫いさめず、既き　往おうは咎とがめず。

＊社[image: ──]　『経典釈文』に[image: 鄭]注本では「主」とあるとみえ、それならば位[image: 牌]のこと。

　

哀公が〔樹木を神体とする土地神のやしろ〕社しゃのことを宰さい我が＊におたずねになったので、宰我は「夏か　の君は松を使い、殷いんの人は柏ひのきを使い、周の人は栗を使っています。〔周の栗りつは社で行なう死刑によって〕民衆を戦せん慄りつさせるという意味でございます。」と答えた。先生はそれを聞くといわれた、「できたことはいうまい、したことは諫いさめまい、過去はとがめまい。〔これからはこんな失言をくりかえさぬように　＊。〕」

＊宰我[image: ──]孔子の門人。名は予、あざ名は子我。

＊宰我が社の本義からそれ、民衆を戦慄させるなどということで、いたずらに哀公を刺戟したことを非難した。

　

二二　子曰、管仲之器小哉、或曰、管仲儉乎、曰、管氏有三歸、官事不攝、焉得儉乎、曰然則管仲知禮乎、曰、[image: 邦]君樹塞門、管氏亦樹塞門、[image: 邦]君爲兩君之好、有反[image: 〓]、管氏亦有反[image: 〓]、管氏而知禮、孰不知禮、

　

子の曰のたまわく、管かん仲ちゅうの器うつわは小なるかな。或るひとの曰い　わく、管仲は倹けんなるか。曰のたまわく、管氏に三帰あり、官の事は摂か　ねず、焉いずくんぞ倹なるを得ん。然らば則ち管仲は礼を知るか。曰のたまわく、邦ほう君くん、樹じゅして門を塞ふさぐ、管氏も亦ま　た樹して門を塞ぐ。邦君、両君の好よしみを為な　すに反はん[image: 〓]てんあり、管氏も亦た反[image: 〓]あり。管氏にして礼を知らば、孰たれか礼を知らざらん。

　

先生がいわれた、「管かん仲ちゅう＊の人物は小さいね。」ある人が「管仲は倹約だったのですか。」というと、「管氏には三つの邸宅　＊があり、家臣の事務もかけもちなしで〔それぞれ専任をおいて〕させていた。どうして倹約といえようか。」「それでは管仲は礼をわきまえていたのですか。」「国君は目かくしの塀へいを立てて門をふさぐが、管氏も〔陪ばい臣しんの身でありながら〕やはり塀を立てて門の目かくしにした。国君が二人で修好するときには、盃さかずきをもどす台を設けるが、管氏にもやはり盃をもどす台があった。管氏でも礼をわきまえているというなら、礼をわきまえないものなどだれもなかろう。」

＊管仲[image: ──]斉せいの桓かん公を助けて覇は　者じゃ（諸侯の旗がしら）にした名宰相。孔子より百七、八十年前の人物。

＊三つの邸宅[image: ──]三家の女を妻にしたというのが古注で通説。台うてなの名と解した新注のほか、異説が多い。

　

二三　子語魯大師樂曰、樂其可知已、始作翕如也、從之純如也、皦如也、繹如也、以[image: 成]、

　

子、魯ろ　の大たい師し　に楽がくを語りて曰のたまわく、楽は其れ知るべきのみ　＊。始めて作おこすに翕きゅう如じょたり。これを従はなちて純如たり、皦きょう如じょたり、繹えき如じょたり。以て成る。

＊知るべきのみ[image: ──]句末の「已」字、唐石経・通行本では「也」。

　

先生が音楽のことを魯ろ　の楽官長に話された、「音楽はまあ分かりやすいものです。起こしはじめは〔金属の打楽器で〕盛んです。それを放つと〔諸楽器が〕よく調和し、はっきりし、ずっと続いていって、そうして一節が終わります。」

　

二四　儀封人[image: 請]見、曰、君子之至於斯也、吾未嘗不得見也、從者見之、出曰、二三子何患於喪乎、天下之無[image: 道]也久矣、天將以夫子爲木鐸、

　

儀ぎ　の封ほう人じん、見まみえんことを請こ　う。曰い　わく、君子の斯ここに至るや　＊、吾れ未いまだ嘗かつて見ることを得ずんばあらざるなり。従じゅう者しゃこれを見まみえしむ。出い　でて曰い　わく、二三子、何ぞ喪そうすることを患うれえんや。天下の道なきや久し。天将まさに夫ふう子し　を以て木ぼく鐸たくと為な　さんとす。

＊斯に至るや[image: ──]句末の「也」字、皇本・清本では「者」。

　

儀ぎ　の国境役人が〔先生に〕お会いしたいと願った。「ここに来られた君子がたにはね、わたしはまだお目にかかれなかったことはないのですよ。」という。供のものが会わせてやると、退出してからこういった、「諸君、さまよっているからといってどうして心配することがありましょう。この世に道が行なわれなくなって、久しいことです。天の神さまはやがてあの先生をこの世の指導者　＊になされましょう。」

＊指導者[image: ──]　「木鐸」は、ふりこが木でできた小さい鐘で文教に使う。文化的な指導者のたとえ。

　

二五　子謂韶、盡美矣、又盡善也、謂武、盡美矣、未盡善也、

　

子、韶しょうを謂のたまわく、美を尽くせり、又ま　た善を尽くせり。武ぶ　を謂わく、美を尽くせり、未いまだ善を尽くさず。

　

先生が韶しょうの音楽　＊を批評された、「美しさは十分だし、さらに善よ　さも十分だ。」〔また〕武ぶ　の音楽　＊を批評された、「美しさは十分だが、善さはまだ十分でない。」

＊韶の音楽[image: ──]尭ぎょうから位を譲りうけた舜しゅんの音楽。

＊武の音楽[image: ──]殷いんの紂ちゅうを伐う　った周の武王の音楽。これを劣るとするのは、武力を用いた統一で舜の平和的なのに及ばないからである。

　

二六　子曰、居上不寬、爲禮不敬、臨喪不哀、吾何以觀之哉、

　

子の曰のたまわく、上かみに居て寛かんならず、礼を為な　して敬せず、喪も　に臨のぞみて哀かなしまずんば、吾れ何を以てかこれを観んや。

　

先生がいわれた、「人の上かみに立ちながら寛容でなく、礼を行ないながらつつしみがなく、葬とむらいにゆきながら悲しまないというのでは、どこを見どころにしたものか、わたしにはわからない。」


里り　 仁じん 第 四

　

一　子曰、里仁爲美、擇不處仁、焉得知、

　

子の曰のたまわく、仁に里お　るを美よ　しと為すな　　＊。択えらんで仁に処お　らずんば、焉いずくんぞ知なることを得ん。

＊仁に里るを[image: ……] [image: ──]荻生徂徠の説。朱子の新注では「里さとは仁を美よ　しとなす。」と読む。

　

先生がいわれた、「仁に居るのが立派なことだ。あれこれ選びながら仁をはずれるのでは、どうして智者といえようか。」

　

二　子曰、不仁者不可以久處[image: 約]、不可以長處樂、仁者安仁、知者利仁、

　

子の曰のたまわく、不ふ　仁じん者しゃは以て久しく約に処お　るべからず。以て長く楽しきに処るべからず。仁者は仁に安んじ、知ち　者しゃは仁を利とす。

　

先生がいわれた、「仁でない人はいつまでも苦しい生活にはおれないし、また長く安楽な生活にもおれない。〔道をはずれるか、安楽になれてしまう。〕仁の人は仁に落ちついているし、智の人は仁を善いことと認めて活用する。〔深浅の差はあるが、どちらも守りどころがあって動かない。〕」

　

三　子曰、惟仁者能好人、能惡人、

　

子の曰わく、惟た　だ仁者のみ能よ　く人を好み、能く人を悪にくむ。

　

先生がいわれた、「ただ仁の人だけが、〔私心がないから、本当に〕人を愛することができ、人を憎にくむこともできる。」

　

四　子曰、苟志於仁矣、無惡也、

　

子の曰わく、苟まこと＊に仁に志こころざせば、悪あ　しき　＊こと無し。

＊苟に[image: ──]　「いやしくも」と読むのは徂徠の説。

＊悪しき[image: ──]　「にくまる」と読むのは仁斎の説。

　

先生がいわれた、「本当に　＊仁を目ざしているのなら、悪いことはなくなるものだ。」

＊本当に[image: ……] [image: ──]荻生徂徠に従えば「少しでも仁に志せば」。

　

五　子曰、富與貴、是人之[image: 所]欲也、不以其[image: 道]得之、不處也、貧與賤、是人之[image: 所]惡也、不以其[image: 道]得之、不去也、君子去仁、惡乎[image: 成]名、君子無[image: 終][image: 食]之[image: 〓][image: 違]仁、[image: 造][image: 次]必於是、顚沛必於是、

　

子の曰わく、富とみと貴たっときとは、是れ人の欲する所なり。其の道を以てこれを得ざれば　＊、処お　らざるなり。貧しきと賤いやしきとは、是れ人の悪にくむ所なり。其の道を以てこれを得ざれば、去らざるなり。君子、仁を去りて悪いずくにか名を成さん。君子は食を終うるの間も仁に違たがうこと無し。造ぞう次じ　にも必らず是ここに於お　いてし、顚てん沛ばいにも必らず是に於いてす。

＊其の道を以て[image: ……] [image: ──]古注によった読みかた。新注では「其の道を以てせずして、これを得れば、[image: ……]。」と読む。

　

先生がいわれた、「富とみと貴い身分とはこれはだれでもほしがるものだ。しかしそれ相当の方法（正しい勤勉や高潔な人格）で得たのでなければ、そこに安住しない　＊。貧乏と賤しい身分とはこれはだれでもいやがるものだ。しかしそれ相当の方法（怠たい惰だ　や下劣な人格）で得たのでなければ、それも避けない。君子は仁徳をよそにしてどこに名誉を全とうできよう。君子は食事をとるあいだも仁から離れることがなく、急変のときもきっとそこにおり、ひっくりかえったときでもきっとそこにいる。」

＊述而[image: 篇]＝子の曰わく、[image: ……]不義にして富み且か　つ貴きは、我れに於お　いて浮雲の如し（一三六ページ）。『孟子』滕文公下[image: 篇]＝其の道に非あらざれば、則すなわち一簞たんの食し　も人より受くべからず。

　

六　子曰、我未見好仁者惡不仁者、好仁者無以[image: 〓]之、惡不仁者其爲仁矣、不使不仁者加乎其身、有能一日用其力於仁矣乎、我未見力不足者、蓋有之乎、我未之見也、

　

子の曰のたまわく、我れ未いまだ仁を好む者、不仁を悪にくむ者を見ず。仁を好む者は、以てこれに尚くわうること無し。不仁を悪む者は、其れ仁を為な　す、不仁者をして其の身に加えしめず。能く一日も其の力を仁に用いること　＊有らんか、我れ未だ力の足らざる者を見ず。蓋けだしこれ有らん　＊、我れ未だこれを見ざるなり。

＊其の力を仁に[image: ……] [image: ──]「仁」字の下に皇本では「者」字がある。

＊これ有らん[image: ──]句末の「乎」字は、唐石経・通行本では「也」とある。

　

先生がいわれた、「わたくしは、まだ仁を好む人も不仁を憎む人も見たことがない。仁を好む人はもうそれ以上のことはないし、不仁を憎む人もやはり仁を行なっている、不仁の人をわが身に影響させないからだ。もしよく一日のあいだでも、その力を仁のために尽くすものがあったとしてごらん、力の足りないものなど、わたくしは見たことがない。あるいは〔そうした人も〕いるかも知れないが[image: ……]、わたくしはまだ見たことがないのだ。」

　

七　子曰、人之[image: 過]也、各於其黨、觀[image: 過]斯知仁矣、

　

子の曰のたまわく、人　＊の過あやまつや、各〻其の党たぐいに於お　いてす。過ちを観て斯ここに仁を知る。

＊人[image: ──]皇本・清本では「民」。

　

先生がいわれた、「人のあやまちというのは、それぞれその人物の種類に応じておかす　＊。あやまちを見れば仁かどうかがわかるものだ。」

＊種類に応じておかす[image: ──]新注は、君子は人情に厚すぎてあやまちをおかし、小しょう人じんは人情に薄くてあやまちをおかす、と説明する。

　

八　子曰、[image: 朝]聞[image: 道]、夕死可矣、

　

子の曰わく、朝あしたに道を聞きては、夕べに死すとも可か　なり。

　

先生がいわれた、「朝あさに〔正しい真実の〕道が聞けたら、その晩に死んでもよろしいね。」

　

九　子曰、士志於[image: 道]、而恥惡衣惡[image: 食]者、未足與議也、

　

子の曰わく、士し　、道に志こころざして、悪衣悪食を恥ずる者は、未だ与ともに議はかるに足らず。

　

先生がいわれた、「道を目ざす士人　＊でいて粗衣粗食を恥じるようなものは、ともに語るにたりない。」

＊士人[image: ──]教養人として社会的にも重んじられる人物。また侯・[image: 卿]・大夫に次ぐ下級官吏、あるいは士・農・工・商の四民の第一。

　

一〇　子曰、君子之於天下也、無[image: 適]也、無莫也、義之與比、

　

子の曰わく、君子の天下に於お　けるや、適てきも無く、莫ばくも無し。義にこれ与ともに比したしむ。

　

先生がいわれた、「君子が天下のことに対するには、さからうこともなければ、愛着することもない　＊。〔主観を去って〕ただ正義に親しんでゆく　＊。」

＊さからうことも[image: ……] [image: ──]　「適・莫」二字を、[image: 鄭]注に従って敵・慕と読んで解釈した。新注では適をそれだけときめること、莫をそれではならぬとすることとし、そのほか、「善し・悪し」「厚し・薄し」など異説が多い。

＊親しんでゆく[image: ──]皇侃の『義疏』による。新注では「比」を従うと読む。

　

一一　子曰、君子懷德、小人懷土、君子懷刑、小人懷惠、

　

子の曰のたまわく、君子は徳を懐おもい、小人は土ど　を懐う。君子は刑を懐い、小人は恵けいを懐う。

　

先生がいわれた、「君子は道徳を思うが、小しょう人じんは土地を思う。君子は法規を思うが、小人は恩恵を思う　＊。」

＊荻生徂徠は、「治者が徳を思えば被治者は土地に安住し、治者が刑罰を思えば被治者はお情けを思う。」と解釈する。『義疏』の一説によったもの。

　

一二　子曰、放於利而行、多怨、

　

子の曰わく、利に放よ　りて行なえば、怨み多し。

　

先生がいわれた、「利益ばかりにもたれて行動していると、怨まれることが多い。」

　

一三　子曰、能以禮讓爲國乎、何有、不能以禮讓爲國、如禮何、

　

子の曰わく、能く礼れい譲じょうを以て国を為おさめんか、何か有らん。能く礼譲を以て国を為めずんば、礼を如何い か ん。

　

先生がいわれた、「譲りあう心で国を治めることができたとしよう、何の〔むつかしい〕こともおこるまい。譲りあう心で国を治めることができないようなら、礼のさだめがあってもどうしようぞ。」

　

一四　子曰、不患無位、患[image: 所]以立、不患莫己知、求爲可知也、

　

子の曰わく、位なきことを患うれえず、立つ所以ゆ え んを患う。己れを知ること莫な　きを患えず、知らるべきことを為すを求む。

　

先生がいわれた、「地位のないことを気にかけないで、地位を得るための〔正しい〕方法を気にかけることだ。自分を認めてくれる人がいないことを気にかけないで、認められるだけのことをしようとつとめることだ。」

　

一五　子曰、參乎、吾[image: 道]一以貫之哉、曾子曰、唯、子出、門人問曰、何謂也、曾子曰、夫子之[image: 道]、忠恕而已矣、

　

子の曰のたまわく、参しんよ、吾が道は一いつ以てこれを貫つらぬく。曾そう子し　の曰い　わく、唯い　。子出い　ず。門人問うて曰い　わく、何の謂い　いぞや。曾子の曰い　わく、夫ふう子し　の道は忠ちゅう恕じょのみ。

　

先生がいわれた、「参しん＊よ、わが道は一つのことで貫つらぬかれている。」曾そう子し　は「はい。」といった。先生が出てゆかれると、門人がたずねた、「どういう意味でしょうか。」曾子はいった、「先生の道は忠ちゅう恕じょ＊のまごころだけです。」

＊参[image: ──]曾子の名。

＊忠恕[image: ──]忠は内なるまごころにそむかぬこと、恕はまごころによる他人への思いやり。『中庸』第三章三＝忠恕は道を違さ　ること遠からず。諸こ　れを己れに施して願わざれば、亦た人に施すこと勿な　かれ。

　

一六　子曰、君子喩於義、小人喩於利、

　

子の曰のたまわく、君子は義に喩さとり、小人は利に喩る。

　

先生がいわれた、「君子は正義に明るく、小人は利益に明るい。」

　

一七　子曰、見賢思齊焉、見不賢而[image: 〓]自省也、

　

子の曰わく、賢けんを見ては斉ひとしからんことを思い、不ふ　賢けんを見ては内に自ら省かえりみる。

　

先生がいわれた、「すぐれた人を見れば同じようになろうと思い、つまらない人を見たときにはわれとわが心に反省することだ　＊。」

＊『荀子』脩身[image: 篇]＝善を見れば脩しゅう然ぜんとして必らず以て自ら存かえりみ、不善を見れば愀しゅう然ぜんとして必らず以て自ら省かえりみる。また述而[image: 篇]第二一章（一三九ページ）参照。

　

一八　子曰、事父母幾諫、見志不從、又敬不[image: 違]、勞而不怨、

　

子の曰わく、父母に事つかうるには幾ようやくに諫いさめ、志し　の従わざるを見ては、又た敬けいして違たがわず、労して怨みず。

　

先生がいわれた、「父母に仕えて〔その悪いところを認めたときに〕はおだやかに諫いさめ、その心が従いそうにないとわかれば、さらにつつしみ深くしてさからわず、骨を折るけれども怨みには思わないことだ。」

　

一九　子曰、父母在、子不[image: 遠][image: 遊]、[image: 遊]必有方、

　

子の曰わく、父母在いませば、遠く遊ばず。遊ぶこと必らず方つねあり。

　

先生がいわれた、「父母のおられる間は、遠くへは旅をしないように。旅をするにも必らずでたらめをしないことだ。」

　

二〇　子曰、三年無改於父之[image: 道]、可謂孝矣、

　

子の曰のたまわく、三年、父の道を改むること無きを、孝と謂うべし。

　

先生がいわれた、「〔父が死んでから〕三年の間、そのやりかたを改めないのは、孝行だといえる　＊。」

＊学而[image: 篇]第一一章（二八ページ）に同じ文がある。

　

二一　子曰、父母之年、不可不知也、一則以喜、一則以懼、

　

子の曰わく、父母の年は知らざるべからず。一いつは則ち以て喜び、一は則ち以て懼おそる。

　

先生がいわれた、「父母の年齢は知っていなければいけない。一つにはそれで〔長生きを〕喜び、一つにはそれで〔老い先きを〕気づかうのだ。」

　

二二　子曰、古者、言之不出、恥躬之不[image: 逮]也、

　

子の曰わく、古こ　者しゃ、言げんをこれ出い　ださざるは、躬み　の逮およばざるを恥じてなり。

　

先生がいわれた、「昔の人がことばを〔軽々しく〕口にしなかったのは、実践がそれに追いつけないことを恥じたからだ。」

　

二三　子曰、以[image: 約]失之者、鮮矣、

　

子の曰わく、約を以てこれを失する者は、鮮すくなし。

　

先生がいわれた、「つつましくしていて失敗する人は、ほとんど無い。」

　

二四　子曰、君子欲訥於言、而敏於行、

　

子の曰わく、君子は言げんに訥とつにして、行こうに敏びんならんと欲す。

　

先生がいわれた、「君子は、口を重くして、実践につとめるようにありたいと望む。」

　

二五　子曰、德不孤、必有鄰、

　

子の曰わく、徳は孤こ　ならず。必らず鄰となりあり。

　

先生がいわれた、「道徳のある者は孤立しない。きっと親しいなかまができる。」

　

二六　子游曰、事君數斯辱矣、[image: 〓]友數斯疏矣、

　

子し　游ゆうが曰い　わく、君に事つかうるに数〻しばしばすれば、斯ここに辱はずかしめられ、朋友に数〻すれば、斯に疏うとんぜらる。

　

子し　游ゆうがいった、「君にお仕えしてうるさくする　＊と〔いやがられて君から〕恥辱をうけることになるし、友だちにもうるさくすると疏そ　遠えんにされるものだ。」

＊うるさくする[image: ──]　「数」をしばしばと読むふつうの説。「数」を責の意味にみて、君や友の過失をせめるとする説もある。

　

論語 卷第二 終


    
      
      論語 卷第三

    

  
公こう 冶や　 長 ちょう第 五

　

一　子謂公冶長、可妻也、雖在縲紲之中、非其罪也、以其子妻之、

　

子し　、公こう冶や　長ちょうを謂のたまわく、妻めあわすべきなり。縲るい紲せつ＊の中うちに在りと雖いえども、其の罪に非ざるなりと。其の子こ　を以てこれに妻わす。

＊縲紲[image: ──]纆ぼく索さくの意。罪人をなわで縛ること。通行本で「縲るい絏せつ」とあるのは、唐から後の誤り。

　

先生は公こう冶や　長ちょう＊のことを「妻どりさせてよい。獄中につながれたことはあったが、彼の罪ではなかった。」といわれ、そのお嬢さんをめあわせられた。

＊公冶長[image: ──]孔子の門人。姓は公冶、名は長。斉せいの人、あるいは魯ろ　の人ともいう。

　

二　子謂南容、[image: 邦]有[image: 道]不廢、[image: 邦]無[image: 道]免於刑戮、以其兄之子妻之、

　

子、南容を謂わく、邦くにに道あれば廃す　てられず、邦に道なければ刑けい戮りくに免まぬがれんと。其の兄の子こ　を以てこれに妻めあわす。

　

先生は南なん容よう＊のことを「国家に道のあるときはきっと用いられ、道のないときにも刑死にふれることはない。」といわれ、その兄さんのお嬢さんをめあわせられた。

＊南容[image: ──]孔子の門人。姓は南宮、名は[image: 〓]とう、また括かつ、あざ名は子容。先進[image: 篇]第六章（二〇四ページ）参照。

　

三　子謂子賤、君子哉若人、魯無君子者、斯焉取斯、

　

子、子し　賤せんを謂わく、君子なるかな、若かくのごとき人。魯ろ　に君子なかりせば、斯こ　れ焉いずくにか斯こ　れを取らん。

　

先生は子し　賤せん＊のことをこういわれた、「君くん子し　だね、こうした人物は。魯ろ　に君子がいなかったら、この人もどこからその徳を得られたろう。」

＊子賤[image: ──]孔子の門人。姓は宓ふく、名は不ふ　斉せい、子賤はあざ名。

　

四　子貢問曰、賜也何如、子曰、女器也、曰、何器也、曰、瑚璉也、

　

子し　貢こう、問うて曰い　わく、賜し　や何如い か ん。子の曰のたまわく、女なんじは器なり。曰い　わく、何の器ぞや。曰のたまわく、瑚こ　璉れんなり。

　

子し　貢こうがおたずねして「賜し＊（このわたくし）などはどうでしょうか。」というと、先生は「お前は器うつわだ。」といわれた。「何の器ですか。」というと、「〔宗[image: 廟]おたまやのお供えを盛る貴重な〕瑚こ　璉れんの器だ　＊。」といわれた。

＊賜[image: ──]子貢の名。

＊器物としての限界（それぞれの型があって融通がきかないという点）はあるが、有用な人材としてどこにでも推薦できるというたとえ。瑚璉は器物の名。

　

五　或曰、雍也、仁而不佞、子曰、焉用佞、禦人以口給、屢憎於人、不知其仁也、焉用佞也、

　

或るひとの曰い　わく、雍ようや、仁にして佞ねいならず。子の曰のたまわく、焉いずくんぞ佞を用いん　＊。人に禦あたるに口こう給きゅう＊を以てすれば、屢〻しばしば人に憎まる。其の仁を知らず、焉いずくんぞ佞を用いん。

＊佞を用いん[image: ──]　「佞」字の下、清本は　「也」字がある。

＊口給[image: ──]清本には　「口」字がない。

　

ある人が「雍よう＊は、仁だが弁が立たない〔惜しいことだ〕。」といったので、先生はいわれた、「どうして弁の立つ必要があろう。口先の機転で人と応対しているのでは、人から憎まれがちなものだ。彼が仁かどうかはわからないが、どうして弁の立つ必要があろう。」

＊雍[image: ──]孔子の門人。姓は冉ぜん、名は雍、あざ名は仲弓。魯の人。雍也[image: 篇]第一章（一〇四ページ）参照。

　

六　子使漆雕開仕、對曰、吾斯之未能信、子[image: 説]、

　

子、漆しっ雕ちょう開かいをして仕えしむ。対こたえて曰い　わく、吾れ斯こ　れをこれ未いまだ信ずること能あたわず。子説よろこぶ。

　

先生が漆しっ雕ちょう開かい＊を仕官させようとされたところ、答えて「わたしはそれにまだ自信が持てません。」といった。先生は〔その向学心のあついのを〕よろこばれた　＊。

＊漆雕開[image: ──]孔子の門人。漆雕が姓、子開があざ名、名は啓。

＊泰伯[image: 篇]＝三年学びて穀こくに至らざるは、得やすからず（一五八ページ）。

　

七　子曰、[image: 道]不行、乘桴浮于海、從我者其由也與、子路聞之喜、子曰、由也、好勇[image: 過]我、無[image: 所]取材、

　

子の曰のたまわく、道行なわれず、桴いかだに乗りて海に浮かばん。我れに従わん者は、其れ由ゆうなるか。子し　路ろ　これを聞きて喜ぶ。子の曰わく、由や、勇を好むこと我れに過ぎたり。材を取る　＊所なからん。

＊材を取る[image: ──]新注では「取り材はか（裁）る」と読む。「材」を句末の助字「哉」と同じとみるほか、異説が多い。

　

先生がいわれた、「道が行なわれない、〔いっそ〕いかだに乗って海に浮かぼう。わたくしについてくるものは、まあ由ゆう＊かな。」子し　路ろ　がそれを聞いて嬉しがったので、先生はいわれた、「由よ、勇ましいことを好きなのはわたくし以上だが、さていかだの材料はどこにも得られない　＊。」

＊由[image: ──]子路の名。

＊いかだの材料は[image: ……] [image: ──]わざと戯れて子路の無分別をたしなめた（古注）。新注では、「道理をとりはかることがない。」と直接に子路の無分別を指摘したとする。

　

八　孟武伯問、子路仁乎、子曰、不知也、又問、子曰、由也、千乘之國、可使治其賦也、不知其仁也、求也何如、子曰、求也、千室之邑、百乘之家、可使爲之宰也、不知其仁也、赤也何如、子曰、赤也、束帶立於[image: 朝]、可使與賓客言也、不知其仁也、

　

孟もう武ぶ　伯はく問う、子路、仁なりや。子の曰わく、知らざるなり。又た問う。子の曰わく、由ゆうや、千乗の国、其の賦ふ　を治めしむべし、其の仁を知らざるなり。求きゅうや何如い か ん。子の曰わく、求や、千室の邑ゆう、百乗の家、これが宰さいたらしむべし、其の仁を知らざるなり。赤せきや何如い か ん。子の曰わく、赤や、束そく帯たいして朝ちょうに立ち、賓ひん客きゃくと言わしむべし、其の仁を知らざるなり。

　

孟もう武ぶ　伯はくがたずねた、「子し　路ろ　は仁ですか。」先生は「わかりません。」といわれた。さらにたずねたので、先生はいわれた、「由ゆうは、諸侯の国でその軍用の調達をきりもりさせることはできますが、仁であるかどうかはわかりません。」「求きゅう＊はどうでしょうか。」先生はいわれた、「求は、千戸の町や大家老の家でその長官にならせることはできますが、仁であるかどうかはわかりません。」「赤せき＊はどうでしょうか。」先生はいわれた、「赤は、礼服をつけ朝廷に立って客人がたと応対させることはできますが、仁であるかどうかはわかりません。」

＊求[image: ──]孔子の門人。冉ぜん有ゆうの名。

＊赤[image: ──]孔子の門人。姓は公西、名は赤、あざ名は子華。孔子より四十二歳わかい。

　

九　子謂子貢曰、女與囘也孰[image: 愈]、對曰、賜也何敢[image: 望]囘、囘也聞一以知十、賜也聞一以知二、子曰、弗如也、吾與女弗如也、

　

子、子貢に謂い　いて曰のたまわく、女なんじと回かいと孰いずれか[image: 愈]まされる。対こたえて曰い　わく、賜し　や、何ぞ敢あ　えて回を望まん。回や一を聞きて以て十を知る。賜や一を聞きて以て二を知る。子の曰のたまわく、如し　かざるなり。吾れと女なんじと如かざるなり　＊。

＊吾れと女と[image: ……] [image: ──]古注の説。「吾れ女なんじに如し　かざるを与ゆるさん。」と読んで、孔子が子貢の及ばないとするのを認め許したとするのが新注。「女に与くみす。如し　かざるなり。」とも読める。

　

先生が子し　貢こうに向かっていわれた、「お前と回かい＊とは、どちらがすぐれているか。」お答えして、「賜し　（このわたくし）などは、どうして回を望めましょう。回は一を聞いてそれで十をさとりますが、賜などは一を聞いて二がわかるだけです。」先生はいわれた、「及ばないね、わたしもお前といっしょで及ばないよ　＊。」

＊回[image: ──]孔子の愛弟子、顔がん回かいのこと。賜は子貢の名。

＊子貢の率直な答えを喜び、なぐさめた。

　

一〇　宰予晝寢、子曰、朽木不可雕也、糞土之牆、不可杇也、於予與何誅、子曰、始吾於人也、聽其言而信其行、今吾於人也、聽其言而觀其行、於予與改是、

　

宰さい予よ　、昼ひる寝い　ぬ。子の曰のたまわく、朽きゅう木ぼくは雕ほ　るべからず、糞ふん土ど　の牆かきは杇ぬ　るべからず。予よ　に於お　いてか何ぞ誅せ　めん。子の曰わく、始め吾れ人に於けるや、其の言げんを聴きて其の行こうを信ず。今吾れ人に於けるや、其の言を聴きて其の行を観み　る。予に於いてか是れを改む。

　

宰さい予よ　が〔怠けて〕昼寝をした。先生はいわれた、「くさった木には彫刻できない。ごみ土のかきねには上塗りできない。予よ　に対しては何を[image: 叱]ろうぞ。〔[image: 叱]ってもしかたがない。〕」先生は〔また〕いわれた、「前にはわたしは人に対するのに、ことばを聞いてそれで行ないまで信用した。今はわたしは人に対するのに、ことばを聞いてさらに行ないまで観察する。予よ　のことで改めたのだ　＊。」

＊先進[image: 篇]第三章（二〇二ページ）に「言語には宰我・子貢。」とあり、宰我（予）は弁説に巧みであった。

　

一一　子曰、吾未見剛者、或對曰、申棖、子曰、棖也慾、焉得剛、

　

子の曰わく、吾れ未いまだ剛ごう者しゃを見ず。或るひと対こたえて曰い　わく、申しん棖とうと。子の曰わく、棖とうや慾よくなり。焉いずくんぞ剛なることを得ん。

　

先生が「わたしは堅けん強きょうな人物を見たことがない。」といわれた。ある人が答えて「申しん棖とう＊では。」というと、先生はいわれた、「棖には欲がある。どうして堅強といえよう。」

＊申棖[image: ──]孔子の門人で魯の人。

　

一二　子貢曰、我不欲人之加諸我也、吾亦欲無加諸人、子曰、賜也、非爾[image: 所][image: 及]也、

　

子し　貢こうが曰い　わく、我れ人の諸こ　れを我れに加えんことを欲せざるは　＊、吾れ亦ま　た諸れを人に加うること無からんと欲す。子の曰のたまわく、賜し　や、爾なんじの及ぶ所に非あらざるなり。

＊人の諸れを我れに[image: ……] [image: ──]古注では「加」を陵しのぐと読み、「人の我れをしのぐを欲せず。」

　

子し　貢こうがいった、「わたくしは、人が自分にしかけるのを好まないようなことは、わたしの方でも人にしかけないようにしたい　＊。」先生はいわれた、「賜し　よ、お前にできることではない。」

＊顔淵[image: 篇]＝己れの欲せざる所は人に施すことなかれ（二二五ページ）。

　

一三　子貢曰、夫子之文章、可得而聞也、夫子之言性與天[image: 道]、不可得而聞也已矣、

　

子貢が曰い　わく、夫ふう子し　の文章は、得て聞くべきなり。夫子の性と天道とを言うは、得て聞くべからざるなり。

　

子貢がいった、「先生の文彩　＊は〔だれにも〕聞くことができるが、先生が人の性もちまえと天の道理についておっしゃることは、〔奥深いことだけに、ふつうには〕とても聞くことができない。」

＊文彩[image: ──]　「文章」。朱子は「徳の外に表われたもので、威儀・文辞などみなそれだ。」といい、また詩書礼楽のことだとする説もある。

　

一四　子路有聞、未之能行、唯[image: 恐]有聞、

　

子し　路ろ　、聞くこと有りて、未だこれを行なうこと能わざれば、唯だ聞く有らんことを恐る。

　

子し　路ろ　は、何かを聞いてそれをまだ行なえないうちは、さらに何かを聞くことをひたすらに恐れた。

　

一五　子貢問曰、孔文子何以謂之文也、子曰、敏而好學、不恥下問、是以謂之文也、

　

子貢問うて曰い　わく、孔こう文ぶん子し　、何を以てかこれを文と謂うや。子の曰のたまわく、敏びんにして学を好み、下か　問もんを恥じず、是ここを以てこれを文と謂うなり。

　

子貢がおたずねした、「孔こう文ぶん子し＊は、どうして文という〔おくり名な〕のでしょうか。」先生はいわれた、「利発なうえに学問好きで、目め　下したのものに問うことも恥じなかった。だから文というのだよ。」

＊孔文子[image: ──]衛の国の大夫。姓は孔、名は圉ぎょ。文子は死後のおくり名。

　

一六　子謂子[image: 〓]、有君子之[image: 道]四焉、其行己也恭、其事上也敬、其養民也惠、其使民也義、

　

子、子し　産さんを謂のたまわく、君子の道四つ有り。其の己れを行なうや恭きょう、其の上かみに事つかうるや敬けい、其の民を養なうや恵けい、其の民を使うや義ぎ　。

　

先生が子し　産さん＊のことをこういわれた、「君くん子し　の道を四つそなえておられた。その身のふるまいはうやうやしく、目め　上うえに仕えるにはつつしみ深く、人民を養なうには情け深く、人民を使し　役えきするには正しいやりかたということだ。」

＊子産[image: ──][image: 鄭]ていの名宰相、公こう孫そん僑きょうのあざ名。Ｂ・Ｃ・五二二年、孔子三十一歳のときに死んだ。進歩的な教養人として、孔子も少なからぬ影響を受けたとみられる。

　

一七　子曰、晏[image: 平]仲善與人交、久而人敬之、

　

子の曰のたまわく、晏あん平ぺい仲ちゅう、善く人と交わる。久しくしてこれを敬すけい　＊。

＊これを敬す[image: ──]皇本・清本に従ってこの上に「人」字を加えて読むと、他人が晏氏を敬ったことになる。

　

先生がいわれた、「晏あん平ぺい仲ちゅう＊は立派に人と交際され、古なじみになっても〔変りなく〕相手を尊敬された。」

＊晏平仲[image: ──]斉せいの名宰相。晏は姓、平はおくり名、仲はあざ名。名は嬰えい。子産よりやや後輩、孔子の先輩。

　

一八　子曰、臧文仲居蔡、山[image: 節]藻梲、何如其知也、

　

子の曰わく、臧ぞう文ぶん仲ちゅう、蔡さいを居お　く。節を山にし梲せつを藻も　にす、何如い か んぞ其れ知ならん。

　

先生がいわれた、「臧ぞう文ぶん仲ちゅう＊は卜うらないに使う大亀きっ甲こう＊をしまっていたし、柱の上のますがたに山をほり、梁はりの上の短い柱に藻も　を描い〔て天子でなければできないことをし〕た　＊。どうかな、それで智者だとは。」

＊臧文仲[image: ──]魯の国の大夫。姓は臧孫、名は辰しん、文はおくり名、仲はあざ名。孔子の誕生より六十五年前に死んだ。

＊大亀甲[image: ──]　「蔡」とはその亀甲の産地の名によって名づけた。亀卜の甲を所蔵するのは国君以上のこと、陪ばい臣しんには許されない。

＊ますがたに[image: ……] [image: ──]　「山節藻梲」を蔵亀の室の装飾とみるのが新注の説。「居蔡」と別に、ぜいたくな邸宅のさまとみるのが古注系の説。

　

一九　子張問曰、令尹子文、三仕爲令尹、無喜色、三已之、無慍色、舊令尹之政、必以[image: 〓]新令尹、何如也、子曰、忠矣、曰、仁矣乎、曰、未知、焉得仁、崔子弑齊君、陳文子有馬十乘、棄而[image: 違]之、至於他[image: 邦]、則曰、[image: 猶]吾大夫崔子也、[image: 違]之、至一[image: 邦]、則又曰、[image: 猶]吾大夫崔子也、[image: 違]之、何如、子曰、[image: 〓]矣、曰、仁矣乎、曰、未知、焉得仁、

　

子張問うて曰い　わく、令れい尹いん子し　文ぶん、三たび仕えて令尹と為な　れども、喜ぶ色なし。三たびこれを已や　めらるとも、慍いかれる色なし。旧令尹の政、必らず以て新令尹に告ぐ。何如い か ん。子の曰のたまわく、忠なり。曰い　わく、仁なりや。曰のたまわく、未だ知ち　ならず　＊、焉いずくんぞ仁なることを得ん。崔さい子し　、斉せいの君を弑しいす。陳ちん文子、馬十乗じょうあり、棄す　ててこれを違さ　る。他た　邦ほうに至りて則ち曰い　わく、猶な　お吾が大夫崔子がごときなりと。これを違さ　る。一いっ邦ぽうに至りて　＊、則ち又た曰い　わく、猶お吾が大夫崔子がごときなりと。これを違さ　る。何如。子の曰のたまわく、清し。曰い　わく、仁なりや。曰のたまわく、未だ知ならず　＊、焉んぞ仁なることを得ん。

＊未だ知ならず[image: ──][image: 鄭]注の読み方。新注では「未だ知らず。」と読み、忠と清とを認めても、そこに私心がなかったかどうかは「わからない、」そこで、と解する。

＊至りて[image: ──]唐石経・通行本では「之ゆ　きて。」

　

子張がおたずねした、「令れい尹いんの子し　文ぶん＊は、三度仕えて令尹となったが嬉しそうな顔もせず、三度それをやめさせられても怨みがましい顔もせず、前の令尹の政治を必らず新しい令尹に報告しました。いかがでしょうか。」先生はいわれた、「誠実だね。」「仁でしょうか。」というと、「〔仁であるためには智者でなければならないが、彼は〕智者ではない、どうして仁といえよう。」といわれた。「崔さい子し　が斉せいの君を殺したとき　＊、陳ちん文ぶん子し＊は四十頭の馬を持っていたが、それ〔だけの地位〕をすてて〔斉の国を〕たち去りました。よその国に行きつくと、『やはりうちの家老の崔子と同じことだ。』といってそこを去り、別の国にゆくと、また『やはりうちの家老の崔子と同じことだ。』といってそこを去りました。いかがでしょうか。」先生はいわれた、「清潔だね。」「仁でしょうか。」というと、「智者ではない、どうして仁といえよう。」といわれた。

＊令尹の子文[image: ──]令尹は楚そ　の国の官名で、宰相。子文は闘とう穀とう於お　[image: 〓]と　のあざ名。孔子の誕生より百年も古い春秋初期の人。

＊崔子が[image: ……] [image: ──]Ｂ・Ｃ・五四八年、斉の大夫の崔さい杼ちょが主君の荘公を殺した。

＊陳文子[image: ──]斉の大夫、陳須す　無ぶ　。文子はおくり名。

　

二〇　季文子三思而後行、子聞之曰、再思斯可矣、

　

季文子、三み　たび思いて而しかる後のちに行なう。子、これを聞きて曰のたまわく、再ふたたびせば斯こ　れ可か　なり。

　

季き　文ぶん子し＊は三度考えてからはじめて実行した。先生はそれを聞かれると、「二度考えたらそれでよろしいよ。〔考えすぎはよくない　＊。〕」といわれた。

＊季文子[image: ──]魯の家老、季き　孫そん氏。あざ名は行こう父ほ　。文はおくり名。孔子の誕生より十六年前に死んだ。

＊新注による。考えすぎると私欲がおこるからだという。古注では、季文子ほどの人なら二度で十分であったと解釈する。

　

二一　子曰、甯武子、[image: 邦]有[image: 道]則知、[image: 邦]無[image: 道]則愚、其知可[image: 及]也、其愚不可[image: 及]也、

　

子の曰のたまわく、甯ねい武ぶ　子し　、邦くにに道あれば則ち知、邦に道なければ則ち愚ぐ　。其の知は及ぶべきなり、其の愚は及ぶべからざるなり。

　

先生がいわれた、「甯ねい武ぶ　子し＊は、国に道のあるときは智者で、国に道のないときは愚おろかであった。その智者ぶりはまねができるが、その愚かぶりはまねができない。」

＊甯武子[image: ──]衛えいの国の大夫、甯ねい兪ゆ　。武はおくり名。孔子より約百年前、春秋の初期の人。

　

二二　子在陳曰、歸與歸與、吾黨之小子狂[image: 簡]、斐然[image: 成]章、不知[image: 所]以裁之也、

　

子、陳ちんに在いまして曰わく、帰らんか、帰らんか。吾が党とうの小しょう子し　、狂簡、斐ひ　然ぜんとして章を成す。これを裁さいする所以ゆ え んを知らざるなり。

　

先生は陳ちん＊の国でいわれた、「帰ろうよ、帰ろうよ。うちの村の若ものたちは志しが大きく、美しい模様を織りなしてはいるが、どのように裁断したらよいかわからないでいる　＊。〔帰ってわたしが指導しよう。〕」

＊陳[image: ──]今の河南省中部にあった小国。流浪中に故郷の魯の青年のことを想い出したのである。

＊美しい模様を[image: ……] [image: ──]青年のことを織物にたとえて、生き　地じ　としては立派だがまだ実用には至らないことをのべた。[image: 鄭]注では、陳の若者を非難したものと見る。

　

二三　子曰、伯夷叔齊、不念舊惡、怨是用希、

　

子の曰のたまわく、伯はく夷い　・叔しゅく斉せい、旧悪を念おもわず。怨み是ここを用もって希まれなり。

　

先生がいわれた、「伯はく夷い　と叔しゅく斉せい＊とは、〔清廉で悪事をにくんだ人だが〕古い悪事をいつまでも心にとめなかった。だから怨まれることも少なかった。」

＊伯夷と叔斉[image: ──]殷いんの末の孤こ　竹ちく君くんの子。兄弟で国をゆずりあい、殷の紂王を討とうとする周の武王をいさめ、仕官せずに餓死した清廉の士として有名。

　

二四　子曰、孰謂[image: 微]生高直、或乞醯焉、乞諸其鄰而與之、

　

子の曰わく、孰たれか微び　生せい高こうを直ちょくなりと謂う。或るひと醯す　を乞こ　う。諸こ　れを其の鄰となりに乞いてこれを与あたう。

　

先生がいわれた、「微び　生せい高こう＊のことを正直だなどとだれがいうのか。ある人が酢す　をもらいにいったら、その隣りからもらってきて〔むりに上うわべをとりつくろって〕それを与えた。」

＊微生高[image: ──]姓は微生、名は高。魯の人。

　

二五　子曰、巧言令色足恭、左丘明恥之、丘亦恥之、匿怨而友其人、左丘明恥之、丘亦恥之、

　

子の曰わく、巧こう言げん、令れい色しょく、足すう恭きょうなるは、左さ　丘きゅう明めいこれを恥ず、丘も亦ま　たこれを恥ず。怨みを匿かくして其の人を友とするは、左丘明これを恥ず、丘も亦たこれを恥ず。

　

先生がいわれた、「ことば上手じょうずで顔つきよくあまりにうやうやしいのは、左さ　丘きゅう明めい＊は恥とした。丘きゅう（＊　わたくし）もやはり恥とする。怨みをかくしてその人と友だちになるのは、左丘明は恥とした。丘もやはり恥とする。」

＊左丘明[image: ──]新注では単に「昔の有名な人」という。一説には『春秋左氏伝』の著者とされる孔子と同時代の魯の人ともいうが、不明。

＊丘[image: ──]孔子の名。ここでは自称。

　

二六　顏淵季路侍、子曰、盍各言爾志、子路曰、願車馬衣輕裘、與[image: 〓]友共、敝之而無憾、顏淵曰、願無伐善、無施勞、子路曰、願聞子之志、子曰、老者安之、[image: 〓]友信之、少者懷之、

　

顔がん淵えん・季路侍じ　す。子の曰のたまわく、盍なんぞ各〻おのおの爾なんじの志しを言わざる。子路が曰い　わく、願わくは車馬衣い　裘きゅう＊、朋友と共にし、これを敝やぶるとも憾うらみ無けん。顔淵の曰い　わく、願わくは善に伐ほこること無く、労を施すこと無けん　＊。子路が曰い　わく、願わくは子の志しを聞かん。子の曰のたまわく、老ろう者しゃはこれを安んじ、朋友はこれを信じ、少者はこれを懐なつけん。

＊衣裘[image: ──]　「衣軽裘」の「軽」の字は後世の附加。

＊労を施す[image: ……] [image: ──]古注による。新注では「労にほこること無けん。」の意味に読み、施を伐（誇）と同意にみる。

　

顔がん淵えん＊と季き　路ろ＊とがおそばにいたとき、先生はいわれた、「それぞれお前たちの志望を話してみないか。」子路はいった、「〔わたくしの〕車や馬やきものや毛皮の外がい套とうを友だちといっしょに使って、それがいたんでもくよくよしないようにありたいものです。」顔淵はいった、「善いことを自慢せず、つらいことを人に及ぼさないようにありたいものです。」子路が「どうか先生の御志望をお聞かせ下さい。」といったので、先生はいわれた、「老人には安心されるように、友だちには信ぜられるように、若ものにはしたわれるようになることだ。」

＊顔淵[image: ──]顔回のこと。あざ名の子淵で姓につづけた。

＊季路[image: ──]子路（仲由のあざ名）のこと。それに兄弟の末のよび名である季をつづけた。

　

二七　子曰、已矣乎、吾未見能見其[image: 過]、而[image: 〓]自訟者也、

　

子の曰のたまわく、已や　んぬるかな。吾れ未だ能く其の過あやまちを見て内に自ら訟せ　むる者を見ざるなり。

　

先生がいわれた、「もうおしまいだなあ。自分の過失を認めてわれとわが心に責めることのできる人を、わたしは見たことがない。」

　

二八　子曰、十室之邑、必有忠信如丘者焉、不如丘之好學也、

　

子の曰わく、十室の邑ゆう、必らず忠信、丘きゅうが如き者あらん。丘の学を好むに如し　かざるなり。

　

先生がいわれた、「十軒ばかりの村里にも、丘きゅう（わたくし）ぐらいの忠信の人はきっといるだろう。丘の学問好きには及ばない〔だけだ〕。」


雍よう 也や　 第 六

　

一　子曰、雍也可使南面、

　

子の曰のたまわく、雍ようや南面せしむべし。

　

先生がいわれた、「雍　＊は南なん面めん＊させてもよい。」

＊雍[image: ──]門人冉ぜん雍よう、あざ名は仲弓。徳行の人とされる。公冶長[image: 篇]第五章（八六ページ）参照。

＊南面[image: ──]天子や諸侯は南むきで政治をとった。立派な政治家になれるということの強い表現。

　

二　仲弓問子桑伯子、子曰、可也、[image: 簡]、仲弓曰、居敬而行[image: 簡]、以臨其民、不亦可乎、居[image: 簡]而行[image: 簡]、無乃大[image: 簡]乎、子曰、雍之言然、

　

仲弓、子桑伯子を問う。子の曰のたまわく、可か　なり、簡なり。仲弓が曰い　わく、敬に居い　て簡を行ない、以て其の民に臨まば、亦た可ならずや。簡に居て簡を行なう、乃すなわち大簡なること無からんや。子の曰のたまわく、雍の言、然り。

　

仲ちゅう弓きゅうが子し　桑そう伯はく子し＊のことをおたずねした。先生は「結構だね、おおようだ。（こせこせしない。）」といわれた。仲弓「慎しみ深くいておおように行ない、それでその人民に臨むのなら、いかにも結構ですね。〔しかし、〕おおように構えておおように行なうのでは、余りにおおようすぎるのではないでしょうか。」先生は「雍のことばは正しい。」といわれた。

＊子桑伯子[image: ──]不明。当時の政治家であろう。

　

三　哀公問曰、弟子孰爲好學、孔子對曰、有顏囘者、好學、不[image: 遷]怒、不貳[image: 過]、不幸短命死矣、今也則[image: 亡]、未聞好學者也、

　

哀公問う、弟子、孰たれか学を好むと為な　す。孔子対こたえて曰のたまわく、顔回なる者あり、学を好む。怒いかりを遷うつさず、過あやまちを弐ふたたびせず。不幸、短命にして死せり。今や則ち亡しな　　＊。未いまだ学を好む者を聞かざるなり。

＊亡し[image: ──]　『経典釈文』に、一本には「亡」の字が無いとある。なおこの章は、先進[image: 篇]第七章（二〇四ページ）では季康子の問いとしてみえる。

　

哀公が「お弟子のなかでだれが学問好きといえますか。」とおたずねになった。孔子は答えられた。「顔がん回かいという者がおりまして学問好きでした。怒りにまかせての八つあたりはせず、過あやまちをくりかえしませんでした。不幸にも短い寿命で死んでしまって、今ではもうおりません　＊。学問好きという者は〔ほかには〕聞いたことがありません。」

＊顔回の死は、『孔子家語』に三十二歳というが異説が多い。清の李り　鍇かいは四十一歳という。そうだとすると、孔子は七十一歳、最も晩年の悲痛なことばである。

　

四　子[image: 〓]使於齊、冉子爲其母[image: 請]粟、子曰、與之釜、[image: 請][image: 益]、曰與之庾、冉子與之粟五秉、子曰、赤之[image: 適]齊也、乘肥馬、衣輕裘、吾聞之也、君子[image: 周]急不繼富、

　

子華、斉せいに使いす。冉ぜん子し　、其の母の為めに粟ぞくを請う。子の曰のたまわく、これに釜ふ　を与えよ。益ま　さんことを請う。曰のたまわく、これに庾ゆ　を与えよ。冉子、これに粟五秉へいを与う。子の曰のたまわく、赤の斉に適ゆ　くや、肥馬に乗りて軽けい裘きゅうを衣き　たり。吾れこれを聞く、君子は急を周すくうて富めるに継がずと。

　

子し　華か＊が〔先生の用事で〕斉せいに使いにいった。冉ぜん子し＊はその〔留守宅の〕母親のために穀物をほしいとねがった。先生は「釜ふ＊の分量だけあげなさい。」といわれたので、増してほしいとねがうと「庾ゆ＊の分量だけあげなさい。」といわれた。冉子は〔独断で〕五秉へい＊の穀をとどけた。先生はいわれた、「赤せきが斉せいに出かけたときは、立派な馬に乗って軽やかな毛皮を着ていた。わたしの聞くところでは、君子は困っているものを助けるが金持ちにたしまえはしないものだ。」

＊子華[image: ──]門人の公西赤のあざ名。

＊冉子[image: ──]冉求のこと。一一三ページ参照。

＊釜ふ　・庾ゆ　・秉へい[image: ──]ます目の単位。釜は六斗四升（一斗はわが国の約一升で約一・九リットル）、庾は十六斗、秉はその十倍の十六斛こく。五秉は釜の百二十五倍にあたる。

　

五　原思爲之宰、與之粟九百、辭、子曰、毋、以與爾隣里[image: 郷]黨乎、

　

原＊げん思し　、これが宰さいたり、これに粟ぞく九百を与う。辞す。子の曰わく、毋な　かれ、以て爾なんじが隣里郷党に与えんか。

＊新注では前とあわせて一章としている。

　

〔先生が魯の司し　冠こう（司法大臣）であられたとき〕原げん思し＊はその家か　宰さい（封地のとりしまり）となったが、九百〔斗と　？〕の穀を与えられて辞退した。先生は「いやいや、それをお前の隣近所にやるんだね。」といわれた。

＊原思[image: ──]孔子の門人。姓は原、名は憲けん、あざ名は子思。清貧の人であった。

　

六　子謂仲弓曰、犂牛之子、騂且角、雖欲勿用、山川其舍諸、

　

子、仲弓を謂い　いて曰のたまわく、犂り　牛ぎゅうの子、騂あかくして且か　つ角つのあらば、用うること勿な　からんと欲すと雖いえども、山川其そ　れ舎す　てんや。

　

先生は仲弓　＊のことをこういわれた、「まだら牛の子でも、赤い毛なみでさらに角つのが良ければ、用いないでおこうと思っても、山川の神々の方でそれを見すてておこうか。〔きっと祭祀の供物に抜[image: 擢]されよう　＊。〕」

＊仲弓[image: ──]門人の冉ぜん雍ようのこと。

＊まだら牛の子というのは、仲弓の出身が微賤であったからで、それにもかかわりなく人格の立派さで抜[image: 擢]されるであろうというたとえ。

　

七　子曰、囘也、其心三月不[image: 違]仁、其餘則日月至焉而已矣、

　

子の曰わく、回かいや其の心三さん月がつ仁に違たがわず。其の余は則ち日ひび月つきづきに至るのみ。

　

先生がいわれた、「回かいは三み　月つきも心を仁の徳から離さない。そのほかの者　＊では一日か一ひと月つきのあいだゆきつけるだけのことだ。」

＊そのほかの者[image: ──]顔回以外の門人とみるのが通説。仁斎は仁よりほかの諸徳とみて、それらはわずかの日月で獲得できるとした。

　

八　季康子問、仲由可使從政也與、子曰、由也果、於從政乎何有、曰、賜也可使從政也與、子曰、賜也[image: 達]、於從政乎何有、曰、求也可使從政也與、子曰、求也藝、於從政乎何有、

　

季き　康こう子し　、問う、仲ちゅう由ゆうは政せいに従わしむべきか。子の曰のたまわく、由や果か　、政に従うに於お　いてか何か有らん。曰い　わく、賜し　は政に従わしむべきか。曰のたまわく、賜や達たつ、政に従うに於いてか何か有らん。曰い　わく、求きゅうは政に従わしむべきか。曰のたまわく、求や藝あり、政に従うに於いてか何か有らん。

　

季康子がたずねた、「仲ちゅう由ゆう（子路）は政治をとらせることができますかな。」先生はいわれた、「由は果断です。政治をとるぐらいは何でもありません。」「賜し　（子貢）は政治をとらせることができますかな。」「賜は何事でも通達する　＊。政治をとるぐらいは何でもありません。」「求（冉ぜん求きゅう）は政治をとらせることができますかな。」「求は才能ゆたかです。政治をとるぐらいは何でもありません。」

＊通達する[image: ──]ものごとに明るく、広く人に受けいれられる。顔淵[image: 篇]第二〇章（二三九ページ）を参照。

　

九　季氏使閔子騫爲費宰、閔子騫曰、善爲我辭焉、如有復我者、則吾必在汶上矣、

　

季氏、閔びん子し　騫けんをして費ひ　の宰さいたらしむ。閔子騫が曰い　わく、善く我が為めに辞せよ。如も　し我れを復ま　たする者あらば、則すなわち吾れ　＊は必らず汶ぶんの上ほとりに在らん。

＊則ち吾れ[image: ──]　『経典釈文』では、ある本には「吾」の字が無い、また[image: 鄭]注本には「則吾」の二字が無いといい、『史記』仲尼弟子伝でも二字が無い。

　

季氏が閔びん子し　騫けん＊をその封地である費ひ　の町（山東省費県）の宰さい（とりしまり）にしようとした。閔子騫はいった、「わたくしのためにうまくお断わり下さい。もしまたわたくしにすすめる者があれば、わたしはきっと汶ぶん水すいのほとりに行くことでしょう　＊。」

＊閔子騫[image: ──]孔子の門人。閔は姓、子騫はあざ名。名は損。孔子より十五歳わかい。

＊汶水の[image: ……] [image: ──]汶水は魯の北境の川の名。斉の国への亡命の意を表わす。季氏の無道をきらったのだという。

　

一〇　伯牛有疾、子問之、自牖執其手、曰、[image: 亡]之、命矣夫、斯人也而有斯疾也、斯人也而有斯疾也、

　

伯はく牛ぎゅう、疾やまいあり。子、これを問い、牖まどより其の手を執と　る。曰のたまわく、これを亡ぼせり　＊、命めいなるかな。斯こ　の人にして斯の疾あること、斯の人にして斯の疾あること。

＊「亡之」を「これ無けん」と読んで、こういう悪疾にかかる道理がないのに、とする解釈もある。

　

伯はく牛ぎゅう＊が病気になった。先生が見舞われ、窓ごしにその手を取られた　＊。「おしまいだ。運命だねえ。こんな人でもこんな病気にかかろうとは、こんな人でもこんな病気にかかろうとは。」

＊伯牛[image: ──]孔子の門人冉ぜん耕こうのあざ名。先進[image: 篇]では徳行の士としてあげられる（二〇二ページ）。病気はハンセン病であったという。

＊窓ごしに[image: ……] [image: ──]古注では悪疾で顔を見られたくなかったためだといい、新注では君主に対する礼で迎えたので孔子がそれを辞退して入室しなかったのだという。「その手を取る」の意味は重い。

　

一一　子曰、賢哉囘也、一簞[image: 食]、一瓢飮、在陋[image: 巷]、人不堪其憂、囘也不改其樂、賢哉囘也、

　

子の曰のたまわく、賢なるかな回や。一簞たんの食し　、一瓢ぴょうの飲いん、陋ろう[image: 巷]こうに在り。人は其の憂うれいに堪た　えず、回や其の楽しみを改めず。賢なるかな回や。

　

先生がいわれた、「えらいものだね、回かいは。竹のわりご一杯のめしとひさごのお椀一杯の飲みもので、せまい路ろ　地じ　のくらしだ。他人ならそのつらさにたえられないだろうが、回は〔そうした貧窮の中でも〕自分の楽しみを改めようとはしない。えらいものだね、回は。」

　

一二　冉求曰、非不[image: 説]子之[image: 道]、力不足也、子曰、力不足者、中[image: 道]而廢、今女畫、

　

冉ぜん求きゅう＊が曰い　わく、子し　の道を説よろこばざるには非ず、力足た　らざればなり。子の曰のたまわく、力足らざる者は中道にして廃す。今女なんじは画かぎれり。

＊冉求[image: ──]清本では「冉有」とある。求が名、子有があざ名で、同じ人物。

　

冉ぜん求きゅうが「先生の道を〔学ぶことを〕うれしく思わないわけではありませんが、力が足りないのです。」といったので、先生はいわれた、「力の足りないものは〔進めるだけは進んで〕中途でやめることになるが、今お前は自分から見きりをつけている。」

　

一三　子謂子夏曰、女爲君子儒、無爲小人儒、

　

子、子夏に謂いて曰のたまわく、女なんじ、君子の儒じゅと為な　れ。小人の儒と為ること無かれ　＊。

＊女、[image: ……]無かれ[image: ──]通行本には「女」の字がなく、「無」は「毋」となっている。

　

先生が子夏に向かっていわれた、「お前は君くん子し　としての学者　＊になりなさい。小しょう人じんの学者　＊にはならないように。」

＊君子としての学者、小人の学者[image: ──]わが身に修養するのと、単に名誉を求めるのとの差、とするのが通説。仁斎は社会的影響力の有無によるとみた。

　

一四　子游爲武城宰、子曰、女得人焉耳乎、曰、有澹臺滅明者、行不由徑、非公事、未嘗至於偃之室也、

　

子游、武城の宰さいたり。子の曰のたまわく、女なんじ、人を得たりや。曰い　わく、澹たん台だい滅めつ明めいなる者あり、行くに径こみちに由らず、公事に非ざれば未だ嘗かつて偃えんの室に至らざるなり。

　

子游が武城（山東省費県南西）の宰さい（とりしまり）となった。先生が「お前、人物は得られただろうか。」といわれると、答えた、「澹たん台だい滅めつ明めいという者がおります。歩くには近ちかみちをとらず　＊、公務でないかぎりは決して偃えん（この長官であるわたくし）の部屋にはやってきません。」

＊歩くには[image: ……] [image: ──]大通りを通って抜け道をしない。下の句と同様に、人物の公正なことを示す。行為についての比喩的な意味もある。

　

一五　子曰、孟之反不伐、奔而殿、將入門、策其馬曰、非敢後也、馬不[image: 進]也、

　

子の曰のたまわく、孟もう之し　反はん、伐ほこらず。奔はしって殿でんたり。将まさに門に入らんとす。其の馬に策むちうって曰い　わく、敢あ　えて後おくれたるに非ず、馬進まざるなり。

　

先生がいわれた、「孟もう之し　反はん＊は功を誇ほこらない。敗走してしんがりをつとめたが、いよいよ〔自国の〕城門に入ろうとしたとき、その馬をむちでたたいて『後うしろ手で　をつとめようとしたわけではない。馬が走らなかったのだ。』といった。」

＊孟之反[image: ──]魯の大夫。この戦争はＢ・Ｃ・四八四年、孔子六十九歳のときで、斉に敗れた。敗走の殿軍は最も困難である。

　

一六　子曰、不有祝[image: 〓]之佞、而有宋[image: 朝]之美、難乎、免於今之世矣、

　

子の曰のたまわく、祝しゅく[image: 〓]だ　の佞ねいあらずして宋朝の美あるは　＊、難かたいかな、今の世に免まぬがれんこと。

＊新注では、「祝[image: 〓]の佞ありて宋朝の美あらずんば、」と読み、佞美の両方がなければと解する。

　

先生がいわれた、「祝しゅく[image: 〓]だ＊のような弁説がなくて宋そう朝ちょう＊のような美貌があるだけなら、むつかしいことだよ、今の時世を無事におくるのは。」

＊祝[image: 〓][image: ──]衛の祭祀官（祝）。[image: 〓]は名、あざ名は子魚。雄弁家として功をたて、もてはやされた。

＊宋朝[image: ──]宋の公子朝。衛の霊公の夫人南なん子し　の情人として美貌で有名。両人とも孔子の当時の人。

　

一七　子曰、誰能出不由[image: 〓]者、何莫由斯[image: 道]也、

　

子の曰のたまわく、誰か能く出い　ずるに戸こ　に由よ　らざらん。何ぞ斯こ　の道に由ること莫な　きや。

　

先生がいわれた、「だれでも出てゆくのに戸口を通らなくてよいものはない。〔人として生きてゆくのに〕どうしてこの道を通るものがないのだろうか。」

　

一八　子曰、質[image: 勝]文則野、文[image: 勝]質則史、文質彬彬、然後君子、

　

子の曰わく、質、文に勝てば則ち野や　。文、質に勝てば則ち史し　。文質彬ひん彬びんとして然る後のちに君子なり。

　

先生がいわれた、「質朴さが装飾よりも強ければ野や　人じんであるし、装飾が質朴よりも強ければ文書係り　＊である。装飾と質朴とがうまくとけあってこそ、はじめて君子だ。」

＊文書係り[image: ──]　「史」は朝廷の文書をつかさどる役人で、典故に通じて文章の外面的な修飾をつとめる。

　

一九　子曰、人之生也直、罔之生也、幸而免、

　

子の曰わく、人の生くるは直なおし。これを罔し　いて　＊生くるは、幸さいわいにして免まぬがるるなり。

＊これを罔し　いて[image: ──]徂徠は「これ罔な　くして」と読む。

　

先生がいわれた、「人が生きているのはまっすぐだからだ。それをゆがめて生きているのは、まぐれで助かっているだけだ。」

　

二〇　子曰、知之者不如好之者、好之者不如樂之者、

　

子の曰わく、これを知る者はこれを好む者に如し　かず。これを好む者はこれを楽しむ者に如かず。

　

先生がいわれた、「知っているというのは好むのには及ばない。好むというのは楽しむのには及ばない。」

　

二一　子曰、中人以上、可以語上也、中人以下、不可以語上也、

　

子の曰のたまわく、中ちゅう人じん以上には、以て上かみを語つ　ぐべきなり。中人以下には、以て上を語ぐべからざるなり。

　

先生がいわれた、「中以上の人には上のことを話してもよいが、中以下の人には上のことは話せない。〔人を教えるには相手の能力によらねばならない。〕」

　

二二　樊遲問知、子曰、務民之義、敬鬼神而[image: 遠]之、可謂知矣、問仁、子曰、仁者先難而後獲、可謂仁矣、

　

樊はん遅ち　、知を問う。子の曰わく、民の義を務め、鬼神を敬してこれを遠ざく、知と謂うべし。仁を問う。曰のたまわく、仁じん者しゃは難かたきを先きにして獲う　るを後のちにす　＊、仁と謂うべし。

＊難きを先きに[image: ……] [image: ──]新注の読みかた。古注は「先ず労苦して後に功を得る。」といい、唐石経の原刻では「難」の字が「労」となっている。

　

樊はん遅ち　が智のことをおたずねすると、先生はいわれた、「人としての正しい道　＊をはげみ、神霊には大切にしながらも遠ざかっている、それが智といえることだ。」仁のことをおたずねすると、いわれた、「仁の人は難しい事を先きにして利益は後あとのことにする、それが仁といえることだ　＊。」

＊人としての正しい道[image: ──]　「民の義」。新注による。古注では人民を化導する道。

＊顔淵[image: 篇]＝樊遅、仁を問う。子の曰わく、人を愛す。知を問う。子の曰わく、人を知る（二四二ページ）。

　

二三　子曰、知者樂水、仁者樂山、知者動、仁者靜、知者樂、仁者壽、

　

子の曰わく、知ち　者しゃは水を楽しみ、仁者は山を楽しむ。知者は動き、仁者は静かなり。知者は楽しみ、仁者は寿いのちながし。

　

先生がいわれた、「智の人は〔流動的だから〕水を楽しみ、仁の人は〔安らかにゆったりしているから〕山を楽しむ。智の人は動き、仁の人は静かである。智の人は楽しみ、仁の人は長生きをする。」

　

二四　子曰、齊一變至於魯、魯一變至於[image: 道]、

　

子の曰のたまわく、斉せい、一変せば魯ろ　に至らん。魯、一変せば道に至らん。

　

先生がいわれた、「斉せいの国はちょっと変れば魯ろ　のようになれよう。魯の国はちょっと変れば道（理想的な道徳政治）にゆきつけよう　＊。」

＊魯は孔子の故国、しかも理想とした周公旦たんが開いた国で、周初の文化の伝統がなお遺存したからである。

　

二五　子曰、觚不觚、觚哉、觚哉、

　

子の曰わく、觚こ　、觚ならず。觚ならんや、觚ならんや。

　

先生がいわれた、「〔飲酒の礼で觚こ　の盃を使うのは、觚すなわち寡すくない酒量のためであるのに、このごろでは大酒になって〕觚　＊が觚でなくなった。これでも觚であろうか。觚であろうか。」

＊觚[image: ──]儀礼用の酒器。容量二升というが、礼制がすたれて当時では多量で大きくなっていた（古注系）。新注では棱かどのある器。それが当時ではまるくなっていたと解釈する。

　

二六　宰我問曰、仁者雖[image: 〓]之曰井有仁者焉、其從之也、子曰、何爲其然也、君子可[image: 逝]也、不可陷也、可欺也、不可罔也、

　

宰さい我が　、問うて曰い　わく、仁者はこれに告げて、井せいに仁じん＊ありと曰い　うと雖いえども、其れこれに従わんや　＊。子の曰のたまわく、なんすれぞ其れ然しからん。君子は逝ゆ　かしむべきも、陥おとしいるべからざるなり。欺くべきも、罔し　うべからざるなり。

＊仁[image: ──]新注では「仁」の字を「人」に改めて読む。

＊従わんや[image: ──]　「也」の字、皇本では「与」とあり、清本では「也与」と二字。

　

宰さい我が　がおたずねしていった、「仁の人は井戸の中に仁がある　＊といわれたとしても、やはりそれについてゆきますか。」先生はいわれた、「どうしてそんなことがあろうか。君子は〔そばまで〕行かせることはできても、〔井戸の中まで〕落としこむことはできない。ちょっとだますことはできても、どこまでもくらますことはできない　＊。」

＊仁がある[image: ──]古注では仁人が落ちていると解するが、今、清しんの兪ゆ　樾えつの説に従う。

＊『孟子』万章上[image: 篇]＝君子は欺あざむくに其の方みち（道）を以てすべきも、罔し　うるに其の道に非あらざるを以てし難がたし。

　

二七　子曰、君子[image: 〓]學於文、[image: 約]之以禮、亦可以弗[image: 畔]矣夫、

　

子の曰のたまわく、君子　＊、博ひろく文を学びて、これを約するに礼を以てせば、亦た以て畔そむかざるべきか。

＊君子[image: ──]　『経典釈文』では、ある本には二字が無いという。顔淵[image: 篇]第一五章（重出）でも通行本では無い。

　

先生がいわれた、「君子はひろく書物を読んで、それを礼〔の実践〕でひきしめていくなら、道にそむかないでおれるだろうね。」

　

二八　子見南子、子路不[image: 説]、夫子矢之曰、予[image: 所]否者、天厭之、天厭之、

　

子、南なん子し　を見る。子路説よろこばず。夫ふう子し　これに矢ちかって曰のたまわく、予わ　が否すまじき所の者は、天これを厭た　たん、天これを厭た　たん。

　

先生が南なん子し＊にあわれた。子路はおもしろくなかった。先生は誓いをされて「自らによくないことがあれば、天が見すてるであろう、天が見すてるであろう。」といわれた。

＊南子[image: ──]衛の霊公の夫人。美人だが不品行の評判が高かったので、子路はこの会見に不機嫌であった。孔子の五十七歳のときという。

　

二九　子曰、中庸之爲德也、其至矣乎、民鮮久矣、

　

子の曰わく、中ちゅう庸ようの徳たるや、其れ至れるかな。民鮮すくなきこと久し。

　

先生がいわれた、「中庸　＊の道徳としての価値は、いかにも最上だね。だが、人民のあいだにとぼしくなってから久しいことだ。」

＊中庸[image: ──]朱子は、「中とは過不及のないこと、庸とは平常の意。」と解説する。極端に走らぬほどよい中ほどを守ってゆく処世の徳。

　

三〇　子貢曰、如能[image: 〓]施於民、而能濟衆者、何如、可謂仁乎、子曰、何事於仁、必也[image: 聖]乎、堯舜其[image: 猶]病諸、夫仁者己欲立而立人、己欲[image: 達]而[image: 達]人、能[image: 近]取譬、可謂仁之方也已、

　

子貢が曰い　わく、如も　し能く　　　＊博ひろく民に施して能く衆を済すくわば、何如い か ん。仁と謂うべきか。子の曰のたまわく、何ぞ仁を事こととせん。必らずや聖か。尭舜も其れ猶な　お諸こ　れを病や　めり。夫れ仁者は己おのれ立たんと欲して人を立て、己れ達せんと欲して人を達す。能く近く取りて譬うたと　＊。仁の方みちと謂うべきのみ。

＊如し能く[image: ──]唐石経および通行本は「如有」とある。皇本は清本と同じ。

＊取りて譬う[image: ──]　「譬たとえを取る」と読んで、「譬」をおきて、法則の意味にとるのが古注系の説。

　

子貢が〔仁のことをおたずねして〕「もし人民にひろく施しができて多くの人が救えるというのなら、いかがでしょう、仁といえましょうか。」といった。先生はいわれた、「どうして仁どころのことだろう、強し　いていえば聖だね。尭ぎょうや舜しゅんでさえ、なおそれを悩みとされた　＊。そもそも仁の人は、自分が立ちたいと思えば人を立たせてやり、自分が行きつきたいと思えば人を行きつかせてやって、〔他人のことでも自分の〕身近かにひきくらべることができる　＊、〔そういうのが〕仁のてだてだといえるだろう。」

＊尭や舜でさえ[image: ……] [image: ──]尭・舜は古代の理想的な聖天子。そうした人々にとっても、子貢のいうことはむつかしいことだったという意味。

＊自分が立ちたいと[image: ……] [image: ──]ここは恕じょ（思いやり）の徳のことをのべている。顔淵[image: 篇]第二章＝仲ちゅう弓きゅう、仁を問う。子の曰わく、[image: ……]己れの欲せざる所は人に施すこと勿な　かれ（二二五ページ）。

　

論語 卷第三 終


    
      
      論語 卷第四

    

  
[image: 述]じゅつ 而じ　 第 七

　

一　子曰、[image: 述]而不作、信而好古、竊比於我老彭、

　

子の曰のたまわく、述べて作らず、信じて古いにしえを好む。窃ひそかに我が老ろう彭ほうに比す　＊。

＊我が老彭に比す[image: ──]清本では「比於我於老彭」とあり、その別本に上の「於」字の無いのもある。それに従えば、「我れを老彭に比す。」

　

先生がいわれた、「〔古いことにもとづいて〕述の　べて創作はせず、むかしのことを信じて愛好する。〔そうした自分を〕こっそりわが老ろう彭ほう＊〔の態度〕にも比べている。」

＊老彭[image: ──]殷いん王朝の賢大夫。[image: 鄭]てい玄げんの注で老ろう[image: 〓]たん（老子のこと）と彭ほう祖そ　（尭のころ数百歳の長寿者）のこととするほか、異説が多い。

　

二　子曰、默而識之、學而不厭、誨人不[image: 倦]、何有於我哉、

　

子の曰のたまわく、黙もくしてこれを識しるし、学びて厭いとわず、人を誨おしえて[image: 倦]う　まず。何なにか我れに有らんや。

　

先生がいわれた、「だまっていて覚えておき、学んであきることなく、人を教えて怠らない。〔それぐらいは〕わたくしにとって何でもない。」

　

三　子曰、德之不脩也、學之不[image: 講]也、聞義不能徙也、不善不能改也、是吾憂也、

　

子の曰わく、徳の脩おさめざる、学の講ぜざる、義を聞きて徙うつる能あたわざる、不善の改むる能わざる、是れ吾が憂うれいなり。

　

先生がいわれた、「道徳を修めないこと、学問を習わないこと、正義を聞きながらついてゆけないこと、善くないのに改められないこと、そんなになる　＊のがわたしの心配ごとである。」

＊そんなになる[image: ──]孔子自身のこととみるのが通説。徂徠は門人についてのべたものという。

　

四　子之燕居、申申如也、夭夭如也、

　

子の燕えん居きょ、申しん申しん如じょたり、夭よう夭よう如じょたり。

　

先生のくつろぎのありさまは、のびやか　＊であり、にこやか　＊である。

＊のびやか、にこやか[image: ──]清しんの劉りゅう宝ほう楠なんは「つつしみ深く、やわらいでおられた。」と解する。

　

五　子曰、甚矣、吾[image: 衰]也、久矣、吾不復夢見[image: 周]公也、

　

子の曰わく、甚だしいかな、吾が衰おとろえたるや。久し、吾れ復ま　た夢に周公を見ず。

　

先生がいわれた、「ひどいものだね、わたしの衰おとろえも。久しいことだよ、わたしがもはや周公　＊を夢にみなくなってから。」

＊周公[image: ──]姓は姫き　、名は旦たん。周の武王の弟で、周王朝の文化を創建した人、また魯の国の始祖。理想に燃える若い孔子がいつも夢に見てあこがれていたのである。

　

六　子曰、志於[image: 道]、據於德、依於仁、游於藝、

　

子の曰わく、道に志しこころざ＊、徳に拠よ　り、仁に依よ　り、藝に游あそぶ。

＊「志於道」の上に『魏書』崔光伝の引用では「士」の字があり、『礼らい記き　』少儀[image: 篇]の類似句と合う。士人としての在り方を説いたものであろう。

　

先生がいわれた、「正しい道を目ざし、〔わが身に修めた〕徳を根拠とし、〔諸徳のなかで最も重要な〕仁によりそって、芸げい〔すなわち教養のなか〕に遊ぶ。」

　

七　子曰、自行束脩以上、吾未嘗無誨焉、

　

子の曰のたまわく、束そく脩しゅうを行なうより以上は、吾れ未だ嘗かつて誨おしうること無くんばあらず。

　

先生がいわれた、「乾ほし肉にく一ひと束たばを持ってきた　＊ものから上は、〔どんな人でも〕わたしは教えなかったということはない　＊。」

＊乾肉一束を[image: ……] [image: ──]初見で教えをこうときの最も軽い手みやげとして、礼で定まったもの。

＊第二八章互郷の童子の章（一四四ページ）を参照。

　

八　子曰、不憤不[image: 啓]、不悱不發、擧一隅而示之、不以三隅反、則吾不復也、

　

子の曰わく、憤ふんせずんば啓けいせず。悱ひ　せずんば発せず。一隅ぐうを挙げてこれに示し　＊、三隅を以て反か　えらざれば、則ち復ま　たせざるなり。

＊これに示し[image: ──]　「而示之」の三字は、唐石経・通行本にないが、『文もん選ぜん』注の引用にもある。

　

先生がいわれた、「〔わかりそうでわからず、〕わくわくしているのでなければ、指導しない。〔言えそうで言えず、〕口をもぐもぐさせているのでなければ、はっきり教えない。一つの隅すみをとりあげて示すとあとの三つの隅で答えるというほどでないと、くりかえすことをしない。」

　

九　子[image: 食]於有喪者之側、未嘗[image: 飽]也、子於是日也哭、則不歌、

　

子、喪も　ある者の側かたわらに食すれば、未だ嘗かつて飽あ　かざるなり。子、是こ　の日に於お　いて哭こくすれば、則ち歌わず。

　

先生は、近親者を死なせた人のそばで食事をされるときには、十分にはめしあがらなかった。先生は、おとむらいで声をあげて泣かれた　＊その日には、歌はうたわれなかった　＊。

＊声をあげて[image: ……] [image: ──]　「哭」は弔問者としての礼であった。

＊この章、邢けい[image: 〓]へいの疏本では二章に分けている。

　

一〇　子謂顏淵曰、用之則行、舍之則藏、唯我與爾有是夫、子路曰、子行三軍、則誰與、子曰、暴虎馮河、死而無[image: 悔]者、吾不與也、必也臨事而懼、好謀而[image: 成]者也、

　

子、顔淵に謂い　いて曰のたまわく、これを用うれば則ち行ない、これを舎す　つれば則ち蔵かくる。唯た　だ我れと爾なんじと是れあるかな。子路が曰い　わく、子、三軍を行なわば、則ち誰たれと与ともにせん。子の曰のたまわく、暴ぼう虎こ　馮ひょう河か　して死して悔く　いなき者は、吾れ与ともにせざるなり。必らずや事に臨のぞみて懼おそれ、謀ぼうを好みて成さん者なり。

　

先生が顔がん淵えんに向かっていわれた、「用いられたら活動し、捨てられたらひきこもるという〔時じ　宜ぎ　を得た〕ふるまいは、ただわたくしとお前とだけにできることだね。」子し　路ろ　がいった、「先生が大軍をお進めになるとしたら　＊、だれといっしょになさいますか。」先生はいわれた、「虎に素す　手で　でたちむかったり河を歩いて渡ったりして、死んでもかまわないというような〔無鉄砲な〕男とは、わたしはいっしょにやらないよ。どうしてもというなら、事にあたって慎重で、よく計画をねって成しとげるような人物とだね。」

＊大軍を[image: ……] [image: ──]　「三軍」は大国の軍隊。一軍は一万二千五百人で、天子は六軍、大国は三軍、中国は二軍、小国は一軍というのが、周制であった。勇敢を自負する子路は先生の口から自分の名の出ることを期待した。

　

一一　子曰、富而可求也、雖執鞭之士、吾亦爲之、如不可求、從吾[image: 所]好、

　

子の曰のたまわく、富とみにして求むべくんば、執しつ鞭べんの士と雖ども、吾れ亦たこれを為な　さん。如も　し求むべからずんば、吾が好む所に従わん。

　

先生がいわれた、「富みというものが追求してもよいなら、鞭むちをとる市場の監督　＊〔のような賤しい役目〕でもわたしはつとめようが、もし追求すべきでないなら、わたしの好きな生活に向かおう　＊。」

＊市場の監督[image: ──]　「執鞭」 には、行路の警備員と市場の監督との二種あり、ここは後者。

＊里仁[image: 篇]＝利に放よ　りて行なえば、怨み多し（七六ページ）。また本[image: 篇]第一五章参照。

　

一二　子之[image: 所]愼、齊戰疾、

　

子の慎しむ所は、斉さい＊、戦せん、疾しつ。

＊斉[image: ──]陸徳明の『経典釈文』では、ある本には「斎」とあるという。斎は本字。

　

先生がつつしまれ〔て対処され〕たことは、祭祀のときの潔斎ものいみと、戦争と、病気とであった。

　

一三　子在齊、聞韶樂三月、不知肉味、曰、不圖爲樂之至於斯也、

　

子、斉せいに在いまして韶しょうを聞く。三月　＊、肉の味を知らず。曰のたまわく、図はからざりき、楽がくを為な　すことの斯ここに至らんとは。

＊三月[image: ──]徂徠は「韶を聞くこと三月、」と上につけて読む。『史記』から考えるとそれが正しい。原文の句点はそれによる。

　

先生は斉せいの国で数か月のあいだ韶しょうの音楽を聞き〔習われ、すっかり感動して〕肉のうまさも解されなかった。「思いもよらなかった、音楽というものがこれほどすばらしいとは　＊。」

＊八佾[image: 篇]＝子、韶を謂のたまわく、美を尽くせり、又た善を尽くせり（六八ページ）。

　

一四　冉有曰、夫子爲衞君乎、子貢曰、諾、吾將問之、入曰、伯夷叔齊何人也、子曰、古之賢人也、曰怨乎、曰、求仁而得仁、又何怨乎、出曰、夫子不爲也、

　

冉ぜん有ゆうが曰い　わく、夫ふう子し　は衛えいの君を為たすけんか。子貢が曰い　わく、諾だく、吾れ将まさにこれを問わんとす。入りて曰い　わく、伯はく夷い　・叔しゅく斉せいは何なん人びとぞや。曰のたまわく、古えの賢人なり。曰い　わく、怨うらみたるか。曰のたまわく、仁を求めて仁を得たり。又た何ぞ怨みん。出でて曰い　わく、夫子は為たすけじ。

　

冉ぜん有ゆうが、「うちの先生は衛えいの殿さま　＊を助けられるだろうか。」といったので、子し　貢こうは「よし、わたしがおたずねしてみよう。」といって、〔先生の部屋に〕入っていってたずねた、「伯はく夷い　と叔しゅく斉せい＊とはどういう人物ですか。」先生「昔のすぐれた人だ。」「〔君主の位につかなかったことを〕後悔したでしょうか。」「仁を求めて仁を得たのだから、また何を後悔しよう。」〔子貢は〕退出すると「うちの先生は助けられないだろう。」といった。

＊衛の殿さま[image: ──]衛の出しゅっ公こう輒ちょう。祖父霊公の遺命で即位したが、国外に亡命していた父が即位を求めて帰ろうとしたのをこばんで、内乱の状態にあった。孔子の六十二、三歳ごろのとき。

＊伯夷と叔斉[image: ──]公冶長[image: 篇]第二三章注（一〇〇ページ）参照。伯夷は父の遺志を重んじて弟の叔斉に位を譲って亡命し、叔斉はまた兄弟の序列を重んじて兄の後を追って亡命した。「仁を求めて仁を得た。」とは、人としての道義を第一としたことで、衛の君のように君位に執着する態度でなかったことをいう。

　

一五　子曰、[image: 飯]疏[image: 食]飮水、曲肱而枕之、樂亦在其中矣、不義而富且貴、於我如浮雲、

　

子の曰のたまわく、疏そ　食し＊を飯くらい水を飲み、肱ひじを曲ま　げてこれを枕とす。楽しみ亦た其の中うちに在り。不義にして富み且か　つ貴きは、我れに於お　いて浮ふ　雲うんの如し。

＊疏食[image: ──]皇本・清本には「蔬食」とある。「蔬そ　食しょく」は菜食（古注）、「疏そ　食し　」は粗末な飯（新注）である。

　

先生がいわれた、「粗末な飯をたべて水を飲み、うでをまげてそれを枕にする。楽しみはやはりそこにもあるものだ。道ならぬことで金持ちになり身分が高くなるのは、わたくしにとっては浮き雲　＊のよう〔に、実のない無縁なもの〕だ。」

＊浮き雲[image: ──]実効のないもののたとえ。[image: 鄭]注に「万物を潤沢することなし」とあるのが古義である。

　

一六　子曰、加我數年、五十以學易、可以無大[image: 過]矣、

　

子の曰わく、我れに数年を加え、五十　＊にして以て易えきを学べば　＊、大だいなる過あやまち無かるべし。

＊加え、五十[image: ──]新注では「加」は「仮」の、「五十」は「卒」の字の誤りであろうとして、「数年を仮か　し、卒ついに以て[image: ……]」と読む。

＊易を学べば[image: ──]　「易えき」の字を「亦えき」の字の意味で読むべきだとする説が古くからあり、孔子の時代に『易』の書物はなかったとする学説からすれば、それが正しい。「五十にして学ぶも、易ま　（亦）た」となる。訳文はそれに従う。ただし、『易』の古い部分はあったから、「易を学ぶ」でよいとする説も強い。

　

先生がいわれた、「わたくしがもう数年たって、五十になってから学んだとしても、やはり大きな過あやまちなしにゆけるだろう。」

　

一七　子[image: 所]雅言、詩書執禮、皆雅言也、

　

子の雅が　言げんする所は、詩、書、執礼、皆な雅言す。

　

先生が正しい言語　＊を守られるのは、詩経・書経〔を読むとき〕と礼を行なうときとで、みな正しい言語であった。

＊正しい言語[image: ──]古注に従う。伝統的な由緒正しい言語。新注では「常言」と解して「ふだんにいつも話題にしたこと」となる。

　

一八　葉公問孔子於子路、子路不對、子曰、女奚不曰、其爲人也、發憤[image: 忘][image: 食]、樂以[image: 忘]憂、不知老之將至也云爾、

　

葉しょう公こう、孔子を子路に問う。子路対こたえず。子の曰のたまわく、女なんじ奚な　んぞ曰い　わざる、其の人と為な　りや、憤いきどおりを発して食を忘れ、楽しみて以て憂いを忘れ、老お　いの将まさに至らんとするを知らざるのみと。

　

葉しょう公こう＊が孔子のことを子路にたずねたが、子路は答えなかった。先生はいわれた、「お前はどうしていわなかったのだ。その人となりは、〔学問に〕発憤しては食事も忘れ、〔道を〕楽しんでは心配事も忘れ、やがて老お　いがやってくることにも気づかずにいるというように。」

＊葉公[image: ──]楚そ　の国の葉県の長官。姓は沈しん、名は諸しょ梁りょう、あざ名は子高。

　

一九　子曰、我非生而知之者、好古敏以求之者也、

　

子の曰のたまわく、我れは生まれながらにしてこれを知る者に非ず。古えを好み、敏びんにして以てこれを求めたる者なり。

　

先生がいわれた、「わたくしは生まれつきものごとをわきまえた者ではない。昔のことを愛好して一所懸命に探究している者だ。」

　

二〇　子不語怪力亂神、

　

子、怪力乱神を語らず。

　

先生は、怪異と暴力と背徳と神秘とは、口にされなかった。

　

二一　子曰、我三人行、必得我師焉、擇其善者而從之、其不善者而改之、

　

子の曰わく、我れ三人行なえば必らず我が師を得う＊。其の善き者を択えらびてこれに従う。其の善からざる者にしてこれを改む。

＊我れ[image: ……]を得[image: ──]通行本には「我」の字がなく、「得」は「有」となっているが、『経典釈文』、唐石経、皇本、清本みなこのようである。

　

先生がいわれた、「わたくしは三人で行動　＊したら、きっとそこに自分の師をみつける。善い人を選んでそれに見ならい、善くない人にはその善くないことを〔わが身について〕直すからだ。」

＊行動[image: ──]　「三人行あゆめば」と読んで道を歩くこととするのは劉りゅう宝ほう楠なんの説。

　

二二　子曰、天生德於予、桓魋其如予何、

　

子の曰のたまわく、天、徳を予わ　れに生な　せり。桓かん魋たい其れ予れを如何い か ん。

　

先生が〔宋の国で迫害をうけたときに〕いわれた、「天がわが身み　に徳をさずけられた。桓かん魋たい＊ごときがわが身をどうしようぞ　＊。」

＊桓魋[image: ──]宋（河南省商邱県）の司し　馬ば　（軍務大臣）で、孔子を旅の途中で殺そうとした。

＊子し　罕かん[image: 篇]第五章（一六七ページ）参照。

　

二三　子曰、二三子以我爲隱乎、吾無隱乎爾、吾無[image: 所]　・　行而不與二三子者、是丘也、

　

子の曰のたまわく、二に　三さん子し　、我れを以て隠せりと為な　すか。吾れは爾なんじに隠すこと無し　＊。吾れ行なうとして二三子と与ともにせざる者なし。是れ丘きゅうなり。

＊「吾れは隠すなきのみ。」と読んで、「乎爾」二字を句末の助字とみるのが徂徠の説。

　

先生がいわれた、「諸君はわたくしが隠しごとをしていると思うか。わたしは隠しだてなどはしない。わたしはどんなことでも諸君といっしょにしないことはない。それが丘きゅう（このわたくし）なのだ。」

　

二四　子以四[image: 〓]、文行忠信、

　

子、四よ　つを以て教う。文、行、忠、信。

　

先生は四つのことを教えられた。読書と実践と誠実と信義である。

　

二五　子曰、[image: 聖]人吾不得而見之矣、得見君子者、斯可矣、子曰、善人吾不得而見之矣、得見有恆者、斯可矣、[image: 亡]而爲有、虛而爲盈、[image: 約]而爲泰、難乎有恆矣、

　

子の曰わく、聖人は吾れ得てこれを見ず。君くん子し　者しゃを見るを得ば、斯こ　れ可か　なり。子の曰わく　＊、善ぜん人じんは吾れ得てこれを見ず。恒つねある者を見るを得ば、斯れ可なり。亡な　くして有りと為な　し、虚むなしくして盈み　てりと為し、約にして泰ゆたかなりと為す。難かたいかな、恒あること。

＊子の曰わく[image: ──]　『経典釈文』には「もと別章であるが上文と合わすべきである。」といい、新注ではここの「子曰」二字は除くべきだという。

　

先生がいわれた、「聖人にはわたしは会うことはできないが、君子の人に会えればそれで結構だ。善ぜん人じん＊にはわたしは会うことはできないが、常のある人　＊に会えればそれで結構だ。無いのに有るように見せ、からっぽなのに満ちているように見せ、困っているのにゆったりと見せて〔見栄をはって〕いるようでは、むつかしいね、常のあることは。」

＊善人[image: ──]素質がりっぱで完善な人。ただし聖人と比べると才学がたりない。新注にいう、ここでの聖人・君子は学についていい、善人・恒ありは質についていう。

＊常のある人[image: ──]心に一定の守るところがあって、世俗の名利や窮乏に動かされない人。

　

二六　子[image: 釣]而不綱、弋不射宿、

　

子、釣つりして綱こうせず。弋よくして宿しゅくを射い　ず。

　

先生は魚釣つ　りをされるがはえなわ　＊は使われず、鳥のいぐるみ　＊はされるがねぐらの鳥はうたれない。

＊はえなわ[image: ──]一本の幹縄に適当な間隔で何本もの糸をたれ、一度に多くの魚をつる漁具。

＊いぐるみ[image: ──]糸のついた矢で鳥をからめとること。

　

二七　子曰、蓋有不知而作之者、我無是也、多聞擇其善者而從之、多見而識之、知之[image: 次]也、

　

子の曰わく、蓋けだし知らずしてこれを作る者あらん。我れは是れ無きなり。多く聞きて其の善き者を択びてこれに従い、多く見てこれを識しるすは、知るの次つ　ぎなり。

　

先生がいわれた、「あるいはもの知りでもないのに創作する者もあろうが、わたくしはそんなことはない。たくさん聞いて善いものを選んで従い、たくさん見ておぼえておく。それはもの知り〔ではないまでも、そ〕の次ぎである。」

　

二八　互[image: 郷]難與言、童子見、門人惑、子曰、與其[image: 進]也、不與其[image: 退]也、唯何甚、人潔己以[image: 進]、與其潔也、不保其[image: 往]也、

　

互ご　郷きょう、与ともに言い難がたし。童どう子じ　見まみゆ。門人惑まどう。子の曰わく、其の進むに与くみするなり。其の退くに与せざるなり。唯だ何ぞ甚だしき。人、己れを潔いさぎよくして以て進まば、其の潔きに与せん。其の往おうを保ほ　せざるなり。

　

互ご　郷きょうの村の人はまともに話がしにくい　＊のだが、そこの子どもが〔先生に〕お会いしたので、門人がいぶかった。先生はいわれた、「そのやって来たことを買うのだ。去ってゆくのは賛成しない。〔あの子どものことをいぶかるとは〕ほんとにひどすぎる。人がその身を清くしてやって来れば、その清さを買うのだ。帰ってから　＊のことは保証しない。」

＊話がしにくい[image: ──]古注では「ひとりよがりで融通がきかないから。」といい、新注では「習俗がよくないから。」という。

＊帰ってから[image: ──]　「往」を去とみる[image: 鄭]注の説。新注では皇本に従って「往」を過去のこととみる。

　

二九　子曰、仁[image: 遠]乎哉、我欲仁、斯仁至矣、

　

子の曰のたまわく、仁遠からんや。我れ仁を欲すれば、斯ここに仁至る。

　

先生がいわれた、「仁は遠いものだろうか。自分から仁を求めれば、仁はすぐやってくるよ。」

　

三〇　陳司敗問、昭公知禮乎、孔子對曰、知禮、孔子[image: 退]、揖巫馬期而[image: 進]之曰、吾聞、君子不黨、君子亦黨乎、君取於[image: 〓]、爲同姓謂之[image: 〓]孟子、君而知禮、孰不知禮、巫馬期以[image: 〓]、子曰、丘也幸、苟有[image: 過]、人必知之、

　

陳ちんの司し　敗はい問う、昭公は礼を知れるか。孔子対こたえて曰のたまわく、礼を知れり。孔子退く。巫ふ　馬ば　期き　を揖ゆうしてこれを進めて曰い　わく、吾れ聞く、君子は党とうせずと。君子も亦た党するか。君、呉ご　に取めとれり。同姓なるが為めにこれを呉ご　孟子と謂う。君にして礼を知らば、孰たれか礼を知らざらん。巫馬期、以て告もうす。子の曰のたまわく、丘きゅうや幸さいわいなり、苟いやしくも過あやまちあれば、人必らずこれを知る。

　

陳ちんの国の司し　敗はい＊が「昭公　＊は礼をわきまえておられましたか。」とたずねた。孔子は「礼をわきまえておられた。」と答えた。孔子が退出されると、〔司敗は〕巫ふ　馬ば　期き＊に会え　釈しゃくしてから前に進ませていった、「わたしは君子は仲間びいきをしないと聞いていたが、君子でも仲間びいきをするのですか。殿さま（昭公）は呉ご　の国からめとられたが、同じ姓であるために夫人のことを呉ご　孟もう子し　とよばれた。〔同じ姓の家からめとるのは礼で禁ぜられているのにそれを破ったから、呉姫き　というところを姫の姓をさけてごまかしたのだ。〕この殿さまが礼をわきまえていたとすると、礼をわきまえない人などおりましょうか。」巫馬期がお知らせすると、先生はいわれた、「丘きゅう（このわたくし）はしあわせだ。もし過あやまちがあれば、人がきっと気づいてくれる。」

＊司敗[image: ──]官名で司し　寇こうと同じく司法官。

＊昭公[image: ──]魯の先代（定公の前）の君主で、礼にくわしいという評判があった。

＊巫馬期[image: ──]孔子の門人。姓が巫馬、名は施、あざ名が子期。

　

三一　子與人歌而善、必使反之、而後和之、

　

子、人と歌いて善ければ、必らずこれを反か　えさしめて、而しかして後のちにこれに和す。

　

先生は、人といっしょに歌われて〔相手が〕うまければ、きっとそれをくりかえさせ、そのうえで合唱された。

　

三二　子曰、文莫吾[image: 猶]人也、躬行君子、則吾未之有得也、

　

子の曰のたまわく、文は吾れ猶な　お人のごとくなること莫な　からんや　＊。躬み　、君子を行なうことは、則ち吾れ未だこれを得ること有らざるなり。

＊文は[image: ……]莫からんや[image: ──]劉宝楠は「文莫」を忞びん[image: 〓]ぼ　の仮借として勉強努力の意とみ、「文びん莫ぼ　は吾れ猶お人のごとし。」と読んだ。徂徠もそれに近い。訳文はそれに従う。

　

先生がいわれた、「勤勉ではわたしも人なみだが、君子としての実践では、わたしはまだ十分にはいかない。」

　

三三　子曰、若[image: 聖]與仁、則吾豈敢、抑爲之不厭、誨人不[image: 倦]、則可謂云爾已矣、公西[image: 〓]曰、正唯弟子不能學也、

　

子の曰わく、聖と仁との若ごときは、則ち吾れ豈あ　に敢あ　えてせんや。抑〻そもそもこれを為な　して厭いとわず、人を誨おしえて[image: 倦]う　まずとは、則ち謂うべきのみ。公こう西せい華か　が曰い　わく、正まさに唯た　だ弟子学ぶこと能あたわざるなり。

　

先生がいわれた、「聖とか仁などというのは、わたしなどとてものことだ。ただ、〔聖や仁への道を〕行なってあきることがなく、人を教えて怠らないということは、いってもらっても宜よろしかろう。」公西華はいった、「本当にそれこそわれわれのまねのできないことです　＊。」

＊『孟子』公孫丑上[image: 篇]＝子貢、孔子に問いて曰わく、夫ふう子し　は聖なるか。孔子曰わく、聖は則ち吾れ能よ　くせず。我れは学んで厭いとわず教えて[image: 倦]う　まざるなり。子貢曰わく、学んで厭わざるは智なり。教えて[image: 倦]まざるは仁なり。仁且つ智なれば夫子は既に聖なり。

　

三四　子疾病、子路[image: 請]禱、子曰、有諸、子路對曰、有之、誄曰、禱爾于上下神[image: 祇]、子曰、丘之禱之久矣、

　

子の疾やまい、病へいなり。子路、禱いのらんと請う。子の曰のたまわく、諸こ　れ有りや。子路対こたえて曰い　わく、これ有り、誄るいに曰い　わく、爾なんじを上下の神しん[image: 祇]ぎ　に禱ると。子の曰のたまわく、丘の禱ること久し。

　

先生の病気が重かったので、子路はお祈りしたいと願った。先生が「そういうことが有ったか。」といわれると、子路は答えて、「有ります。誄るい＊のことばに『なんじのことを天あめ地つちの神々に祈る。』とみえます。」といった。先生はいわれた、「自分のお祈りは久しいことだ。〔ことごとしく祈ることはない。〕」

＊誄[image: ──]ふつう死者の生前の行為をのべる文章とされるが、よく分からない。

　

三五　子曰、奢則不孫、儉則固、與其不孫也[image: 〓]固、

　

子の曰わく、奢おごれば則ち不ふ　孫そん＊、倹なれば則ち固こ　なり。其の不孫　＊ならんよりは寧むしろ固なれ。

＊不孫[image: ──]皇本・清本では「不[image: 遜]」。両字は通用。以下では唐石経に従って注記しない。

　

先生がいわれた、「贅ぜい沢たくしていると尊大になり、倹約していると頑固かたくなになるが、尊大であるよりはむしろ頑固の方がよい。〔贅沢の方が害が大きい。〕」

　

三六　子曰、君子坦蕩蕩、小人長戚戚、

　

子の曰わく、君子は坦たいらかに蕩とう蕩とうたり。小人は長とこしなえに戚せき戚せきたり。

　

先生がいわれた、「君子は平安でのびのびしているが、小しょう人じんはいつでもくよくよしている。」

　

三七　子溫而厲、威而不猛、恭而安、

　

子は　＊温にして厲はげし。威い　にして猛ならず。恭〻うやうやしくして安し。

＊子は[image: ──]　『経典釈文』では、ある本には「子曰」とあり、また皇本には「君子」とあったという。

　

先生はおだやかでいてしかもきびしく、おごそかであってしかも烈はげしくはなく、恭謙でいてしかも安らかであられる。


泰たい 伯はく 第 八

　

一　子曰、泰伯其可謂至德也已矣、三以天下讓、民無得而[image: 稱]焉、

　

子の曰のたまわく、泰たい伯はくは其れ至徳と謂うべきのみ。三み　たび天下を以て譲る。民得て称すること無し。

　

先生がいわれた、「泰たい伯はく＊こそは最高の徳だといって宜よろしかろう。三度も天下を譲ったことになるが、〔それも人にわからないやり方であったので〕人民はそれをたたえることさえできなかった　＊。」

＊泰伯[image: ──]周の文王の父の季き　歴れきの兄で、かれらの父の大だい王おうが、孫の文王の優秀さによってその父の方に位を伝えたいと思っているのを見てとり、国を棄てて南方の呉ご　の国に亡命した。

＊言葉に出してたたえることができるのでは、まだ最高でない、ということ。

　

二　子曰、恭而無禮則勞、愼而無禮則葸、勇而無禮則亂、直而無禮則絞、君子篤於親、則民興於仁、故舊不[image: 遺]、則民不偸、

　

子の曰わく、恭にして礼なければ則ち労す。慎にして礼なければ則ち葸し　す。勇にして礼なければ則ち乱る。直にして礼なければ則ち絞こうす。君＊　子、親しんに篤あつければ、則ち民仁に興お　こる。故こ　旧きゅう遺わすれざれば、則ち民偸うすからず。

＊君子[image: ……] [image: ──]これ以下を新注では別章とすべきだという。上段と関係が薄い。

　

先生がいわれた、「うやうやしくしても礼によらなければ骨が折れる。慎重にしても礼によらなければいじける。勇ましくしても礼によらなければ乱暴になる。まっ直ぐであっても礼によらなければ窮屈になる。君子（為政者）が〔礼に従って〕近親に手厚くしたなら、人民も〔見ならって〕仁のために発奮するし、むかしなじみを忘れなければ、人民も薄情でなくなる。」

　

三　曾子有疾、召門弟子曰、[image: 啓]予足、[image: 啓]予手、詩云、戰戰兢兢、如臨深淵、如履薄冰、而今而後、吾知免夫、小子、

　

曾子、疾やまいあり。門もん弟てい子し　を召よ　びて曰い　わく、予わ　が足を啓ひらけ、予が手を啓け。詩に云い　う、戦せん戦せん兢きょう兢きょうとして、深淵に臨むが如く、薄はく冰ひょうを履ふ　むが如しと。而今い　まよりして後のち、吾れ免まぬがるることを知るかな、小しょう子し　。

　

曾そう子し　が病気にかかったとき、門人たちをよんでいった、「わが足をみよ、わが手をみよ　＊。詩経（小雅・小しょう旻びん[image: 篇]）には『おそれつ戒めつ、深き淵にのぞむごと、薄き氷をふむがごと。』とあるが、これからさきはわたしももうその心配がないねえ、君たち。」

＊『孝経』＝「身体髪はっ膚ぷ　、これを父母に受く。敢あ　えて毀き　傷しょうせざるは、孝の始めなり。」曾子は親孝行で、たえず体に注意していたので、死にのぞんで手足の完全さを門人にみせて戒めとした。「啓」はふとんを開くこととするのが通説であるが、王念孫に従って「[image: 〓]（見）」の意味で解した。

　

四　曾子有疾、孟敬子問之、曾子言曰、鳥之將死、其鳴也哀、人之將死、其言也善、君子[image: 所]貴乎[image: 道]者三、動容貌、斯[image: 遠]暴慢矣、正顏色、斯[image: 近]信矣、出辭氣、斯[image: 遠]鄙倍矣、籩豆之事、則有司存、

　

曾子、疾あり。孟敬子これを問う。曾子言いて曰わく、鳥の将まさに死なんとするや、其の鳴くこと哀かなし。人の将に死なんとするや、其の言うこと善し。君子の道に貴ぶ所の者は三つ。容よう貌ぼうを動かしては斯ここに暴ぼう慢まんを遠ざく。顔色を正しては斯に信に近づく。辞気を出い　だしては斯に鄙ひ　倍ばいを遠ざく。籩へん豆とうの事は則ち有ゆう司し　存せり。

　

曾子が病気にかかったとき、孟もう敬けい子し＊が見舞った。曾子は口を開いていった、「鳥が死ぬときにはその鳴き声はかなしいし、人が死ぬときにはそのことばは立派です。〔臨終のわたしのことばをどうぞお聞き下さい。〕君子が礼　＊について尊ぶことは三つあります。姿かたちを動かすときには粗放から離れます　＊。顔つきを整えるときには誠実に近づきます。ことばを口にするときには俗悪から離れます。〔この三つが礼にとって大切なことです。〕お祭のお供えの器物　＊などのことは、かかりの役人がおります。〔君子の尊ぶべき礼ではありません。〕」

＊孟敬子[image: ──]魯の国の家老、仲孫氏。名は捷しょう。孟武伯の子。

＊礼[image: ──]古注に「ここの『道』は礼をいう」とある。

＊粗放から離れる[image: ──]自分の動作のこととするのは新注の説。古注では「人から暴慢をうけない。」と解し、下の二句でも同様に受身とする。

＊お供えの器物[image: ──]「籩」は竹であんだたかつき。「豆」は木のたかつき。

　

五　曾子曰、以能問於不能、以多問於寡、有若無、實若虛、犯而不校、昔者吾友嘗從事於斯矣、

　

曾子の曰い　わく、能のうを以て不ふ　能のうに問い、多きを以て寡すくなきに問い、有れども無きが若ごとく、実み　つれども虚むなしきが若く、犯おかされて校むくいず　＊。昔者む か し、吾が友、嘗かつて斯ここに従事せり。

＊校むくいず[image: ──]古注による。新注では計校の意といい、対抗して争わないこと。

　

曾子がいった、「才能が有るのに無いものにたずね、知識ゆたかであるのに乏しいものにたずね、有っても無いように、充実していてもからっぽのようにして、害を受けてもしかえしをしない。昔、わたしの友だち　＊（顔回）は、そういうことにつとめたものだ。」

＊友だち[image: ──]古注は顔回をさすといい、新注もそれに従う。仁斎は複数の友とみる。

　

六　曾子曰、可以託六尺之孤、可以寄百里之命、臨大[image: 節]而不可奪也、君子人與、君子人也、

　

曾子の曰わく、以て六尺の孤こ　を託たくすべく、以て百里の命めいを寄すべく、大節に臨んで奪うべからず。君くん子し　人じんか、君子人なり。

　

曾子がいった、「小さいみなしごの若君をあずけることもできれば、諸侯の国家の政令をまかせることもでき、大事にあたっても〔その志しを〕奪うことができない、これこそ君子の人であろうか、〔確かに〕君子の人である。」

　

七　曾子曰、士不可以不弘毅、任重而[image: 道][image: 遠]、仁以爲己任、不亦重乎、死而後已、不亦[image: 遠]乎、

　

曾子の曰わく、士は以て弘こう毅き　ならざるべからず。任にん重くして道遠し。仁以て己おのれが任と為な　す、亦た重からずや。死して後のち已や　む、亦た遠からずや。

　

曾子がいった、「士人はおおらかで強くなければならない。任務は重くて道は遠い。仁をおのれの任務とする、なんと重いじゃないか。死ぬまでやめない、なんと遠いじゃないか。」

　

八　子曰、興於詩、立於禮、[image: 成]於樂、

　

子の曰のたまわく、詩に興お　こり、礼に立ち、楽がくに成る。

　

先生がいわれた、「〔人間の教養は〕詩によってふるいたち、礼によって安定し、音楽によって完成する。」

　

九　子曰、民可使由之、不可使知之、

　

子の曰わく、民はこれに由よ　らしむべし。これを知らしむべからず。

　

先生がいわれた、「人民は従わせることはできるが、その理由を知らせることはむつかしい。」

　

一〇　子曰、好勇疾貧、亂也、人而不仁、疾之已甚、亂也、

　

子の曰わく、勇を好みて貧しきを疾にくむは、乱なり。人にして不仁なる、これを疾むこと已甚は な はだしきは、乱なり。

　

先生がいわれた、「武勇を好んで貧乏を嫌うとなると、〔むりに貧乏からぬけ出そうとして〕乱暴する。人が道にはずれているとてそれをひどく嫌いすぎると、〔対立がきびしくなって〕乱暴する。」

　

一一　子曰、如有[image: 周]公之才之美、使驕且吝、其餘不足觀也已矣、

　

子の曰わく、如も　し周公の才の美ありとも、驕おごり且か　つ吝やぶさかならしめば、其の余よ　は観るに足らざるのみ。

　

先生がいわれた、「たとい周公ほどの立派な才能があったとしても、傲ごう慢まんで物おしみするようなら、そのほかは〔すべて帳消しで〕目をとめるねうちもなかろう。」

　

一二　子曰、三年學不至於穀、不易得也已、

　

子の曰のたまわく、三年学びて穀こくに至らざるは、得やすからざるのみ。

　

先生がいわれた、「三年も学問して仕官　＊を望まないという人は、なかなか得がたいものだ。」

＊仕官[image: ──]　「穀」は俸禄の意。

　

一三　子曰、篤信好學、守死善[image: 道]、危[image: 邦]不入、亂[image: 邦]不居、天下有[image: 道]則見、無[image: 道]則隱、[image: 邦]有[image: 道]、貧且賤焉、恥也、[image: 邦]無[image: 道]、富且貴焉、恥也、

　

子の曰わく、篤く信じて学を好み、死を守りて道を善よ　くす。危き　邦ほうには入らず、乱邦には居らず。天下道あれば則すなわち見あらわれ、道なければ則ち隠る。邦くにに道あるに、貧しくして且か　つ賤いやしきは恥はじなり。邦に道なきに、富みて且つ貴きは恥なり。

　

先生がいわれた、「深く信じて学問を好み、命がけで道をみがく。危うい国にはゆかず、乱れた国には止まらない。天下に道があれば表立って活動するが、道のないときには隠れる。国家に道があるときなのに、貧乏で低い地位にいるのは恥であるし、国家に道がないのに、金持ちで高い地位でいるのも恥である。」

　

一四　子曰、不在其位、不謀其政也、

　

子の曰わく、其の位に在らざれば、其の政まつりごとを謀はからず　＊。

＊憲問[image: 篇]第二七章と重出（二八八ページ）。

　

先生がいわれた、「その地位にいるのでなければ、その政務に口だししない。」

　

一五　子曰、師摯之始、關雎之亂、洋洋乎盈耳哉、

　

子の曰わく、師し　摯し　の始め、関かん雎しょの乱おわりは　＊、洋よう洋よう乎こ　として耳に盈み　てるかな。

＊古注では「師摯の関雎の乱れを始おさむるや、」と読む。

　

先生がいわれた、「楽官の摯し＊の歌いはじめ、関かん雎しょ＊の楽曲の終わり　＊、のびのびと美しく耳いっぱいにひろがるねえ。」

＊摯[image: ──]魯の国の名音楽家の名。

＊関雎[image: ──]　『詩経』の最初の歌の名。ここではその楽曲。

＊以上の二句は難解で異説が多い。今、清の劉りゅう端たん臨りんの説に従う。音楽は歌・笙・間・合の順にすすめられるが、「始」とはその歌、「乱」とは最後の合奏のことだという。

　

一六　子曰、狂而不直、侗而不愿、悾悾而不信、吾不知之矣、

　

子の曰のたまわく、狂きょうにして直ちょくならず、侗とうにして愿げんならず、悾こう悾こうにして信ならず。吾れはこれを知らず。

　

先生がいわれた、「気が大きな（積極的な）くせにまっすぐでなく、子供っぽい（無知な）くせにきまじめでなく、馬鹿正直なくせに誠実でない。そんな人はわたしもどうしようもない。」

　

一七　子曰、學如不[image: 及]、[image: 猶][image: 恐]失之、

　

子の曰わく、学は及ばざるが如くするも、猶な　おこれを失わんことを恐る。

　

先生がいわれた、「学問には追いつけないかのように〔勉める〕。それでもなお忘れないかと恐れる。」

　

一八　子曰、巍巍乎、舜禹之有天下也、而不與焉、

　

子の曰わく、巍ぎ　巍ぎ　たるかな、舜しゅん・禹う　の天下を有たもてるや。而しかして与あずからず。

　

先生がいわれた、「堂々たる　＊ものだね、舜しゅんや禹う＊が天下を治められたありさまは。それでいて〔すべてを賢明な人々にまかされて〕自分では手を下されなかった。」

＊堂々たる[image: ──]古注に「巍巍は高大の称」。

＊舜や禹[image: ──]次章の尭から舜、舜から禹へと位をゆずりあった古代の理想的な帝王。禹は夏か　王朝の創始者。

　

一九　子曰、大哉、堯之爲君也、巍巍乎唯天爲大、唯堯則之、蕩蕩乎民無能名焉、巍巍乎其有[image: 成]功也、煥乎其有文章、

　

子の曰わく、大なるかな、尭ぎょうの君たるや。巍ぎ　巍ぎ　として唯だ天を大なりと為な　す。唯だ尭これに則のっとる。蕩とう蕩とうとして民能く名づくること無し。巍巍として其れ成功あり。煥かんとして其れ文章あり。

　

先生がいわれた、「偉大なものだね、尭ぎょうの君としてのありさまは。堂々としてただ天だけが偉大であるが、尭こそはそれを見ならわれた。のびのびとひろやかで人民にはいいあらわしようがない。堂々として立派な業績をうちたて、輝かしくも礼楽制度を定められた。」

　

二〇　舜有臣五人、而天下治、武王曰、予有亂臣十人、孔子曰才難、不其然乎、唐[image: 虞]之際、於斯爲盛、有婦人焉、九人而已、三分天下有其二、以[image: 服]事殷、[image: 周]之德、其可謂至德也已矣、

　

舜、臣五人ありて、天下治まる。武王の曰い　わく、予わ　れに乱十人　＊あり。孔子の曰のたまわく、才さい難かたしと、其れ然らずや。唐とう虞ぐ　の際さい、斯ここに於お　いて盛んと為な　す。婦人あり。九人のみ。〔文王、西せい伯は　と為な　りて　＊〕天下を三分して其の二を有たもち、以て殷いんに服ふく事じ　す。周の徳は、其れ至徳と謂うべきのみ。

＊乱十人[image: ──]　『経典釈文』では「乱十人」だが、別本には「乱臣十人」とあったという。今、『経典釈文』に従って「臣」の字を除く。「乱」は治の意味。

＊文王[image: ……] [image: ──]　『呂氏春秋』古楽[image: 篇]注の引用には「文王為西伯」の五字が多い。今それに従う。

　

舜には五人　＊の臣下がいてそれで天下が治まった。〔周の〕武王　＊のことばに「わしには治めてくれるものが十人　＊いる。」とある。孔子はいわれた、「人材は得がたいというが、そのとおりだ。尭舜時代からあと　＊では、この周の初めこそ〔人材の〕盛んなときだが、〔それでも、十人の中には〕婦人がいるから九人だけだ。〔武王の父の〕文王は西方諸国の旗はたがしらとなり、天下を三つに分けたその二つまでをにぎりながら、なお殷いんに従って仕えていた。周の徳はまず最高の徳だといって宜しかろう。」

＊五人[image: ──]禹う　・稷しょく・契せつ・皐こう陶よう・伯はく益えき。

＊武王[image: ──]周の文王の子、周公旦たんの兄。殷王朝の紂ちゅうをたおして周王朝をたてた。

＊十人[image: ──]周公旦・召公奭せき・太公望呂りょ尚しょう以下で、中に母（文王の后きさき）太たい姒じ　もいる。

＊尭舜時代からあと[image: ──]原文の「唐」は尭の封地の名、「虞」は舜の封地の名。またそれぞれの号。「際」を下、後の意味によむのは劉宝楠の説。

　

二一　子曰、禹吾無[image: 〓]然矣、菲飮[image: 食]、而致孝乎鬼神、惡衣[image: 服]、而致美乎黻冕、卑宮室、而盡力乎[image: 溝]洫、禹吾無[image: 〓]然矣、

　

子の曰のたまわく、禹は吾れ間かん然ぜんすること無し。飲食を菲うすくして孝を鬼神に致し、衣服を悪あ　しくして美を黻ふつ冕べんに致し、宮室を卑ひくくして力を溝こう洫きょくに尽くす。禹は吾れ間然すること無し。

　

先生がいわれた、「禹う　はわたしには非ひ　のうちどころがない。飲食をきりつめて神々に〔お供え物を立派にして〕まごころをつくし、衣服を質素にして祭りの黻ふつや冕べん＊を十分立派にし、住まいは粗末にして灌かん漑がいの水路のために力をつくされた。禹はわたしには非のうちどころがない。」

＊黻や冕[image: ──]祭礼の時につける[image: 蔽]へい膝しつ（前だれ）とかんむり。

　

論語 卷第四 終


    
      
      論語 卷第五

    

  
子し　 罕かん 第 九

　

一　子罕言利與命與仁、

　

子、罕まれに利を言う、命めいと仁と　＊。

＊徂徠は「罕に利を言う。命と与ともにし仁と与にす。」と読む。「罕に言う」を「利」だけにかける。

　

先生は利益と運命と仁とのことは殆ほとんど語られなかった。

　

二　[image: 達][image: 巷]黨人曰、大哉孔子、[image: 〓]學而無[image: 所][image: 成]名、子聞之、謂門弟子曰、吾何執、執[image: 御]乎、執射乎、吾執[image: 御]矣、

　

達たつ[image: 巷]こう党とうの人の曰い　わく、大だいなるかな孔子、博く学びて名を成す所なし。子これを聞き、門もん弟てい子し　に謂い　いて曰のたまわく、吾れは何をか執と　らん。御ぎょを執らんか、射しゃを執らんか。吾れは御を執らん。

　

達たつ[image: 巷]こうの村の人がいった、「偉大なものだね、孔子は。広く学ばれてこれという〔限られた専門の〕名声をお持ちにならない。」先生はそれを聞かれると、門人たちに向かっていわれた、「わたしは〔専門の技術に〕何をやろう。御ぎょ者しゃをやろうか、弓をやろうか。わたしは御者をやろう　＊。」

＊これという専門を持たないことを謙[image: 遜]した。本[image: 篇]第六章参照。

　

三　子曰、[image: 麻]冕禮也、今也純儉、吾從衆、拜下禮也、今拜乎上泰也、雖[image: 違]衆、吾從下、

　

子の曰のたまわく、麻ま　冕べんは礼なり。今や純いとなるは倹けんなり。吾れは衆に従わん。下しもに拝するは礼なり。今上かみに拝するは泰たいなり。衆に違たがうと雖ども、吾れは下に従わん。

　

先生がいわれた、「〔礼服としては〕麻の冕べん（冠）が礼である。このごろ絹糸にしているのは倹約　＊だ。〔そこで〕わたしもみんなに従おう。〔主君に招かれたとき〕堂の下に降りておじぎをするのが礼である。このごろ上でおじぎをしているのは傲ごう慢まんだ。〔そこで〕みんなとは違っても、わたしは下の方にしよう。」

＊倹約[image: ──]麻冕はひとはば（漢制二尺二寸、今の約五十センチ）に二千四百本の麻糸をおりこむ手のこんだ布を用いるので、絹の方が簡単であった。

　

四　子[image: 〓]四、毋意、毋必、毋固、毋我、

　

子、四を絶た　つ。意なく、必ひつなく、固こ　なく、我が　なし。

　

先生は四つのことを絶たれた。勝手な心を持たず、無理おしをせず、執着をせず、我が　を張らない。

　

五　子畏於匡、曰、文王[image: 〓]沒、文不在[image: 〓]乎、天之將喪斯文也、後死者不得與於斯文也、天之未喪斯文也、匡人其如予何、

　

子、匡きょうに畏おそる。曰のたまわく、文王既に没したれども、文[image: 〓]ここに在あ　らずや。天の将まさに斯こ　の文を喪ほろぼさんとするや、後こう死し　の者、斯の文に与あずかることを得ざるなり。天の未いまだ斯の文を喪ぼさざるや、匡きょう人ひと其れ予わ　れを如何い か ん。

　

先生が匡きょうの土地で危険にあわれたとき　＊にいわれた、「文王はもはやなくなられたが、その文化はここに（このわが身に）伝わっているぞ。天がこの文化を滅ぼそうとするなら、後代のわが身はこの文化にたずさわれないはずだ。天がこの文化を滅ぼさないからには、匡の連中ごとき、わが身をどうしようぞ　＊。」

＊匡の土地で[image: ……] [image: ──]魯の将軍の陽虎がこの地で乱暴したことがあり、孔子はその陽虎にまちがえられたのだという。衛から陳に行く途中で、孔子五十七歳のとき。

＊述而[image: 篇]第二二章（一四〇ページ）参照。

　

六　太宰問於子貢曰、夫子[image: 聖]者與、何其多能也、子貢曰、固天縱之將[image: 聖]、又多能也、子聞之曰、太宰知我者乎、吾少也賤、故多能鄙事、君子多乎哉、不多也、

　

太たい宰さい＊、子貢に問いて曰い　わく、夫ふう子し　は聖者か。何ぞ其れ多た　能のうなる。子貢が曰い　わく、固もとより天てん縦しょうの将しょう聖せいにして　＊、又た多能なり。子これを聞きて曰のたまわく、太宰、我れを知れる者か。吾れ少わかくして賤いやし。故に鄙ひ　事じ　に多能なり。君子、多ならんや。多ならざるなり。

＊太宰[image: ──]唐石経・通行本は「大宰」。

＊天縦の[image: ……] [image: ──]後藤点では「天、これを縦ゆるして将ほとんど聖、」と読む。

　

太たい宰さい＊が子貢にたずねていった、「あの方（孔子）は聖人でしょうか　＊。〔それにしては〕なんとまあ多くのことができますね。」子貢は答えた、「もちろん天の許したもうた大聖であられるし、そのうえに多くのことがおできになるのです。」先生はそのことを聞かれるといわれた、「太宰はわたくしのことを知る人だね。わたしは若いときには身分が低かった、だからつまらないことがいろいろできるのだ。君子はいろいろするものだろうか。いろいろとはしないものだ。（もちろん聖人などとは当たらない。）」

＊太宰[image: ──]六[image: 卿]（六人の大臣）の一つの官名。呉の国の太宰嚭ひ　であろうといわれる。

＊聖人でしょうか[image: ──]聖人という評判に疑問を持った（古注系）。

　

七　牢曰、子云、吾不試、故藝、

　

牢＊ろうが曰い　わく、子云のたまう、吾れ試もちいられず、故に藝ありと。

＊新注では前につづけて一章とする。

　

牢ろう＊がいった、「先生は『わたしは世に用いられなかったので芸げい＊がある。』といわれた。」

＊牢[image: ──]孔子の門人の名。姓は琴、あざ名は子開または子張。ただし『史記』には見えない。

＊芸[image: ──]上の「多能」と同じ。こまごましたことができる才能。

　

八　子曰、吾有知乎哉、無知也、有鄙夫、來問於我、[image: 空][image: 空]如也、我叩其兩端而竭焉、

　

子の曰のたまわく、吾れ知ること有らんや、知ること無きなり。鄙ひ　夫ふ　あり、来たって我れに問う、空こう空こう如じょたり。我れ其の両端を叩たたいて竭つ　くす。

　

先生がいわれた、「わたしはもの知りだろうか。もの知りではない。つまらない男でも、まじめな態度で　＊やってきてわたくしに質問するなら、わたくしはそのすみずみまでたたいて、十分に答えてやっているまでだ。」

＊まじめな態度で[image: ──]　「空空如」、[image: 鄭]注で素朴でまじめなさまという。もと「悾悾如」とあった。

　

九　子曰、鳳鳥不至、河不出圖、吾已矣夫、

　

子の曰わく、鳳ほう鳥ちょう至らず、河か　、図と　を出い　ださず。吾れ已や　んぬるかな。

　

先生がいわれた、「鳳ほう凰おうは飛んでこないし、黄河からは図ず　版ばんも出てこない　＊。わたしもおしまいだね。」

＊鳳凰も黄河の図版（河か　図と　）も、聖天子の出現にともなう瑞兆とされる。聖天子のあらわれない現実を嘆いた。

　

一〇　子見齊[image: 衰]者冕衣裳者與瞽者、見之雖少者必作、[image: 過]之必趨、

　

子、斉衰し さ いの者　＊と冕べん衣い　裳しょうの者と瞽こ　者しゃとを見れば、これを見ては少わかしと雖いえども　＊必らず作た　ち、これを過ぐれば必らず趨はしる。

＊斉衰の者[image: ──]猪飼敬所はこの下に「雖狎必変」の四字を補なう。郷党[image: 篇]第二一章（一九八ページ）参照。

＊少しと雖ども[image: ──]新注の一説に「少」を「坐」に改めよとある。「坐すと雖ども」。[image: 鄭]注も同じ。

　

先生は斉衰し さ いの喪服　＊をつけた人、冕べんの冠に装しょう束ぞくした人、そして目の悪い人にあわれると、見かけたときにはどんなに若い相手でもきっと立ちあがられ、そばを通りすぎるときにはきっと小走りになられた。

＊斉衰の喪服[image: ──]近親者のためにつける重い喪服で、父のための斬ざん衰さいに次ぐもの。

　

一一　顏淵喟然[image: 歎]曰、仰之彌高、鑽之彌堅、瞻之在[image: 前]、忽焉在後、夫子循循然善誘人、[image: 〓]我以文、[image: 約]我以禮、欲罷不能、[image: 〓]竭吾才、如有[image: 所]立卓爾、雖欲從之、末由也已、

　

顔がん淵えん、喟き　然ぜんとして[image: 歎]じて曰い　わく、これを仰げば弥〻いよいよ高く、これを鑽き　れば弥〻堅し。これを瞻み　るに前に在れば、忽こつ焉えんとして後しりえに在り。夫ふう子し　、循じゅん循じゅん然ぜんとして善く人を誘いざなう。我れを博ひろむるに文を以てし、我れを約するに礼を以てす。罷や　まんと欲ほっするも能あたわず。既すでに吾が才を竭つ　くす。立つ所ありて卓たく爾じ　たるが如し。これに従わんと欲すと雖ども、由よしなきのみ。

　

顔がん淵えんがああと感[image: 歎]していった、「仰げば仰ぐほどいよいよ高く、きりこめばきりこむほどいよいよ堅い。前方に認められたかと思うと、ふいにまたうしろにある。うちの先生は、順序よくたくみに人を導びかれ、書物でわたくしを広め、礼でわたくしをひきしめて下さる。やめようと思ってもやめられず、もはやわたしの才能を出しつくしているのだが、まるで足場があって高々と立たれているかのようで、ついてゆきたいと思っても手だてがないのだ。」

　

一二　子疾病、子路使門人爲臣、病[image: 〓]曰、久矣哉、由之行詐也、無臣而爲有臣、吾誰欺、欺天乎、且予與其死於臣之手也、無[image: 〓]死於二三子之手乎、且予縱不得大葬、予死於[image: 道]路乎、

　

子の疾やまい、病へいなり。子路、門人をして臣たらしむ。病、間かんなるときに曰のたまわく、久しいかな、由ゆうの詐いつわりを行なうや。臣なくして臣ありと為な　す。吾れ誰れをか欺あざむかん。天を欺かんか。且か　つ予わ　れ其の臣の手に死なんよりは、無寧む し ろ二三子の手に死なんか。且つ予れ縦たとい大葬を得ずとも、予れ道路に死なんや。

　

先生の病気が重かったので、子路は門人たちを家来にしたて〔て、最後を立派に飾ろうとし〕た。病気が少しよくなったときにいわれた、「長いことだね、由ゆうのでたらめをしていることは。家来もいないのに家来がいるようなまねをして、わたしはだれをだますのだ。天をだますのか。それにわしは、家来などの手で死ぬよりは、むしろお前たちの手で死にたいものだね。それにわしは、立派な葬式はしてもらえないとしても、まさかこのわしが道ばたでのたれ死になどするものか。」

　

一三　子貢曰、有美玉於斯、韞匵而藏諸、求善賈而沽諸、子曰、沽之哉、沽之哉、我待賈者也、

　

子貢が曰い　わく、斯ここに美玉あり、匵ひつに韞おさめて諸こ　れを蔵せんか、善ぜん賈こ＊を求めて諸れを沽う　らんか。子の曰のたまわく、これを沽らんかな、これを沽らんかな。我れは賈を待つ者なり。

＊善賈[image: ──]徂徠の読み。美玉の真価を認める善き商人。新注は邢[image: 〓]の「疏」をうけて「善き賈あたい」。賈を価とみる。

　

子貢がいった、「ここに美しい玉ぎょくがあるとします。箱に入れてしまいこんでおきましょうか、よい買い手をさがして売りましょうか　＊。」先生はいわれた、「売ろうよ、売ろうよ。わたくしは買い手を待っているのだ。」

＊孔子に出仕の気持ちがあるかどうかをたずねる比喩。

　

一四　子欲居九夷、或曰、陋如之何、子曰、君子居之、何陋之有、

　

子、九夷い　に居らんと欲す。或るひとの曰い　わく、陋いやしきことこれを如何い か んせん。子の曰のたまわく、君子これに居らば、何の陋しきことかこれ有らん。

　

先生が〔自分の道が中国では行なわれないので、いっそ〕東方未開の地　＊に住まおうかとされた。ある人が「むさくるしいが、どうでしょう。」というと、先生はいわれた、「君子がそこに住めば、何のむさくるしいことがあるものか。」

＊東方未開の地[image: ──]　「九夷」は九種の夷い　（東方の異民族）。

　

一五　子曰、吾自衞反於魯、然後樂正、雅頌各得其[image: 所]、

　

子の曰のたまわく、吾れ衛えいより魯ろ　に反かえり、然る後のちに楽がく正しく、雅が　頌しょう各〻おのおの其の所を得たり。

　

先生がいわれた、「わたしが衛えいの国から魯ろ　に帰ってきて、はじめて音楽は正しくなり、雅が　も頌もしょう＊それぞれの場所におちついた。」

＊雅も頌も[image: ──]　『詩経』の中の分類で、雅は朝廷の雅楽の歌、頌は宗[image: 廟]の歌。これらの乱れを整理した。

　

一六　子曰、出則事公[image: 卿]、入則事父兄、喪事不敢不勉、不爲酒困、何有於我哉、

　

子の曰のたまわく、出でては則ち公こう[image: 卿]けいに事つかえ、入りては則ち父兄に事う。喪も　の事は敢あ　えて勉めずんばあらず。酒の困みだれを為な　さず。何か我れに有らんや。

　

先生がいわれた、「外では公こうや[image: 卿]けい〔という身分の高い人々〕によくお仕えし、家では父や兄たちによくお仕えし、葬とむらい事にはできるかぎり勤め、酒のうえのでたらめはしない。〔それぐらいは〕わたくしにとって何でもない。」

　

一七　子在川上曰、[image: 逝]者如斯夫、不舍晝夜、

　

子、川の上ほとりに在りて曰のたまわく、逝ゆ　く者は斯か　くの如きか。昼夜を舎や　めず。

　

先生が川のほとりでいわれた、「すぎゆくものはこの〔流れの〕ようであろうか。昼も夜も休まない　＊。」

＊新注は『孟子』をうけて学者を勉励したものとみるが、[image: 鄭]注では不遇な人生の詠嘆とみている。

　

一八　子曰、吾未見好德如好色者也、

　

子の曰わく、吾れ未だ徳を好むこと色を好むが如くする者を見ざるなり。

　

先生がいわれた、「わたしは美人を愛するほどに道徳を愛する人をまだ見たことがない。」

　

一九　子曰、譬如爲山、未[image: 成]一簣、止吾止也、譬如[image: 平]地、雖[image: 覆]一簣、[image: 進]吾[image: 往]也、

　

子の曰わく、譬たとえば山を為つくるが如し。未だ一簣き　を成さざるも、止や　むは吾が止むなり　＊。譬えば地を平らかにするが如し。一簣を覆ふくすと雖いえども、進むは吾が往くなり　＊。

＊吾が止むなり、[image: ……]吾が往くなり[image: ──]古注では「吾れ止まん、吾れ往かん。」と読んで、孔子が見捨て、あるいは賛成する意味になる。

　

先生がいわれた、「たとえば山を作るようなもの、もう一ひともっこというところを完成しないのも、そのやめたのは自分がやめたのである。たとえば土地をならすようなもの、一もっこをあけただけでも、その進んだのは自分が歩いたのである　＊。」

＊ただの一ひともっこが功の分かれめ。それに、停止も進歩も自分の責任で人ごとではない、という意味。

　

二〇　子曰、語之而不惰者、其囘也與、

　

子の曰のたまわく、これに語つ　げて惰おこたらざる者は、其れ回なるか。

　

先生がいわれた、「話をしてやって、それに怠たらないのは、まあ回かいだね。」

　

二一　子謂顏淵曰、惜乎、吾見其[image: 進]也、未見其止也、

　

子、顔淵を謂い　いて曰のたまわく、惜お　しいかな。吾れ其の進むを見るも、未だ其の止や　むを見ざるなり。

　

先生が顔がん淵えんのことをこういわれた、「惜お　しいことだ〔、彼の死は〕。わたしは、彼が進むのは見たが、止まるのは見たことがない。」

　

二二　子曰、苗而不秀者有矣夫、秀而不實者有矣夫、

　

子の曰わく、苗なえにして秀ひいでざる者あり。秀でて実みのらざる者あり。

　

先生がいわれた、「苗なえのままで穂ほ　を出さない人もいるねえ。穂を出したままで実みのらない人もいるねえ。〔努力が第一だ。〕」

　

二三　子曰、後生可畏也、焉知來者之不如今也、四十五十而無聞焉、斯亦不足畏也已矣、

　

子の曰わく、後こう生せい畏おそるべし。焉いずくんぞ来らい者しゃの今に如し　かざるを知らんや。四十五十にして聞こゆること無くんば、斯こ　れ亦た畏るるに足らざるのみ。

　

先生がいわれた、「青年は恐るべきだ。これからの人が今〔の自分〕に及ばないなどと、どうして分かるものか。ただ四十五十の年になっても評判がたたないとすれば、それはもう恐れるまでもないものだよ。」

　

二四　子曰、法語之言、能無從乎、改之爲貴、[image: 巽]與之言、能無[image: 説]乎、繹之爲貴、[image: 説]而不繹、從而不改、吾末如之何也已矣、

　

子の曰のたまわく、法語の言は、能よ　く従うこと無からんや。これを改むるを貴しと為な　す。[image: 巽]そん与よ　の言は、能く説よろこぶこと無からんや。これを繹たずぬるを貴しと為す。説びて繹ねず、従いて改めずんば、吾れこれを如何い か んともする末な　きのみ。

　

先生がいわれた、「正しい表だったことばには、従わずにはおれない。だが〔それで自分を〕改めることが大切だ。ものやわらかなことばには、嬉しがらずにはおれない。だが〔その真意を〕たずねることが大切だ。喜ぶだけでたずねず、従うだけで改めないのでは、わたしにはどうしようもないものだよ。」

　

二五　子曰、[image: 主]忠信、無友不如己者、[image: 過]則勿憚改、

　

子の曰わく、忠信を主とし、己おのれに如し　かざる者を友とすること無かれ。過あやまてば則ち改むるに憚はばかること勿な　かれ　＊。

＊学而[image: 篇]第八章重出（二五ページ）。

　

先生がいわれた、「忠と信とを第一にして、自分より劣ったものを友だちにはするな。あやまちがあれば、ぐずぐずせずに改めよ。」

　

二六　子曰、三軍可奪帥也、[image: 匹]夫不可奪志也、

　

子の曰わく、三軍も帥すいを奪うべきなり。匹ひっ夫ぷ　も志しを奪うべからざるなり。

　

先生がいわれた、「大軍でも、その総大将を奪い取ることはできるが、一人の男でも、その志しを奪い取ることはできない。」

　

二七　子曰、衣敝縕袍、與衣狐貉者立而不恥者、其由也與、

　

子の曰わく、敝やぶれたる縕うん袍ぽうを衣き　、狐こ　貉かくを衣たる者と立ちて恥じざる者は、其れ由ゆうなるか。

　

先生がいわれた、「破れた綿いれの上衣を着ながら、狐や貉むじなの毛皮を着た人といっしょにならんで恥ずかしがらないのは、まあ由ゆう（子路）だろうね。」

　

二八　不忮不求、何用不臧、子路[image: 終]身誦之、子曰、是[image: 道]也、何足以臧、

　

忮＊そこなわず求めず、何を用もってか臧よ　からざらん。子路、終しゅう身しんこれを誦しょうす。子の曰のたまわく、是こ　の道や、何ぞ以て臧よ　しとするに足らん。

＊新注以下、ふつうは前の章と合わせて一章とする。

　

『害を与えず求めもせねば、どうして良くないことが起ころうぞ　＊。』子路は生しょう涯がいそれを口ずさんでいた。先生はいわれた、「そうした方法ではね、どうして良いといえようか　＊。」

＊『詩経』邶はい風ふう・雄ゆう雉ち　[image: 篇]の詩の末句。

＊良くないことをでなく、良いことを求める積極性を望んだ。

　

二九　子曰、[image: 〓][image: 寒]、然後知松栢之後[image: 彫]也、

　

子の曰わく、歳とし寒くして、然る後に松しょう柏はくの彫しぼむに後おくるることを知る。

　

先生がいわれた、「気候が寒くなってから、はじめて松や柏ひのきが散らないで残ることが分かる。〔人も危難の時にはじめて真価が分かる。〕」

　

三〇　子曰、知者不惑、仁者不憂、勇者不懼、

　

子の曰わく、知ち　者しゃは惑まどわず、仁者は憂えず、勇者は懼おそれず。

　

先生がいわれた、「智の人は惑まどわず、仁の人は心配がなく、勇の人は恐れない。」

　

三一　子曰、可與共學、未可與[image: 適][image: 道]、可與[image: 適][image: 道]、未可與立、可與立、未可與權、

　

子の曰わく、与ともに共に学ぶべし、未だ与ともに道に適ゆ　くべからず。与に道に適くべし、未だ与に立つべからず。与に立つべし、未だ与に権はかるべからず。

　

先生がいわれた、「ともに並んで学ぶことができる人でも、ともに道には進めない。ともに道に進めても、ともに〔そこにしっかりと〕立つことはできない。ともに立つことはできても、ともに〔ものごとをほどよく〕取りはからうことはできない　＊。」

＊学問の段階をのべて、権けん（事宜に応じた適切な取りはからい）のむつかしさをいった。

　

三二　唐棣之[image: 〓]、[image: 偏]其反而、豈不爾思、室是[image: 遠]而、子曰、未之思也、夫何[image: 遠]之有哉、

　

唐とう棣ていの華はな、偏へんとして其れ反せり。豈あ　に爾なんじを思わざらんや、室是こ　れ遠ければなり。子の曰わく、未だこれを思わざるなり。夫そ　れ何の遠きことかこれ有らん。

　

『唐棣にわざくらの花、ひらひらかえる。お前恋しと思わぬでないが、家がそれ遠すぎて　＊。』先生は〔この歌について〕いわれた、「思いつめていないのだ。まあ〔本当に思いつめさえすれば〕何の遠いことがあるものか　＊。」

＊逸詩。すなわち『詩経』には無い古代歌謡。

＊この章、古注では前の章と合わせ、上述のようにむつかしい「権けん」も思いつめれば遠くはないと解釈する。


[image: 郷]きょう 黨とう 第 十

　

一　孔子於[image: 郷]黨恂恂如也、似不能言者、其在宗[image: 廟][image: 朝]廷、便便言唯謹爾、

　

孔子、郷きょう党とうに於お　いて恂じゅん恂じゅん如じょたり。言うこと能あたわざる者に似たり。其の宗そう[image: 廟]びょう・朝廷に在いますや、便べん便べんとして言い、唯だ謹つつしめり　＊。

＊以下の分章は第一〇章まで新注のテクストに従った。古注では最後まで分けない。

　

孔子は、郷里では恭順なありさまで、ものもいえない人のようであったが、宗[image: 廟]おたまやや朝廷ではすらすらと話され、ひたすら慎重であられた。

　

二　[image: 朝]與下大夫言侃侃如也、與上大夫言誾誾如也、君在踧踖如也、與與如也、

　

朝ちょうにして下か　大たい夫ふ　と言えば、侃かん侃かん如じょたり。上大夫と言えば、誾ぎん誾ぎん如じょたり。君在いませば踧しゅく踖せき如じょたり、与よ　与よ　如じょたり。

　

朝廷で下級の大たい夫ふ　と話されるときはなごやかであり、上級大夫と話されるときは慎しみ深くされた　＊。主君がおでましのときはうやうやしくされたが、またのびやかでもあられた。

＊劉宝楠は、ここまでを早朝の朝礼に参集して主君の出御を待つ間のことだという。

　

三　君召使擯、色勃如也、足[image: 〓]如也、揖[image: 所]與立、左右其手、衣[image: 前]後[image: 〓]如也、趨[image: 進][image: 翼]如也、賓[image: 退]、必復命曰、賓不[image: 顧]矣、

　

君、召して擯ひんたらしむれば、色勃ぼつ如じょたり。足[image: 〓]かく如じょたり。与ともに立つ所を揖ゆうすれば、其の手　＊を左右にす。衣い　の前後、[image: 〓]せん如じょたり。趨はしり進むには翼よく如じょたり。賓ひん退けば必らず復命して曰のたまわく、賓顧かえりみずと。

＊其の手[image: ──]　「其」の字は通行本には無い。

　

主君のお召しで客の接待役を命ぜられたときは、顔つきは緊張され、足どりはそろそろとされた。いっしょに〔接待役として〕ならんでいる人々に会え　釈しゃくされるときは、その手を右の方にくまれたり左の方にくまれたりして、〔腰をかがめるたびに〕着物の前後が美しくゆれ動いた。小走りに進まれるときはきちんと立派であった。客が退出すると、必らずまた報告して「お客さまはふりかえりませんでした（満足して帰られた）。」といわれた。

　

四　入公門、鞠躬如也、如不容、立不中門、行不履閾、[image: 過]位色勃如也、足[image: 〓]如也、其言似不足者、攝齊升堂鞠躬如也、屛氣似不息者、出[image: 降]一等、逞顏色怡怡如也、沒階趨[image: 進][image: 翼]如也、復其位踧踖如也、

　

公門に入るに、鞠きく躬きゅう如じょたり。容い　れられざるが如くす。立つに門に中せず。行くに閾しきいを履ふ　まず。位を過ぐれば、色勃ぼつ如じょたり、足[image: 〓]かく如じょたり。其の言うこと、足らざる者に似たり。斉し　を摂かかげて堂に升のぼるに、鞠きく躬きゅう如じょたり。気を屛おさめて息せざる者に似たり。出い　でて一等を降くだれば、顔色を逞はなって怡い　怡い　如じょたり。階を没つくせば、趨はしり進むこと翼よく如じょたり。其の位に復かえれば踧しゅく踖せき如じょたり。

　

宮きゅう城じょうの御門を入るときは、おそれ慎しんだありさまで、体が入りかねるようにされた。門の中央すじ〔は主君の道であるからそこ〕には立たず、敷居をふまないで通られた。主君のお立ちになる場所を通りすぎるときは、〔主君がおいででなくとも〕顔つきは緊張され、足どりはそろそろとされた。そのことばづかいは舌足らずのようであられた。裾すそを持ちあげて堂に上られるときは、おそれ慎しんだありさまで、まるで息をしないもののように息づかいをひそめられた。退出して〔堂の階段を〕一段おりられると、顔色をほぐされて安らかになられ、階段を降りつくすと、小走りに進まれるのにきちんと立派であった。自分の席に戻られると、うやうやしくされた。

　

五　執圭鞠躬如也、如不[image: 勝]、上如揖、下如[image: 授]、勃如戰色、足[image: 〓][image: 〓]如有循也、享禮有容色、私覿[image: 愉][image: 愉]如也、

　

圭けいを執と　れば、鞠きく躬きゅう如じょたり。勝た　えざるが如し。上ぐることは揖ゆうするが如く、下すことは授くるが如く、勃ぼつ如じょとして戦せん色しょく。足は[image: 〓]しゅく[image: 〓]しゅく如じょとして循したがうこと有り。享きょう礼れいには容色あり。私し　覿てきには愉ゆ　愉ゆ　如じょたり。

　

圭けい＊を持つときはおそれ慎しんで、持ちきれないようにされた。上げるときも会え　釈しゃくをするぐらい、下げるときも物を授けるぐらいで、緊張しておののかんばかり。足どりはしずしずとすり足で規律正しくされた。〔贈り物をする〕享きょうの儀式になると、なごやかな顔つきになられ、〔主君の代理を終わって〕自分の私的な拝謁になると、たのしげにされた。

＊圭[image: ──]玉で作った細長い手版で、本来、諸侯が天子から与えられたもの。それを使臣があずかって主君の敬意を他国の君に伝えた。この章は使者として他国にいるときのこと。単にその心がまえを説いたとみる説もあるが、やはり孔子の行動として訳した。

　

六　君子不以紺[image: 〓][image: 飾]、紅紫不以爲褻[image: 服]、當暑縝絺綌、必表而出、緇衣羔裘、素衣麑裘、黃衣狐裘、褻裘長、短右袂、必有寢衣、長一身有[image: 半]、狐貉之厚以居、去喪無[image: 所]不佩、非帷裳必殺之、羔裘玄冠不以弔、吉月必[image: 朝][image: 服]而[image: 朝]、

　

君子は紺かん[image: 〓]しゅうを以て飾らず。紅紫は以て褻せっ服ぷくと為な　さず。暑に当たりては縝ひとえ＊の絺ち　綌げき、必らず表ひょうして出ずい　　＊。緇し　衣い　には羔こう裘きゅう、素そ　衣い　には麑げい裘きゅう。黄衣には狐裘。褻せっ裘きゅうは長く、右の袂たもとを短くす。必らず寝しん衣い　あり、長た　け一身有半。狐こ　貉かくの厚き以て居る。喪も　を去のぞいては佩お　びざる所なし。帷い　裳しょうに非ざれば必らずこれを殺さいす。羔裘玄冠しては以て弔ちょうせず。吉月には必らず朝ちょう服ふくして朝ちょうす。

＊縝[image: ──]皇本も同じ。唐石経・『経典釈文』は「紾」、通行本は「袗」。清の段玉裁はいう、袗は本字、紾は仮借、縝は俗字と。

＊出ず[image: ──]唐石経・通行本は「出之」。

　

君子　＊は紺こんやとき色では襟えりや袖口のふちどりをしない。〔紺色は潔斎ものいみのとき、とき色は喪も　があけはじめたときにつける色だからである。〕紅と紫は〔純粋な色でないから、礼服はもとより、〕ふだん着につくらない。暑いときにはひとえの[image: 葛]くず布ぬのであるが、必らず〔肌のすいてみえないように〕上うわっぱりをかけて外出する。〔冬着では〕黒い着物には小羊の黒い毛皮、白い着物には鹿の子の白い毛皮、黄色い着物には狐の黄色い毛皮〔を下に着こむ〕。ふだん着の皮ごろもは長くするが、右の袂たもとは〔仕事に便利なように〕短くする。必らず寝まきを備えて、その長さは身のたけとさらに半分である。狐や貉むじなの厚い毛皮をしいて坐る。〔喪も　中ちゅうは何も帯にさげないが、〕喪があければ何でも腰にさげる。〔祭服・朝服としての〕帷い　裳しょうでなければ、必らず〔裳スカートの上部を〕せまく縫いこむ　＊。小羊の黒い皮ごろもと赤黒い絹の冠と〔は、めでたい色だから、それ〕ではお葬とむらいにはいかない。朔日ついたちには必らず朝廷の礼服をつけて出仕する　＊。

＊君子[image: ──]ふつう孔子のことだとするが、一般に君子は以下のようにあるべきだという規範的な意味をこめている。

＊せまく縫いこむ[image: ──]帷裳は上下同幅のきれをあわせたスカートで、使用のときは上にひだをとる。それ以外はきれの上部をせばめて腰に合わせて作るという意味。

＊朔日には[image: ……] [image: ──]毎月の初め、告こく朔さくの儀式があるべきであったが、それがすたれていた。八佾[image: 篇]第一七章（六二ページ）参照。

　

七　齊必有明衣布也、齊必變[image: 食]、居必[image: 遷]坐、

　

斉ものいみすれば必らず明めい衣い　あり、布ぬのなり　＊。斉すれば必らず食を変じ、居きょは必らず坐を遷うつす。

＊新注では、前章の「寝衣」の二句は本来この下にあったのだとする。つまり「斉ものいみ」中のこととする。

　

潔斎ものいみには必らず〔ゆあみのあとに着る〕ゆかたを備え、それは麻布で作る。潔斎ものいみには必らずふだんとは食事を変え、住まいも必らずふだんとは場所を移す。

　

八　[image: 食]不厭[image: 〓]、膾不厭細、[image: 食]饐而餲、魚餒而肉敗不[image: 食]、色惡不[image: 食]、臭惡不[image: 食]、失飪不[image: 食]、不時不[image: 食]、[image: 割]不正不[image: 食]、不得其醬不[image: 食]、肉雖多不使[image: 勝][image: 食]氣、唯酒無量、不[image: 及]亂、沽酒市脯不[image: 食]、不撤薑[image: 食]、不多[image: 食]、祭於公不宿肉、祭肉不出三日、出三日不[image: 食]之矣、[image: 食]不語、寢不言、雖疏[image: 食][image: 菜]羹瓜、祭必齊如也、

　

食いいは精しらげを厭いとわず、膾なますは細きを厭わず。食いいの饐い　して餲あいせると魚の餒あされて肉の敗やぶれたるは食く　らわず。色の悪あ　しきは食らわず。臭においの悪しきは食らわず。飪じんを失えるは食らわず。時ならざるは食らわず。割きりめ正しからざれば食らわず。其の醬しょうを得ざれば食らわず。肉は多しと雖ども、食し　の気に勝たしめず。唯た　だ酒は量なく、乱に及ばず。沽か　う酒と市か　う脯ほじしは食らわず。薑はじかみを撤す　てずして食らう、多くは食らわず。公に祭れば肉を宿よべにせず。祭りの肉は三日を出い　ださず。三日を出ずればこれを食らわず。食らうには語らず、寝い　ぬるには言わず。疏そ　食し　と菜さい羹こうと瓜うりと雖ども、祭れば必らず斉さい如じょたり。

　

飯めしはいくら白くとも宜しく、なますはいくらこまかくとも宜しい。飯がすえて味変りし、魚がくさり肉がくされば食べない。色が悪くなったのも食べず、においの悪くなったのも食べず、煮かたのよくないのも食べず、季節はずれのも食べず、切りかたの正しくないのも食べず、適当なつけ汁じるがなければ食べない。肉は多くとも主食の飯よりは越えないようにし、酒についてはきまった量はないが乱れるところまではいかない。買った酒や売り物の乾ほし肉にくは食べず、しょうがはのけずに食べるが多くは食べない。主君の祭りを助けたときは〔頂き物の〕肉を宵よいごしにはせず、わが家の祭の肉は三日を越えないようにして、三日を越えたらそれを食べない。食べるときは話をせず、寝るときもしゃべらない。粗末な飯や野菜の汁や瓜のようなものでも、初取りのお祭り　＊をするときはきっと敬けい[image: 虔]けんな態度である。

＊初取りのお祭り[image: ──]食事の前にひとつまみを取って器の外におき、食物や料理を考えついた古人に感謝の念をささげること。

　

九　席不正不坐、

　

席せき正しからざれば、坐せず。

　

坐席がきちんとしていなければ坐らない。〔必らず整えてから坐られる。〕

　

一〇　[image: 郷]人飮酒、[image: 杖]者出斯出矣、[image: 郷]人儺、[image: 朝][image: 服]而立於阼階、

　

郷きょう人じんの飲酒には、[image: 杖]じょう者しゃ出い　ずれば、斯ここに出い　ず。郷人の儺おにやらいには、朝服して阼そ　階かいに立つ。

　

村の人たちで酒を飲むときは、[image: 杖]をつく老人が退出してからはじめて退出する。村の人たちが鬼やらいをするときは、朝廷の礼服をつけて東の階段に立つ。

　

一一　問人於他[image: 邦]、再拜而[image: 送]之、

　

人を他た　邦ほうに問えば、再拝してこれを送る。

　

他国の友人をたずねさせるときは、その使者を再拝してから送り出す　＊。

＊友人への敬意である。拝は、両手を胸の前で組んでそこまで頭を下げる敬礼。

　

一二　康子饋藥、拜而受之、曰、丘未[image: 達]、不敢嘗、

　

康＊こう子し　、薬を饋おくる。拝してこれを受く、曰のたまわく、丘きゅう未だ達せず、敢あ　えて嘗な　めず。

＊新注では前章につづける。

　

季き　康こう子し　が薬を贈った。〔先生は〕拝はいのおじぎをしてから受けとっていわれた、「丘きゅう（わたくし）は〔この薬のことを〕よく知りませんから、今は口に致しません　＊。」

＊食べ物には味みをして拝するのが礼であったが、薬のことだから慎重にして、そのことを率直に告げた。

　

一三　廏焚、子[image: 退][image: 朝]曰、傷人乎、不問馬、

　

廏うまや焚や　けたり、子、朝ちょうより退きて曰のたまわく、人を傷そこなえりや。馬を問わず。

　

廏うまやが焼けた。先生は朝廷からさがってくると、「人にけがはなかったか。」といわれて、馬のことは問われなかった。

　

一四　君賜[image: 食]、必正席先嘗之、君賜腥、必熟而薦之、君賜生、必畜之、

　

君、食しょくを賜えば、必らず席を正して先ずこれを嘗な　む。君、腥なまぐさきを賜えば、必らず熟してこれを薦すすむ。君、生けるを賜えば、必らずこれを畜うか　　＊。

＊新注では以下第一七章まで一節とみる。

　

主君が食物をくだされたときは、必らず坐席をきちんとして、まず少しを食べられた。主君がなま肉をくだされたときは、必らず煮てから〔祖先に〕お供えされた。主君が生きたものをくだされたときは、必らず飼育された。

　

一五　侍[image: 食]於君、君祭先[image: 飯]、

　

君に侍じ　食しょくするに、君祭れば先ず飯はんす。

　

主君といっしょに食事をするときは、主君が初取りのお祭りをされると、〔毒みの意味で〕先きに召しあがられた。

　

一六　疾、君視之、東首加[image: 朝][image: 服]、拖紳、

　

疾しつあるに、君これを視み　れば、東とう首しゅして朝服を加え、紳しんを拖ひ　く。

　

病気をして主君がお見舞に来られたときは、東枕にして朝廷の礼服を上にかけ広ひろ帯おびをひきのべられた。

　

一七　君命召、不俟駕行矣、

　

君、命じて召せば、駕が　を俟ま　たずして行く。

　

主君の命令で召されると、車に馬をつなぐのも待たないでおもむかれ〔馬車はあとから追いつくようにされ〕た。

　

一八　入大[image: 廟]、每事問、

　

大たい[image: 廟]びょうに入い　りて、事ごとに問う。

　

大たい[image: 廟]びょう＊の中では、儀礼を一つ一つたずねられた。

＊大[image: 廟][image: ──]魯の周公の霊[image: 廟]。八佾[image: 篇]第一五章重出（六〇ページ）。

　

一九　[image: 〓]友死無[image: 所]歸、曰於我殯、[image: 〓]友之饋、雖車馬、非祭肉、不拜、

　

朋友死して帰き　する所なし。曰のたまわく、我れに於いて殯ひんせよ。朋友の饋おくりものは、車馬と雖ども、祭りの肉に非ざれば、拝せず。

　

友だちが死んで寄るべのないときには、「わたくしのうちで殯かりもがり＊をしなさい。」といわれた。友だちの贈りものは車や馬のような〔立派な〕ものでも、お祭りの肉でないかぎりは、拝のおじぎをされなかった。

＊殯[image: ──]埋葬までの期間、棺を安置しておくこと。

　

二〇　寢不尸、居不容、

　

寝い　ぬるに尸し　せず。居るに容かたちづくらず　＊。

＊容づくらず[image: ──]　「不容」は、唐石経・『経典釈文』では「不客」となっている。なお新注では次章とつづけて一節とみる。

　

寝るときには死体のように〔ぶざまに〕ならず、ふだんのときには容儀か た ちを作られなかった。

　

二一　子見齊[image: 衰]者、雖狎必變、見冕者與瞽者、雖褻必以貌、凶[image: 服]者式之、式負版者、有盛饌必變色而作、[image: 迅]雷風烈必變、

　

子、斉衰し さ いの者を見ては、狎な　れたりと雖いえども必らず変ず。冕べん者しゃと瞽こ　者しゃとを見ては、褻せつと雖ども必らず貌かたちを以てす。凶服の者にはこれに式しょくす。負ふ　版ばんの者に式す　＊。盛せい饌せんあれば必らず色を変じて作た　つ。迅じん雷らい風烈には必らず変ず。

＊負版の者に式す[image: ──]徂徠の説では、負版は喪服につけるきれのことで、この一句は上の「凶服の者」の句の解釈がまぎれこんだものだという。

　

先生は斉衰し さ いの喪服をつけた人にあうと、懇意なあいだがらでも必らず様子をあらためられた。冕べんの冠をつけた人と目の悪い人にあうと、親しい　＊あいだがらでも必らず様子をあらためられた。喪服の人には〔車の前の横木に手をあてる〕式しょくの敬礼を行ない、戸籍簿を持つ者にも式の敬礼をされた。りっぱな御馳走にあずかると必らず顔つきをととのえて立ち上られ〔、主人への敬意を表わされ〕た。ひどい雷や暴風には必らず居ずまいを正され〔謹慎され〕た。

＊親しい[image: ……] [image: ──]「褻せつ」。新注では「公式でないふだんの会見でも」と解する。今、古注による。なおこの前後は、子罕[image: 篇]第一〇章（一七一ページ）とあい補う。

　

二二　升車、必正立執綏、車中不[image: 〓][image: 顧]、不疾言、不親指、

　

車に升のぼりては、必らず正しく立ちて綏すいを執と　る。車の中にして内ない顧こ　せず、疾しつ言げんせず、親指せず。

　

車に乗られるときには、必らず直立してすがり綱づなをにぎられた　＊。車の中ではうしろをふりむかず、大声のおしゃべりをせず、直接に指さされなかった。

＊すがり綱を[image: ……] [image: ──]当時の車は地面から高いので、踏み台をおき、また綱（綏）にすがって乗った。

　

二三　色斯擧矣、[image: 翔]而後集、曰、山梁雌雉、時哉、時哉、子路共之、三嗅而作、

　

色みて斯にここ　＊挙あがり、翔かけりて而して後に集とどまる。曰のたまわく、山さん梁りょうの雌し　雉ち　、時なるかな、時なるかな。子路これを共きょうす。三み　たび嗅か　ぎて作た　つ。

＊色みて斯に[image: ──]　「鳥が人の顔色をみて」と解するのがふつう。王引之は、「色斯」は「色然」と同じで驚き飛ぶありさまだという。朱子は上下の文章に脱落があろうと疑う。要するにこの章はすこぶる難解。

　

驚いてぱっと飛びたち、飛びまわってからはじめてとまる。〔先生はそれをみられると〕いわれた、「山の橋べのめす雉きじも、時節にかなっているよ、時節に。」　（人の出処進退と考えあわせて鳥の動きに意味を認められたのだが、）子路は〔時節の食べ物のことと誤解して〕それを食膳にすすめた　＊。〔先生は〕三度においをかがれると席を立たれた。

＊それを食膳に[image: ……] [image: ──]古注による解釈。以下の文を「子路がとらえようとすると（えさを与えると）、雉が三度羽ばたいて（においをかいで）飛びたった。」とする解釈もあり、異説が多い。

　

論語 卷第五 終


    
      
      論語 卷第六

    

  
先せん [image: 進]しん 第 十 一

　

一　子曰、先[image: 進]於禮樂野人也、後[image: 進]於禮樂君子也、如用之、則吾從先[image: 進]、

　

子の曰のたまわく、先せん進しんの礼楽に於お　けるや、野や　人じんなり。後こう進しんの礼楽に於けるや、君子なり。如も　しこれを用うれば、則すなわち吾れは先進に従わん。

　

先生がいわれた、「先輩は儀礼や雅楽についてはいなか者である。後輩は儀礼や雅楽については君子である　＊。だが、もしそれを行なうことになれば、わたしは先輩の方に従おう。〔質朴な先輩の方が、かえって礼楽の本質を得ているから。〕」

＊君子である[image: ──]繊細雅美にゆきとどいている点が、教養ゆたかな君子に似ている、という意味。新注では、以上をあさはかな当時の人の考えで、先進を軽視したものとみる。

　

二　子曰、從我於陳蔡者、皆不[image: 及]門者也、

　

子の曰のたまわく、我れに陳ちん・蔡さいに従う者は、皆な門に及ばざるなり。

　

先生がいわれた、「陳ちんや蔡にさい　＊わたくしについていったものは、もうすっかり門下にはいなくなったね。」

＊陳や蔡に[image: ──]陳は今の河南省の中部にあった小国。蔡はその南の国。孔子はその流浪の途中、この辺りで食糧もとだえて苦しんだ。六十四歳のときという。衛霊公[image: 篇]第二章参照。

　

三　德行顏淵閔子騫冉伯牛仲弓、言語宰我子貢、政事冉有季路、文學子游子夏、

　

徳＊とく行こうには顔がん淵えん・閔びん子し　騫けん・冉ぜん伯はく牛ぎゅう・仲弓、言語には宰さい我が　・子し　貢こう、政事には冉ぜん有ゆう・季き　路ろ　、文学には子し　游ゆう・子し　夏か　。

＊[image: 鄭]玄は前の章に合わせ、新注もそれに従っている。陳・蔡に従った人たちとみるのである。

　

徳とく行こうでは顔がん淵えんと閔びん子し　騫けんと冉ぜん伯はく牛ぎゅうと仲弓。言語では宰さい我が　と子し　貢こう。政せい事じ　では冉有と季路。文学では子し　游ゆうと子夏　＊。

＊孔門の四科十哲といわれる。ただ、孔子言でないことは、門人をあざ名でよぶことでわかる。

　

四　子曰、囘也非助我者也、於吾言無[image: 所]不[image: 説]、

　

子の曰わく、回や、我れを助くる者に非ざるなり。吾が言に於いて説よろこばざる所なし。

　

先生がいわれた、「回かいはわたくしを〔啓発して〕助けてくれる人ではない。わたしのいうことならどんなことでも嬉しいのだ　＊。」

＊顔淵が理解に早く従順なのを喜んだ。前の句を「わたくしを助けてくれる者ではなかろうか。」と反語にみる説もある。

　

五　子曰、孝哉、閔子騫、人不[image: 〓]於其父母昆弟之言、

　

子の曰わく、孝なるかな、閔びん子し　騫けん。人、其の父母昆こん弟ていを間かんするの言あらず　＊。

＊新注では「其の父母昆弟の言を間せず。」とよむが、『亢こう倉そう子し　』では「不」の字が「無」になっていて、その意味に読むのが古説に合う。

　

先生がいわれた、「孝行だなあ、閔びん子し　騫けん＊は。その父母や兄弟をそしるようなことをだれもがいわない。」

＊閔子騫[image: ──]孔子の門人。父の後妻である義母とその子である義弟二人がいて、冷遇されていたが、その不平を他人にもらさず、むしろ家族を弁護した。

　

六　南容三復白圭、孔子以其兄之子妻之、

　

南なん容よう、白はく圭けいを三さん復ぷくす。孔子、其の兄の子こ　を以てこれに妻めあわす。

　

南なん容ようは白はく圭けいの詩を何度もくりかえしていた。〔『白き玉のきずはなお磨くべし。ことばのきずはつくろいもならず。』（『詩経』大雅・抑[image: 篇]）と。〕孔先生はその兄さんのお嬢さんをめあわせられた　＊。

＊公冶長[image: 篇]第二章（八四ページ）参照。

　

七　季康子問、弟子孰爲好學、孔子對曰、有顏囘者、好學、不幸短命死矣、今也則[image: 亡]、

　

季き　康こう子し　問う、弟てい子し　孰たれか学を好むと為すな　　＊。孔子対こたえて曰のたまわく、顔回なる者あり、学を好む。不幸、短命にして死せり。今や則ち亡な　し。

＊雍也[image: 篇]第三章（一〇五ページ）には哀公の問いとしてみえる。

　

季き　康こう子し　が「お弟子のなかでだれが学問好きといえますか。」とたずねたので、孔子は答えられた、「顔がん回かいという者がいて学問好きでしたが、不幸にも短い寿命で死んでしまって、今ではもうおりません。」

　

八　顏淵死、顏路[image: 請]子之車以爲之椁、子曰、才不才、亦各言其子也、鯉也死、有棺而無椁、吾不徒行以爲之椁、以吾從大夫之後、不可徒行也、

　

顔がん淵えん死す。顔がん路ろ　、子し　の車以てこれが椁かくを為つくらんことを　＊請う。子の曰のたまわく、才も不才も、亦た各〻おのおの其の子こ　と言うなり。鯉り　や死す、棺かんありて椁なし。吾れ徒と　行こうして以てこれが椁を為つくらず。吾が大夫の後しりえに従えるを以て、徒行すべからざるなり。

＊これが椁を[image: ……] [image: ──]　「以為之椁」の四字は清本には無く、清の阮げん元げんはそれが古い形であろうという。

　

顔淵が死んだ。父の顔がん路ろ＊は先生の車をいただいてその椁かく（棺かんの外ばこ）を作りたいと願った。先生はいわれた、「才能があるにせよ才能がないにせよ、やはりそれぞれにわが子のことだ。〔親の情に変わりはない。わたしの子どもの〕鯉り＊が死んだときにも、棺かんはあったが椁かくはなかった。だが、わたしは徒歩で歩いてまでして（自分の車をぎせいにまでして）その椁かくを作りはしなかった。わたしも大たい夫ふ　の末席についているからには、徒歩で歩くわけにはいかないのだ。」

＊顔路[image: ──]顔淵の父。やはり孔子の古い門人で、孔子より六歳わかい。

＊鯉[image: ──]孔子の子。あざ名は伯はく魚ぎょ。『孔子家語』によれば、孔子の六十九歳のときに死んだ。

　

九　顏淵死、子曰、噫天喪予、天喪予、

　

顔淵死す。子の曰のたまわく、噫ああ、天予わ　れを喪ほろぼせり、天予れを喪ぼせり。

　

顔淵が死んだ。先生はいわれた、「ああ、天はわしをほろぼした。天はわしをほろぼした。」

　

一〇　顏淵死、子哭之慟、從者曰、子慟矣、子曰有慟乎、非夫人之爲慟、而誰爲慟、

　

顔淵死す。子これを哭こくして慟どうす。従じゅう者しゃの曰い　わく、子慟せり。曰のたまわく、慟すること有るか。夫か　の人の為めに慟するに非ずして、誰た　が為めにかせん。

　

顔淵が死んだ。先生は哭こく泣きゅうして身をふるわされた。おともの者が「先生が慟どう哭こくされた！　＊」といったので、先生はいわれた、「慟哭していたか。こんな人のために慟哭するのでなかったら、一体だれのためにするんだ。」

＊慟哭された！[image: ──]身もだえする烈しい悲しみの表現は、孔子の行動としては異例であった。従者はそれに驚いたのである。

　

一一　顏淵死、門人欲厚葬之、子曰、不可、門人厚葬之、子曰、囘也視予[image: 猶]父也、予不得視[image: 猶]子也、非我也、夫二三子也、

　

顔淵死す。門人厚くこれを葬ほうむらんと欲ほっす。子の曰のたまわく、不ふ　可か　なり。門人厚くこれを葬る。子の曰わく、回や、予わ　れを視み　ること猶な　お父のごとし。予れは視ること猶お子のごとくすることを得ず。我れに非ざるなり、夫か　の二三子なり。

　

顔淵が死んだ。門人たちは立派な葬式をしたいと思った。先生は「いけない。」といわれたが　＊、門人たちは立派に葬ほうむった。先生はいわれた、「回かいはわしを父のように思ってくれたのに、わしは子のようにしてやれなかった。わたくし〔のしたこと〕ではないのだ、あの諸君なのだ　＊。」

＊「いけない。」と[image: ……] [image: ──]八佾[image: 篇]＝喪も　は其の易おさめんよりは寧むしろ戚いため（五三ページ）。また、葬式は貧富と身分に応じて行なうのが礼であった。

＊その子の鯉り　の葬式のばあいのようにいかなかったことを悲しんで、門人を責めた。仁斎は末の二句を「わたくしらしくもないこと、あの二三子と同じだ。」と解する。

　

一二　季路問事鬼神、子曰、未能事人、焉能事鬼、曰敢問死、曰未知生、焉知死、

　

季き　路ろ　、鬼神に事つかえんことを問う。子の曰のたまわく、未だ人に事うること能あたわず、焉いずくんぞ能く鬼き　に事えん。曰い　わく　＊、敢あ　えて死を問う。曰のたまわく、未だ生を知らず、焉んぞ死を知らん。

＊曰わく[image: ──]通行本ではこの字が無い。

　

季き　路ろ　が神霊に仕えることをおたずねした。先生はいわれた、「人に仕えることもできないのに、どうして神霊に仕えられよう。」「恐れいりますが死のことをおたずねします。」というと、「生もわからないのに、どうして死がわかろう　＊。」

＊雍也[image: 篇]第二二章（一一八ページ）参照。

　

一三　閔子騫侍側、誾誾如也、子路行行如也、冉子子貢侃侃如也、子樂、曰、若由也不得其死然、

　

閔びん子し　騫けん＊、側かたわらに侍じ　す、誾ぎん誾ぎん如じょたり。子路、行こう行こう如じょたり。冉ぜん子し＊・子貢、侃かん侃かん如じょたり。子楽しむ　＊。曰のたまわく、由ゆうがごときは其の死を得ざらん　＊。

＊閔子騫・冉子[image: ──]通行本では「閔子」「冉有」。

＊子楽しむ[image: ──]唐石経には「楽」の字がない。

＊句末の「然」は焉と同じ。

　

閔びん子し　騫けんはおそばにいて慎しみ深く、子路はほこらしげで、冉ぜん有ゆうと子し　貢こうはなごやかであった。先生は〔優秀な門人にかこまれて〕楽しまれた。ただ、「由ゆう＊のような男は、ふつうの死にかたはできまい。」といわれていた。

＊由[image: ──]子路の名。この心配どおり、孔子の七十三歳のとき（死の前年）に子路は衛の内乱にまきこまれて殺された。

　

一四　魯人爲長府、閔子騫曰、仍舊貫如之何、何必改作、子曰、夫人不言、言必有中、

　

魯ろ　人ひと、長府を為つくる。閔びん子し　騫けんが曰い　わく、旧貫に仍よ　らば、これを如何い か ん、何ぞ必らずしも改め作らん。子の曰のたまわく、夫か　の人は言わず。言えば必らず中あたること有り。

　

魯ろ　の人が〔主君の財貨の蔵である〕長ちょう府ふ　を作ったとき、閔子騫は「むかしどおりでどうだろう。何もわざわざ作りかえることもあるまい。」といった。先生は〔それを聞くと〕「あの人はものいわずだが、いえばきっと適切だ。」といわれた。

　

一五　子曰、由之鼓瑟、奚爲於丘之門、門人不敬子路、子曰、由也升堂矣、未入於室也、

　

子の曰のたまわく、由ゆうの瑟しつ＊、奚為な ん すれぞ丘きゅうの門に於お　いてせん。門人、子路を敬せず。子の曰わく、由や堂に升のぼれり。未だ室に入らざるなり。

＊由の瑟[image: ──]原文「鼓」を生かして読むと「由の瑟を鼓ひ　くは」となるが、通行本のままでもよい。

　

先生が「由ゆうのひく瑟しつ＊はどうも丘きゅう（このわたくし）のところではね。（ふさわしくない。）」といわれたので、門人たちは子し　路ろ　を尊敬しなくなった。先生はいわれた、「由は堂の上にはあがっているのだよ。まだ部屋に入っていないのだ　＊。」

＊瑟[image: ──]大琴。子路のひき方が、その人がらどおり、ごつごつしておだやかでなかった。

＊子路の学問が、今一歩を残してはいるがすでに抜群であることにたとえて、門人たちの不敬をいましめた。

　

一六　子貢問、師與[image: 商]也孰賢乎、子曰、師也[image: 過]、[image: 商]也不[image: 及]、曰、然則師[image: 愈]與、子曰、[image: 過][image: 猶]不[image: 及]也、

　

子貢問う、師と商とは孰いずれか賢まされる。子の曰のたまわく、師や過ぎたり、商や及ばず。曰い　わく、然らば則ち師は[image: 愈]まされるか。子の曰のたまわく、過ぎたるは猶な　お及ばざるがごとし。

　

子し　貢こうが、「師し　（子張）と商しょう（子夏）とではどちらがすぐれていますか。」とたずねた。先生は「師はゆきすぎている、商はゆきたりない。」といわれた。「それでは師がまさっているのですか。」というと、先生は「ゆきすぎたのはゆきたりないのと同じようなものだ。〔どちらも中庸を得ていない。〕」といわれた。

　

一七　季氏富於[image: 周]公、而求也爲之聚斂而附[image: 益]之、子曰、非吾徒也、小子鳴鼓而攻之、可也、

　

季き　氏し　、周公より富めり。而して求きゅうやこれが為めに聚しゅう斂れんしてこれを附益す。子の曰のたまわく、吾が徒と　に非ざるなり。小しょう子し　、鼓こ　を鳴らしてこれを攻めて可か　なり。

　

季き　氏し　は〔魯ろ　の家老の分際で、周王室の大功労者であった魯の君の御先祖〕周公よりも富んでいた。それなのに、求きゅう＊は季氏のために税を取りたててさらにそれをふやした。先生はいわれた、「わたしたちの仲間ではないね。君たち太鼓を鳴らして攻めたてたらよかろう。」

＊求[image: ──]冉ぜん求きゅう。このとき季氏の家宰（封地のとりしまり）として仕えていた。

　

一八　柴也愚、參也魯、師也辟、由也喭、

　

柴さいや愚ぐ　、参しんや魯ろ　、師や辟へき、由ゆうや喭がん。

　

〔先生がいわれた、〕「柴さい＊は愚おろかで、参しん（曾子）はにぶく、師（子張）はうわべ飾りで、由ゆう（子路）はがさつだ　＊。」

＊柴[image: ──]孔子の門人。姓は高、名は柴、あざ名は子し　羔こう。孔子より三十歳わかい。

＊古注では、次章と合わせて一章とする。「子曰」の二字がこの上にもあったか（新注）。

　

一九　子曰、囘也其庶乎、屢[image: 空]、賜不受命而貨殖焉、億則屢中、

　

子の曰わく、回や其れ庶ちかきか、屢〻しばしば空むなし。賜し　は命めいを受けずして貨か　殖しょくす。億おもんぱかれば則ち屢〻中あたる。

　

先生がいわれた、「回（顔淵）はまあ〔理想に〕近いね。〔道を楽しんで富みを求めないから〕よく窮乏する。賜し　（子貢）は官命を受けなくとも　＊〔自分で〕金もうけをして、予想したことはよく当たる。」

＊官命を[image: ……] [image: ──]兪ゆ　樾えつの説。「天命に安んじないで、」とみるのがふつう。

　

二〇　子張問善人之[image: 道]、子曰、不踐迹、亦不入於室、

　

子張、善ぜん人じんの道を問う。子の曰のたまわく、迹あとを践ふ　まず、亦た室に入らず。

　

子張が善ぜん人じん＊の在り方についておたずねした。先生はいわれた、「〔先賢の〕跡あとをふんでゆくのでなければ、奥義には入れない。」

＊善人[image: ──]新注にいう、素質がりっぱだが、学のたりない人と。述而[image: 篇]第二五章（一四一ページ）参照。

　

二一　子曰、論篤是與、君子者乎、色莊者乎、

　

子の曰わく、論の篤あつきに是れ与くみすれば、君子者か、色しき荘そう者しゃか。

　

先生がいわれた、「弁論の篤実さだけをよしとしていたのでは、君子の人か、うわべだけの人か。〔よくは分からない。〕」

　

二二　子路問、聞斯行諸、子曰、有父兄在、如之何其聞斯行之也、冉有問、聞斯行諸、子曰、聞斯行之、公西[image: 〓]曰、由也問、聞斯行諸、子曰、有父兄在、求也問、聞斯行諸、子曰、聞斯行之、赤也惑、敢問、子曰、求也[image: 退]、故[image: 進]之、由也[image: 兼]人、故[image: 退]之、

　

子路問う、聞くままに斯こ　れ行なわんや。子の曰のたまわく、父兄の在いますこと有り、これを如何い か んぞ、其れ聞くままに斯れこれを行なわんや。冉ぜん有ゆう問う、聞くままに斯れ行なわんや。子の曰わく、聞くままに斯れこれを行なえ。公こう西せい華か　が曰い　わく、由ゆうや問う、聞くままに斯れ行なわんやと。子の曰のたまわく、父兄の在すこと有りと。求きゅうや問う、聞くままに斯れ行なわんやと。子の曰わく、聞くままに斯れこれを行なえと。赤せきや惑まどう。敢あ　えて問う。子の曰わく、求や退く、故にこれを進む。由や人を兼ぬ、故にこれを退く。

　

子路が「聞いたらすぐそれを行ないましょうか。」とおたずねすると、先生は「父兄といった方がおいでになる。どうしてまた聞いてすぐにそれを行なえよう。」といわれた。冉ぜん有ゆうが「聞いたらすぐそれを行ないましょうか。」とおたずねすると、先生は「聞いたらすぐにそれを行なえ。」といわれた。公こう西せい華か　はいった、「由ゆう（子路）さんが『聞いたらすぐそれを行ないましょうか。』とおたずねしたときには、先生は『父兄といった方がおいでになる。』といわれたのに、求きゅう（冉有）さんが『聞いたらすぐそれを行ないましょうか。』とおたずねしたときには、先生は『聞いたらすぐにそれを行なえ。』といわれました。赤せき（このわたくし）は迷います。恐れいりますがおたずね致します。」先生はいわれた、「求は消極的だから、それをはげましたのだが、由は人をしのぐから、それをおさえたのだ。」

　

二三　子畏於匡、顏淵後、子曰、吾以女爲死矣、曰、子在、囘何敢死、

　

子、匡きょうに畏おそる。顔淵後おくれたり。子の曰のたまわく、吾れ女なんじを以て死せりと為な　す。曰い　わく、子在います、回何ぞ敢あ　えて死せん。

　

先生が匡きょうの土地で危険にあわれたとき　＊、顔淵がおくれてきた。先生が「わたしはお前は死んだと思ったよ。」といわれると、「先生がおられるのに、回かい（このわたくし）がどうして死んだりしましょうか。」と答えた。

＊匡の土地で[image: ……] [image: ──]子罕[image: 篇]第五章（一六七ページ）参照。

　

二四　季子然問、仲由冉求、可謂大臣與、子曰、吾以子爲異之問、曾由與求之問、[image: 所]謂大臣者、以[image: 道]事君、不可則止、今由與求也、可謂[image: 具]臣矣、曰、然則從之者與、子曰、弑父與君、亦不從也、

　

季き　子し　然ぜん問う、仲由・冉ぜん求きゅうは大だい臣しんと謂うべきか。子の曰のたまわく、吾れ子し　を以て異ことなるをこれ問うと為な　す、曾すなわち由と求とをこれ問う。所謂いわゆる大臣なる者は、道を以て君に事つかえ、不ふ　可か　なれば則ち止や　む。今、由と求とは具ぐ　臣しんと謂うべし。曰い　わく、然らば則ちこれに従わん者か。子の曰のたまわく、父と君とを弑しいせんには、亦た従わざるなり。

　

季き　子し　然がぜん　＊「仲ちゅう由ゆうと冉ぜん求きゅうとはすぐれた臣といえるでしょうな。」とたずねた。先生はいわれた、「わたしはあなたがもっと別なことをたずねられると思いましたが、なんと由と求とのことですか。すぐれた臣といわれるものは道によって主君にお仕えして、うまくいかないときは身を退ひ　きますが、この由と求とは〔諫いさめるべきときにも諫めず、〕頭あたま数かずだけの臣というべきでしょう。」「それでは〔主人の〕いいなりになるものですか。」というと、先生はいわれた、「父と君とを殺すようなことには、やはり従いません。」

＊季子然が[image: ──]季子然は魯の家老の季氏の一門。この問いは、仲由（子路）と冉求とを家臣にしていることを誇ったいい方で、次ぎの孔子の初めのことばはそれを抑えたのである。

　

二五　子路使子羔爲費宰、子曰、[image: 賊]夫人之子、子路曰、有民人焉、有社稷焉、何必讀書然後爲學、子曰、是故惡夫佞者、

　

子路、子し　羔こうをして費ひ　の宰さいたらしむ。子の曰のたまわく、夫か　の人の子こ　を賊そこなわん。子路が曰い　わく、民人あり、社しゃ稷しょくあり、何ぞ必らずしも書を読みて然しかる後のちに学と為な　さん。子の曰のたまわく、是こ　の故に夫か　の佞ねい者じゃを悪にくむ。

　

子し　路ろ　が〔季氏の宰さいであったとき、推薦して〕子し　羔こう＊を費ひ　の土地の宰（封地のとりしまり）とならせた。先生が「あの〔勉強ざかりの〕若ものをだめにしよう。」といわれると、子路は「人民もあり、社しゃ稷しょく＊もあります。書物を読むことだけが学問だと限ることもないでしょう。」といった。先生はいわれた、「これだからあの口達だっ者しゃはきらいだ。」

＊子羔[image: ──]孔子の門人高柴のあざ名。

＊社稷[image: ──]社は土地神、稷は穀神で、封地での祭祀の中心。

　

二六　子路曾晳冉有公西[image: 〓]、侍坐、子曰、以吾一日長乎爾、無吾以也、居則曰、不吾知也、如或知爾則何以哉、子路[image: 率]爾而對曰、千乘之國、攝乎大國之[image: 〓]、加之以師[image: 旅]、因之以飢饉、由也爲之、比[image: 及]三年、可使有勇且知方也、夫子哂之、求爾何如、對曰、方六七十、如五六十、求也爲之、比[image: 及]三年、可使足民也、如其禮樂、以俟君子、赤爾何如、對曰、非曰能之也、願學焉、宗[image: 廟]之事、如會同、端章甫、願爲小相焉、點爾何如、鼓瑟希、鏗爾舍瑟而作、對曰、異乎三子者之[image: 撰]、子曰、何傷乎、亦各言其志也、曰、莫春者春[image: 服][image: 〓][image: 成]、得冠者五六人童子六七人、浴乎沂、風乎舞雩、詠而歸、夫子喟然[image: 歎]曰、吾與點也、三子者出、曾晳後、曾晳曰、夫三子者之言何如、子曰、亦各言其志也已矣、曰、夫子何哂由也、子曰、爲國以禮、其言不讓、是故哂之、唯求則非[image: 邦]也與、安見方六七十如五六十而非[image: 邦]也者、唯赤則非[image: 邦]也與、宗[image: 廟]之事如會同非諸侯如之何、赤也爲之小相、孰能爲之大相、

　

子路・曾そう晳せき・冉ぜん有ゆう・公こう西せい華か　、侍じ　坐ざ　す。子の曰のたまわく、吾が一日も爾なんじより長じたるを以て、吾れを以てすること無かれ。居れば則ち曰い　わく、吾れを知らずと。如も　し爾を知るもの或あ　らば、則ち何を以てせんや。子路率そつ爾じ　として対こたえて曰い　わく、千せん乗じょうの国、大国の間に摂せつして、これに加うるに、師し　旅りょを以てし、これに因よ　るに飢き　饉きんを以てせんに、由ゆうやこれを為おさめ、三年に及ぶ比ころに、勇ありて且か　つ方ほうを知らしむべきなり。夫ふう子し　これを哂わらう。求きゅうよ爾は何如い か ん。対えて曰い　わく、方の六七十、如も　しくは五六十、求やこれを為おさめ、三年に及ぶ比ころに、民を足らしむべきなり。其の礼楽の如きは、以て君子に俟ま　たん。赤せきよ爾は何如い か ん。対えて曰い　わく、これを能よ　くすと曰い　うには非ず。願わくは学ばん。宗そう[image: 廟]びょうの事、如も　しくは会同に、端たん章しょう甫ほ　して願わくは小しょう相しょうたらん。

点よ爾は何如い か ん。瑟しつを鼓ひ　くこと希や　み、鏗こう爾じ　として瑟を舎お　きて作た　ち、対えて曰い　わく、三さん子し　者しゃの[image: 撰]せん＊に異ことなり。子の曰のたまわく、何ぞ傷いたまんや、亦た　　　＊各〻おのおの其の志しを言うなり。曰い　わく、莫ぼ　春しゅんには春服既すでに成り、冠かん者じゃ五六人・童どう子じ　六七人を得て、沂き　に浴し、舞ぶ　雩う　に風ふうして　＊、詠じて帰らん。夫子喟き　然ぜんとして[image: 歎]じて曰のたまわく、吾れは点に与くみせん。三子者出い　ず。曾晳後おくれたり。曾晳が曰い　わく、夫か　の三子者の言は何如。子の曰のたまわく、亦た各〻其の志しを言うのみ。曰い　わく、夫子、何ぞ由を哂わらうや。曰のたまわく、国を為おさむるには礼を以てす。其の言譲ゆずらず。是こ　の故にこれを哂わらう。求と唯いえども　＊則ち邦に非ずや、安いずくんぞ方六七十如も　しくは五六十にして邦に非ざる者を見ん。赤と唯いえども則ち邦に非ずや、宗[image: 廟]・会同は諸侯に非ずしてこれを如何いかん＊。赤やこれが小しょう相しょうたらば、孰たれか能くこれが大相たらん。

＊[image: 撰][image: ──]古く「僎」となったテクストもあり、[image: 詮]と同じで善の意味。

＊亦た[image: ──]ここでは「惟」と同じ。「ただ」と読んでもよい。下文も同じ。

＊沂に浴し、舞雩に風して[image: ──]　「沂」は魯の都の東南にある川の名。暮春に水浴して涼むのは奇妙だとして、みそぎや雨乞いなどの神事に関係したことだとみる説や、沂を温泉とみる説などがあるが、清の兪ゆ　樾えつは「浴」の字を「沿」と改め、「風」を「放」と同じにみて、「沂に沿いて舞雩に至り、」と読んだ。

＊求と唯ども[image: ──]ふつう「唯だ求は」と読むが、「唯」は雖と通用する。下の「赤と唯ども」も同じ。

＊これを如何[image: ──]　「如之何」は通行本では「而何」とある。

　

子路と曾そう晳せき＊と冉ぜん有ゆうと公こう西せい華か　とがおそばにいた。先生がいわれた、「わたしがお前たちより少し年うえだからといって、遠慮をするな。ふだんいつもは『わたし〔の真価〕を知ってくれない。』といっているが、もしだれかお前たちのことを知って〔用いて〕くれたとしたら、どうするかな。」子路がいきなりお答えしていった、「兵車千台を出すていどの国が〔万台を出すような〕大国の間にはさまり、さらに戦争が起こり飢饉が重なるというばあい、由ゆう（このわたくし）がそれを治めれば、三年もたったころには〔その国民を〕勇気があって道をわきまえるようにさせることができます。」先生はそのことばに笑われた。「求きゅう、お前はどうだね。」お答えしていった、「六、七十里か五、六十里四方の〔小さい〕ところで求が治めれば、三年もたったころには人民を豊かにならせることができます。礼れい楽がくなどのことは、それは君子にたのみます。」「赤せき、お前はどうだね。」お答えしていった、「できるというのではありません、学びたいのです。宗そう[image: 廟]びょうのおつとめや諸侯の会合のとき、端たんの服　＊をきて章しょう甫ほ　の冠かんむり＊をつけ、いささかの助け役になりたいものです　＊。」

　「点、お前はどうだね。」瑟しつをひいていたのがとまると、カタリとそれをおいて立ち上り、お答えしていった、「三人のような立派なのと違いますが。」先生が「気にすることはない。ただそれぞれに抱負をのべるだけだ。」といわれると、「春の終わりごろ、春着もすっかり整うと、五、六人の青年と六、七人の少年をともなって、沂き　水すいでゆあみをし、雨乞ご　いに舞う台地のあたりで涼みをして、歌いながら帰って参りましょう。」といった。先生はああと感[image: 歎]すると「わたしは点に賛成するよ。」といわれた。三人が退出して、曾晳があとに残った。曾晳はおたずねした、「あの三人のことばはどうなのでしょうか。」先生はいわれた、「ただそれぞれに抱負をのべただけのことだよ。」「先生はなぜ由ゆうのことを笑われたのでしょう。」「国を治めるには礼によるべきだが、そのことばはぶしつけ〔で礼をわきまえないよう〕だ。そのために笑ったのだ。求きゅうのばあいでもやはり邦くにではないか　＊。六、七十里か五、六十里四方で邦くにでないものがどうしてあろう。赤せきのばあいでもやはり邦ではないか　＊。宗そう[image: 廟]びょうや会合が諸侯のことでないとすればどういうことになろう。〔ひとしく国家のことだが、この二人のつつましさが由ゆうとは違う。〕赤がいささかの助け役になるのなら、だれが大きな役になれようか。」

＊曾晳[image: ──]曾参の父親で名は点。やはり孔子の門人。

＊端の服、章甫の冠[image: ──]端は玄げん端たんのこと、赤黒い色の大礼服。章甫は礼式の冠の名。

＊助け役に[image: ……] [image: ──]公冶長[image: 篇]＝子の曰わく、赤や、束そく帯たいして朝ちょうに立ち、賓客と言わしむべし（八八ページ）。

＊求のばあい[image: ……]、赤のばあい[image: ……] [image: ──]この二句を、新注では曾晳の質問とみる。


顏がん 淵えん 第 十 二

　

一　顏淵問仁、子曰、克己復禮爲仁、一日克己復禮、天下歸仁焉、爲仁由己、而由人乎哉、顏淵曰、[image: 請]問其目、子曰、非禮勿視、非禮勿聽、非禮勿言、非禮勿動、顏淵曰、囘雖不敏、[image: 請]事斯語矣、

　

顔がん淵えん、仁を問う。子の曰のたまわく、己れを克めせ　　＊て礼に復かえるを仁と為すな　　＊。一日己れを克せ　めて礼に復れば、天下仁に帰き　す。仁を為すこと己れに由よ　る。而しかして　＊人に由らんや。顔淵の曰い　わく、請こ　う、其の目もくを問わん。子の曰のたまわく、礼に非ざれば視ること勿な　かれ、礼に非ざれば聴くこと勿かれ、礼に非ざれば言うこと勿かれ、礼に非ざれば動くこと勿かれ。顔淵の曰い　わく、回かい、不ふ　敏びんなりと雖ども、請う、斯こ　の語を事こととせん。

＊己れを克め[image: ──]新注では「克は勝なり。」とあって、「己れに克か　ち」と読むが、古注では「克己は約身なり。」とある。「克」の字、皇本・清本では「剋」。

＊仁と為す[image: ──]道春点では「仁を為す」と読む。

＊而して[image: ──]　「而」は実は豈あにと同じ意味。下の「哉」と対応して「どうして」と反語になる。

　

顔淵が仁のことをおたずねした。先生はいわれた、「〔内に〕わが身をつつしんで〔外は〕礼〔の規範〕にたちもどるのが仁ということだ。一日でも身をつつしんで礼にたちもどれば、世界じゅうが仁になつくようになる。仁を行なうのは自分しだいだ。どうして人だのみできようか。」顔淵が「どうかその要点　＊をお聞かせ下さい。」といったので、先生はいわれた、「礼にはずれたことは見ず、礼にはずれたことは聞かず、礼にはずれたことは言わず、礼にはずれたことはしないことだ。」顔淵はいった、「回かいはおろかではございますが、このおことばを実行させていただきましょう。」

＊要点[image: ──]　「目」を条目細目とみるのがふつう。「礼」を生活上のこまかい具体的規範とみて、「目」を要の意味にみるのは劉宝楠の説。

　

二　仲弓問仁、子曰、出門如見大賓、使民如承大祭、己[image: 所]不欲、勿施於人、在[image: 邦]無怨、在家無怨、仲弓曰、雍雖不敏、[image: 請]事斯語矣、

　

仲ちゅう弓きゅう、仁を問う。子の曰のたまわく、門を出い　でては大だい賓ひんを見るが如くし、民を使うには大祭に承つかえまつるが如くす。己れの欲せざる所は人に施すこと勿な　かれ。邦に在りても怨み無く、家に在りても怨み無し。仲弓が曰い　わく、雍よう、不敏なりと雖ども、請う、斯こ　の語を事とせん。

　

仲ちゅう弓きゅうが仁のことをおたずねした。先生はいわれた、「家の外で〔人にあうときに〕は大切な客にあうかのようにし、人民を使うときには大切な祭にお仕えするかのようにし〔て身を慎しみ〕、自分の望まないことは人にしむけないようにし〔て人を思いやり〕、国にいても怨まれることがなく、家にいても怨まれることがない。」仲弓はいった、「雍ようはおろかではございますが、このおことばを実行させていただきましょう。」

　

三　司馬牛問仁、子曰、仁者其言也訒、曰、其言也訒、斯可謂之仁已乎、子曰、爲之難、言之得無訒乎、

　

司し　馬ば　牛ぎゅう、仁を問う。子の曰のたまわく、仁じん者じゃは其の言や訒じん。曰い　わく、其の言や訒、斯こ　れこれを仁と謂い　うべきか　＊。子の曰のたまわく、これを為な　すこと難かたし。これを言うに訒なること無きを得んや。

＊謂うべきか[image: ──]　「可」の字は通行本にはない。次章も同じ。

　

司し　馬ば　牛ぎゅう＊が仁のことをおたずねした。先生はいわれた、「仁の人はそのことばがひかえめだ。」「そのことばがひかえめなら、それで仁といって宜しいのでしょうか。」先生はいわれた、「実践がむつかしい〔と思えば〕、ものいうこともひかえないでおれようか。〔そこが大切なところだ。〕」

＊司馬牛[image: ──]孔子の門人。宋の桓かん魋たいの弟。名は犂り　または耕、あざ名は子牛。

　

四　司馬牛問君子、子曰、君子不憂不懼、曰、不憂不懼、斯可謂之君子已乎、子曰、[image: 〓]省不疚、夫何憂何懼、

　

司馬牛、君子を問う。子の曰のたまわく、君子は憂えず、懼おそれず。曰い　わく、憂えず、懼れず、斯こ　れこれを君子と謂うべきか。子の曰のたまわく、内に省かえりみて疚やましからずんば、夫そ　れ何をか憂え何をか懼れん。

　

司馬牛が君子のことをおたずねした。先生はいわれた、「君子は心配もせず恐れもしない。」「心配もせず恐れもしないなら、それで君子といって宜しいのでしょうか。」先生はいわれた、「心に反省してやましくなければ、一体、何を心配し何を恐れるのか。」

　

五　司馬牛憂曰、人皆有兄弟、我獨[image: 亡]、子夏曰、[image: 商]聞之矣、死生有命、富貴在天、君子敬而無失、與人恭而有禮、四海之[image: 〓]、皆爲兄弟也、君子何患乎無兄弟也、

　

司馬牛、憂えて曰い　わく、人皆な兄けい弟ていあり、我れ独ひとり亡な　し。子夏が曰い　わく、商しょうこれを聞く、死生　命あり、富貴　天に在り。君子は敬して失なく、人と恭〻うやうやしくして礼あらば、四海の内は皆な兄弟たり　＊。君子何ぞ兄弟なきを患うれえんや。

＊兄弟たり[image: ──]通行本には「為」の字がない。

　

〔兄の桓かん魋たいが無法もので今にも身を亡ぼしそうであったので、〕司馬牛は悲しんでいった、「人々にはみな兄弟があるのに、わたくしだけにはない。」子し　夏か　はいった、「商（このわたくし）はこういうことを聞いている、『死ぬも生きるもさだめあり、富みも尊たっとさもままならぬ。』と。〔あなたの兄さんのことも、しかたがない。〕君子は慎しんでおちどなく、人と交わるのにていねいにして礼を守ってゆけば、世界じゅうの人はみな兄弟になる。君子は兄弟のないことなどどうして気にかけることがあろう。」

　

六　子張問明、子曰、[image: 浸]潤之譖、膚受之愬、不行焉、可謂明也已矣、[image: 浸]潤之譖、膚受之愬、不行焉、可謂[image: 遠]也已矣、

　

子張、明めいを問う。子の曰のたまわく、浸しん潤じゅんの譖そしり、膚ふ　受じゅの愬うったえ、行なわれざる、明めいと謂うべきのみ。浸潤の譖、膚受の愬、行なわれざる、遠しと謂うべきのみ。

　

子張が聡明ということをおたずねした。先生はいわれた、「しみこむような〔じわじわとくる〕悪口や、肌身に受けるような〔痛切な〕うったえ〔には人は動かされやすいものだが、よく判断できてそれら〕が通用しないようなら、聡明といってよいだろう。しみこむような〔じわじわとくる〕悪口や、肌身に受けるような〔痛切な〕うったえが、〔よく判断できて〕通用しないようなら、見とおしがきくといってよいだろう。」

　

七　子貢問政、子曰、足[image: 食]足兵、民信之矣、子貢曰、必不得已而去、於斯三者、何先、曰去兵、曰必不得已而去、於斯二者、何先、曰去[image: 食]、自古皆有死、民無信不立、

　

子し　貢こう、政せいを問う。子の曰のたまわく、食を足た　し兵を足し、民をして　＊これを信ぜしむ。子貢が曰い　わく、必らず已や　むを得ずして去らば、斯こ　の三者に於いて何いずれをか先きにせん。曰のたまわく、兵を去らん。曰＊いわく、必らず已むを得ずして去らば、斯の二者に於いて何れをか先きにせん。曰のたまわく、食を去らん。古いにしえより皆な死あり、民は信なくんば立たず。

＊民をして[image: ──]　「民信之」の上、清本には「使」、皇本には「令」の字がある。

＊曰わく[image: ──]唐石経・通行本にはこの上に「子貢」の二字がある。

　

子し　貢こうが政治のことをおたずねした。先生はいわれた、「食糧を十分にし軍備を十分にして、人民には信を持たせる　＊ことだ。」子貢が「どうしてもやむをえずに捨てるなら、この三つの中でどれを先きにしますか。」というと、先生は「軍備を捨てる。」といわれた。「どうしてもやむをえずに捨てるなら、あと二つの中でどれを先きにしますか。」というと、「食糧を捨てる。昔からだれにも死はある。人民は信がなければ安定してやっていけない　＊。」といわれた。

＊信を持たせる[image: ──]　「政治家を信頼させる、」という解釈（徂徠）と、「教育して誠実にさせる、」という解釈（朱子、仁斎）とがある。

＊為政[image: 篇]＝人にして信なくんば、其の可か　なることを知らず（四八ページ）。

　

八　棘子[image: 成]曰、君子質而已矣、何以文爲矣、子貢曰、惜乎夫子之[image: 説]君子也、駟不[image: 及]舌、文[image: 猶]質也、質[image: 猶]文也、虎[image: 豹]之[image: 〓]、[image: 猶]犬羊之[image: 〓]也、

　

棘きょく子し　成せいが曰い　わく、君子は質のみ。何ぞ文を以て為な　さん。子貢が曰わく、惜お　しいかな、夫か　の子し　の君子を説くや。駟し　も舌に及ばず。文は猶な　お質のごときなり、質は猶お文のごときなり。虎こ　[image: 豹]ひょうの[image: 〓]かく＊は猶お犬羊の[image: 〓]のごときなり。

＊[image: 〓][image: ──]唐石経・通行本では「[image: 〓]」。

　

棘きょく子し　成せい＊が「君子は質朴だけ〔が大切〕だね。装飾など、どうしているものか。」といったので、子貢はいった、「惜お　しいねえ、この方かたの君子についてのお説は。四頭だての速はや馬うまでさえ舌にはおいつけない。〔失言はとりかえしがつかないものだ。〕装飾も質朴のようなものだし、質朴も装飾のようなもの〔で、どちらも大切〕だ。虎や[image: 豹]ひょうの毛をぬいたなめし皮は犬や羊のなめし皮と同じようなもの〔で、質だけにしたのでは君子の真価は表われないもの〕だ　＊。」

＊棘子成[image: ──]衛えいの国の大夫。皇本・清本では「成」字が「城」となっている。

＊雍也[image: 篇]＝文質彬ひん彬ぴんとして然る後に君子なり（一一六ページ）。

　

九　哀公問於有若曰、年饑用不足、如之何、有若對曰、盍徹乎、曰、二吾[image: 猶]不足、如之何其徹也、對曰、百姓足、君孰與不足、百姓不足、君孰與足、

　

哀公、有ゆう若じゃくに問いて曰い　わく、年饑う　えて用足た　らず、これを如何い か ん。有若対こたえて曰い　わく、盍な　んぞ徹てつせざるや。曰い　わく、二にして吾れ猶な　お足らず、これを如何ぞ其れ徹せんや。対えて曰い　わく、百ひゃく姓せい足らば、君孰たれと与ともにか足らざらん。百姓足らずんば、君孰と与にか足らん。

　

哀公が有ゆう若じゃくにおたずねになった、「凶作で費用が足りないが、どうしたものだろう。」有若がお答えしていうには、「いっそ徹てつ（＊　一割の税）になさっては。」「二割でもわたしは足りないのに、どうしてまた徹にするのか。」お答えしていった、「万民が十分だというのに、殿さまはだれといっしょで足りないのでしょうか。万民が足りないというのに、殿さまはだれといっしょで十分なのでしょうか。」

＊徹[image: ──]周の税法で、収穫の十分の一を課する。魯では宣公の時から十分の二になっていた。

　

一〇　子張問崇德辨惑、子曰、[image: 主]忠信徙義、崇德也、愛之欲其生、惡之欲其死、[image: 〓]欲其生、又欲其死、是惑也、誠不以富、亦祗以異、

　

子張、徳を崇たかくし惑まどいを弁ぜんことを問う。子の曰のたまわく、忠信を主として義に徙うつるは、徳を崇くするなり。これを愛しては其の生を欲し、これを悪にくみては其の死を欲す。既に其の生を欲して、又た其の死を欲するは、是れ惑いなり　＊。

＊この下の「誠不」以下の八字は、新注の説に従ってもとここに無かったものと考え、季氏[image: 篇]第一二章（三三六ページ）の方で補って読んだ。

　

子張が徳をたかめ迷いをはっきりさせることについておたずねした。先生はいわれた、「〔誠の徳である〕忠と信とを第一にして正義へと移ってゆくのが、徳をたかめることだ。愛すれば生きていてほしいと思い、憎めば死んだらよいと思う〔のはふつうの人情だ〕が、さきには生きていてほしいと思いながら、また死んだらよいと思う、それこそ迷いだ　＊。」

＊第二一章、樊遅、崇徳・弁惑を問う章を参照（二四一ページ）。

　

一一　齊景公問政於孔子、孔子對曰、君君、臣臣、父父、子子、公曰、善哉、信如君不君、臣不臣、父不父、子不子、雖有粟、吾豈得而[image: 食]諸、

　

斉せいの景公、政せいを孔子に問う。孔子対こたえて曰のたまわく、君　君たり、臣　臣たり、父　父たり、子　子たり。公の曰い　わく、善いかな。信まことに如も　し君　君たらず、臣　臣たらず、父　父たらず、子　子たらずんば、粟ぞくありと雖ども、吾れ豈あ　に得て諸こ　れを食らわんや。

　

斉せいの景けい公こうが孔子に政治のことをおたずねになった。孔子がお答えしていわれた、「君は君として、臣は臣として、父は父として、子は子として〔それぞれ本分をつくすように〕あることです。」公はいわれた、「善いことだね。本当にもし君が君でなく、臣が臣でなく、父が父でなく、子が子でないようなら、穀物があったところで、わたしはどうしてそれを食べることができようか　＊。」

＊景公が君としての本分を守ることを願った孔子の真意が理解できず、自己本位に解釈した。季氏[image: 篇]第一二章（三三六ページ）参照。

　

一二　子曰、片言可以折獄者、其由也與、子路無宿諾、

　

子の曰のたまわく、片へん言げん以て獄うったえを折さだむべき者は、其れ由ゆうなるか。子路、諾だくを宿とどむること無し。

　

先生がいわれた、「ほんの一ひと言こと〔を聞いた〕だけで訴訟を判決できるのは、まあ由ゆうだろうね。」子＊　路はひきうけたことにぐずぐずしたことはなかった。

＊子路は[image: ……] [image: ──]以下の文は、上のことば（由は子路の名）につれて、子路の果断な性格を示すために加えられた附記。公冶長[image: 篇]第一四章（九三ページ）参照。

　

一三　子曰、聽訟吾[image: 猶]人也、必也使無訟乎、

　

子の曰わく、訟うったえを聴くは、吾れ猶な　お人のごときなり。必らずや訟え無からしめんか。

　

先生がいわれた、「訴訟を聞くことではわたしもほかの人と同じだ。強し　いていうなら、〔それよりも〕訴訟をなくさせる　＊ことだろう。」

＊[image: ……]なくさせる[image: ──]そのように努めることが他人とは違うところだという意味で、徂徠の説。ふつうは単なる願望とみる。

　

一四　子張問政、子曰、居之無[image: 倦]、行之以忠、

　

子張、政せいを問う。子の曰のたまわく、これに居りて　＊は[image: 倦]う　むこと無く、これを行なうには忠を以てす。

＊これに居りて[image: ──]　「これを居お　きて」と読んで、「心にとどめる。」の意味にとるのがふつう。

　

子張が政治のことをおたずねした。先生はいわれた、「位に居て怠ることなく、事を行なうにはまごころですることだ。」

　

一五　子曰、君子[image: 〓]學於文、[image: 約]之以禮、亦可以弗[image: 畔]矣夫、

　

子の曰わく、博ひろく文を学びて、これを約するに礼を以てせば、亦た以て畔そむかざるべきか　＊。

＊雍也[image: 篇]第二七章重出（一二二ページ）。

　

先生がいわれた、「ひろく書物を読んで、それを礼〔の実践〕でひきしめていくなら、道にそむかないでおれるだろうね。」

　

一六　子曰、君子[image: 成]人之美、不[image: 成]人之惡、小人反是、

　

子の曰わく、君子は人の美を成す。人の悪を成さず。小しょう人じんは是こ　れに反す。

　

先生がいわれた、「君子は他人の美点を〔あらわしすすめて〕成しとげさせ、他人の悪い点は成り立たぬようにするが、小しょう人じんはその反対だ。」

　

一七　季康子問政於孔子、孔子對曰、政者正也、子帥而正、孰敢不正、

　

季康子、政せいを孔子に問う。孔子対こたえて曰のたまわく、政とは正なり。子帥ひきいて正し　＊ければ、孰たれか敢あ　えて正しからざらん。

＊帥いて正し[image: ──]唐石経・通行本では「帥以正」とあり、後藤点では「帥いるに正を以てす。」と読むが、「以」は「而」と通用する。

　

季き　康こう子し　が政治のことを孔子にたずねた。孔子は答えていわれた、「政とは正です。あなたが率先して正しくされたなら、だれもが正しくなろうとつとめましょう。」

　

一八　季康子患盜、問於孔子、孔子對曰、苟子之不欲、雖賞之不竊、

　

季康子、盗とうを患うれえて孔子に問う。孔子対こたえて曰のたまわく、苟いやしくも子の不欲ならば、これを賞すと雖ども窃ぬすまざらん。

　

季康子が盗賊のことを心配して孔子にたずねた。孔子は答えていわれた、「もしあなた御自身が無欲なら、〔人民は感化されて廉恥心を持ち、〕たとい褒ほう美び　をやったとしても盗みは致しません。」

　

一九　季康子問政於孔子、曰、如殺無[image: 道]以就有[image: 道]、何如、孔子對曰、子爲政、焉用殺、子欲善而民善矣、君子之德風也、小人之德草也、草上之風必偃、

　

季康子、政せいを孔子に問いて曰い　わく、如も　し無道を殺して以て有道に就つ　かば、何如い か ん。孔子対えて曰のたまわく、子、政を為な　すに、焉な　んぞ殺を用いん。子、善を欲すれば、民善ならん。君子の徳は風なり、小人の徳は草なり。草、これに風を上くわうれば、必らず偃ふ　す。

　

季康子が政治のことを孔子にたずねていった、「もし道にはずれた者を殺して道を守る者をつくり上げるようにしたら、どうでしょうか。」孔子は答えていわれた、「あなた、政治をなさるのに、どうして殺す必要があるのです。あなたが善くなろうとされるなら、人民も善くなります。君子の徳は風ですし、小人の徳は草です。草は風にあたれば必らずなびきます。」

　

二〇　子張問、士何如斯可謂之[image: 達]矣、子曰、何哉、爾[image: 所]謂[image: 達]者、子張對曰、在[image: 邦]必聞、在家必聞、子曰、是聞也、非[image: 達]也、夫[image: 達]者、質直而好義、察言而觀色、慮以下人、在[image: 邦]必[image: 達]、在家必[image: 達]、夫聞者色取仁而行[image: 違]、居之不疑、在[image: 邦]必聞、在家必聞、

　

子張問う、士何如い　かなれば斯こ　れこれを達たつと謂うべき。子の曰のたまわく、何ぞや、爾なんじの所謂いわゆる達とは。子張対こたえて曰い　わく、邦くにに在りても必らず聞こえ、家に在りても必らず聞こゆ。子の曰のたまわく、是れ聞ぶんなり、達に非ざるなり。夫れ達なる者　＊は、質しっ直ちょくにして義を好み、言を察して色を観み　、慮はかって以て人に下くだる。邦に在りても必らず達し、家に在りても必らず達す。夫れ聞なる者　＊は、色に仁を取りて行ないは違たがい、これに居りて疑わず。邦に在りても必らず聞こえ、家に在りても必らず聞こゆ。

＊達なる者、聞なる者[image: ──]唐石経・通行本では「達也者」「聞也者」とある。

　

子張がおたずねした、「士人はどのようであれば通達といえるのでしょう。」先生はいわれた、「どういうことだね。お前の通達というのは。」子張がお答えしていった、「国にいてもきっと評判がよく、家にいてもきっと評判がよいことです。」先生はいわれた、「それは評判のよいことで、通達ではない。元来、通達というのは、まっ正直で正義を愛し、人のことばをよく考えて顔色を見ぬき、気をつけて人にへりくだって、国にいてもきっと通達し、家にいてもきっと通達することだ。一方、評判がよいという方は、上うわべは仁らしくしているが実行はともなわず、現在におちついて疑いを持たず、国にいてもきっと評判がよく、家にいてもきっと評判がよいというものだ　＊。」

＊徂徠はいう、「聞」と「達」との別は、「聞」が名前のひろまることを主としているのに対して、「達」が道の行なわれることを主としている点にある。

　

二一　樊遲從[image: 遊]於舞雩之下、曰、敢問崇德脩慝辨惑、子曰、善哉問、先事後得、非崇德與、攻其惡無攻人之惡、非脩慝與、一[image: 朝]之忿[image: 忘]其身以[image: 及]其親、非惑與、

　

樊はん遅ち　従いて舞雩ぶうの下もとに遊ぶ。曰い　わく、敢あ　えて徳を崇たかくし慝とくを脩おさめ惑まどいを弁ぜんことを問う。子の曰のたまわく、善いかな、問うこと。事を先きにして得ることを後にするは、徳を崇くするに非ずや。其の悪を攻せ　めて人の悪を攻むること無きは、慝を脩むるに非ずや。一朝の忿いきどおりに其の身を忘れて以て其の親しんに及ぼすは、惑いに非ずや。

　

樊はん遅ち　がおともをして雨乞いに舞う台地のあたりで遊んだときにいった、「恐れいりますが、徳をたかめ邪悪よこしまをのぞき迷いをはっきりさせることについておたずねいたします。」先生はいわれた、「立派だね、その質問は。仕事を先きにして利益は後あとまわしにするのが、徳をたかめることじゃなかろうか　＊。自分の悪い点を責めて他人の悪い点を責めないのが、邪悪よこしまを除くことじゃなかろうか。一時の怒りにわが身を忘れたうえ、近親まで巻きぞえにするのは、迷いじゃなかろうか。」

＊雍也[image: 篇]＝仁者は難かたきを先きにして獲う　るを後のちにす（一一八ページ）。

　

二二　樊遲問仁、子曰愛人、問知、子曰知人、樊遲未[image: 達]、子曰、擧直錯諸枉、能使枉者直、樊遲[image: 退]、見子夏曰、[image: 嚮]也吾見於夫子而問知、子曰、擧直錯諸枉、能使枉者直、何謂也、子夏曰、富哉是言乎、舜有天下、[image: 選]於衆擧皐陶、不仁者[image: 遠]矣、湯有天下、[image: 選]於衆擧伊尹、不仁者[image: 遠]矣、

　

樊遅、仁を問う。子の曰のたまわく、人を愛す。知を問う。子の曰わく、人を知る。樊遅未だ達せず。子の曰わく、直なおきを挙げて諸こ　れを枉まがれるに錯お　けば　＊、能く枉れる者をして直からしめん。樊遅退しりぞきて子夏に見まみえて曰い　わく、[image: 嚮]さき＊に吾れ夫ふう子し　に見まみえて知を問う、子の曰のたまわく、直きを挙げて諸れを枉れるに錯けば、能く枉れる者をして直からしめんと。何の謂い　いぞや。子夏が曰い　わく、富めるかな、是こ　の言や。舜しゅん、天下を有たもち、衆に選んで皐こう陶ようを挙げしかば、不仁者は遠ざかれり。湯とう、天下を有ち、衆に選んで伊い　尹いんを挙げしかば、不仁者は遠ざかれり。

＊諸れを枉れるに[image: ……] [image: ──]「諸〻もろもろの枉れるを錯けば」とも読む。為政[image: 篇]第一九章注（四五ページ）参照。

＊[image: 嚮][image: ──]唐石経・通行本は「郷」。通用する。

　

樊はん遅ち　が仁のことをおたずねすると、先生は「人を愛することだ。」といわれた。智のことをおたずねすると、「人を知ることだ。」といわれた　＊。樊遅はまだよく分からなかった。先生はいわれた、「正しい人々をひきたてて邪悪よこしまな人々の上に位くらいづけたなら、邪悪よこしまな人々も正しくさせることができる。」樊遅は退出してから子夏にあって話した、「さきほどわたしはうちの先生におあいして智のことをおたずねしたが、先生は『正しい人々をひきたてて邪悪よこしまな人々の上に位づけたなら、邪悪よこしまな人々も正しくさせることができる。』とおっしゃった。どういう意味だろうか。」子夏はいった、「充実しているね、そのおことばは。舜しゅんが天下を取ったとき、大おお勢ぜいの中から選んで皐こう陶よう＊をひきたてたので、仁でない者どもは遠ざかった。湯とう＊が天下を取ったときも、大勢の中から選んで伊い　尹いん＊をひきたてたので、仁でない者どもは遠ざかったのだ。」

＊雍也[image: 篇]第二二章（一一八ページ）参照。

＊皐陶[image: ──]舜の賢臣。司法大臣として功があったという。

＊湯[image: ──]殷王朝を開いた聖王。

＊伊尹[image: ──]湯の賢宰相。建国の大功労者。

　

二三　子貢問友、子曰、忠[image: 〓]而以善[image: 道]之、不可則止、無自辱焉、

　

子貢、友を問う。子の曰のたまわく、忠告して善を以て　＊これを道みちびく。不ふ　可か＊なれば則すなわち止や　む。自ら辱はずかしめらるること無かれ。

＊善を以て[image: ──]唐石経・通行本は「以」字がなく、「善く」と読んで下につづける。

＊不可[image: ──]皇本・清本は「否」。

　

子貢が友だち〔との交わり〕のことをおたずねした。先生はいわれた、「忠告して善道によって導びくべきだが、きかれなければやめて、〔むりじいをして〕われから恥をかくことのないように　＊。」

＊仁斎はいう、其の人がきかなければ、しばらくやめて言わず、その自覚を待つのであると。

　

二四　曾子曰、君子以文會友、以友輔仁、

　

曾子の曰い　わく、君子は文を以て友を会し、友を以て仁を輔たすく。

　

曾子がいった、「君子は文事（詩書礼楽）によって友だちを集め、友だちによって仁の徳〔の成長〕を助ける　＊。」

＊『孟子』万章下[image: 篇]＝〔年〕長をたのまず、〔富〕貴をたのまず、友なる者は其の徳を友とするなり。

　

論語 卷第六 終


    
      
      論語 卷第七

    

  
子し　 路ろ　 第 十 三

　

一　子路問政、子曰、先之勞之、[image: 請][image: 益]、曰、無[image: 倦]、

　

子路、政せいを問う。子の曰のたまわく、これに先きんじ、これを労す。益えきを請こ　う。曰のたまわく、[image: 倦]う　むこと無かれ。

　

子路が政治のことをおたずねした。先生はいわれた、「率先すること、ねぎらう　＊ことだ。」いま少しとおねがいすると、「怠ることのないように。」といわれた。

＊ねぎらう[image: ──]　「労」、[image: 鄭]注の説。新注では政治家自身が骨おること。

　

二　仲弓爲季氏宰、問政、子曰、先有司、赦小[image: 過]、擧賢才、曰、焉知賢才而擧之、曰、擧爾[image: 所]知、爾[image: 所]不知、人其舍諸、

　

仲弓、季氏の宰さいと為な　りて、政を問う。子の曰のたまわく、有ゆう司し　を先きにし、小しょう過か　を赦ゆるし、賢才を挙げよ。曰い　わく、焉いずくんぞ賢才を知りてこれを挙げん。曰のたまわく、爾なんじの知る所を挙げよ。爾の知らざる所、人其れ諸こ　れを舎す　てんや。

　

仲ちゅう弓きゅうが季き　氏し　の宰さい（封地のとりしまり）になって政治のことをおたずねした。先生はいわれた、「役人の人事を先きにしなさい。〔その〕小さい過失は許してやり、才能のすぐれた者をひきたてるように。」「才能のすぐれた者を見つけてひきたてるにはどうしましょう。」「お前が見つけた者をひきたてなさい。そうしたらお前の知らない者を人々がすててはおかないだろう。（きっと推薦してくる。）」

　

三　子路曰、衞君待子而爲政、子將奚先、子曰、必也正名乎、子路曰、有是哉、子之[image: 迂]也、奚其正、子曰、野哉由也、君子於其[image: 所]不知、蓋闕如也、名不正則言不順、言不順則事不[image: 成]、事不[image: 成]則禮樂不興、禮樂不興則刑罰不中、刑罰不中則民無[image: 所]措手足、故君子名之必可言也、言之必可行也、君子於其言、無[image: 所]苟而已矣、

　

子路が曰い　わく、衛えいの君、子を待ちて政を為さば、子将まさに奚なにをか先きにせん。子の曰のたまわく、必らずや名を正さんか。子路が曰い　わく、是れ有るかな、子の[image: 迂]う　なるや。奚なんぞ其れ正さん。子の曰のたまわく、野や　なるかな、由ゆうや。君子は其の知らざる所に於お　いては、蓋かつ闕けつ如じょたり　＊。名正しからざれば則すなわち言げん順したがわず、言順わざれば則ち事成らず、事成らざれば則ち礼れい楽がく興お　こらず、礼楽興こらざれば則ち刑罰中あたらず、刑罰中あたらざれば則ち民たみ手足を措お　く所なし。故に君子はこれに名づくれば必らず言うべきなり。これを言えば必らず行なうべきなり。君子、其の言に於いて、苟いやしくもする所なきのみ。

＊蓋闕如たり[image: ──]　「蓋けだし闕如す。」と読むのがふつうであるが、蓋かつ闕けつ如じょは踧しゅく踖せき如じょなどと同じ双声せい畳じょう韻いんの形容語である。

　

子路がいった、「衛えいの殿さま　＊が先生をお迎えして政治をなさることになれば、先生は何から先きになさいますか。」先生はいわれた、「せめては名を正すことだね。」子路はいった、「これですからね、先生のまわり遠さは。〔この急場にそんなものを〕どうしてまた正すのです。」先生はいわれた、「がさつだね、由ゆうは。君子は自分の分からないことではだまっているものだ。名が正しく　＊なければことばも順当でなく、ことばが順当でなければ仕事もできあがらず、仕事ができあがらなければ儀礼や音楽も盛んにならず、儀礼や音楽が盛んでなければ　＊刑罰もぴったりゆかず、刑罰がぴったりゆかなければ人民は〔不安で〕手足のおきどころもなくなる。だから君子は名をつけたらきっとそれをことばとして言えるし、ことばで言ったらきっとそれを実行できるようにする。君子は自分のことばについては決していいかげんにしないものだよ　＊。」

＊衛の殿さま[image: ──]衛の出公のこと。述而[image: 篇]第一四章（一三五ページ）参照。孔子が「正名（君臣父子の名分を正すこと）」をいったのは、出公が父と争っていて国中の名分が乱れていたからである。

＊名が正しく[image: ──]名と実とがあっていること。父は父として、子は子として。

＊儀礼や音楽が[image: ……] [image: ──]　『孝経』に「安上治民は礼より善きはなく、移風易俗は楽より善きはなし。」とある。礼楽が衰えると刑罰も適切を欠くようになると考えられた。

＊君子は[image: ……] [image: ──]この結びは、子路の失言を戒める意味をも持っている。子路は衛に仕えていてその内乱に巻きこまれて死ぬ。

　

四　樊遲[image: 請]學稼、子曰、吾不如老農、[image: 請]學爲圃、子曰吾不如老圃、樊遲出、子曰、小人哉樊須也、上好禮、則民莫敢不敬、上好義、則民莫敢不[image: 服]、上好信、則民莫敢不用[image: 情]、夫如是、則四方之民、襁負其子而至矣、焉用稼、

　

樊はん遅ち　、稼か　を学ばんと請う。子の曰のたまわく、吾れ老農に如し　かず。圃ほ　を為つくることを学ばんと請う。曰のたまわく、吾れは老圃に如し　かず。樊遅出い　ず。子の曰わく、小しょう人じんなるかな、樊はん須す　や。上かみ礼を好めば、則ち民は敢あ　えて敬せざること莫な　し。上義を好めば、則ち民は敢えて服せざること莫し。上信を好めば、則ち民は敢えて情を用いざること莫し。夫れ是か　くの如くんば、則ち四方の民は其の子を襁きょう負ふ　して至らん。焉いずくんぞ稼を用いん。

　

樊はん遅ち　が穀物づくりを習いたいとねがうと、先生は「わたしは年よりの百姓に及ばない。」といわれた。野菜づくりを習いたいとねがうと、「わたしは年よりの畑つくりに及ばない。」といわれた。樊遅が退出してから、先生はいわれた、「小しょう人じんだね、樊はん須す　は。上かみの者が礼を好めば人民はみな尊敬するし、上かみの者が正義を好めば人民はみな服従するし、上かみの者が誠実を好めば人民はみなまごころを働かせる。まあそのようであれば、四方の人民たちもその子供を背負ってやってくる。どうして穀物づくり〔を習うこと〕などいるものか。」

　

五　子曰、誦詩三百、[image: 授]之以政不[image: 達]、使於四方不能專對、雖多亦奚以爲、

　

子の曰のたまわく、詩三百を誦しょうし、これに授さずくるに政せいを以てして達せず、四方に使いして専ひとり対こたうること能あたわざれば、多しと雖ども亦た奚なにを以て為な　さん。

　

先生がいわれた、「詩経の三百[image: 篇]を暗あん誦しょうしていても、それに政務を与えても通つうじが悪く、四方の国々へ使いにいっても一人で応対できないのでは、たとい〔暗誦が〕多くとも何の役にたとうか。」

　

六　子曰、其身正、不令而行、其身不正、雖令不從、

　

子の曰わく、其の身正しければ、令せざれども行なわる。其の身正しからざれば、令すと雖ども従わず。

　

先生がいわれた、「わが身が正しければ、命令しなくとも行なわれるが、わが身が正しくなければ、命令したところで従われない。」

　

七　子曰、魯衞之政兄弟也、

　

子の曰わく、魯ろ　衛えいの政は兄けい弟ていなり。

　

先生がいわれた、「魯ろ　の国と衛えいの国との政治は兄弟〔のように似たもの〕だ　＊。」

＊魯の先祖の周公旦たんと衛の先祖の康こう叔しゅくとは兄弟で、もともとその善政も似ていた。雍也[image: 篇]第二四章（一二〇ページ）参照。朱子は今の衰乱を嘆いたとみるが、仁斎は二国への期待をのべたものとみる。

　

八　子謂衞公子荊、善居室、始有曰苟合矣、少有曰苟完矣、富有曰苟美矣、

　

子、衛の公子荊けいを謂のたまわく、善よ　く室を居くお　　＊。始め有るに曰い　わく、苟いささか合う。少しく有るに曰い　わく、苟いささか完まったし。富さかんに有るに曰い　わく、苟いささか美よ　し。

＊善く室を居く[image: ──]室は家財の意味。「善く室に居れり。」と読むのがふつう。

　

先生は衛えいの公子の荊けいのことをこういわれた、「家財の貯たくわえがうまい。やっと〔家財の〕できたときには『なんとかまにあうよ。』といっていたが、かなりできたときには『なんとかととのったよ。』といい、うんとできたときには『なんとか立派になったよ。』といっている。〔いつもひかえめで貪むさぼらなかった。〕」

　

九　子[image: 適]衞、冉有僕、子曰、庶矣哉、冉有曰、[image: 〓]庶矣、又何加焉、曰富之、曰[image: 〓]富矣、又何加焉、曰[image: 〓]之、

　

子、衛に適ゆ　く。冉ぜん有ゆう＊僕たり。子の曰のたまわく、庶おおきかな。冉有が曰い　わく、既に庶し。又た何をか加えん。曰のたまわく、これを富まさん。曰い　わく、既に富めり。又た何をか加えん。曰のたまわく、これを教えん。

＊冉有[image: ──]皇本・清本ではここだけ「冉子」とある。

　

先生が衛えいの国に行かれたとき、冉ぜん有ゆうが御ぎょ者しゃであった。先生が「〔衛の人口は〕多いね。」といわれたので、冉有は「多くなったら、さらに何をしたものでしょう。」というと、「富ませよう。」といわれた。「富ませたら、さらに何をしたものでしょう。」というと、「教育しよう。」といわれた。

　

一〇　子曰、苟有用我者、期月而已可也、三年有[image: 成]、

　

子の曰のたまわく、苟いやしくも我れを用うる者あらば、期き　月げつのみにして可か　ならん。三年にして成すこと有らん。

　

先生がいわれた、「もしだれかわたくしを用いて〔政治をさせて〕くれる人があれば、一年だけでも結構なのだ。三年もたてば立派にできあがる。」

　

一一　子曰、善人爲[image: 邦]百年、亦可以[image: 勝]殘去殺矣、誠哉是言也、

　

子の曰わく、善人、邦くにを為おさむること百年、亦た以て残ざんに勝ちて殺さつを去るべしと。誠なるかな、是こ　の言げんや。

　

先生がいわれた、「〔聖人ではなく〕善ぜん人じんでも、百年も国を治めていれば、あばれ者をおさえて死刑もなくすることができるというが、本当だよ、このことばは。」

　

一二　子曰、如有王者、必世而後仁、

　

子の曰わく、如も　し王者あるも、必らず世よ　にして後のちに仁ならん。

　

先生がいわれた、「もし〔天命をうけた〕王おう者じゃが出ても、〔今の乱世では〕きっと一代（三十年）たってからはじめて仁〔の世界〕になるのだろう。」

　

一三　子曰、苟正其身矣、於從政乎何有、不能正其身、如正人何、

　

子の曰わく、苟いやしくも其の身を正しくせば、政せいに従うに於いてか何か有らん。其の身を正しくすること能あたわざれば、人を正しくすることを如何い か んせん。

　

先生がいわれた、「もしわが身を正しくさえするなら、政治をするぐらいは何でもない。わが身を正しくすることもできないのでは、人を正すことなどどうなろう。」

　

一四　冉子[image: 退][image: 朝]、子曰、何晏也、對曰、有政、子曰、其事也、如有政、雖不吾以、吾其與聞之、

　

冉ぜん子し　、朝ちょうより退く。子の曰のたまわく、何ぞ晏おそきや。対こたえて曰い　わく、政せいあり。子の曰のたまわく、其れ事ならん。如も　し政あらば、吾れを以もちいずと雖ども、吾れ其れこれを与あずかり聞かん。

　

冉ぜん子し　が朝廷　＊から退出してきた。先生が「どうして遅かったのだ。」といわれると、「政務がありました。」と答えた。先生はいわれた、「まあ事務　＊だろう。もし政務があるなら、わたしは役についていないとはいえ、わたしもきっと相談にはあずかっているはずだ　＊。」

＊朝廷[image: ──]冉有は季氏の家か　宰さいであったので、この朝廷も季氏の私的なものである。

＊事務[image: ──]　「事」と「政」について、[image: 鄭]注は「君の教令が政で、臣の教令が事である。」という。公的と私的との違い。

＊相談には[image: ……] [image: ──]孔子が大夫の身分でいたからである。

　

一五　定公問、一言而可以興[image: 邦]有諸、孔子對曰、言不可以若是、其幾也、人之言曰、爲君難、爲臣不易、如知爲君之難也、不幾乎一言而興[image: 邦]乎、曰、一言而可以喪[image: 邦]有諸、孔子對曰、言不可以若是、其幾也、人之言曰、予無樂乎爲君、唯其言而樂莫予[image: 違]也、如其善而莫之[image: 違]也、不亦善乎、如不善而莫之[image: 違]也、不幾乎一言而喪[image: 邦]乎、

　

定公問う。一言にして以て邦くにを興お　こすべきこと諸こ　れ有りや。孔子対こたえて曰のたまわく、言げんは以て是か　くの若ごとくなるべからざるも、其れ幾ちかきなり　＊。人の言に曰い　わく、君たること難かたし、臣たること易やすからずと。如も　し君たることの難かたきを知らば、一言にして邦を興こすに幾ちかからずや。曰い　わく、一言にして以て邦を喪ほろぼすべき　＊こと諸こ　れ有りや。孔子対えて曰のたまわく、言は以て是くの若くなるべからざるも、其れ幾ちかきなり。人の言に曰い　わく、予わ　れは君たることを楽しむこと無し。唯だ其の言にして予れに違たがうこと莫な　きを楽しむ　＊なりと。如も　し其れ善にしてこれに違うこと莫な　くんば、亦た善からずや。如も　し不善にしてこれに違うこと莫くんば、一言にして邦を喪ぼすに幾ちかからずや。

＊[image: ……]其れ幾きなり[image: ──]新注では「幾」を「期」の意味にみて、「是か　くの若ごとく其れ幾き　すべからざるなり。」と一句に読む。

＊以て邦を喪ぼすべき[image: ──]皇本の「可以喪邦」に従う。唐石経・通行本は「喪邦」の二字だけ。

＊莫きを楽しむ[image: ──]通行本には「楽」字なし。いま皇本に従う。古注によれば有るものよし。

　

定公が「ひとことで国を盛んにできるということがあるだろうか。」とたずねられた。孔子はお答えになった、「ことばはそうしたものではありませんが、まあ近いものはあります。だれかのことばに『君主であることはむつかしい、臣下であることもやさしくない。』とありますが、もし君主であることのむつかしさが分かるというのであれば、〔このことばは〕ひとことで国を盛んにするというのに近いのではないでしょうか。」「〔それでは〕ひとことで国を滅ぼせるということがあるだろうか。」孔子はお答えになった、「ことばはそうしたものではありませんが、まあ近いものはあります。だれかのことばに『わしは君主であることを楽しむのではない。ただ、わしが言ったことにだれも逆らわないことを楽しむのだ。』とありますが、もしも善いことでそれに逆らうものがないのならなんと結構でしょうが、もし善くないことでもそれに逆らうものがないというのであれば、〔このことばは〕ひとことで国を滅ぼすということに近いのではないでしょうか。」

　

一六　葉公問政、子曰、[image: 近]者[image: 説]、[image: 遠]者來、

　

葉しょう公こう、政せいを問う。子の曰のたまわく、近き者説よろこび遠き者来たる。

　

葉しょう公こうが政治のことをたずねた。先生はいわれた、「近くの人々は悦び、遠くの人々は〔それを聞いて慕って〕やってくるように。」

　

一七　子夏爲莒父宰、問政、子曰、毋欲[image: 速]、毋見小利、欲[image: 速]則不[image: 達]、見小利則大事不[image: 成]、

　

子夏、莒きょ父ほ　の宰さいと為な　りて、政せいを問う。子の曰わく、速すみやかならんと欲すること毋な　かれ　＊。小利を見ること毋かれ　＊。速かならんと欲すれば則ち達せず。小利を見れば則ち大事成らず。

＊毋かれ[image: ──]唐石経・通行本は「無」。『経典釈文』はこれと同じ。

　

子夏が〔魯の町〕莒きょ父ほ　の宰さい（とりしまり）となって政治のことをおたずねした。先生はいわれた、「早く成果をあげたいと思うな。小利に気をとられるな。早く成果をあげたいと思うと成功しないし、小利に気をとられると大事はとげられない。」

　

一八　葉公語孔子曰、吾黨有直躬者、其父攘羊、而子證之、孔子曰、吾黨之直者異於是、父爲子隱、子爲父隱、直在其中矣、

　

葉しょう公こう、孔子に語りて曰い　わく、吾が党とうに直ちょく躬きゅうなる者　＊あり。其の父、羊を攘ぬすみて、子これを証す。孔子の曰のたまわく、吾が党の直なおき者は是れに異ことなり。父は子の為めに隠し、子は父の為めに隠す。直なおきこと其の中うちに在り。

＊直躬なる者[image: ──]　「躬み　を直くする者」と読むのがふつう。

　

葉しょう公こうが孔子に話した、「わたしどもの村には正直者の躬きゅうという男がいて、自分の父親が羊をごまかしたときに、むすこがそれを知らせました。」孔子はいわれた、「わたしどもの村の正直者はそれとは違います。父は子のために隠し、子は父のために隠します。正直さはそこに自然にそなわるものですよ。」

　

一九　樊遲問仁、子曰、居處恭、執事敬、與人忠、雖之夷狄、不可棄也、

　

樊はん遅ち　、仁を問う。子の曰のたまわく、居きょ処しょは恭に、事を執りて敬に、人に与まじわりて忠なること、夷い　狄てきに之ゆ　くと雖ども、棄す　つべからざるなり。

　

樊はん遅ち　が仁　＊のことをおたずねした。先生はいわれた、「家にいるときはうやうやしく、仕事を行なうときは慎重にし、人と交際しては誠実にするということは、たとい〔野蛮な〕夷い　狄てきの土地に行ったとしても棄てられないことだ。」

＊仁[image: ──]衛霊公[image: 篇]第六章（三〇六ページ）との関係から、この「仁」の字は「行」の誤りではないかと疑う説もある。

　

二〇　子貢問曰、何如斯可謂之士矣、子曰、行己有恥、使於四方不辱君命、可謂士矣、曰、敢問其[image: 次]、曰、宗族[image: 稱]孝焉、[image: 郷]黨[image: 稱]弟焉、曰、敢問其[image: 次]、曰、言必信、行必果、[image: 〓][image: 〓]然小人也、抑亦可以爲[image: 次]矣、曰、今之從政者何如、子曰、噫、斗筲之人、何足算也、

　

子貢、問いて曰い　わく、何如い　かなるをか斯こ　れこれを士と謂うべき。子の曰のたまわく、己れを行なうに恥あり、四方に使いして君くん命めいを辱はずかしめざる、士と謂うべし。曰い　わく、敢あ　えて其の次ぎを問う。曰のたまわく、宗そう族ぞく孝を称し、郷きょう党とう弟ていを称す。曰い　わく、敢えて其の次ぎを問う。曰のたまわく、言げん必らず信、行こう必らず果か　、[image: 〓]こう[image: 〓]こう然ぜんたる小人なるかな　＊。抑〻そもそも亦た以て次ぎと為すべし。曰い　わく、今の政に従う者は何如い か ん。子の曰のたまわく、噫ああ、斗と　筲しょうの人、何ぞ算かぞうるに足らん。

＊小人なるかな[image: ──]　「小人也」の「也」は通行本では「哉」とある。

　

子貢がおたずねしていった、「どのようでしたら、士し　人じんといえるでしょうか。」先生はいわれた、「わが身のふるまいに恥を知り、四方に使いに出て君の命令をそこなわなければ、士人だといえるよ。」「しいておたずねしますが、その次ぎは。」「一族からは孝行だといわれ、郷里からは悌てい順じゅん＊だといわれるものだ。」「なおしいておたずねしますが、その次ぎは。」「言うことはきっと偽りなく、行なうことはきっといさぎよい。こちこちの小しょう人じんだがね、でもまあ次ぎにできるだろう。」「このごろの政治をしている人はどうでしょうか。」先生はいわれた、「ああ　＊、つまらない人たち　＊だ、とりあげるまでもない。」

＊悌順[image: ──]兄や年長者によく仕えるのが悌。

＊ああ[image: ──]　「噫」。[image: 鄭]注に「心に不平を持った発声」とある。

＊つまらない人たち[image: ──]　「斗筲之人」の斗筲はますめの器で、斗は十升（今の約一・六リットル）、筲は一斗二升を容れる。徂徠は「利に近きをいう。」と解し、劉宝楠も「ただ聚しゅう斂れん（租税のとりたて）をつとむるのみ。」という。朱子ではつまらない小人物のこと。

　

二一　子曰、不得中行而與之、必也狂狷乎、狂者[image: 進]取、狷者有[image: 所]不爲也、

　

子の曰のたまわく、中ちゅう行こうを得てこれに与くみせずんば、必らずや狂きょう狷けんか。狂者は進みて取り、狷者は為な　さざる所あり。

　

先生がいわれた、「中庸の人をみつけて交われないとすれば、せめては狂きょう者しゃか狷けん者しゃだね。狂の人は〔大志を抱いて〕進んで求めるし、狷の人は〔節義を守って〕しないことを残しているものだ　＊。」

＊中庸の人に次ぐものとして、積極進取の「狂」とひきこみがちで慎重な「狷」とをあげるのは、陽貨[image: 篇]（三五二ページ）での俗物「郷きょう原げん（八方美人）」と対してのことである。『孟子』尽心下[image: 篇]の万章問章を参照。

　

二二　子曰、南人有言、曰、人而無恆、不可以作巫醫、善夫、不恆其德、或承之羞、子曰、不占而已矣、

　

子の曰のたまわく、南なん人じん、言えること有り。曰い　わく、人にして恒つねなくんば、以て巫ふ　医い　を作な　すべからず　＊と。善いかな。其の徳を恒にせざれば、或るいはこれに羞はじを承すすめん。子の曰のたまわく、占うらなわざるのみ。

＊巫医を作すべからず[image: ──][image: 鄭]注の読み方。新注では「巫医と作す[image: ……]、」と読んで、「恒なき人は賤職の巫医にもできない。」と解する。

　

先生がいわれた、「南方の人のことばに、『人として一定した心がないと巫みこの占うらないも医者の治療もうけられない　＊。』とあるが、結構だね。」『その徳を一定にしなければ、いつも　＊恥ずかしめを受ける。』〔ということばについて〕先生はいわれた、「占うまでもない〔きまった〕ことだよ。」

＊恒つねのない人は卜ぼく筮ぜいの結果も医者の言葉も守っていくことができないからだ、と徂徠は説明する。

＊いつも[image: ──]　「或」は常の意味。ここの二句のことばは今の『易経』恒こうの卦か　にみえる。

　

二三　子曰、君子和而不同、小人同而不和、

　

子の曰のたまわく、君子は和して同どうぜず、小人は同じて和せず。

　

先生がいわれた、「君くん子し　は人と調和するが雷同はしない。小しょう人じんは雷同するが調和はしない　＊。」

＊為政[image: 篇]第一四章（四二ページ）参照。

　

二四　子貢問曰、[image: 郷]人皆好之何如、子曰、未可也、[image: 郷]人皆惡之何如、子曰、未可也、不如[image: 郷]人之善者好之、其不善者惡之也、

　

子貢問いて曰い　わく、郷きょう人じん皆なこれを好よみせば何如い か ん。子の曰のたまわく、未だ可か　ならざるなり。郷人皆なこれを悪にくまば何如い か ん。子の曰のたまわく、未だ可ならざるなり。郷人の善き者はこれを好よみし、其の善からざる者はこれを悪にくまんには如し　かざるなり。

　

子し　貢こうがおたずねしていった、「土地の人がみなほめるというのは、いかがでしょうか。」先生はいわれた、「十分じゃない。」「土地の人がみな憎むというのは、いかがでしょうか。」先生はいわれた、「十分じゃない。土地の人の善人がほめて悪人は憎むというのには及ばないよ。」

　

二五　子曰、君子易事而難[image: 説]也、[image: 説]之不以[image: 道]、不[image: 説]也、[image: 及]其使人也、器之、小人難事而易[image: 説]也、[image: 説]之雖不以[image: 道]、[image: 説]也、[image: 及]其使人也、求備焉、

　

子の曰のたまわく、君子は事つかえ易やすくして説よろこばしめ難がたし。これを説よろこばしむるに道を以てせざれば、説ばざるなり。其の人を使うに及びては、これを器うつわにす。小しょう人じんは事つかえ難がたくして説ばしめ易やすし。これを説ばしむるに道を以てせずと雖ども、説ぶなり。其の人を使うに及びては、備そなわらんことを求む。

　

先生がいわれた、「君くん子し　には仕えやすいが喜ばせるのはむつかしい。道義によって喜ばせるのでなければ喜ばないし、人を使うときには、才能に応じた使いかたをするからだ。小しょう人じんには仕えにくいが、喜ばせるのはやさしい。喜ばせるのに道義によらなくても喜ぶし、人を使うときには、何でもさせようとするからだ。」

　

二六　子曰、君子泰而不驕、小人驕而不泰、

　

子の曰わく、君子は泰ゆたかにして驕おごらず、小人は驕おごりて泰ゆたかならず。

　

先生がいわれた、「君くん子し　は落ちついていていばらないが、小しょう人じんはいばって落ちつきがない。」

　

二七　子曰、剛毅木訥[image: 近]仁、

　

子の曰わく、剛ごう毅き　木ぼく訥とつ、仁に近し。

　

先生がいわれた、「まっ正直で勇敢で質実で寡か　黙もくなのは、仁じん徳とくに近い　＊。」

＊学而[image: 篇]第三章（二一ページ）参照。

　

二八　子路問曰、何如斯可謂之士矣、子曰、切切偲偲怡怡如也、可謂士矣、[image: 〓]友切切偲偲、兄弟怡怡如也、

　

子路問いて曰い　わく、何如いかなるをか斯こ　れこれを士と謂うべき。子の曰のたまわく、切せつ切せつ偲し　偲し　怡い　怡い　如じょたる、士と謂うべし。朋友には切せつ切せつ偲し　偲し　、兄けい弟ていには怡い　怡い　如じょたり。

　

子し　路ろ　がおたずねしていった、「どのようでしたら、士し　人じんといえるでしょうか。」先生はいわれた、「ねんごろにつとめはげまして、にこやかに和やわらいでいれば、士人だといえるよ　＊。友だちにはつとめはげまし、兄弟にはにこやかに和らぐのだ。」

＊子路が温和の気性にかけているので、このように答えた。本[image: 篇]第二〇章に子貢の同じ問いがある。

　

二九　子曰、善人[image: 〓]民七年、亦可以卽戎矣、

　

子の曰のたまわく、善人、民を教うること七年、亦ま　た以て戎じゅうに即つ　かしむべし。

　

先生がいわれた、「〔聖人ではなく〕善ぜん人じんでも、人民を七年も教育すれば、戦争にいかせることができる　＊。」

＊教化によってすすんで生命をささげるようになることをいう。

　

三〇　子曰、以不[image: 〓]民戰、是謂棄之、

　

子の曰わく、教えざる民を以て戦う、是れこれを棄す　つと謂う。

　

先生がいわれた、「教育もしていない人民を戦争させる、それこそ人民を捨てるというものだ。」


[image: 憲]けん 問もん 第 十 四

　

一　[image: 憲]問恥、子曰、[image: 邦]有[image: 道]穀、[image: 邦]無[image: 道]穀、恥也、

　

憲けん、恥を問う。子の曰のたまわく、邦くにに道あれば穀こくす。邦に道なきに穀するは、恥なり。

　

憲けん＊が恥のことをおたずねした。先生はいわれた、「国家に道があれば〔仕官して〕俸禄を受ける。国家に道がないのに俸禄を受けるのは恥である　＊。」

＊憲[image: ──]孔子の門人、姓は原、名は憲、あざ名は子思。

＊泰伯[image: 篇]第一三章（一五八ページ）参照。

　

二　克伐怨欲不行焉、可以爲仁矣、子曰、可以爲難矣、仁則吾不知也、

　

克＊こく・伐ばつ・怨えん・欲よく、行なわれざる、以て仁と為な　すべし。子の曰わく、以て難かたしと為すべし。仁は則ち吾れ知らざるなり。

＊『史記』の引用では、初めに「子思曰」の三字がある。子し　思し　は前の章と同じ原憲のあざ名。

　

〔原げん憲けんがいった、〕「勝ち気や自慢や怨みや欲望がおさえられれば、仁といえましょうね。」先生はいわれた、「むつかしいことだといえようが、仁となるとわたしには分からないよ。」

　

三　子曰、士而懷居、不足以爲士矣、

　

子の曰のたまわく、士にして居きょを懐おもうは、以て士と為な　すに足らず。

　

先生がいわれた、「士し　人じんでありながら安住の場ば　を慕っているのでは、士人とするには足りない。」

　

四　子曰、[image: 邦]有[image: 道]危言危行、[image: 邦]無[image: 道]危行言孫、

　

子の曰わく、邦くにに道あれば、言を危はげしくし　＊行を危しくす。邦に道なければ、行を危しくして言は孫したがう。

＊危しくし[image: ──]古注「危は厲れいなり。」による。後藤点では新注「高峻なり。」によって「高くし」と読む。

　

先生がいわれた、「国家に道があれば、ことばをきびしくし行ないもきびしくする。国家に道がなければ、行ないをきびしくしてことばは〔害にあわないように〕やわらげる。」

　

五　子曰、有德者必有言、有言者不必有德、仁者必有勇、勇者不必有仁、

　

子の曰わく、徳ある者は必らず言あり。言ある者は必らずしも徳あらず。仁じん者しゃは必らず勇あり。勇者は必らずしも仁あらず。

　

先生がいわれた、「徳のある人にはきっとよいことばがあるが、よいことばのある人に徳があるとは限らない。仁の人にはきっと勇気があるが、勇敢な人に仁があるとは限らない。」

　

六　南宮适問於孔子曰、羿善射、[image: 〓]盪舟、俱不得其死然、禹稷躬稼而有天下、夫子不答、南宮适出、子曰、君子哉若人、[image: 〓]德哉若人、

　

南なん宮きゅう适かつ、孔子に問いて曰い　わく、羿げいは射しゃを善くし、[image: 〓]ごうは舟を盪うごかす。俱ともに其の死を得ず　＊。禹う　と稷しょくとは躬みずから稼か　して天下を有たもつ。夫ふう子し　答えず。南宮适出い　ず。子の曰のたまわく、君子なるかな、若かくのごとき人。徳を尚たっとべるかな、若かくのごとき人。

＊句末の「然」は「焉」と同じで助字。

　

南なん宮きゅう适かつ＊が孔子におたずねしていった、「羿げい＊は弓がうまかったし、[image: 〓]ごう＊は舟を動かすほど〔の力持ち〕でしたが、どちらもふつうの死にかたができませんでした。〔ところが〕禹う＊と稷しょく＊とは自分で耕やしていてそれで天下をとりましたが[image: ……]　　　＊。」先生は答えられなかった。南宮适が出ていくと、先生はいわれた、「君くん子し　だね、こういう人は。徳を貴ぶんだね、こういう人は。」

＊南宮适[image: ──]門人の南なん容ようのこと。古注では魯の家老の南宮敬けい叔しゅくのことだという。

＊羿げい[image: ──]夏か　王朝にそむいた有ゆう窮きゅう国の君。弓の名人として有名。

＊[image: 〓][image: ──]羿をたおした寒かん浞さくの子で夏か　王に殺された。

＊禹[image: ──]夏王朝をひらいた聖天子。舜しゅんのとき、治水に勤労して功績をあげ、位を譲られた。

＊稷[image: ──]舜のときの農官として功績をあげ、子孫が周の王朝をひらいた。

＊大切なのは、力よりも徳で、だから先生も禹や稷のように[image: ……]、というこころ。そこで孔子は答えなかった。

　

七　子曰、君子而不仁者有矣夫、未有小人而仁者也、

　

子の曰のたまわく、君子にして不仁なる者あらんか。未だ小しょう人じんにして仁なる者あらざるなり。

　

先生がいわれた、「君くん子し　であっても仁でない人はあるだろうね。だが、小しょう人じんなのに仁だという人はいない。」

　

八　子曰、愛之能勿勞乎、忠焉能勿誨乎、

　

子の曰わく、これを愛して能く労すること勿な　からんや。忠にして能く誨おしうること勿からんや。

　

先生がいわれた、「〔人を〕愛するからにははげまさ　＊ないでおれようか。〔人に〕誠実であるからには教えないでおれようか。」

＊はげます[image: ──]　「労とは勉なり。」の読み方による。新注では「骨折らせる。」

　

九　子曰、爲命卑諶草創之、世叔討論之、行人子[image: 羽]脩[image: 飾]之、東里子[image: 〓]潤色之、

　

子の曰わく、命めいを為つくるに卑ひ　諶じん＊これを草そう創そうし、世せい叔しゅくこれを討論し、行こう人じん子し　羽う　これを脩しゅう飾しょくし、東里の子し　産さんこれを潤じゅん色しょくす。

＊卑諶[image: ──]　「卑」の字、唐石経・通行本では「裨」とある。

　

先生がいわれた、「〔[image: 鄭]ていの国の外交文書は大変すぐれていて、落ちどがなかった。〕命令を作るときには、卑ひ　諶じん＊が草稿を作り、世せい叔しゅくが検討し、外交官の子し　羽う　が添削し、東とう里り　にいた子し　産さんが色づけをした〔からだ〕。」

＊卑諶[image: ──]以下の四人は、みな孔子よりやや先輩の[image: 鄭]ていの家老である。子産が特に有名で、宰相ともなった。

　

一〇　或問子[image: 〓]、子曰、惠人也、問子西、曰、彼哉、彼哉、問管仲、曰、人也、奪伯氏[image: 〓]邑三百、[image: 飯]疏[image: 食]、沒齒無怨言、

　

或るひと子産を問う。子の曰のたまわく、恵けい人じんなり。子し　西せいを問う。曰わく、彼れをや、彼れをや。管かん仲ちゅうを問う。曰わく、〔この〕人や　＊、伯はく氏し　の駢べん邑ゆう三百を奪うばい、疏そ　食し　を飯くらいて歯よわいを没するまで怨えん言げんなし。

＊この人や[image: ──]朱子の読み方による。中井履軒は「人や」の上に一字の脱字があろうといい、武内博士は「大」字を補うべしとした。「大人なり」となる。

　

ある人が〔[image: 鄭]の〕子産のことをたずねると、先生は「恵めぐみ深い人です。」といわれた。〔楚そ　の〕子し　西せい＊のことをたずねると、「あの人か、あの人か。（語るまでもない。）」といわれた。〔斉せいの〕管かん仲ちゅうのことをたずねると、「この人は、伯はく氏から三百戸の[image: 〓]べんの村を取りあげたのだが　＊、伯氏は粗末な飯をたべながら、生涯うらみごとをいわなかった。〔心服させたのですよ。〕」といわれた。

＊子西[image: ──]楚そ　の公子で賢宰相として評判が高かったが、孔子が用いられようとしたとき邪魔をしたとされ、のち白公の内乱で殺された。

＊駢の村を[image: ……] [image: ──]　『荀子』仲尼[image: 篇]によると、桓公から書社三百を与えられたが、富人も邪魔をしなかった、という。

　

一一　子曰、貧而無怨難、富而無驕易、

　

子の曰わく、貧しくして怨むこと無きは難かたく、富みて驕おごること無きは易やすし。

　

先生がいわれた、「貧乏でいて怨むことのないのはむつかしいが、金持ちでいていばらないのはやさしい。」

　

一二　子曰、孟公綽爲趙魏老則優、不可以爲滕薛大夫也、

　

子の曰のたまわく、孟もう公こう綽しゃく、趙ちょう魏ぎ　の老と為な　れば、則ち優。以て滕とう薛せつの大たい夫ふ　と為すべからず。

　

先生がいわれた、「孟もう公こう綽しゃく＊は、趙ちょうや魏ぎ＊の〔ような大家でも一家の〕家老となるには十分だが、滕とうや薛せつの〔ような小国でも一国の〕大たい夫ふ　（政治をとる役）にすることはできない　＊。」

＊孟公綽[image: ──]魯ろ　の国の大夫。

＊趙や魏[image: ──]大国の晋しんの大臣の家柄で、やがて晋を乗取った権力家。

＊滕とうや薛せつでだめなら、魯の大夫としてはなおさら、というこころ。

　

一三　子路問[image: 成]人、子曰、若臧武仲之知、公綽之不欲、卞莊子之勇、冉求之藝、文之以禮樂、亦可以爲[image: 成]人矣、曰、今之[image: 成]人者、何必然、見利思義、見危[image: 授]命、久[image: 要]不[image: 忘][image: 平]生之言、亦可以爲[image: 成]人矣、

　

子路、成人を問う。子の曰わく、臧ぞう武ぶ　仲ちゅうの知ち　、公こう綽しゃくの不欲、卞べん荘そう子し　の勇、冉ぜん求きゅうの藝げいの若ごとき、これを文かざるに礼楽を以てせば、亦た以て成人と為な　すべし。曰わく、今の成人は、何ぞ必らずしも然らん。利を見ては義を思い、危うきを見ては命いのちを授く、久きゅう要よう、平生の言を忘れざる、亦た以て成人と為すべし。

　

子し　路ろ　ができ上がった人物についておたずねした。先生はいわれた、「臧ぞう武ぶ　仲ちゅう＊ほどの智恵と公こう綽しゃくほどの無欲さと卞べん荘そう子し　ほどの勇気と冉ぜん求きゅうほどの教養とがあって、なお礼儀と雅楽で飾りつけるなら、でき上がった人物といえるだろう。」またいわれた、「〔だが、〕このごろのでき上がった人物というのは、何もそうとは限らない。利益を前にして正義を考え、危険を前にして一命をささげ、古い約束についてもふだんの一寸したことばも忘れないというのなら、でき上がった人物といえるだろう。」

＊臧武仲[image: ──]以下の四人はみな魯の人。冉求は門人。身近かのなかから評判の人を選んだ。

　

一四　子問公叔文子於公明賈、曰、信乎、夫子不言不笑不取乎、公明賈對曰、以[image: 〓]者[image: 過]也、夫子時然後言、人不厭其言也、樂然後笑、人不厭其笑也、義然後取、人不厭其取也、子曰、其然、豈其然乎、

　

子、公こう叔しゅく文ぶん子し　を公こう明めい賈か　に問いて曰のたまわく、信まことなるか。夫ふう子し　の言わず、笑わず、取らざること　＊。公明賈対こたえて曰い　わく、以て告もうす者の過あやまちなり。夫子、時にして然しかる後のちに言う、人其の言うことを厭いとわざるなり。楽しみて然る後に笑う、人其の笑うことを厭わざるなり。義にして然る後に取る、人其の取ることを厭わざるなり。子の曰のたまわく、其れ然り。豈あ　に其れ然らんや。

＊取らざること[image: ──]　「不取乎」の「乎」字は、魏徴らの『群書治要』の引用にはない。

　

先生が公こう叔しゅく文ぶん子し＊のことを公こう明めい賈か　におたずねになって、「本当ですか。あの方はものもいわず、笑いもせず、〔物を贈られても〕受け取らないというのは。」といわれた。公こう明めい賈か　は答えていった、「お知らせした者の間違いです。あの方はいうべき時がきてはじめていいますから、そのいったことをだれもいやがらないのです。楽しくなってはじめて笑いますから、その笑ったことをだれもいやがらないのです。正義にかなってはじめて受け取りますから、その受け取ったことをだれもいやがらないのです。」先生はいわれた、「そうでしょう。うわさのようなことはありますまい　＊。」

＊公叔文子[image: ──]衛えいの国の大夫。公明賈も衛の人。

＊うわさのような[image: ……] [image: ──]新注では、公明賈のことばが立派すぎるので、「本当だろうか。」と疑いを表わしたという。

　

一五　子曰、臧武仲以防求爲後於魯、雖曰不[image: 要]君、吾不信也、

　

子の曰のたまわく、臧ぞう武ぶ　仲ちゅう、防ぼうを以て魯ろ　に後のちたらんことを求む。君を要ようせずと曰い　うと雖ども、吾れは信ぜざるなり。

　

先生がいわれた、「臧ぞう武ぶ　仲ちゅうは〔罪によって魯ろ　の国を追われたが、〕防ぼう＊に拠よ　って後継ぎを立てたいと魯ろ　に要求した。主君に〔おねがいしたのであって、〕強要したのではないといったところで、わたしは信用しない。」

＊防[image: ──]臧武仲（臧孫氏、名は紇きつ、武はおくり名）の封地の名。このまま家が断絶になるなら、ここにたてこもって反乱するという気勢を示した。事件は『春秋左氏伝』襄公二十三年にみえる。

　

一六　子曰、晉文公譎而不正、齊桓公正而不譎、

　

子の曰わく、晋しんの文公は、譎いつわりて正しからず。斉せいの桓かん公こうは正しくして譎いつわらず。

　

先生がいわれた、「晋しんの文公は偽って正しくないが、斉せいの桓かん公こうは正しくて偽らなかった　＊。」

＊桓かん公こうと文公は、ともに春秋時代の覇は　者じや（諸侯の旗がしら）として有名。両者の道義性に優劣をつけたとみるのがふつうであるが、徂徠は軍隊の正攻と奇襲の違いだという。

　

一七　子路曰、桓公殺公子糾、召忽死之、管仲不死、曰未仁乎、子曰、桓公九合諸侯、不以兵車、管仲之力也、如其仁、如其仁、

　

子路が曰い　わく、桓かん公こう、公こう子し　糾きゅうを殺す。召しょう忽こつこれに死し、管かん仲ちゅうは死せず。曰い　わく、未だ仁ならざるか。子の曰のたまわく、桓公、諸侯を九合して、兵車を以てせざるは、管仲の力なり。其の仁に如し　かんや、其の仁に如し　かんや　＊。

＊其の仁に[image: ……] [image: ──]　「如其仁」の「如」を「奈何」と同じにみて、「いかんぞ其れ仁ならん。」または「其の仁をいかん。」と読んで管仲の仁を許さなかったとする説（兪ゆ　樾えつ）もある。

　

子し　路ろ　がいった、「桓かん公こうが公こう子し　の糾きゅう＊を殺したとき、召しょう忽こつは殉じゅん死し　しましたが管かん仲ちゅうは死にませんで〔仇かたきの桓公に仕えま〕した。」「仁ではないでしょうね。」というと、先生はいわれた、「桓公が諸侯を会合　＊したとき武力を用いなかったのは、管仲のおかげだ。〔殉死をしなかったのは小さいことで〕だれがその仁に及ぼうか。だれがその仁に及ぼうか。」

＊公子の糾[image: ──]桓公の兄。斉の君位を争ったが敗れた（Ｂ・Ｃ・六八五年）。召忽・管仲はともにその傅つきびとであった。

＊会合[image: ──]覇者として諸侯を集め、周の天子を中心とする中国の秩序を守った。「九合」の九は糾と同じ、集の意味（新注）。初めの九度の盟会とする説（劉宝楠）もある。

　

一八　子貢曰、管仲非仁者與、桓公殺公子糾、不能死、又相之、子曰、管仲相桓公[image: 覇]諸侯、一匡天下、民到于今受其賜、[image: 微]管仲、吾其被髮左衽矣、豈若[image: 匹]夫[image: 匹]婦之爲諒也、自經於[image: 溝]瀆而莫之知也、

　

子し　貢こうが曰い　わく、管仲は仁者に非ざるか。桓公、公子糾きゅうを殺して、死すること能あたわず、又たこれを相たすく。子の曰のたまわく、管仲、桓公を相けて諸侯に覇は　たり、天下を一いっ匡きょうす。民、今に到いたるまで其の賜し　を受く。管仲微な　かりせば、吾れ其れ髪はつを被こうむり衽じんを左にせん。豈あ　に匹ひっ夫ぷ　匹ひっ婦ぶ　の諒まことを為な　し、自ら溝こう瀆とくに経くびれて知らるること莫な　きが若ごとくならんや。

　

子し　貢こうがいった、「管かん仲ちゅうは仁の人ではないでしょうね。桓かん公こうが公こう子し　の糾きゅうを殺したときに、殉じゅん死し　もできないで、さらに〔仇かたきの〕桓公を輔佐しました。」先生はいわれた、「管仲は桓公を輔佐して諸侯の旗がしらにならせ、天下をととのえ正した。人民は今日までもそのおかげをこうむっている。管仲がいなければ、わたしたちは散さんばら髪がみで襟えりを左まえにし〔た野蛮な風俗になっ〕ていたろう。とるにたりない男女が義理だてをして首つり自殺でみぞに捨てられ、だれにも気づかれないで終わるというのと、〔管仲ほどの人が〕どうして同じにできようか。」

　

一九　公叔文子之臣大夫僎、與文子同升諸公、子聞之曰、可以爲文矣、

　

公こう叔しゅく文ぶん子し　の臣、大夫僎せん、文子と同じく公に升るのぼ　＊。子これを聞きて曰のたまわく、以て文と為すべし。

＊公に升る[image: ──]　「升諸公」の「諸」は於と同じ。

　

公こう叔しゅく文ぶん子し＊の家来であった大夫の僎せんは、〔文子の推薦によって〕文子とならんで〔衛の〕朝臣に昇進した。先生はそのことを聞かれると、「〔文子はなるほど〕文といえる　＊ね。」といわれた。

＊公叔文子[image: ──]第一四章参照。

＊文といえる[image: ──]文子は死後のおくり名。文子が在世中に私情にこだわらないで自分の家来を朝廷に推薦したことは、死後の文という美名にふさわしいとした。

　

二〇　子言衞靈公之無[image: 道]也、康子曰、夫如是、奚而不喪、孔子曰、仲叔圉治賓客、祝[image: 〓]治宗[image: 廟]、王孫賈治軍[image: 旅]、夫如是、奚其喪、

　

子、衛えいの霊れい公こうの無む　道どうなるを言う。康こう子し　が曰い　わく、夫そ　れ是か　くの如くんば、奚いかにしてか喪うしなわざる。孔子の曰のたまわく、仲ちゅう叔しゅく圉ぎょは賓客を治め、祝しゅく[image: 〓]た　は宗そう[image: 廟]びょうを治め、王おう孫そん賈か　は軍旅を治む。夫れ是か　くの如くんば、奚いかんぞ其れ喪うしなわん。

　

先生が衛えいの霊れい公こうのでたらめぶりを話されたので、康こう子し　はいった、「一体、そんなことで、どうしてまた位を失わなかったのです。」孔子はいわれた、「仲ちゅう叔しゅく圉ぎょ＊が〔外国からの〕来賓のことを治め、祝しゅく[image: 〓]た　が宗[image: 廟]おたまやのことを治め、王おう孫そん賈か　が軍事　＊を治めています。まあこういうことだから、どうして位を失いましょうか。」

＊仲叔圉[image: ──]公冶長[image: 篇]第一五章（九三ページ）の衛の孔文子のこと。下の二人も衛の重臣。

＊軍事[image: ──]　「軍」は一万二千五百人、「旅」は五百人の軍隊組織。

　

二一　子曰、其言之不怍、則其爲之也難、

　

子の曰のたまわく、其の言げんにこれ怍は　じざれば、則ちこれを為な　すこと難かたし。

　

先生がいわれた、「自分のことばに恥じを知らないようでは、それを実行するのはむつかしい。〔ことばは慎しんでこそ、それを実行できる。〕」

　

二二　陳[image: 成]子弑[image: 簡]公、孔子沐浴而[image: 朝]、[image: 〓]於哀公曰、陳恆弑其君、[image: 請]討之、公曰、[image: 〓]夫三子、孔子曰、以吾從大夫之後、不敢不[image: 〓]也、君曰、[image: 〓]夫三子者、之三子[image: 〓]、不可、孔子曰、以吾從大夫之後、不敢不[image: 〓]也、

　

陳ちん成せい子し　、簡かん公こうを弑すしい　＊。孔子、沐もく浴よくして朝ちょうし、哀公に告げて曰のたまわく、陳ちん恒こう、其の君を弑す　＊。請こ　う、これを討う　たん。公の曰い　わく、夫か　の三子に告げよ。孔子の曰のたまわく、吾れ大夫の後しりえに従えるを以て、敢あ　えて告げずんばあらざるなり。君の曰い　わく、夫か　の三子者に告げよと。三子に之ゆ　きて告ぐ。可き　かず。孔子の曰のたまわく、吾れ大夫の後に従えるを以て、敢えて告げずんばあらざるなり。

＊弑す[image: ──]皇本・清本では「殺」。陸徳明の『経典釈文』の一本にあう。

　

〔斉せいの国の〕陳ちん成せい子し　が〔その主君の〕簡かん公こうを殺したとき　＊、孔子は髪かみを洗い体からだを清めて〔魯ろ　の朝廷に〕出仕されると、哀あい公こうに申しあげられた、「陳ちん恒こうがその主君を殺しました。どうかお討ちとりください。」〔しかし〕公は「あの三人　＊にいいなさい。」といわれた。孔子は〔退出すると〕「わたしも大たい夫ふ　の末席についている以上は、申しあげずにはおれなかったのだ　＊。だが、殿さまは『あの三人のものにいえ。』と仰おおせられた。」といわれ、〔さて〕三人のところへ行って話されたが、きかなかった。孔子はいわれた、「わたしも大夫の末席についている以上は、話さずにはおれなかったのだ。」

＊陳成子が[image: ……] [image: ──]魯ろ　の哀公十四年（Ｂ・Ｃ・四八一年）、孔子七十二歳のときのできごと。陳成子の名は恒こう（また常）。斉せいの大夫で実力者。陳氏はこのあと三代めでついに斉の君位を奪う。

＊三人[image: ──]魯の実力者、孟孫・叔孫・季孫の三家か　のこと。哀公の権力はすでに弱く、三家はちょうど斉の陳氏の立場にあった。孔子のことばがきかれなかったのも当然である。

＊事の重大さと国政に参与する大夫としての責務とからのこと。話してもむだだとは思われたが[image: ……]、というこころ。

　

二三　子路問事君、子曰、勿欺也、而犯之、

　

子路、君に事つかえんことを問う。子の曰のたまわく、欺あざむくこと勿な　かれ。而してこれを犯おかせ。

　

子し　路ろ　が主君に仕えることをおたずねした。先生はいわれた、「欺いてはいけない。そしてさからってでも諫いさめよ。」

　

二四　子曰、君子上[image: 達]、小人下[image: 達]、

　

子の曰わく、君子は上じょう達たつす。小しょう人じんは下か　達たつす。

　

先生がいわれた、「君くん子し　は高尚なことに通ずるが、小しょう人じんは下賤なことに通ずる　＊。」

＊里仁[image: 篇]＝君子は義に喩さとり、小人は利に喩る（七八ページ）。

　

二五　子曰、古之學者爲己、今之學者爲人、

　

子の曰わく、古いにしえの学者は己れの為めにし、今の学者は人の為めにす。

　

先生がいわれた、「むかしの学んだ人は自分の〔修養の〕ためにした。このごろの学ぶ人は人に知られたいためにする。」

　

二六　蘧伯玉使人於孔子、孔子與之坐而問焉、曰夫子何爲、對曰、夫子欲寡其[image: 過]而未能也、使者出、子曰、使乎使乎、

　

蘧きょ伯はく玉ぎょく、人を孔子に使いせしむ。孔子これに坐を与えて問いて曰のたまわく、夫ふう子し　何をか為な　す。対こたえて曰い　わく、夫子は其の過あやまち寡すくなからんことを欲して、未だ能あたわざるなり。使者出い　ず。子の曰のたまわく、使いなるかな、使いなるかな。

　

蘧きょ伯はく玉ぎょく＊が孔子のところへ使いをよこした。孔子は使いの者を席につかせてから、たずねられた、「あの方はどうしておられますか。」答えて、「あの方は自分の過あやまちの少ないようにとしておりますが、まだできないでいます。」使いの者が退出すると、先生は「〔立派な〕使いだね、〔立派な〕使いだね。」といわれた　＊。

＊蘧伯玉[image: ──]衛えいの大夫。『淮え　南なん子じ　』に「年五十にして四十九年の非を知る。」などとあって、よく反省を重ねた人。

＊使者として主人の人がらをよくわきまえ、答えぶりも立派であることを感[image: 歎]した。

　

二七　子曰、不在其位、不謀其政、

　

子の曰のたまわく、其の位に在らざれば、其の政まつりごとを謀はからず　＊。

＊泰伯[image: 篇]第一四章と重出（一五九ページ）。

　

先生がいわれた、「その地位にいるのでなければ、その政務に口出ししない。」

　

二八　曾子曰、君子思不出其位、

　

曾そう子し　の曰い　わく、君子は思うこと其の位を出い　でず。

　

曾そう子し　がいった、「君くん子し　はその職分以外のことは考えない＊　。」

＊『易経』の艮こん卦か　にもみえることば。古注では上の第二七章を解説したものとする。

　

二九　子曰、君子恥其言之[image: 過]其行也、

　

子の曰のたまわく、君子は其の言げん＊の其の行こうに過ぐるを恥ず。

＊其の言の[image: ──]　「其言之」の「之」字は、唐石経・通行本では「而」とあり、新注では「其の言を恥じて〔ひかえめにし〕、其の行を過ご〔して十分に〕す。」と読む。今、皇本に従う。

　

先生がいわれた、「君子は、自分のことばが実践よりも以上になることを恥じとする。」

　

三〇　子曰、君子[image: 道]者三、我無能焉、仁者不憂、知者不惑、勇者不懼、子貢曰、夫子自[image: 道]也、

　

子の曰のたまわく、君子の道なる者三つ。我れ能よ　くすること無し。仁じん者しゃは憂えず、知ち　者しゃは惑わず、勇者は懼おそれず。子し　貢こうが曰い　わく、夫ふう子し　自ら道い　うなり。

　

先生がいわれた、「君子の道というものが三つあるが、わたくしにはできない。仁の人は心配がない、智の人はまどわない、勇の人は恐れない。」子し　貢こうがいった、「先生は自分のことをいわれたのだ。〔できないといわれたのは御謙けん[image: 遜]そんだ。〕」

　

三一　子貢方人、子曰、賜也賢乎哉、夫我則不暇、

　

子貢、人を方ぶたくら＊。子の曰のたまわく、賜し　や、賢なるかな。夫そ　れ我れは則ち暇いとまあらず。

＊方ぶ[image: ──]比較し批評すること。これが通説。『経典釈文』では[image: 鄭]注本には「謗」とあったといい、両字は通ずる。その意味に読むのがよい。「そしる」。

　

子し　貢こうが人の悪口をいった。先生はいわれた、「賜し＊は賢いんだね。まあわたくしなどにはそんなひまはない。」

＊賜[image: ──]子貢の名。

　

三二　子曰、不患人之不己知、患己無能也、

　

子の曰わく、人の己れを知らざることを患うれえず、己れの能のうなき　＊を患うれう。

＊己れの能なき[image: ──]　「己無能」、唐石経・通行本では「其不能」とある。

　

先生がいわれた、「人が自分を知ってくれないことを気にかけないで、自分に才能のないことを気にかけることだ。」

　

三三　子曰、不[image: 逆]詐、不億不信、抑亦先覺者、是賢乎、

　

子の曰わく、詐いつわりを逆むかえず、信ぜられざるを億おもんぱからず、抑〻そもそも亦た先ま　ず覚さとる者は、是れ賢か。

　

先生がいわれた、「だまされないかと早手まわしもせず、疑われないかと気をくばることもしないでいて、それなのに人より早く気がつくというのは、これは賢いね。」

　

三四　[image: 微]生畝謂孔子曰、丘何爲是栖栖者與、無乃爲佞乎、孔子對曰、非敢爲佞也、疾固也、

　

微び　生せい畝ほ　、孔子に謂いて曰い　わく、丘きゅう、何なん為す　れぞ是れ栖せい栖せいたる者ぞ。乃すなわち佞ねいを為な　すこと無からんや。孔子対こたえて曰のたまわく、敢あ　えて佞ねいを為すに非ざるなり。固こ　を疾にくむなり。

　

微び　生せい畝ほ＊が孔子に向かっていった、「丘きゅうさん、どうしてそんなにいそがしそうなんだね。口上手　＊をつとめていることにはならないだろうか。」孔子は答えられた、「決して口上手をつとめているのではありません。〔独善的に〕かたくななのがいやだからです。」

＊微生畝[image: ──]微生は姓、畝は名。隠者のようである。

＊口上手[image: ──]　「佞」は口さきうまく人にとりいること。

　

三五　子曰、驥不[image: 稱]其力、[image: 稱]其德也、

　

子の曰のたまわく、驥き　は其の力を称せず、其の徳を称す。

　

先生がいわれた、「名馬はその力をほめられるのでなくて、その徳（性質のよさ）をほめられるのだ。」

　

三六　或曰、以德報怨、何如、子曰、何以報德、以直報怨、以德報德、

　

或るひとの曰い　わく、徳を以て怨うらみに報いむく　＊ば、何如い か ん。子の曰のたまわく、何を以てか徳に報いん。直きを以て怨みに報い、徳を以て徳に報ゆ。

＊徳を以て[image: ……] [image: ──]　『老子』第六三章＝大小多少、怨みに報いるに徳を以てす。

　

ある人が「恩徳で怨みのしかえしをするのは、いかがでしょう。」といった。先生はいわれた、「では恩徳のおかえしには何でするのですか。まっ直ぐな正しさで怨みにむくい、恩徳によって恩徳におかえしすることです。」

　

三七　子曰、莫我知也夫、子貢曰、何爲其莫知子也、子曰、不怨天、不尤人、下學而上[image: 達]、知我者其天乎、

　

子の曰のたまわく、我れを知ること莫な　きかな。子貢が曰い　わく、何なん為す　れぞ其れ子を知ること莫な　からん。子の曰のたまわく、天を怨みず、人を尤とがめず、下か　学がくして上達す。我れを知る者は其れ天か。

　

先生が「わたくしを分かってくれるものがないねえ。」といわれたので、子し　貢こうは〔あやしんで〕「どうしてまた先生のことを分かるものがないのです。」といった。先生はいわれた、「天を怨み　＊もせず、人をとがめもせず　＊、〔ただ自分の修養につとめて、〕身近かなことを学んで高遠なことに通じていく　＊。わたくしのことを分かってくれるものは、まあ天だね。」

＊天を怨む[image: ──]運が悪いのは天のせいだとして、それを怨むこと。

＊人をとがめもせず[image: ──]次章を参照。

＊身近かなことを学んで[image: ……] [image: ──]　「下、人事を学び、上、天命を知る。」という古注に従う。徂徠では「今のことを学んで古代のことに通ずる。」

　

三八　公伯寮愬子路於季孫、子[image: 服]景伯以[image: 〓]曰、夫子固有惑志於公伯寮也、吾力[image: 猶]能肆諸市[image: 朝]、子曰、[image: 道]之將行也與、命也、[image: 道]之將廢也與、命也、公伯寮其如命何、

　

公こう伯はく寮りょう、子し　路ろ　を季き　孫そんに愬うったう。子し　服ふく景けい伯はく以て告もうして曰い　わく、夫ふう子し　固もとより公伯寮に惑まどえる志し有り。吾が力猶な　お能よ　く諸こ　れを市し　朝ちょうに肆さらさん。子の曰のたまわく、道の将まさに行なわれんとするや、命めいなり。道の将に廃はいせんとするや、命なり。公伯寮、其れ命を如何い か ん。

　

公こう伯はく寮りょうが子し　路ろ　のことを季き　孫そんに讒ざん言げんした。子し　服ふく景けい伯はく＊がそのことをお知らせして、「あの方（季孫）はもちろん公こう伯はく寮りょうめ〔のことば〕に心をまどわしておいでですが　＊、わたしの力でもあいつを〔死刑にして〕広場でさらしものにすることができます。」といった。先生はいわれた、「道が行なわれようとするのも運命ですし、道がすたれようとするのも運命です。公伯寮ごときが一体運命をどうするのです。」

＊子服景伯[image: ──]魯の大夫。子服氏、名は何か　。景はおくり名、伯はあざ名。

＊もちろん公伯寮めの[image: ……] [image: ──]　「元来公伯寮に疑いを持っておられるから、」とする解釈もある。

　

三九　子曰、賢者[image: 避]世、其[image: 次][image: 避]地、其[image: 次][image: 避]色、其[image: 次][image: 避]言、子曰、作者七人矣、

　

子の曰のたまわく、賢者は世よ　を避くさ　　＊。其の次ぎは地を避く。其の次ぎは色を避く。其の次ぎは言を避く。子＊　の曰わく、作な　す者七人。

＊避く[image: ──]唐石経・通行本では「辟」。

＊新注本では以下を別章とする。

　

先生がいわれた、「すぐれた人は〔世よ　の乱れたときには〕世を避さ　ける。その次ぎは土地を避ける。その次ぎは〔主君の冷たい〕顔色を見て避ける。その次ぎは〔主君の悪い〕ことばを聞いて避ける　＊。」先生がいわれた、「〔以上のことを〕行なった人は七人　＊いる。」

＊この章には避退を善しとする道どう家か　思想の趣きがあり、それから考えると、「避色」「避言」は「美人から離れ」「ことばをやめる」ことかとも思える。

＊七人[image: ──]だれをさすか異説が多く不明。微子[image: 篇]第八章（三七二ページ）の逸いつ民みん七人を当てるのは魏ぎ　の王おう弼ひつ。

　

四〇　子路宿於石門、晨門曰、奚自、子路曰、自孔氏、曰、是知其不可而爲之者與、

　

子路、石せき門もんに宿る。晨しん門もんの曰い　わく、奚いずれよりぞ。子路が曰い　わく、孔氏よりす。曰い　わく、是れ其の不ふ　可か　なることを知りて而しかもこれを為な　す者か。

　

子し　路ろ　が石せき門もんで泊とまった。門番　＊が「どちらから。」といったので、子路が「孔こうの家からだ。」というと、「それは、だめなのを知りながらやっている方ですな。」といった。

＊門番[image: ──]　「晨しん門もん」の晨は朝の意味。朝に門をあける役目。石門は[image: 鄭]注によると魯の町の外門で、郊外に出た子路が晩くなって帰れなくなったのである。

　

四一　子擊磬於衞、有荷蕢而[image: 過]孔氏之門者、曰、有心哉擊磬乎、[image: 〓]而曰、鄙哉、[image: 〓][image: 〓]乎、莫己知也、斯己而已矣、深則厲、淺則揭、子曰、果哉、末之難矣、

　

子、磬けいを衛えいに撃う　つ。蕢あじかを荷に　ないて孔氏の門を過ぐる者あり。曰い　わく、心あるかな、磬けいを撃つこと。既すでにして曰い　わく、鄙いやしきかな、[image: 〓]こう[image: 〓]こう乎こ　たり。己おのれを知ること莫な　くんば、斯こ　れ已や　まんのみ　＊。深ければ厲れいし、浅ければ掲けいす。子の曰のたまわく、果か　なるかな。難かたきこと末な　きなり。

＊斯れ已まんのみ[image: ──]新注での読み方。古注系では「斯れ己おのれのみ。」と読んで「ひとりぽっちだ。」と解する。

　

先生が衛えいの都で磬けい＊をたたいておられたとき、もっこをかついで孔家け　の戸口を通りすぎるものがいてこういった、「心がこもっているね、この磬けいのたたきかたは。」しばらくたつと〔また〕いった、「俗っぽいね。こちこち〔の音〕だぞ。自分のことを分かってもらえなければ、そのままやめるだけのことさ。『深い川なら着物をぬぐし、浅い川ならすそからげ　＊。』だよ。」先生はいわれた、「思いきりがいいね。だがむつかしいことじゃないよ。」

＊磬けい[image: ──]　「へ」の字型に曲った石の打楽器。

＊深い川なら[image: ……] [image: ──]　『詩経』邶はい風ふうの詩の句。世間に分かってもらえないのに、むりをすることはない、世間しだいに身をまかせよ、ということ。

　

四二　子張曰、書云、高宗諒陰三年不言、何謂也、子曰、何必高宗、古之人皆然、君薨、百官總己以聽於冢宰三年、

　

子し　張ちょうが曰い　わく、書に云い　う、高こう宗そう、諒りょう陰あん三年言ものいわずとは、何の謂い　いぞや。子の曰のたまわく、何ぞ必らずしも高宗のみならん。古いにしえの人皆な然しかり。君薨こうずれば、百官、己れを総す　べて以て冢ちょう宰さいに聴き　くこと三年なり。

　

子し　張ちょうがいった、「書しょ経きょうに『〔殷いんの〕高こう宗そうは喪も　に服して三年のあいだものをいわなかった。』とあるのは、どういうことでしょうか。」先生はいわれた、「何も高宗に限らない。むかしの人はみなそうだった。主君がおかくれになると、すべての官吏は自分の仕事をとりまとめて三年のあいだ冢ちょう宰さい（総理大臣）に命令を仰いだものだ。〔後継ぎの君は、もちろんものをいわないでおられた。〕」

　

四三　子曰、上好禮、則民易使也、

　

子の曰のたまわく、上かみ、礼を好このめば、則すなわち民たみ使い易やすし。

　

先生がいわれた、「上かみの人が礼を好むなら、人民も〔うやうやしくなって〕使いやすくなる。」

　

四四　子路問君子、子曰、脩己以敬、曰如斯而已乎、曰脩己以安人、曰如斯而已乎、曰脩己以安百姓、脩己以安百姓、堯舜其[image: 猶]病諸、

　

子路、君子を問う。子の曰のたまわく、己れを脩おさめて以て敬す。曰い　わく、斯か　くの如きのみか。曰のたまわく、己れを脩めて以て人を安んず。曰い　わく、斯くの如きのみか。曰のたまわく、己れを脩めて以て百ひゃく姓せいを安んず。己れを脩めて以て百姓を安んずるは、尭ぎょう・舜しゅんも其れ猶な　お諸こ　れを病や　めり。

　

子し　路ろ　が君くん子し　のことをおたずねした。先生はいわれた、「自分を修養してつつしみ深くすることだ。」「そんなことだけでしょうか。」「自分を修養して人を安らかにすることだ。」「そんなことだけでしょうか。」「自分を修養して万民を安らかにすることだ。自分を修養して万民を安らかにするということは、〔聖天子の〕尭ぎょうや舜しゅんでさえも苦労をされた。」

　

四五　原壤夷俟、子曰、幼而不孫弟、長而無[image: 述]焉、老而不死、是爲[image: 賊]、以[image: 杖]叩其脛、


　

原げん壌じょう、夷い　して俟ま　つ。子の曰わく、幼にして孫そん弟ていならず、長じて述の　ぶること無く、老お　いて死せず。是れを賊と為な　す。[image: 杖]を以て其の脛はぎを叩う　つ。

　

〔先生の古なじみでろくでなしの〕原げん壌じょうが立てひざで坐って待っていた。先生は「幼ない時にはへりくだらず、大きくなってもこれというほどのこともなく、年よりまで生きて死にもしない。こんなのが〔人を害する〕賊ぞくなのだ。」といわれると、[image: 杖]でその脛すねをたたかれた。

　

四六　闕黨童子將命矣、或問之曰、[image: 益]者與、子曰、吾見其居於位也、見其與先生竝行也、非求[image: 益]者也、欲[image: 速][image: 成]者也、

　

闕けっ党とうの童どう子じ　、命めいを将おこなう。或るひとこれを問いて曰い　わく、益えき者しゃか。子の曰のたまわく、吾れ其の位に居お　るを見る。其の先生と竝ならび行くを見る。益を求むる者に非ざるなり。速すみやかに成らんと欲する者なり。

　

闕けつの村の少年が〔客の〕とりつぎをしていた。ある人がその少年のことをたずねて「進境を目ざすものですか。」といったので、先生はいわれた、「わたしはあれが〔大人お と なと同じように〕まん中の席についているのを見ましたし、あれが先輩と肩を並べて歩いているのも見ました。進境を求めるものではなくて、早く一人まえに成りたいというものです。」

　

論語 卷第七 終


    
      
      論語 卷第八

    

  
衞えい 靈れい 公こう 第 十 五

　

一　衞靈公問陳於孔子、孔子對曰、俎豆之事、則嘗聞之矣、軍[image: 旅]之事、未之學也、明日[image: 逐]行、

　

衛えいの霊れい公こう、陳じんを孔子に問う。孔子対こたえて曰のたまわく、俎そ　豆とうの事は則ち嘗かつてこれを聞けり。軍ぐん旅りょの事は未だこれを学ばざるなり。明めい日じつ遂つ　いに行さ　る。

　

衛えいの霊れい公こうが孔子に戦陣のことをたずねられた。孔子はお答えして「お供そなえの器うつわ＊のことなら前から聞いておりますが、軍隊のことはまだ学んでおりません。」といわれると、あくる日にすぐ〔衛の国から〕立たれた　＊。

＊お供そなえの器[image: ──]　「俎そ　」はひら台、「豆とう」はたかつき。ともに祭の供物を盛る器。祭儀一般をさす。

＊霊公の好戦をにくんだ。

　

二　在陳[image: 〓]糧、從者病莫能興、子路慍見曰、君子亦有窮乎、子曰、君子固窮、小人窮斯濫矣、

　

陳ちんに在いまして糧りょうを絶た　つ。従じゅう者しゃ病みて能よ　く興た　つこと莫な　し。子路慍いかって見まみえて曰い　わく、君子も亦ま　た窮すること有るか。子の曰のたまわく、君子固もとより窮す。小しょう人じん窮すれば斯ここに濫みだる。

　

陳ちんの国で食糧がなくなり、お供の人々は疲れはてて立ち上がることもできなかった　＊。子し　路ろ　が腹をたててお目みえすると、「〔修養をつんだ〕君くん子し　でも困窮することがあるのですか。」といった　＊。先生はいわれた、「君子ももちろん困窮する、だが小しょう人じんは困窮するとでたらめになるよ。」

＊孔子六十四歳のときといわれる。先進[image: 篇]第二章注（二〇二ページ）参照。

＊君子は当然いい生活をすべきなのに、というこころ。

　

三　子曰、賜也、女以予爲多學而識之者與、對曰然、非與、曰、非也、予一以貫之、

　

子の曰のたまわく、賜し　や、女なんじ予わ　れを以て多く学びてこれを識し　る者と為な　すか。対こたえて曰い　わく、然しかり、非ひ　なるか。曰のたまわく、非なり。予れは一いつ以てこれを貫つらぬく。

　

先生がいわれた、「賜し　よ、お前はわしのことをたくさん学んで〔それぞれ〕覚えている人間だと思うか。」〔子し　貢こうは〕お答えして、「そうです。違いますか。」「違うよ。わしは一つのことでつらぬいている。」

　

四　子曰、由、知德者鮮矣、

　

子の曰わく、由ゆうよ、徳を知る者は鮮すくなし。

　

先生がいわれた、「由ゆう＊よ、徳のことが分かる人はほとんどいないね。」

＊由ゆう[image: ──]子し　路ろ　の名。

　

五　子曰、無爲而治者、其舜也與、夫何爲哉、恭己正南面而已矣、

　

子の曰わく、無む　為い　にして治まる者は其れ舜しゅんなるか。夫そ　れ何をか為な　さんや。己れを恭〻うやうやしくして正しく南なん面めんするのみ。

　

先生がいわれた、「何もしないでいてうまく治められた人はまあ舜しゅんだろうね。一体、何をされたろうか。おん身をつつしまれてま南に向いておられただけだ　＊。」

＊ま南に向いて[image: ……] [image: ──]天子や諸侯が政治をとる位置は「南面」であった。

　

六　子張問行、子曰、言忠信、行篤敬、雖蠻貊之[image: 邦]行矣、言不忠信、行不篤敬、雖州里行乎哉、立則見其參於[image: 前]也、在輿則見其倚於衡也、夫然後行也、子張書諸紳、

　

子張、行なわれんことを問う。子の曰のたまわく、言げん　忠信、行　篤とく敬けいなれば、蛮ばん貊ばくの邦くにと雖ども行なわれん。言　忠信ならず、行　篤敬ならざれば、州里と雖ども行なわれんや。立ちては則ち其の前に参するを見、輿くるまに在あ　りては則ち其の衡こうに倚よ　るを見る。夫そ　れ然る後のちに行なわれん。子張、諸こ　れを紳しんに書す。

　

子し　張ちょうが〔思いどおり〕行なわれるにはとおたずねした。先生はいわれた、「ことばにまごころがあり、行ないがねんごろであれば、野蛮な外国でさえ行なわれる。ことばにまごころがなく、行ないもねんごろでないなら、〔国内の〕町や村　＊の中でさえ行なわれまい。立っているときにはそのこと（まごころとねんごろ）が前にやってくるように見え、車に乗っているときにはそのことが車の前の横木によりかかっているように見える、まあそのようになってはじめて行なわれるのだ。」子張はそのことばを〔忘れないように〕広ひろ帯おびのはしに書きつけた。

＊町や村[image: ──]　「州里」。州は二千五百家、里は二十五家の部落。

　

七　子曰、直哉史魚、[image: 邦]有[image: 道]如矢、[image: 邦]無[image: 道]如矢、君子哉蘧伯玉、[image: 邦]有[image: 道]則仕、[image: 邦]無[image: 道]則可卷而懷之、

　

子の曰わく、直なるかな史し　魚ぎょ。邦くにに道あるにも矢の如く、邦に道なきにも矢の如し。君子なるかな蘧きょ伯はく玉ぎょく。邦に道あれば則ち仕え、邦に道なければ則ち巻きてこれを懐ふところにす　＊べし。

＊巻きて懐にす[image: ──]後藤点では「巻おさめて懐かくす」。

　

先生がいわれた、「まっ直ぐだな、史し　魚ぎょ＊は。国家に道のあるときも矢のようだし、国家に道のないときにも矢のようだ。君子だな、蘧きょ伯はく玉ぎょく＊は。国家に道のあるときには仕え〔て才能をあらわすが〕、国家に道のないときにはくるんで隠しておける。」

＊史魚[image: ──]衛えいの大夫、史し　鰌しゅう。子魚はあざ名。

＊蘧伯玉[image: ──]史魚に推薦された衛の大夫。憲問[image: 篇]第二六章（二八七ページ）参照。

　

八　子曰、可與言而不與之言、失人、不可與言而與之言、失言、知者不失人、亦不失言、

　

子の曰のたまわく、与ともに言うべくしてこれと言わざれば、人を失う。与ともに言うべからずしてこれと言えば、言げんを失う。知ち　者しやは人を失わず、亦た言を失わず。

　

先生がいわれた、「話しあうべきなのに話しあわないと、あいての人をとりにがす。話しあうべきでないのに話しあうと、ことばをむだにする。智の人は人をとりにがすこともなければ、またことばをむだにすることもない。」

　

九　子曰、志士仁人、無求生以[image: 害]仁、有殺身以[image: 成]仁、

　

子の曰わく、志し　士し　仁じん人じんは、生を求めて以て仁を害すること無し。身を殺して以て仁を成すこと有り。

　

先生がいわれた、「志しのある人や仁の人は、命惜しさに仁徳を害するようなことはしない。時には命をすてても仁徳を成しとげる。」

　

一〇　子貢問爲仁、子曰、工欲善其事、必先利其器、居是[image: 邦]也、事其大夫之賢者、友其士之仁者也、

　

子貢、仁を為な　さんことを問う。子の曰わく、工こう、其の事を善くせんと欲すれば、必らず先ず其の器き　を利と　くす。是こ　の邦に居りては、其の大夫の賢者に事つかえ、其の士の仁者を友とす。

　

子し　貢こうが仁徳の修めかたをおたずねした。先生はいわれた、「職人が自分の仕事をうまくやろうとすれば、きっとまずその道具を研と　ぐものだ。〔だから〕一つの国にいると、そこの大夫のすぐれた人にお仕えし、そこの士人の仁徳ある人を友だちにする〔というようにして、自分をみがく人を選ぶ〕ことだ。」

　

一一　顏淵問爲[image: 邦]、子曰、行夏之時、乘殷之輅、[image: 服][image: 周]之冕、樂則韶舞、放[image: 鄭]聲、[image: 遠]佞人、[image: 鄭]聲[image: 淫]、佞人殆、

　

顔がん淵えん、邦を為おさめんことを問う。子の曰わく、夏か　の時を行ない、殷いんの輅ろ　に乗り、周の冕べんを服し、楽がくは則ち韶しょう舞ぶ　し、[image: 鄭]てい声せいを放ちて佞ねい人じんを遠ざけよ。[image: 鄭]声は[image: 淫]いんに、佞人は殆あやうし。

　

顔がん淵えんが国の治めかたをおたずねした。先生はいわれた、「夏か　の暦こよみ＊を使い、殷いんの輅ろ　の車　＊に乗り、周の冕べんの冠　＊をつける。音楽は〔舜しゅんの〕韶しょうの舞いだ。[image: 鄭]ていの音曲をやめて口上手なものを退ける。[image: 鄭]の音曲は[image: 淫]みだらだし、口上手なものは危険だから。」

＊夏の暦[image: ──]季節の春を歳の初めとしていて、農事に便利であったとされる。

＊殷の輅の車[image: ──]木でできていて質素堅牢であった。

＊周の冕の冠[image: ──]上に板がついて前後にふさのたれた冠。儀礼用として立派である。

　

一二　子曰、人而無[image: 遠]慮、必有[image: 近]憂、

　

子の曰のたまわく、人にして遠き慮おもんぱかり無ければ、必らず近き憂い有り。

　

先生がいわれた、「人として遠くまでの　＊配慮がないようでは、きっと身近い心配ごとが起こる。」

＊遠くまでの[image: ──]さきざきのことや、また縁遠く思えるようなこと。

　

一三　子曰、已矣乎、吾未見好德如好色者也、

　

子の曰わく、已や　んぬるかな。吾れ未だ徳を好むこと色を好むが如くする者を見ざるなり。

　

先生がいわれた、「おしまいだなあ。わたしは美人を好むように徳を好む人を見たことがないよ。」

　

一四　子曰、臧文仲其竊位者與、知柳下惠之賢、而不與立也、

　

子の曰わく、臧ぞう文ぶん仲ちゅうは其れ位を窃ぬすめる者か。柳りゅう下か　恵けいの賢を知りて与ともに立たず。

　

先生がいわれた、「臧ぞう文ぶん仲ちゅう＊はまあ〔職責をはたさないで〕位を盗んだ人だろう。柳りゅう下か　恵けい＊のすぐれていることを知りながら、〔推薦して〕いっしょにお仕えすることをしなかった。」

＊臧文仲[image: ──]魯ろ　の大夫。公冶長[image: 篇]第一八章（九五ページ）参照。

＊柳下恵[image: ──]魯の賢大夫。姓は展てん、名は獲かく、あざ名は子し　禽きん。恵はおくり名。柳下の地にいたのでこうよぶ。『孟子』万章下[image: 篇]に「聖人の和なる者」と評する。微子[image: 篇]第二章（三六四ページ）参照。

　

一五　子曰、躬自厚、而薄責於人、則[image: 遠]怨矣、

　

子の曰のたまわく、躬み　自ら厚くして、薄く人を責むれば、則ち怨みに遠ざかる。

　

先生がいわれた、「われとわが身に深く責めて、人を責めるのをゆるくしていけば、怨みごと（怨んだり怨まれたり）から離れるものだ。」

　

一六　子曰、不曰如之何如之何者、吾末如之何也已矣、

　

子の曰わく、如之何い　か　ん、如之何い　か　んと曰い　わざる者は、吾れ如之何い　か　んともすること末な　きのみ。

　

先生がいわれた、「『どうしようか、どうしようか。』といわないような者は、わたしにもどうしようもないねえ。」

　

一七　子曰、羣居[image: 終]日、言不[image: 及]義、好行小[image: 慧]、難矣哉、

　

子の曰わく、群ぐん居きょして終日、言げん　義に及ばず、好んで小しょう慧けいを行なう。難かたいかな。

　

先生がいわれた、「一日じゅう集まっていて、話が道義のことには及ばず、好んで猿さる知恵をひけらかすというのでは、困ったものだね。」

　

一八　子曰、君子義以爲質、禮以行之、孫以出之、信以[image: 成]之、君子哉、

　

子の曰わく、君子　＊、義以て質と為な　し、礼以てこれを行ない、孫そん以てこれを出い　だし、信以てこれを成す。君子なるかな。

＊君子[image: ──]　『経典釈文』のテクストには二字がなかったようで、それがよい。

　

先生がいわれた、「正義をもとにしながら、礼によって行ない、謙[image: 遜]によって口にあらわし、誠実によってしあげる。君くん子し　だね。」

　

一九　子曰、君子病無能焉、不病人之不己知也、

　

子の曰わく、君子は能のうなきことを病うれう。人の己れを知らざることを病えず。

　

先生がいわれた、「君子は〔自分に〕才能のないことを気にして、人が自分を知ってくれないことなど気にかけない。」

　

二〇　子曰、君子疾沒世而名不[image: 稱]焉、

　

子の曰のたまわく、君子は世よ　を没お　えて名の称せられざることを疾にくむ。

　

先生がいわれた、「君子は生涯を終わってから〔自分の〕名まえのとなえられないことを悩みとする　＊。」

＊今の名声のために気を配るのはよくないが、いつかは真価を認められるようにと自分をみがく。

　

二一　子曰、君子求諸己、小人求諸人、

　

子の曰わく、君子は諸こ　れを己れに求む。小しょう人じんは諸れを人に求む。

　

先生がいわれた、「君子は自分に〔反省して〕求めるが、小しょう人じんは他人に求める　＊。」

＊『大学』＝君子は諸こ　れを己れに有も　ちて而しかる后のちに人に求む。

　

二二　子曰、君子矜而不爭、羣而不黨、

　

子の曰わく、君子は矜きょうにして争わず、群して党とうせず。

　

先生がいわれた、「君子は謹厳だが争わない、大おお勢ぜいといても党派をくまない。」

　

二三　子曰、君子不以言擧人、不以人廢言、

　

子の曰わく、君子は言を以て人を挙げず、人を以て言を廃せず。

　

先生がいわれた、「君子はことばによって（立派なことをいったからといって）人を抜ばっ[image: 擢]てきせず、また人によって（性格が悪いからなどといって）ことばをすてることはしない。」

　

二四　子貢問曰、有一言而可以[image: 終]身行之者乎、子曰、其恕乎、己[image: 所]不欲、勿施於人也、

　

子貢問うて曰い　わく、一言にして以て終しゅう身しんこれを行なうべき者ありや。子の曰のたまわく、其れ恕じょか。己れの欲せざる所、人に施すこと勿な　かれ。

　

子し　貢こうがおたずねしていった、「ひとことだけで一生行なっていけるということがありましょうか。」先生はいわれた、「まあ恕じょ（思いやり）だね。自分の望まないことは人にしむけないことだ。」

　

二五　子曰、吾之於人也、誰毀誰譽、如有[image: 所]譽者、其有[image: 所]試矣、斯民也、三代之[image: 所]以直[image: 道]而行也、

　

子の曰のたまわく、吾れの人に於けるや、誰たれをか毀そしり誰をか誉ほ　めん。如も　し誉ほ　むる所　＊の者あらば、其れ試みる所あり。斯こ　の民や、三代の直ちょく道どうにして行なう所以ゆ え んなり。

＊誉むる所[image: ──]皇本・清本では「所」の字が「可」となっている。

　

先生がいわれた、「わたしは人に対して、だれにでも〔むやみに〕毀そしったりほめたりはしない。もしほめることがあるとすれば、それははっきりためしたうえのことだ。今の人民も〔あの理想的な夏・殷・周〕三代の盛時にまっ直ぐな道に従って行なっていた人々と同じだ。〔軽々しく毀き　誉よ　をはさむことはできない。〕」

　

二六　子曰、吾[image: 猶][image: 及]史之闕文也、有馬者借人乘之、今則[image: 亡]矣夫、

　

子の曰わく、吾れは猶な　お史し　の文を闕か　き、馬ある者は人に借か　してこれに乗らしむるに及べり。今は則ち　　　＊亡な　きかな。

＊則ち[image: ──]通行本にはこの字は無い。

　

先生がいわれた、「記録官が〔慎重で〕疑わしいことは書かずにあけておき、馬を持つ者が人に貸して乗せてやるというのが、まだわたしの若いころにはあった。今ではもうなくなってしまったよ。」

　

二七　子曰、巧言亂德、小不[image: 忍]、則亂大謀、

　

子の曰わく、巧こう言げんは徳を乱みだる。小、忍びざれば、則ち大たい謀ぼうを乱る。

　

先生がいわれた、「ことば上手は徳を害する。小さいことにがまんしないと大計画を害する。」

　

二八　子曰、衆惡之必察焉、衆好之必察焉、

　

子の曰わく、衆これを悪にくむも必らず察さつし、衆これを好むも必らず察す。

　

先生がいわれた、「大おお勢ぜいが憎むときも必らず調べてみるし、大勢が好むときも必らず調べてみる。〔盲もう従じゅうはしない。〕」

　

二九　子曰、人能弘[image: 道]、非[image: 道]弘人也、

　

子の曰のたまわく、人能よ　く道を弘ひろむ。道、人を弘むるに非ず。

　

先生がいわれた、「人間こそ道を広めることができるのだ。道が人間を広めるのではない。」

　

三〇　子曰、[image: 過]而不改、是謂[image: 過]矣、

　

子の曰わく、過あやまちて改めざる、是れを過ちと謂う。

　

先生がいわれた、「過あやまちをしても改めない、これを〔本当の〕過ちというのだ　＊。」

＊学而[image: 篇]第八章（二五ページ）・子張[image: 篇]第八章（三八一ページ）参照。

　

三一　子曰、吾嘗[image: 終]日不[image: 食]、[image: 終]夜不寢、以思、無[image: 益]、不如學也、

　

子の曰わく、吾れ嘗かつて終日食く　らわず、終夜寝い　ねず、以て思う。益えきなし。学ぶに如し　かざるなり。

　

先生がいわれた、「わたしは前に一日じゅう食事もせず、一晩じゅう寝ね　もしないで考えたことがあるが、むだであった。学ぶ　＊ことには及ばないね。」

＊学ぶ[image: ──]書を読み、師に聞くこと。為政[image: 篇]第一五章（四二ページ）参照。

　

三二　子曰、君子謀[image: 道]、不謀[image: 食]、[image: 耕]也餒在其中矣、學也祿在其中矣、君子憂[image: 道]、不憂貧、

　

子の曰わく、君子は道を謀はかりて食を謀らず。耕すも餒う　え其の中うちに在り、学べば禄ろくは其の中に在り。君子は道を憂えて貧しきを憂えず。

　

先生がいわれた、「君くん子し　は道を得ようとつとめるが、食を得ようとはつとめない。〔食を得ようとして〕耕していても飢えることはあるが、〔道を得ようとして〕学んでいれば、俸禄はそこに自然に得られる。君子は道のことを心配するが、貧乏なことは心配しない。」

　

三三　子曰、知[image: 及]之、仁不能守之、雖得之必失之、知[image: 及]之、仁能守之、不莊以[image: 〓]之、則民不敬、知[image: 及]之、仁能守之、莊以[image: 〓]之、動之不以禮、未善也、

　

子の曰わく、知はこれに及べども仁これを守ること能あたわざれば、これを得ると雖ども必らずこれを失う。知はこれに及び仁能よ　くこれを守れども、荘以てこれに[image: 〓]のぞまざれば、則ち民は敬せず。知はこれに及び仁能よ　くこれを守り、荘以てこれに[image: 〓]のぞめども、これを動かすに礼を以てせざれば、未だ善ならざるなり。

　

先生がいわれた、「智は〔人民を治めるのに　＊〕十分であっても、仁徳で守れなければ、たとい〔人民を〕獲得してもきっと手放すようになる。智は〔人民を治めるのに〕十分で、仁徳で守れても、威い　儀ぎ　を正して臨まなければ、人民は敬わない。智は〔人民を治めるのに〕十分で、仁徳でよく守り、威儀を正して臨んでも、〔人民を〕鼓舞するのに礼によるのでなければ、まだ立派ではない。」

＊人民を治めるのに[image: ──]全体の対象を人民のこととみたのは清の毛奇齢の説。古注では位。

　

三四　子曰、君子不可小知、而可大受也、小人不可大受、而可小知也、

　

子の曰のたまわく、君子は小知すべからずして、大受すべし。小しょう人じんは大受すべからずして、小知すべし。

　

先生がいわれた、「君くん子し　は小さい仕事には用いられない　＊が、大きい仕事をまかせられる。小しょう人じんは大きい仕事をまかせられないが、小さい仕事には用いられる。」

＊用いられない[image: ──]　「小知」を小用の意味に解するのは徂徠の説。新注では「小事では知りがたい。」と解する。

　

三五　子曰、民之於仁也、甚於水火、水火吾見蹈而死者矣、未見蹈仁而死者也、

　

子の曰わく、民の仁に於けるや、水火よりも甚だし。水火は吾れ蹈ふ　みて死する者を見る。未だ仁を蹈みて死する者を見ざるなり。

　

先生がいわれた、「人民にとって仁徳が必要なことは、水や火よりも甚だしい。〔それなのに〕水や火には、わたしはふみこんで死ぬ人もみるが、仁にふみこんで死んだ人はまだ見たことがない。」

　

三六　子曰、當仁不讓於師、

　

子の曰わく、仁に当たりては、師にも譲らず。

　

先生がいわれた、「仁徳〔を行なう〕に当たっては、先生にも遠慮はいらない。」

　

三七　子曰、君子貞而不諒、

　

子の曰のたまわく、君子は貞ていにして諒りょうならず。

　

先生がいわれた、「君子は正しいけれども、馬鹿正直　＊ではない。」

＊馬鹿正直[image: ──]　「諒」は信の意味。ここでは善悪を考えずにどこまでもおし通すこと。『孟子』告子下[image: 篇]＝君子の亮まことならざるは、執とらわるるを悪にくめばなり。

　

三八　子曰、事君敬其事而後其[image: 食]、

　

子の曰わく、君に事つかえては、其の事を敬けいして其の食を後あとにす。

　

先生がいわれた、「主君に仕えるには、〔何よりも〕その仕事を慎重にして、俸禄のことはあとまわしにする。」

　

三九　子曰、有[image: 〓]無類、

　

子の曰わく、教えありて類なし。

　

先生がいわれた、「教育〔による違い〕はあるが、〔生まれつきの〕類別はない。〔だれでも教育によって立派になる　＊。〕」

＊陽貨[image: 篇]第二章（三四三ページ）参照。

　

四〇　子曰、[image: 道]不同、不相爲謀、

　

子の曰わく、道同じからざれば、相い為めに謀はからず。

　

先生がいわれた、「志す道が同じでなければ、たがいに相談しあわない。」

　

四一　子曰、辭[image: 達]而已矣、

　

子の曰わく、辞じ　は達するのみ。

　

先生がいわれた、「ことばは〔意味を〕伝えるのが第一だね。」

　

四二　師冕見、[image: 及]階、子曰、階也、[image: 及]席、子曰、席也、皆坐、子[image: 〓]之曰、某在斯、某在斯、師冕出、子張問曰、與師言之[image: 道]與、子曰、然、固相師之[image: 道]也、

　

師し　冕べん見まみゆ。階かいに及べり。子の曰のたまわく、階なり。席に及べり。子の曰わく、席なり。皆な坐す。子これに告げて曰わく、某ぼうは斯ここに在り、某は斯に在り。師冕出い　ず。子張問いて曰い　わく、師と言うの道か。子の曰わく、然しかり。固もとより師を相たすくるの道なり。

　

楽がく師し　の冕べん＊がお会いしに来た。階段まで来ると、先生は「階段です。」といわれ、席まで来ると、先生は「席です。」といわれ、みんなが坐ってしまうと、先生は「だれそれはそこに、だれそれはここに。」といって教えられた。楽師の冕べんが退出すると、子張がおたずねした、「〔あれが〕楽師と語るときの作さ　法ほうでしょうか。」先生はいわれた、「そうだ。もちろん楽師を介かい助じょするときの作法だ。」

＊楽師の冕[image: ──]冕は人名。当時、楽師は盲人であった。


季き　 氏し　 第 十 六

　

一　季氏將伐顓臾、冉有季路見於孔子曰、季氏將有事於顓臾、孔子曰、求、無乃爾是[image: 過]與、夫顓臾、昔者先王以爲東蒙[image: 主]、且在[image: 邦]域之中矣、是社稷之臣也、何以爲伐也、冉有曰、夫子欲之、吾二臣者、皆不欲也、孔子曰、求、[image: 周]任有言、曰、陳力就列、不能者止、危而不持、顚而不扶、則將焉用彼相矣、且爾言[image: 過]矣、虎兕出於柙、龜玉毀於櫝中、是誰之[image: 過]與、冉有曰、今夫顓臾固而[image: 近]於費、今不取、後世必爲子孫憂、孔子曰、求、君子疾夫舍曰欲之而必更爲之辭、丘也聞、有國有家者、不患寡而患不均、不患貧而患不安、蓋均無貧、和無寡、安無傾、夫如是、故[image: 遠]人不[image: 服]、則修文德以來之、[image: 〓]來之則安之、今由與求也、相夫子、[image: 遠]人不[image: 服]、而不能來也、[image: 邦]分[image: 崩]離析而不能守也、而謀動干戈於[image: 邦][image: 〓]、吾[image: 恐]季孫之憂、不在於顓臾、而在蕭牆之[image: 〓]也、

　

季氏、将まさに顓せん臾ゆ　を伐う　たんとす。冉ぜん有ゆう・季路、孔子に見まみえて曰い　わく、季氏、将に顓臾に事あらんとす。孔子の曰のたまわく、求きゅうよ、乃すなわち爾なんじ是れ過あやまてること無からんや。夫れ顓臾は、昔者む か し先王以て東とう蒙もうの主と為な　し、且つ邦域の中に在り。是れ社しゃ稷しょくの臣なり。何を以てか伐つことを為な　さん　＊。冉有が曰い　わく、夫か　の子し　これを欲す。吾れ二臣は皆な欲せざるなり。孔子の曰のたまわく、求きゅうよ、周任に言あり曰い　わく、力を陳の　べて列に就つ　き、能あたわざれば止や　むと。危うくして持じ　せず、顚くつがえって扶たすけずんば、則ち将は　た焉いずくんぞ彼か　の相しょうを用いん。且つ爾なんじの言は過あやまてり。虎こ　兕じ　、柙こうより出い　で、亀き　玉ぎょく、櫝とく中に毀こわるれば、是れ誰の過ちぞや。冉有が曰い　わく、今夫れ顓臾は固くして費ひ　に近し。今取らずんば、後世必らず子孫の憂いと為な　らん。孔子の曰のたまわく、求よ、君子は夫か　のこれを欲すと曰い　うを舎お　いて必らずこれが辞を為な　すことを疾にくむ。丘きゅうや聞く、国を有たもち家を有つ者は寡すくなきを患うれえずして均ひとしからざるを患え、貧しきを患えずして安からざるを患うと。蓋けだし均しければ貧しきこと無く、和すれば寡なきこと無く、安ければ傾くこと無し。夫れ是か　くの如し、故に遠えん人じん服せざれば則ち文徳を修めて以てこれを来たし、既にこれを来たせば則ちこれを安んず。今、由ゆうと求とは夫か　の子し　を相たすけ、遠人服せざれども来たすこと能あたわず、邦くに分崩離り　析せきすれども守ること能わず、而して干かん戈か　を邦内に動かさんことを謀る。吾れ恐る、季孫の憂いは顓臾に在らず　＊して蕭しょう牆しょうの内に在らん　＊ことを。

＊伐つことを為さん[image: ──]　「為伐也」。唐石経・通行本では「伐為」とあって「也」字が無い。皇本はこの本と同じ。

＊に在らず[image: ──]　「在」字の下の「於」字は、『経典釈文』・通行本には無い。漢石経では下句の「在」の下にも「於」の字が有る。

　

〔魯ろ　の〕季き　氏し　が顓せん臾ゆ＊の国を攻め取ろうとしていた。〔季氏に仕えていた〕冉ぜん有ゆうと季き　路ろ　（子路）とが孔子にお目にかかって、「季氏が顓臾に対して事を起こそうとしています。」と申しあげた。孔子はいわれた、「 求 きゅう（冉有）よ。もしやお前がまちがっているのじゃないだろうか。（賛成したりすすめたりしているのではないか。） そもそも顓臾の国は、むかし天子が東とう蒙もうの山の祭りの主宰者と定めていた〔由ゆい緒しょの正しい国がらである〕うえに、〔魯の属国として同じ〕国境の中にあるのだから、これは魯の国譜ふ　代だいの家来だ。どうして攻めたりするのだ。」〔そこで〕冉有が「あの方（季氏）がそうしたいというだけで、わたしたち二人はどちらもしたくないのですよ。」というと、孔子はいわれた、「求よ。〔むかしの立派な記録官であったあの〕周しゅう任にんのことばに『力いっぱい職務にあたり、できないときは辞職する。』というのがあるが、危あぶなくてもささえることをせず、ころんでも助けることをしないというのでは、一体あの助け役　＊も何の必要があろう。それにお前のことばはまちがっている。虎や野の　牛が檻おりから逃げ出したり、亀の甲や宝玉が箱の中でこわれたりしたら、これはだれのあやまちかね　＊。」冉有がいった、「〔しかし先生、〕今あの顓臾は堅固な備えで〔季氏の領地である〕費ひ　の町の近くにおりますから、今のうちに取っておかないと後世にはきっと子孫の心配ごととなりましょう。」孔子はいわれた、「求よ。〔欲ほ　しいくせに〕それを欲しいとははっきりいわないでおいて、何とかそのいいわけをするというようなことを、君くん子し　は憎む。自分の聞くところでは『国を治め家を治める者は、〔人民の〕少ないことを心配しないで〔取り扱いの〕公平でないことを心配し、貧しいことを心配しないで〔人心の〕安定しないことを心配する。』というが、つまり公平であれば貧しいということもなくなり、仲よく和合すれば少ないということもなくなり、安定すれば危険もなくなるものだ。そもそもこういう次第だから、そこで遠方の人が従わないばあいは、〔武ぶ　には頼らないで〕文ぶんの徳を修めてそれをなつけ、なつけてからそれを安定させるのだが、今、由ゆう（子路）と求きゅうとはあの方（季氏）を輔佐していながら、遠方の人が従わないでいるのになつけることもできず、国がばらばらに分かれているのに守ることもできない、それでいて国内で戦争を起こそうと企てている。わたしは恐れるが、季き　孫そんの心配ごとは顓臾にはなくて、〔身近い〕屛へいの内がわにあるだろう　＊。」

＊顓せん臾ゆ　[image: ──]魯に保護されていた小国の名。季〔孫〕氏は魯の公室をおかして自分の領地をひろげていた。

＊あの助け役[image: ──]　「彼相」盲人のための相者（助け役）のこと。そのたとえで、季氏の家臣としての冉有らの怠りを責めている。

＊だれのあやまちかね[image: ──]もちろん番人の責任だが、それと同様に、季氏のする事についてはお前も責任をのがれられないぞと、さきの冉有の責任回避をとがめた。

＊屛の内がわに[image: ……] [image: ──]国内について、公平と和合と安定をつとめるのでなければ、内乱が起こるぞということ。

　

二　孔子曰、天下有[image: 道]、則禮樂征伐自天子出、天下無[image: 道]、則禮樂征伐自諸侯出、自諸侯出、蓋十世希不失矣、自大夫出、五世希不失矣、陪臣執國命、三世希不失矣、天下有[image: 道]、則政不在大夫、天下有[image: 道]、則庶人不議、

　

孔子の曰のたまわく、天下道あれば、則ち礼れい楽がく征伐、天子より出い　ず。天下道なければ、則ち礼楽征伐、諸侯より出ず。諸侯より出ずれば、蓋けだし十世にして失わざること希すくなし。大たい夫ふ　より出ずれば、五世にして失わざること希すくなし。陪ばい臣しん国命を執と　れば、三世にして失わざること希すくなし。天下道あれば、則ち政せいは大夫に在らず。天下道あれば、則ち庶人は議せず。

　

孔子がいわれた、「天下に道のあるときは礼れい楽がくや征伐は天子から起こる。天下に道のないときは礼楽や征伐は諸侯から起こる。諸侯から起こるときは〔そんなことがいつまでも許されるはずはないから、〕およそ十代までで失敗しないものはめったにない。大たい夫ふ　から起こるときは五代までで失敗しないものはめったにない。陪ばい臣しん（大夫の家臣）が国権をとりしきるときは三代までで失敗しないものはめったにない。天下に道があれば政治は大夫の手などに握られることはなく、天下に道があれば平民は政治の批判などしなくなる。」

　

三　孔子曰、祿之去公室五世矣、政[image: 逮]大夫四世矣、故夫三桓之子孫[image: 微]矣、

　

孔子の曰のたまわく、禄ろくの公室を去ること五世なり。政の大夫に逮ぶおよ　＊こと四世なり。故に夫か　の三さん桓かんの子孫は微び　なり。

＊逮ぶ[image: ──]唐石経・通行本では「逮」の下に「於」の字がある。

　

孔子がいわれた、「〔魯では〕爵禄を与える権力が公室を離れてから五代（宣公・成公・襄公・昭公・定公）になるし、政治が大夫の手に移ってから〔季孫子の例では〕四代（季武子・悼とう子し　・平子・桓子）になる。だからあの三さん桓かんの子孫も衰えたのだ　＊。」

＊三桓の子孫も[image: ……] [image: ──]三桓は孟孫・叔孫・季孫の三家のこと。共に魯の桓公から分かれたので三桓ともいった。三家が大夫の身分で国政を握ってから四代になったので、前の章でのべたように当然に衰えるべきときがきたというわけ。

　

四　孔子曰、[image: 益]者三友、損者三友、友直、友諒、友多聞、[image: 益]矣、友便辟、友善柔、友便佞、損矣、

　

孔子の曰わく、益えき者しゃ三友、損者三友。直きを友とし、諒まことを友とし、多聞を友とするは、益なり。便べん辟ぺきを友とし、善柔を友とし、便べん佞ねいを友とするは、損なり。

　

孔子がいわれた、「有益な友だちが三種、有害な友だちが三種。正直な人を友だちにし、誠心の人を友だちにし、もの知りを友だちにするのは、有益だ。体てい裁さいぶったのを友だちにし、うわべだけのへつらいものを友だちにし、口だけたっしゃなのを友だちにするのは、害だ。」

　

五　孔子曰、[image: 益]者三樂、損者三樂、樂[image: 節]禮樂、樂[image: 道]人之善、樂多賢友、[image: 益]矣、樂驕樂、樂佚[image: 遊]、樂宴樂、損矣、

　

孔子の曰わく、益者三さん楽らく＊、損者三楽。礼れい楽がくを節せんことを楽しみ、人の善を道い　うことを楽しみ、賢友多きを楽しむは、益なり。驕きょう楽らくを楽しみ、佚いつ遊ゆうを楽しみ、宴えん楽らくを楽しむは、損なり。

＊三楽[image: ──]　「三さん楽ごう」と読んで、以下の「楽しみ」を「ねがい」と読むのがふつう。

　

孔子がいわれた、「有益な楽しみが三種、有害な楽しみが三種。礼儀と雅楽をおりめ正しく行なうのを楽しみ、人の美点を口にするのを楽しみ、すぐれた友だちの多いのを楽しむのは、有益だ。わがままかってを楽しみ、怠け遊ぶことを楽しみ、酒もりを楽しむのは、害だ。」

　

六　孔子曰、侍於君子有三愆、言未[image: 及]之而言、謂之躁、言[image: 及]之而不言、謂之隱、未見顏色而言、謂之瞽、

　

孔子の曰のたまわく、君子に侍じ　するに三さん愆けんあり。言げん未だこれに及ばずして言う、これを躁そうと謂う。言これに及びて言わざる、これを隠と謂う。未だ顔色を見ずして言う、これを瞽こ　と謂う。

　

孔子がいわれた、「君子のおそばにいて、三種のあやまちがある。まだ言うべきでないのに言うのはがさつと＊　いい、言うべきなのに言わないのは隠すといい、〔君子の〕顔つきも見ないで話すのを盲めしいという。」

＊がさつ[image: ──]　「躁」は「噪」と同じで、さわがしい意味。

　

七　孔子曰、君子有三戒、少之時、血氣未定、戒之在色、[image: 及]其壯也、血氣方剛、戒之在鬭、[image: 及]其老也、血氣[image: 〓][image: 衰]、戒之在得、

　

孔子の曰わく、君子に三さん戒かいあり。少わかき時は血気未だ定まらず、これを戒むること色に在り。其の壮なるに及んでは血気方まさに剛ごうなり、これを戒むること闘とうに在り。其の老いたるに及んでは血気既に衰う、これを戒むること得とくに在り。

　

孔子がいわれた、「君子には三つの戒めがある。若いときは血気がまだ落ちつかないから、戒めは女色にある。壮年になると血気が今や盛んだから、戒めは争いにある。老年になると血気はもう衰えるから、戒めは欲にある。」

　

八　孔子曰、君子有三畏、畏天命、畏大人、畏[image: 聖]人之言、小人不知天命而不畏也、狎大人、侮[image: 聖]人之言、

　

孔子の曰わく、君子に三さん畏い　あり。天命を畏おそれ、大たい人じんを畏れ、聖人の言を畏る。小しょう人じんは天命を知らずして畏れず、大人に狎な　れ、聖人の言を侮あなどる。

　

孔子がいわれた、「君子には三つの畏おそれ（はばかり）がある。天てん命めい＊を畏れ、大たい人じん＊を畏れ、聖人のことばを畏れる。小しょう人じんは天命を知らないで畏れず（わがままにふるまい）、大人になれなれしくし、聖人のことばをばかにする。」

＊天命[image: ──]古注には「順吉や逆凶が天の命。」とあり、運命的な窮極的理法のこと。ただし、新注では「天命とは、天が人や物に与えた正理。」

＊大人[image: ──]有徳の先輩。また高位の人。

　

九　孔子曰、生而知之者、上也、學而知之者、[image: 次]也、困而學之、又其[image: 次]也、困而不學、民斯爲下矣、

　

孔子の曰のたまわく、生まれながらにしてこれを知る者は上かみなり。学びてこれを知る者は次ぎなり。困くるしみてこれを学ぶは又た其の次ぎなり。困みて学ばざる、民斯こ　れを下しもと為な　す。

　

孔子がいわれた、「生まれついてのもの知りは一番上うえだ。学んで知るのはその次ぎだ。ゆきづまって学ぶ人はまたその次ぎだ。ゆきづまっても学ぼうとしないのは、人民でも　＊最も下等だ。」

＊人民でも[image: ──]徂徠の説によると、「そういうのが一般人民で最も下等だ。」

　

一〇　孔子曰、君子有九思、視思明、聽思聰、色思溫、貌思恭、言思忠、事思敬、疑思問、忿思難、見得思義、

　

孔子の曰わく、君子に九思あり。視み　るには明を思い、聴くには聡そうを思い、色には温を思い、貌かたちには恭を思い、言げんには忠を思い、事には敬を思い、疑わしきには問いを思い、忿いかりには難を思い、得う　るを見ては義を思う。

　

孔子がいわれた、「君子には九つの思うことがある。見るときにははっきり見たいと思い、聞くときにはこまかく聞きとりたいと思い、顔つきにはおだやかでありたいと思い、姿にはうやうやしくありたいと思い、ことばには誠実でありたいと思い、仕事には慎重でありたいと思い、疑わしいことには問うことを思い、怒りにはあとのめんどうを思い、利り　得とくを前にしたときは道義を思う。」

　

一一　孔子曰、見善如不[image: 及]、見不善如探湯、吾見其人矣、吾聞其語矣、隱居以求其志、行義以[image: 達]其[image: 道]、吾聞其語矣、未見其人也、

　

孔子の曰のたまわく、善を見ては及ばざるが如くし、不善を見ては湯を探さぐるが如くす。吾れ其の人を見る、吾れ其の語を聞く。隠居して以て其の志しを求め、義を行ないて以て其の道を達す。吾れ其の語を聞く、未だ其の人を見ず。

　

孔子がいわれた、「よいことを見ればとても追いつけないように〔それに向かって努力〕し、よくないことを見れば熱湯に手を入れたように〔急いで離脱〕する。わたしはそういう人を見た。わたしはそうしたことばの伝わるのも聞いた。世せ　間けんからひきこもってその志しをつらぬこうとし、正義を行なってその道を通そうとする。わたしはそうしたことばの伝わるのは聞いた。だが、そういう人はまだ見たことがない。」

　

一二　齊景公有馬千駟、死之日、民無德而[image: 稱]焉、伯夷叔齊[image: 餓]于首陽之下、民到于今[image: 稱]之、其斯之謂與、

　

〔孔子の曰わく、誠に富みを以てせず、亦た祗ただに異い　を以てす　＊。〕斉せいの景公、馬千駟し　あり。死するの日、民徳とくとして称すること無し。伯はく夷い　・叔しゅく斉せい、首陽の下もとに餓う　う。民今に到るまでこれを称す。其れ斯こ　れをこれ謂うか。

＊孔子の曰わく[image: ……] [image: ──]新注の説により、顔淵[image: 篇]第一〇章（二三三ページ）のことばをここに移して読んだ。

　

孔子がいわれた、「詩し　経きょう（小雅・我行其野[image: 篇]）には『まこと富みにはよらず、ただ〔富みとは〕異なるものによる。』とある。斉せいの景公は四頭だての馬車千台を持っていたが、死んだときには、人民はだれもおかげを受けたとほめなかった。伯はく夷い　と叔しゅく斉せいとは首しゅ陽よう山のふもとで飢え死にしたが、人民は今日までもほめている。〔詩のことばは〕まあこういうことをいうのだろうね。」

　

一三　陳亢問於伯魚曰、子亦有異聞乎、對曰、未也、嘗獨立、鯉趨而[image: 過]庭、曰、學詩乎、對曰、未也、曰、不學詩無以言也、鯉[image: 退]而學詩、他日又獨立、鯉趨而[image: 過]庭、曰、學禮乎、對曰、未也、不學禮無以立也、鯉[image: 退]而學禮、聞斯二者、陳亢[image: 退]而喜曰、問一得三、聞詩、聞禮、又聞君子之[image: 遠]其子也、

　

陳ちん亢こう、伯はく魚ぎょに問うて曰い　わく、子し　も亦た異聞ありや。対こたえて曰い　わく、未いまだし。嘗かつて独ひとり立てり。鯉り　趨はしりて庭を過ぐ。曰のたまわく、詩を学びたりや。対えて曰い　わく、未いまだし。詩を学ばずんば、以て言うこと無し。鯉退きて詩を学ぶ。他日又た独り立てり。鯉り　趨はしりて庭を過ぐ。曰のたまわく、礼を学びたりや。対えて曰い　わく、未だし。礼を学ばずんば、以て立つこと無し。鯉退きて礼を学ぶ。斯こ　の二に　者しゃを聞けり。陳亢退きて喜びて曰い　わく、一を問いて三を得たり。詩を聞き、礼を聞き、又た君子の其の子を遠ざくるを聞く。

　

陳ちん亢こう＊が〔孔子の子である〕伯はく魚ぎょにたずねて「あなたはもしや何か変ったことでも教えられましたか。」というと、答えて「いいえ。いつか〔父上が〕ひとりで立っておられたとき、このわたしが小走りで庭を通りますと、『詩を学んだか。』といいましたので、『いいえ。』と答えますと、『詩を学ばなければ立派にものがいえない。』ということで、わたしはひきさがってから詩を学びました。別の日にまたひとりで立っておられたとき、このわたしが小走りで庭を通りますと、『礼を学んだか。』といいましたので、『いいえ。』と答えますと、『礼を学ばなければ安定してやっていけない。』ということで、わたしはひきさがってから礼を学びました。この二つのことを教えられました。」陳亢は退出すると喜んでいった、「一つのことをたずねて三つのことがわかった。詩のことを教えられ、礼のことを教えられ、また君子が自分の子供を近づけない（特別扱いをしない）ということを教えられた。」

＊陳亢[image: ──]学而[image: 篇]第一〇章（二七ページ）の陳子禽のこと。

　

一四　[image: 邦]君之妻、君[image: 稱]之曰夫人、夫人自[image: 稱]曰小童、[image: 邦]人[image: 稱]之曰君夫人、[image: 稱]諸異[image: 邦]曰寡小君、異[image: 邦]人[image: 稱]之亦曰君夫人也、

　

邦ほう君くんの妻、君これを称して夫ふ　人じんと曰い　う。夫人自ら称して小童と曰う。邦人これを称して君くん夫ふ　人じんと曰う。異邦に称して寡か　小君と曰う。異邦の人これを称して亦た君夫人と曰う。

　

国君の妻のことは、国君がよばれるときには夫ふ　人じんといい、夫人が自分でいうときには小しょう童どうといい、その国の人が〔国内で〕よぶときには君くん夫ふ　人じんといい、外国に向かっていうときには寡か　小しょう君くんといい、外国の人がいうときにはやはり君夫人という　＊。」

＊「当時、称号が乱れていたので、孔子が正したのだ。」と古注はいうが、新注では、この類の語が『論語』に入っている意味はよく分からない、としている。

　

論語 卷第八 終


    
      
      論語 卷第九

    

  
陽よう 貨か　 第 十 七

　

一　陽貨欲見孔子、孔子不見、歸孔子豚、孔子時其[image: 亡]也、而[image: 往]拜之、[image: 遇]諸塗、謂孔子曰、來、予與爾言、曰、懷其寶而[image: 迷]其[image: 邦]、可謂仁乎、曰、不可、好從事而[image: 亟]失時、可謂知乎、曰、不可、日月[image: 逝]矣、[image: 〓]不我與、孔子曰、諾、吾將仕矣、

　

陽よう貨か　、孔子を見んと欲す。孔子見まみえず。孔子に豚を帰おくる。孔子其の亡な　きを時として往きてこれを拝す。塗みちに遇あ　う。孔子に謂いて曰い　わく、来たれ。予わ　れ爾なんじと言わん。曰い　わく、其の宝を懐いだきて其の邦くにを迷わす、仁と謂うべきか。曰い　わく　＊、不ふ　可か　なり。事に従うを好みて[image: 亟]〻しばしば時を失う、知と謂うべきか。曰い　わく　＊、不可なり。日月逝ゆ　く、歳とし我れと与ともならず。孔子の曰のたまわく、諾だく。吾れ将まさに仕えんとす。

＊曰い　わく[image: ──]不可なりを孔子の返答とするのがふつう。ここでは陽貨の自問自答とみる。

　

陽よう貨か＊が孔子に会あ　いたいと思ったが、孔子は会われなかった。そこで孔子に豚を贈った。〔留る　守す　中に贈って、お礼のあいさつに来るのをつかまえようとしたのである　＊。〕孔子は陽貨の留守を見はからって　＊、出かけていってあいさつされたが、途中で出あってしまった。孔子に向かっていうには、「さあ、わしはあなたと話をしたい。一体、宝を胸にいだきながら国を乱れたままにしておいて、仁といえますか。もちろんいえない。政治をすることが好きなのにたびたびその機会を逃がしていて、智といえますか。もちろんいえない。月つき日ひ　はすぎてゆくし、年は待ってはくれません。〔早くわしに仕えなさい。〕」孔子はいわれた、「はい、わたしもいまに御奉公しましょう　＊。」

＊陽貨[image: ──]季孫氏の家臣、陽虎のこと。主家をおさえて魯の国政を握ったが、のちに失脚した。

＊大夫が士に贈り物をすると、士は大夫の家に出むいてあいさつしなければならなかった。『孟子』滕文公下[image: 篇]にもこのことが見える。

＊見はからって[image: ──]　「時」の字は伺の意味。「時うかがいて」と読んでよい。『孟子』で[image: 〓]かんとあるのも同じ。

＊御奉公しましょう[image: ──]陽貨に仕えるというのでなく、もともと嫌いな人物だから、さからわない自然な答えで受け流した。

　

二　子曰、性相[image: 近]也、[image: 習]相[image: 遠]也、

　

子の曰のたまわく、性、相あ　い近し。習えば、相い遠し。

　

先生がいわれた、「生まれつきは似かよっているが、しつけ（習慣や教養）でへだたる。」

　

三　子曰、唯上知與下愚不移、

　

子の曰わく、唯た　だ上じよう知ち　と下げ　愚ぐ　とは移らず。

　

先生がいわれた、「〔だれでも習いによって善くも悪くもなるものだが、〕ただとびきりの賢い者とどん尻の愚か者とは変らない。」

　

四　子之武城、聞絃歌之聲、夫子莞爾而笑曰、[image: 割]雞焉用牛刀、子游對曰、昔者偃也、聞諸夫子、曰、君子學[image: 道]則愛人、小人學[image: 道]則易使也、子曰、二三子、偃之言是也、[image: 前]言戲之耳、

　

子、武城に之ゆ　きて絃げん歌か　の声を聞く。夫ふう子し　莞かん爾じ　として笑いて曰のたまわく、鶏にわとりを割さ　くに焉いずくんぞ牛刀を用いん。子游対こたえて曰い　わく、昔者む か し偃えんや諸こ　れを夫子に聞けり、曰のたまわく、君子道を学べば則ち人を愛し、小人しょうじん道を学べば則ち使い易やすしと。子の曰のたまわく、二に　三さん子し　よ、偃の言げん是ぜ　なり。前言はこれに戯たわむれしのみ。

　

先生が武城　＊の町に行かれたとき、〔儀礼と雅が　楽がくを講習する〕琴の音ね　と歌声とを聞かれた。〔儀礼と雅楽は国家を治めるための方法であったから、こんな小さい町におおげさ過ぎるというわけで、〕先生はにっこり笑うと、「鶏をさくのに牛切り[image: 〓]ぼう丁ちょうがどうして要い　るのかな。」といわれた。子游はお答えした、「前に偃えん（このわたくし）は先生からお聞きしました、君子（為政者）が道（儀礼と雅楽）を学ぶと人を愛するようになり、小しょう人じん（被治者）が道を学ぶと使いやすくなるということです。〔どんな人でも道を学ぶべきではありませんか。〕」先生はいわれた、「諸君、偃のことばが正しい。さっき言ったのはからかっただけだ。」

＊武城[image: ──]魯の国に属する小さい町、子游がその宰（とりしまり）であった。雍也[image: 篇]第一四章（一一四ページ）参照。

　

五　公山不擾以費[image: 畔]、召、子欲[image: 往]、子路不[image: 説]曰末之也已、何必公山氏之之也、子曰、夫召我者、而豈徒哉、如有用我者、吾其爲東[image: 周]乎、

　

公こう山ざん不ふ　擾じょう＊、費を以て畔そむく。召まねく。子往かんと欲す。子路説よろこばずして曰い　わく、之ゆ　くこと末な　きのみ。何ぞ必らずしも公山氏にこれ之かん。子の曰のたまわく、夫そ　れ我れを召く者にして、豈あ　に徒ただならんや。如も　し我れを用うる者あらば、吾れは其れ東周を為な　さんか。

＊不擾[image: ──]唐石経・通行本では「弗ふつ擾じょう」とあり、『史記』では「不狃」とある。公山氏の名。

　

公こう山ざん不ふ　擾じょうが費の町に拠よ　って[image: 叛]そむいたとき　＊、先生をお招きした。先生は行こうとされた。子路はおもしろくなくて「おいでになることもないでしょう。どうして公山氏などのところへ行かれるのです。」というと、先生はいわれた、「ああしてわたくしを呼ぶからには、まさか形だけでもなかろう。もしだれかわたくしを用いてくれる人がいるなら、わたしはまあ東の周を興こすのだがね　＊。」

＊公山不擾が[image: ……] [image: ──]公山氏は季氏の家臣。陽虎の反乱のあと季氏に[image: 叛]いた。孔子の五十一、二歳ごろのことという。

＊東の周を[image: ……] [image: ──]孔子の理想とした周の盛時を東方の魯で再興しようという意味。

　

六　子張問仁於孔子、孔子曰、能行五者於天下爲仁矣、[image: 請]問之、曰、恭寬信敏惠、恭則不侮、寬則得衆、信則人任焉、敏則有功、惠則足以使人、

　

子張、仁を孔子に問う。孔子の曰のたまわく、能く五つの者を天下に行なうを仁と為な　す。これを請こ　い問う。曰のたまわく、恭寛信敏恵なり。恭なれば則ち侮られず、寛なれば則ち衆を得、信なれば則ち人任じ、敏なれば則ち功あり、恵なれば則ち以て人を使うに足る。

　

子張が仁のことを孔子におたずねした。孔子はいわれた、「五つのことを世界じゅうに行なうことができたら、仁といえるね。」進んでさらにおたずねすると、「恭うやうやしいことと寛おおらかなことと信まことのあることと機敏なことと恵み深いこととだ。恭うやうやしければ侮られず、寛おおらかであれば人望が得られ、信まことがあれば人から頼りにされ、機敏であれば仕事ができ、恵み深ければうまく人が使えるものだ。」

　

七　[image: 〓]肸召、子欲[image: 往]、子路曰、昔者由也聞諸夫子、曰、親於其身爲不善者、君子不入也、[image: 〓]肸以中牟[image: 畔]、子之[image: 往]也如之何、子曰、然、有是言也、曰不曰堅乎、[image: 磨]而不磷、不曰白乎、涅而不緇、吾豈匏瓜也哉、焉能繫而不[image: 食]、

　

[image: 〓]ひつ肸きつ＊、召まねく。子往かんと欲す。子路が曰い　わく、昔者む か し由ゆうや諸こ　れを夫子に聞けり、曰のたまわく、親みずから其の身に於いて不善を為す者は、君子は入い　らざるなりと。[image: 〓]肸　＊、中ちゅう牟ぼうを以て畔そむく。子の往くや、これを如何い か ん。子の曰のたまわく、然り、是こ　の言有るなり　＊。堅しと曰い　わざらんや、磨ま　すれども磷うすろがず。白しと曰い　わざらんや、涅でっすれども緇くろまず。吾れ豈あ　に匏ほう瓜か　ならんや。焉いずくんぞ能く繫かかりて食らわれざらん。

＊[image: 〓]肸[image: ──]唐石経・通行本では「[image: 〓]」は「仏」とある。

＊然り、是の言[image: ……] [image: ──]下文の皇本・清本の「曰」字を生かして読むと、「然れども、是こ　の（以下のような）言も有り、曰わく、」というようにも読める。

　

[image: 〓]ひつ肸きつ＊がお招きしたので、先生は行こうとされた。子路は〔それをおとめして〕「前に由ゆう（このわたくし）は先生からお聞きしました、われとわが身で善くないことをする者には、君子は仲なか間ま　入りしないということです。[image: 〓]ひつ肸きつは中ちゅう牟ぼうの町に拠よ　って[image: 叛]そむいておりますのに、先生が行かれるというのは、いかがなものでしょう。」先生はいわれた、「そう、そういうことを言ったね。だが、『堅いといわずにおれようか、研と　いでも薄くならないものは。白いといわずにおれようか、黒土にまぶしても黒くならないものは。』〔という[image: 諺]のように、悪いものにも染まらないことだってできる。それに〕まさかわたしは苦にが瓜うりでもあるまい。ぶらさがったままでいて人に食べられもせずにおれようか。〔用いてくれる人さえあれば用いられたいものだ。〕」

＊[image: 〓]肸─晋の大夫の范氏の家宰として中ちゅう牟ぼうの町（今の河北省南西部の町─異説あり）をとりしまっていたが、孔子の六十三歳の時に謀[image: 叛]したという（劉宝楠の説）。

　

八　子曰、由女聞六言六[image: 蔽]矣乎、對曰、未也、居、吾語女、好仁不好學、其[image: 蔽]也愚、好知不好學、其[image: 蔽]也蕩、好信不好學、其[image: 蔽]也[image: 賊]、好直不好學、其[image: 蔽]也絞、好勇不好學、其[image: 蔽]也亂、好剛不好學、其[image: 蔽]也狂、

　

子の曰のたまわく、由よ　＊、女なんじ六言の六[image: 蔽]へいを聞けるか。対こたえて曰い　わく、未いまだし。居れ、吾れ女なんじに語つ　げん。仁を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や愚。知を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や蕩とう。信を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や賊。直を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や絞こう。勇を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や乱。剛を好みて学を好まざれば、其の[image: 蔽]や狂。

＊由よ[image: ──]　「由」の下、唐石経・通行本では「也」字がある。

　

先生がいわれた、「由ゆうよ、お前は六つの善言についての六つの害を聞いたことがあるか。」お答えして「まだありません。」というと、「お坐り、わたしがお前に話してあげよう。仁愛を好んでも学問を好まないと、その害として〔情におぼれて〕愚かになる。知識を好んでも学問を好まないと、その害として〔高遠に走って〕とりとめがなくなる。信義を好んでも学問を好まないと、その害として〔かたくなになって〕人をそこなうことになる。まっ直ぐなのを好んでも学問を好まないと、その害としてきゅうくつになる。勇気を好んでも学問を好まないと、その害として乱暴になる。剛ごう強きょうを好んでも学問を好まないと、その害として自分かってなでたらめになる。〔仁智などの六徳はよいが、学問によってその実行の標準を知らねばならない　＊。〕」

＊泰伯[image: 篇]第二章前半（一五一ページ）に似たことばがあり、ここでの「学」が「礼」になっている。

　

九　子曰、小子、何莫學夫詩、詩可以興、可以觀、可以群、可以怨、邇之事父、[image: 遠]之事君、多識於鳥獸草木之名、

　

子の曰のたまわく、小しょう子し　、何ぞ夫か　の詩を学ぶこと莫な　きや。詩は以て興お　こすべく、以て観るべく、以て群すべく、以て怨むべし。邇ちかくは父に事つかえ、遠くは君に事え、多く鳥獣草木の名を識し　る。

　

先生がいわれた、「お前たち、どうしてあの詩というものを学ばないのだ。詩は心をふるいたたせるし、ものごとを観察させるし、人々といっしょに仲よく居らせるし、怨みごともうまくいわせるものだ。近いところでは父にお仕えし、遠いところでは君にお仕えする〔こともできるそのうえに〕、鳥獣草木の名まえもたくさん覚えられる。」

　

一〇　子謂伯魚曰、女爲[image: 周]南召南矣乎、人而不爲[image: 周]南召南、其[image: 猶]正牆面而立也與、

　

子、伯はく魚ぎょに謂い　いて曰のたまわく、女なんじ周南・召南を為まなびたるか。人にして周南・召南を為まなばずんば、其れ猶な　お正しく牆かきに面して立つがごときか。

　

先生が伯はく魚ぎょ＊に向かっていわれた、「お前は周しゅう南なんと召しょう南なんの詩　＊を修めたか。人として周南と召南の詩を修めなければ、まあちょうど塀へいをまん前にして立っているようなものだな。〔何も見えないし、一歩も前進できない。〕」

＊伯魚[image: ──]孔子の子、鯉り　のこと。

＊周南と召南の詩[image: ──]　『詩経』の国　風くにぶりうたの最初の二地方の歌。周公と召公の徳化による道徳的なものとされる。

　

一一　子曰、禮云禮云、玉帛云乎哉、樂云樂云、鐘鼓云乎哉、

　

子の曰わく、礼と云い　い礼と云うも、玉ぎょく帛はくを云わんや。楽がくと云い楽と云うも、鐘しょう鼓こ　を云わんや。

　

先生がいわれた、「礼だ礼だといっても、玉ぎょくや絹布のことであろうか。楽がくだ楽がくだといっても、鐘かねや太鼓のことであろうか。〔儀礼や雅楽は形式よりもその精神こそが大切だ。〕」

　

一二　子曰、色厲而[image: 〓]荏、譬諸小人、其[image: 猶][image: 穿]窬之盜也與、

　

子の曰のたまわく、色厲はげしくして内荏やわらかなるは、諸こ　れを小しょう人じんに譬たとうれば、其れ猶な　お[image: 穿]せん窬ゆ　の盗とうのごときか。

　

先生がいわれた、「顔つきはいかめしくしているが内心はぐにゃぐにゃというのは、それを下々しもじもの者でいうなら、まあちょうど忍びこみのこそ泥　＊のようなものだろうかね。〔うわべをとりつくろって人に見すかされるのを恐れている。〕」

＊忍びこみの[image: ……] [image: ──]　「[image: 穿]せん」は壁をくぐりぬけること。「窬ゆ　」は塀へいをのりこえることで、そうしたこそ泥。

　

一三　子曰、[image: 郷]原德之[image: 賊]也、

　

子の曰わく、郷きょう原げんは徳の賊なり。

　

先生がいわれた、「村で善い人といわれるもの　＊は、〔いかにも道徳家に見えるから、かえって〕徳をそこなうものだ。」

＊村で善い人[image: ……] [image: ──]　「郷原」 は「郷愿」 と同じで、愿は善の意味。『孟子』尽心下[image: 篇]の万章問章に詳しい説明があり、これという欠点もないかわりにまた何の取りえもない八方美人のこと。

　

一四　子曰、[image: 道]聽而塗[image: 説]、德之棄也、

　

子の曰わく、道に聴き　きて塗みちに説くは、徳をこれ棄す　つるなり。

　

先生がいわれた、「道ばたで聞いてそのまま道で話しておわりというのは、〔よく考えて身につけようとしないのだから、〕徳を棄てるものだ。」

　

一五　子曰、鄙夫可與事君也與哉、其未得之也、患得之、[image: 〓]得之、患失之、苟患失之、無[image: 所]不至矣、

　

子の曰わく、鄙ひ　夫ふ　は与にとも　＊君に事つかうべけんや。其の未だこれを得ざれば、これを得んことを患うれえ、既すでにこれを得れば、これを失わんことを患う。苟いやしくもこれを失わんことを患うれば、至らざる所なし。

＊与に[image: ──]王引之は「与」を「以」と同じに読む。読み下しでは「与もつて」。あるいは読まなくてよい。

　

先生がいわれた、「つまらない男には君にお仕えすることなどできないだろうね。彼が〔目ざす禄ろく位い　を〕手に入れないうちは手に入れようと気にかけるし、手に入れてしまうと失うことを心配する。もし失うことを心配するとなれば、〔その保全のためには〕どんなことでもやりかねないよ。」

　

一六　子曰、古者民有三疾、今也或是之[image: 亡]也、古之狂也肆、今之狂也蕩、古之矜也[image: 〓]、今之矜也忿戾、古之愚也直、今之愚也詐而已矣、

　

子の曰のたまわく、古者いにしえ、民に三疾しつあり。今や或るいは是れ亡な　きなり。古いにしえの狂や肆し　、今の狂や蕩とう。古えの矜きょうや廉れん、今の矜や忿ふん戻れい。古えの愚や直、今の愚や詐さ　のみ。

　

先生がいわれた、「昔は人民に三つの病[image: 蔽]というのがあったが、今ではどうやらそれさえだめになった。昔の狂きょう（心が遠大に過ぎる）というのはのびのびおおようであったが、今の狂というのは気まましほうだいである。昔の矜きょう（謹厳できちょうめん過ぎる）というのは折りめ正しいのであったが、今の矜というのは怒って争う。昔の愚というのは正直だったが、今の愚というのはごまかすばかりだ。」

　

一七　子曰、巧言令色、鮮矣仁、

　

子の曰わく、巧こう言げん令れい色しょく、鮮すくなし仁　＊。

＊学而[image: 篇]第三章重出（二一ページ）。

　

先生がいわれた、「ことば上手の顔よしでは、ほとんど無いものだよ、仁の徳は。」

　

一八　子曰、惡紫之奪朱也、惡[image: 鄭]聲之亂雅樂也、惡利口之[image: 覆][image: 邦]家、

　

子の曰わく、紫の朱を奪うを悪にくむ。[image: 鄭]てい声せいの雅楽を乱るを悪む。利口の邦家を覆くつがえすを悪む　＊。

＊唐石経・通行本では最後に「者」の字がある。「也」と同義。

　

先生がいわれた、「〔間かん色しょくである〕紫が〔正色である〕赤を圧倒するのが憎い。[image: 鄭]ていの国の〔みだらな〕音曲が〔正統な〕雅が　楽がくを乱すのが憎い。口だっしゃなものが国家をひっくりかえすのが憎い。」

　

一九　子曰、予欲無言、子貢曰、子如不言、則小子何[image: 述]焉、子曰、天何言哉、四時行焉、百物生焉、天何言哉、

　

子の曰のたまわく、予わ　れ言うこと無からんと欲す。子貢が曰い　わく、子如も　し言わずんば、則ち小しょう子し　何をか述べん。子の曰のたまわく、天何をか言うや。四時　行なわれ、百物　生ず。天何をか言うや。

　

先生が「わしはもう何も言うまいと思う。」といわれた。子し　貢こうが「先生がもし何も言われなければ、わたくしども門人は何を受け伝えましょう。〔どうかお話をして下さい。〕」というと、先生はいわれた、「天は何か言うだろうか。四季はめぐっているし、万物も生長している。天は何か言うだろうか。〔何も言わなくても、教えはある。ことばだけを頼りにしてはいけない。〕」

　

二〇　孺悲欲見孔子、孔子辭之以疾、將命者出[image: 〓]、取瑟而歌、使之聞之、

　

孺じゅ悲ひ　、孔子に見まみえんと欲す。孔子辞するに疾やまいを以てす。命めいを将おこなう者、戸を出い　ず。瑟しつを取りて歌い、これをして聞かしむ。

　

孺じゅ悲ひ＊が孔子にお会いしたいといってきたが、孔子は病気だといってことわられた。取りつぎの者が戸と　口ぐちを出ていくと、〔先生は〕瑟しつをとって歌って、聞こえるようにされた。〔仮け　病びょうだと知らせて孺悲の反省をうながしたのである　＊。〕

＊孺悲[image: ──]　『礼記』雑記下[image: 篇]に、哀公の命をうけて、孔子から士の喪礼を学んだとある魯の人物。しかし『史記』の弟子伝にはこの名はない。

＊孺悲が紹介者もなしにいきなり訪ねてきたからだという説もあるが、要するに何かの落ちどがあったのだろうというだけで、よく分からない。

　

二一　宰我問、三年之喪期已久矣、君子三年不爲禮、禮必壞、三年不爲樂、樂必[image: 崩]、舊穀[image: 〓]沒、新穀[image: 〓]升、鑽燧改火、期可已矣、子曰、[image: 食]夫稻、衣夫錦、於女安乎、曰、安、女安則爲之、夫君子之居喪、[image: 食]旨不甘、聞樂不樂、居處不安、故不爲也、今女安則爲之、宰我出、子曰、予之不仁也、子生三年、然後免於父母之懷、夫三年之喪、天下之[image: 通]喪也、予也有三年之愛於其父母乎、

　

宰さい我が　問う、三年の喪も　は期き　にして已にすで　＊久し。君子三年礼を為な　さずんば、礼必らず壊やぶれん。三年楽がくを為さずんば、楽必らず崩くずれん。旧穀既すでに没つ　きて新穀既に升みのる、燧すいを鑽き　りて火を改む。期にして已や　むべし。子の曰のたまわく、夫か　の稲を食く　らい、夫の錦を衣き　る、女なんじに於いて安きか。曰い　わく、安し。女なんじ安くんば則ちこれを為な　せ。夫そ　れ君子の喪も　に居る、旨うまきを食らうも甘からず、楽がくを聞くも楽しからず、居きょ処しょ安からず、故に為さざるなり。今女なんじ安くんば則ちこれを為せ。宰我出い　ず。子の曰のたまわく、予よ　の不仁なるや。子こ　生まれて三年、然る後に父母の懐ふところを免まぬがる。夫れ三年の喪も　は天下の通つう喪そうなり。予よ　や、其の父母に三年の愛あらんか　＊。

＊期にして已に[image: ──]　「期」の字、『経典釈文』で或る本には「其」とあるという。それに従えば「其れ已はなはだ久し。」

＊あらんか[image: ──]漢石経には章末の「乎」字が無く、それに従えば「あり。」と断定になる。なお、この句の解釈には、反語に読んで宰我の愛がないと解する他、異説が少なくない。

　

宰さい我が　が「三年の喪も＊は、まる一年でも十分の長さです。君子が三年も礼を修めなければ、礼はきっとすたれましょう。三年も楽がくを修めなければ、楽はきっとだめになりましょう。古い穀物が無くなって新しい穀物が実り、火取りの木をこすって火を作りかえる　＊〔というように、一年ごとにひとめぐりですから〕、まる一年でやめてもいいでしょう。」とおたずねした。先生が「〔親が死んでから三年たたないのに〕あの米を食べあの錦にしきを着るということが、お前にとって何ともないのか。」といわれると、「何ともありません。」と答えた。「お前が何ともないのならそうしなさい。一体、君子が喪も　に服しているときというのは、うまいものを食べてもうまくないし、音楽を聞いても楽しくないし、住居す ま いに居ても落ちつかない、だからそうしないのだ。だが、お前が何ともないのならそうしなさい。」宰我が退出すると、先生はいわれた、「予よ　（宰我）の不ふ　仁じん＊なことよ。子どもは生まれると三年たってやっと父母の懐ふところから離れる。あの三年の喪も　というのは〔それを考え合わせて定めたもので、〕世界じゅうのだれもが行なう喪も　である。予よ　にしても、その父母から三年の愛を受けたであろうに。」

＊三年の喪[image: ──]親が死んで二十五か月（王粛説）あるいは二十七か月（[image: 鄭]玄説）、つまり足かけ三年、喪も　に服すること。一切の公務を退いて平常とは違った衣食住（礼の規定がある）で生活する。

＊火取りの木を[image: ……] [image: ──]堅い木をこすって火をきり出すのであるが、その木の種類が四季によって変えられ、それが一年でひとめぐりする習俗であった。

＊不仁[image: ──]仁は愛情を主とした徳。親を思う情に欠けるので不仁といった。

　

二二　子曰、[image: 飽][image: 食][image: 終]日、無[image: 所]用心、難矣哉、不有[image: 〓]奕者乎、爲之[image: 猶]賢乎已、

　

子の曰のたまわく、飽あ　くまで食らいて日を終え、心を用うる所なし、難かたいかな。博はく奕えきなる者あらずや。これを為な　すは猶な　お已や　むに賢まされり。

　

先生がいわれた、「一日じゅう腹いっぱいに食べるだけで、何事にも心を働かせない、困ったことだね。さいころ遊びや碁ご　・将しょう棋ぎ　というのがあるだろう。〔あんな遊びでも〕それをするのは何もしないよりはまだましだ。」

　

二三　子路曰、君子[image: 〓]勇乎、子曰、君子義以爲上、君子有勇而無義爲亂、小人有勇而無義爲盜、

　

子路が曰い　わく、君子、勇を尚とうとぶか。子の曰のたまわく、君子、義以て上かみと為な　す。君子、勇ありて義なければ乱を為す。小しょう人じん、勇ありて義なければ盗を為す。

　

子路がいった、「君子は勇を貴びますか。」先生はいわれた、「君子は正義を第一にする。上かみに立つ者　＊が勇敢であっても正義がなければ乱を起こすし、下々しもじもの者　＊が勇敢であっても正義がなければ盗みをはたらく。」

＊上に立つ者・下々の者[image: ──]　「君子・小人」はここでは在位者と被治者とをさす。

　

二四　子貢問曰、君子亦有惡乎、子曰、有惡、惡[image: 稱]人之惡者、惡居下流而訕上者、惡勇而無禮者、惡果敢而窒者、曰、賜也亦有惡乎、惡徼以爲知者、惡不孫以爲勇者、惡訐以爲直者、

　

子貢問いて曰い　わく、君子も亦たま　　＊悪にくむこと有りや。子の曰のたまわく、悪にくむこと有り。人の悪を称する者を悪にくむ。下しもに居て　　　＊上かみを訕そしる者を悪む。勇にして礼なき者を悪む。果か　敢かんにして窒ふさがる者を悪む。曰のたまわく、賜し　や亦た悪むこと有りや　＊。徼かすめて　＊以て知と為す者を悪む。不ふ　孫そんにして以て勇と為す者を悪む。訐あばきて以て直と為す者を悪む。

＊亦た[image: ──]漢石経にはこの字は無い。

＊下に居て[image: ──]　「下流」の流の字は漢石経に無く、それがよい。

＊有りや[image: ──]　「乎」の字、皇本・清本は「也」とあり、「曰」以下を子貢のことばとみる。

＊徼めて[image: ──]　「徼」の字、新注は伺察なりといい、「うかがう」と読む。今、古注による。

　

子貢がおたずねしていった、「君子でもやはり憎むことがありましょうか。」先生はいわれた、「憎むことがある。他人の悪いところを言いたてる者を憎み、下位に居りながら上かみの人をけなす者を憎み、勇ましいばかりで礼儀のない者を憎み、きっぱりしているが道理わ　けの分からない者を憎む。」「　＊賜し　（子貢）よ、お前にも憎むことがあるか。」「〔他人の意を〕かすめ取ってそれを智だとしている者を憎みますし、傲ごう慢まんでいてそれを勇だとしている者を憎みますし、〔他人の隠しごとを〕あばきたててそれをまっ直ぐなことだとしている者を憎みます。」

＊皇おう侃がんらの説によって、ここから子貢のことばとみると、「賜（わたくしめ）にもまた憎むことがあります。」となって、下につづく。

　

二五　子曰、唯女子與小人、爲難養也、[image: 近]之則不孫、[image: 遠]之則怨、

　

子の曰のたまわく、唯た　だ女子と小しょう人じんとは養ない難がたしと為す。これを近づくれば則ち不ふ　孫そんなり。これを遠ざくれば則ち怨む。

　

先生がいわれた、「女と下々しもじもの者とだけは扱いにくいものだ。近づけると無ぶ　遠えん慮りょになり、遠ざけると怨む。」

　

二六　子曰、年四十而見惡焉、其[image: 終]也已、

　

子の曰わく、年四十にして悪にくまるるは、其れ終わらんのみ。

　

先生がいわれた、「年が四十になって　＊も憎まれるのでは、まあおしまいだろうね。」

＊四十になって[image: ──]　「四十にして惑まどわず。」（三五ページ）で、人格の定まるとき。


[image: 微]び　 子し　 第 十 八

　

一　[image: 微]子去之、箕子爲之奴、比干諫而死、孔子曰、殷有三仁焉、

　

微び　子し　はこれを去り、箕き　子し　はこれが奴ど　と為な　り、比ひ　干かんは諫いさめて死す。孔子の曰のたまわく、殷いんに三仁あり。

　

〔殷いん王朝の末に紂ちゅう王が乱暴であったので、〕微び　子し＊は逃げ去り、箕き　子し＊は〔狂人のまねをして〕奴ど　隷れいとなり、比ひ　干かん＊は諫めて殺された。孔子はいわれた、「殷には三人の仁の人がいた。〔しわざは違うけれども、みな国を憂え民を愛する至誠の人であった。〕」

＊微子[image: ──]紂の腹違いの兄。微に封ぜられた子爵。周になってから宋に封ぜられて殷の祖先の祭りをつづけた。

＊箕子[image: ──]紂の叔父。箕に封ぜられた子爵。

＊比干[image: ──]紂の叔父。紂によって心臓をえぐり取られた。

　

二　柳下惠爲士師、三黜、人曰、子未可以去乎、曰、直[image: 道]而事人、焉[image: 往]而不三黜、枉[image: 道]而事人、何必去父母之[image: 邦]、

　

柳りゅう下か　恵けい、士し　師し　と為り、三たび黜しりぞけらる。人の曰い　わく、子し　未だ以て去るべからざるか。曰い　わく、道を直なおくして人に事つかうれば、焉いずくに往くとして三たび黜けられざらん。道を枉ま　げて人に事うれば、何ぞ必らずしも父母の邦くにを去らん。

　

柳りゅう下か　恵けい＊は士し　師し　（罪人を扱う官）になったが、三度も退けられた。ある人が「あなたそれでもなお他国へ行けないのですか。」というと、答えた、「まっ直ぐに道を通して人に仕えようとしたら、どこへ行っても三度は退けられます。〔退けられまいとして〕道をまげて人に仕えるくらいなら、何も父母の国を去る必要もないでしょう。」

＊柳下恵[image: ──]魯の賢大夫。衛霊公[image: 篇]第一四章（三一一ページ）参照。

　

三　齊景公待孔子曰、若季氏則吾不能、以季孟之間待之、曰、吾老矣、不能用也、孔子行、

　

斉せいの景公、孔子を待つに曰い　わく、季き　氏し　の若ごときは則ち吾れ能あたわず。季孟の間を以てこれを待たん。曰い　わく、吾れ老いたり、用うること能わざるなり。孔子行さ　る。

　

斉せいの景公が孔子を待遇するについて、「〔魯ろ　の上じょう[image: 卿]けいである〕季き　氏し　のようには、できないが、季氏と〔下か　[image: 卿]けいの〕孟もう氏し　との中間ぐらいで待遇しよう。」といったが、〔やがてまた〕「わたしも年をとった。用いることはできない。」といった。孔子は〔斉から〕旅立たれた　＊。

＊『史記』は孔子四十歳ごろのこととするが、もっと後年のこととみられる。

　

四　齊人歸女樂、季桓子受之、三日不[image: 朝]、孔子行、

　

斉せい人ひと、女じょ楽がくを帰おくる。季き　桓かん子し　これを受く。三日朝ちょうせず。孔子行さ　る。

　

斉せいの人が女優の歌舞団を〔魯に〕贈ってきた。季き　桓かん子し　はそれを受けて三日も朝廷に出なかった。孔子は〔魯の政治に失望して〕旅立たれた　＊。

＊魯の定公十三年、孔子五十六歳のときのこと。孔子が魯の政界に活躍してその国力がのびたので、斉の国ではそれを妨害するために女じょ楽がくを送りこんだ。

　

五　楚狂接輿歌而[image: 過]孔子、曰、鳳兮鳳兮、何德之[image: 衰]也、[image: 往]者不可諫也、來者[image: 猶]可[image: 追]也、已而已而、今之從政者殆而、孔子下欲與之言、趨而辟之、不得與之言、

　

楚そ　の狂きょう接せつ輿よ　、歌いて孔子を過ぐ　＊、曰い　わく、鳳ほうよ鳳よ、何ぞ　＊徳の衰えたる。往く者は諫むべからず、来たる者は猶な　お追うべし。已や　みなん已みなん。今の政せいに従う者は殆あやうし。孔子下お　りてこれと言わんと欲す。趨はしりてこれを辟さ　く。これと言うことを得ず。

＊孔子を過ぐ[image: ──]清本は「孔子」の下に「之門」の二字がある。道で行き違ったのと、家の前を通ったのとの違いがある。

＊何ぞ[image: ──]漢石経では「何而」とあり、「いかんぞ」と読む。

　

楚そ　のもの狂ぐるいの接せつ輿よ＊が歌いながら孔子のそばを通りすぎた、「鳳ほう＊よ鳳よ、何と徳の衰えたことよ。過ぎたことは諫めてもむだだが、これからのことはまだまにあう。やめなさい、やめなさい、今の世に政治に与あずかるとは危ういことだ。」孔子は〔車を　＊〕降りて彼と話をしようとされたが、小走りして避けたので、話すことができなかった。

＊もの狂いの接輿[image: ──]乱世をあきらめて狂人のまねをしている隠者。

＊鳳[image: ──]鳳ほう凰おう。治世に現われて乱世に隠れる瑞ずい鳥ちょう。孔子にたとえる。歌の内容は早くこの世に見きりをつけて隠者になれと孔子にすすめている。

＊車を[image: ──]建物の上からとする説もある。原文のはじめの「過孔子」と「過孔子之門」との異同に関係する。

　

六　長沮桀[image: 溺]耦而[image: 耕]、孔子[image: 過]之、使子路問津焉、長沮曰、夫執輿者爲誰、子路曰、爲孔丘、曰、是魯孔丘與、對曰是也、曰是知津矣、問於桀[image: 溺]、桀[image: 溺]曰、子爲誰、曰爲仲由、曰是魯孔丘之徒與、對曰、然、曰滔滔者天下皆是也、而誰以易之、且而與其從辟人之士也、豈若從辟世之士哉、耰而不輟、子路行以[image: 〓]、夫子憮然曰、鳥獸不可與同群也、吾非斯人之徒與而誰與、天下有[image: 道]、丘不與易也、

　

長ちょう沮そ　・桀けつ[image: 溺]でき、耦ぐうして耕す。孔子これを過ぐ。子路をして津しんを問わしむ。長沮が曰い　わく、夫か　の輿よ　を執と　る者は誰と為な　す。子路が曰い　わく、孔丘と為す。曰わく、是れ魯ろ　の孔丘か。対こたえて曰わく、是れなり。曰わく、是れならば津を知らん。桀[image: 溺]に問う。桀[image: 溺]が曰わく、子は誰とか為す。曰わく、仲由と為す。曰わく、是れ魯の孔丘の徒か。対えて曰わく、然り。曰わく、滔とう滔とうたる者、天下皆な是れなり。而しかして誰か以もってこれを易か　えん。且か　つ而なんじ其の人を辟さ　くるの士に従わんよりは、豈あ　に世を辟くるの士に従うに若し　かんや。耰ゆうして輟や　まず。子路以て　　　＊告もうす。夫ふう子し　憮ぶ　然ぜんとして曰のたまわく、鳥獣は与ともに群を同じくすべからず。吾れ斯こ　の人の徒と与ともにするに非ずして誰と与ともにかせん。天下道あらば、丘は与に易か　えざるなり。

＊子路以て[image: ──]　「子路行以」の「行」字は漢石経・『史記』に無く、それがよい。また下の「夫子」は漢石経では「孔子」とある。

　

〔隠者の〕長ちょう沮そ　と桀けつ[image: 溺]できとがならんで耕していた。孔子がそこを通られて、子路に渡し場をたずねさせられた。長沮は「あの馬車の手た　綱づなを持っているのはだれです。」というので、子路は「孔こう丘きゅうです。」というと、「それじゃ魯の孔丘かね。」「はい。」と答えると、「それなら渡し場は知っているだろう。〔あちこち巡り歩いて道を知っているはずだ。〕」といった。そこで桀[image: 溺]にたずねると、桀[image: 溺]は「あんたはだれです。」というので、「仲ちゅう由ゆうです。」というと、「それじゃ孔丘の弟子かね。」「そうです。」と答えると、「どんどん流れてせきとめられないものは、〔この河だけじゃない、〕世界じゅうがすべてそうだ。一体だれにこの乱世が改められよう。まあ、お前さんも〔立派な諸侯をさがすためにあれもだめこれもだめと〕人間を棄てる人につくよりはね、いっそ世間を棄てる人についた方がましじゃないかな　＊。」といって、種の土かけをして止めなかった。子路がそのことを申しあげると、先生はがっかりしていわれた、「鳥や獣けものとはいっしょに暮らすわけにはいかない。わたしはこの人間の仲なか間ま　といっしょに居るのでなくて、だれといっしょに居ろうぞ。世界じゅうに道が行なわれているなら、丘も何も改めようとはしないのだ。」

＊孔子の弟子でむだな骨折りをするよりは、われわれ隠者の仲なか間ま　入りをせよというこころ。

　

七　子路從而後、[image: 遇][image: 丈]人以[image: 杖]荷蓧、子路問曰、子見夫子乎、[image: 丈]人曰、四體不勤、五穀不分、孰爲夫子、植其[image: 杖]而[image: 〓]、子路拱而立、止子路宿、殺雞爲黍而[image: 食]之、見其二子焉、明日子路行以[image: 〓]、子曰、隱者也、使子路反見之、至則行矣、子路曰、不仕無義、長幼之[image: 節]、不可廢也、君臣之義、如之何其可廢也、欲潔其身而亂大倫、君子之仕也、行其義也、[image: 道]之不行也、已知之矣、

　

子路従いて後おくれたり。丈じょう人じんの[image: 杖]つえを以て蓧あじかを荷に　なうに遇う。子路問いて曰い　わく、子し　、夫ふう子し　を見るか。丈人の曰い　わく、四体勤つとめず、五穀分かたず、孰たれをか夫子と為さん。其の[image: 杖]を植た　てて[image: 〓]くさぎる。子路拱きょうして立つ。子路を止とどめて宿しゅくせしめ、鶏にわとりを殺し黍きびを為つくりてこれに食らわしめ、其の二子を見まみえしむ。明めい日じつ、子路行きて以て告もうす。子の曰のたまわく、隠者なり。子路をして反かえりてこれを見しむ。至れば則ち行さ　る。子路が曰い　わく、仕えざれば義なし。長幼の節は廃すべからざるなり。君臣の義はこれを如何い か んぞ其れ廃すべけんや　＊。其の身を潔きよくせんと欲して大倫を乱る。君子の仕うるや、其の義を行なわんとなり。道の行なわれざるや、已すでにこれを知れり。

＊其れ廃すべけんや[image: ──]　「其可廃也」、唐石経・通行本は「其廃之」。

　

子路がお供ともをしていて遅れたとき、[image: 杖]つえで竹たけ籠かごを荷なった老人に出あった。子路がたずねて「あなた、うちの先生を見ましたか。」というと、老人は「手足も働かさず、五穀も作らない　＊でいて、だれのことを先生というのだ　＊。」といって、その[image: 杖]をつき立てると草とりをはじめた。子路が〔ただ者でないとさとって敬意を表わし〕両手を胸に組みあわせて立っていると、〔やがて〕子路をひきとめて泊とまらせ、鶏を殺し黍きびめしをこしらえて食べさせ、その二人の子供をひきあわせた。翌日、子路が〔先生に〕追いついてそのことを申しあげると、先生は「隠者だ。」といわれて、子路にひき返してもう一度会わせようとされたが、行ってみるとたち去っていた。子路は〔留守の子供に向かって　＊〕いった、「仕えなければ〔君臣の〕大義は無いが、長幼の折りめは捨てられない。〔昨日、あなたがたをひきあわせて下さったことでも分かる。してみると、〕君臣の大義もどうしてまあ捨てられよう。〔それを捨てているのは〕わが身を清くしようとして人としての大切な道を乱しているのだ。君子が仕えるというのは、その大義を行なうのである。〔今の世の中に〕道が行なわれないというのは、とっくに分かっている。」

＊五穀も作らず[image: ──]五穀は黍きび・稷たかきび・麻（あるいは稲）・麦・菽まめ。「分」は「糞」と同じ、植え作ること。新注では見分けることとする。

＊手足も働かさず[image: ……] [image: ──]勤労を知らない子路（あるいは孔子）を責めたとみるのがふつうであるが、老人自身のこととみて、二句の「不」の字を意味のない助字として読むなどの説もある。

＊留守の子供に向かって[image: ──][image: 鄭]注の説。新注もそれを承けるが、また原文の「子路」と「曰」の間に「反子」の二字がぬけていて、「子路反かえる。子の曰わく、」とあるのが正しいかも知れない、ともいう。下文が孔子のことばとなる。

　

八　逸民、伯夷、叔齊、[image: 虞]仲、夷逸、朱張、柳下惠、少[image: 連]、子曰、不[image: 降]其志、不辱其身者、伯夷叔齊與、謂柳下惠少[image: 連]、[image: 降]志辱身矣、言中倫、行中慮、其斯而已矣、謂[image: 虞]仲夷逸、隱居放言、身中[image: 〓]、廢中權、我則異於是、無可無不可、

　

逸いつ民みんは、伯はく夷い　・叔しゅく斉せい・虞ぐ　仲ちゅう・夷い　逸いつ・朱張・柳りゅう下か　恵けい・少連。子の曰のたまわく、其の志し　を降くださず、其の身を辱はずかしめざるは、伯夷・叔斉か。柳下恵・少連を謂のたまわく。志を降し身を辱しむ、言　倫に中あたり、行　慮りょに中る、其れ斯こ　れのみ。虞仲・夷逸を謂わく。隠居して放言し、身　清に中り、廃　権に中る。我れは則ち是れに異なり、可か　も無く不可も無し。

　

世よ　すて人びとには、伯はく夷い　と叔しゅく斉せいと虞ぐ　仲ちゅう＊と夷い　逸いつと朱張と柳りゅう下か　恵けいと少連とがいる。先生はいわれた、「その志望を高く持ちつづけて、わが身を汚さなかったのは、伯夷と叔斉かね。」柳下恵と少連のことを批評されて、「志望をひきさげ、身も汚したが、ことばは道理にかない、行ないは思慮にかなっていた。まあそんな所だろうね。」虞仲と夷逸のことを批評されて、「隠れ住んで言いたいことを言っていたが、身の持ちかたは潔白にかない、世の捨てかたも程よさにかなっていた。わたくしはそれとは違う、進もうときめもしなければ退こうときめもしない。〔ただ道義に従って進退自在だ　＊。〕」

＊虞仲[image: ──]呉の泰たい伯はく（一五一ページ参照）の弟仲ちゅう雍ようの曾孫。周の武王の時にさがし出されて諸侯となった。夷逸・朱張・少連のことはよく分からない。柳下恵は衛霊公[image: 篇]第一四章の注（三一一ページ）を参照。

＊進もうときめも[image: ……] [image: ──]古注の説。新注もこれに近く、「仕うべき時に仕える。」という。徂徠は道の行なわれるか行なわれないかをきめてかからないことだという。

　

九　大師摯[image: 適]齊、亞[image: 飯]干[image: 適]楚、三[image: 飯]繚[image: 適]蔡、四[image: 飯]缺[image: 適]秦、鼓方叔入于河、播鼗武入于漢、少師陽擊磬襄入于海、

　

大たい師し　摯し　は斉せいに適ゆ　く。亜あ　飯はん干かんは楚そ　に適く。三飯繚りょうは蔡さいに適く。四飯缺けつは秦しんに適く。鼓こ　方ほう叔しゅくは河に入い　る。播は　鼗とう武ぶ　は漢に入る。少師陽・撃げき磬けい襄じょうは海に入る。

　

〔殷いんの末　＊、音楽も乱れたので、〕大たい師し　（楽がく官長）の摯し　は斉せいの地に行き、亜あ　飯はん（二度めの食をすすめる時の音楽係）の干かんは楚そ　の地に行き、三飯の繚りょうは蔡さいの地に行き、四飯の缺けつは秦しんの地に行き、鼓つづみの方ほう叔しゅくは河か　内だいの地に入り、鼗ふりつづみをならす武ぶ　は漢水の地に入り、少師（大師の補佐官）の陽と磬けいを打つ襄じょうとは海中の島に入った。

＊殷の末[image: ──]　『漢書』とその注による。古注新注とも孔子の時代とするが、よくない。

　

一〇　[image: 周]公謂魯公曰、君子不施其親、不使大臣怨乎不以、故舊無大故、則不棄也、無求備於一人、

　

周公、魯公に謂い　いて曰のたまわく、君子は其の親しんを施す　てず、大たい臣しんをして以もちいざるに怨みしめず、故こ　旧きゅう、大たい故こ　なければ、則ち棄てず。備わるを一人に求むること無かれ。

　

周公が魯公　＊に向かっていわれた、「上かみに立つ者はその親族のことを忘れず、重臣には用いられないからといって不平を持たせることのないようにし、昔なじみはよほどひどいことでもなければ見捨てず、〔人を使うには〕一人に十分なことを求めてはいけない。」

＊魯公[image: ──]周公旦たんの子の伯はく禽きんで、魯の最初の君。

　

一一　[image: 周]有八士、伯[image: 達]、伯适、仲突、仲忽、叔夜、叔夏、季隨、季[image: 〓]、

　

周に八士あり、伯はく達たつ・伯はく适かつ・仲ちゅう突とつ・仲ちゅう忽こつ・叔しゅく夜や　・叔夏・季き　随ずい・季き　[image: 〓]か　。

　

周に八人の人物がいた。伯はく達たつと伯はく适かつと仲ちゅう突とつと仲ちゅう忽こつと叔しゅく夜や　と叔夏と季き　随ずいと季き　[image: 〓]か　とである　＊。

＊時代も事蹟もよく分からない。伯・仲・叔・季は長幼の順序。古注に、四度の双生児でみな立派になったので記録しただけだという。

　

論語 卷第九 終


    
      
      論語 卷第十

    

  
子し　 張ちょう 第 十 九

　

一　子張曰、士見危致命、見得思義、祭思敬、喪思哀、其可已矣、

　

子張が曰い　わく、士は危うきを見ては命いのちを致し、得るを見ては義を思い、祭りには敬を思い、喪も　には哀を思う。其れ可か　ならんのみ。

　

子し　張ちょうがいった、「士人は危険を見れば命いのちを投げ出し、利得を見れば道義を考え、祭りには敬うことを思い、喪も　には悲しみを思う、まあそれで宜しかろう。」

　

二　子張曰、執德不弘、信[image: 道]不篤、焉能爲有、焉能爲[image: 亡]、

　

子張が曰わく、徳を執と　ること弘ひろからず、道を信ずること篤あつからずんば、焉いずくんぞ能く有りと為な　さん、焉んぞ能く亡な　しと為さん。

　

子張がいった、「徳を守っても大きくはなく、道を信じても固くはない。それでは居るというほどのこともなく、居ないというほどのこともない。〔居ても居なくても同じだ。〕」

　

三　子夏之門人問交於子張、子張曰、子夏云何、對曰、子夏曰、可者與之、其不可者距之、子張曰、異乎吾[image: 所]聞、君子[image: 尊]賢而容衆、嘉善而矜不能、我之大賢與、於人何[image: 所]不容、我之不賢與、人將距我、如之何其距人也、

　

子夏の門人、交わりを子張に問う。子張が曰い　わく、子夏は何とか云える。対こたえて曰わく、子夏が曰わく、可か　なる者はこれに与くみし、其の不可なる者はこれを距ふせがん　＊と。子張が曰わく、吾が聞く所に異なり。君子、賢を尊びて衆を容い　れ、善を嘉よみして不能を矜あわれむ。我れの大賢ならんか、人に於いて何の容れざる所あらん。我れの不賢ならんか、人将は　た我れを距ふせがん　＊。これを如何い か んぞ其れ人を距がん　＊や。

＊距がん[image: ──]唐石経・通行本では「拒」とあるが、二字は通用する。

　

子し　夏か　の門人が交際のことを子張にたずねた。子張が「子夏は何といったか。」というと、「子夏さんは『よい人と交際してよくない人はことわるように。』といわれました。」と答えた。子張はいった、「わたしが〔先生から〕聞いたこととは違う。君子はすぐれた人を尊びながら一般の人々をも包容し、善い人をほめながらだめな人にも同情する。こちらがとてもすぐれているのなら、どんな人に対してもみんな包容できようし、こちらが劣っているのなら、向こうがこちらをことわるだろう。どうしてまた人をことわることがあろうか。」

　

四　子夏曰、雖小[image: 道]必有可觀者焉、致[image: 遠][image: 恐]泥、是以君子不爲也、

　

子夏が曰い　わく、小道と雖ども必らず観るべき者あり。遠きを致さんには泥なずまんことを恐る、是ここを以て君子は為な　さざるなり。

　

子夏がいった、「たとい〔一技一藝の〕小さい道でもきっと見どころはあるものだ。ただ〔君子の道を〕遠くまで進むためにはひっかかりになる心配がある。だからして君子はそれをしないのだ　＊。」

＊為政[image: 篇]第一六章（四三ページ）参照。

　

五　子夏曰、日知其[image: 所][image: 亡]、月無[image: 忘]其[image: 所]能、可謂好學也已矣、

　

子夏が曰わく、日〻に其の亡な　き所を知り、月〻に其の能くする所を忘るること無し。学を好むと謂うべきのみ。

　

子夏がいった、「日に日に自分の分からないことを知り、月々に覚えていることを忘れまいとする、学問好きだといって宜しかろう。」

　

六　子夏曰、[image: 〓]學而篤志、切問而[image: 近]思、仁在其中矣、

　

子夏が曰わく、博ひろく学びて篤あつく志し、切せつに問いて近く思う、仁其の中うちに在り。

　

子夏がいった、「広く学んで志望を固くし、迫った質問をして身近かに考えるなら、仁の徳はそこにおのずから育つものだ。」

　

七　子夏曰、百工居肆以[image: 成]其事、君子學以致其[image: 道]、

　

子夏が曰わく、百工、肆し　に居て以て其の事を成す。君子、学びて以て其の道を致す。

　

子夏がいった、「職人たちは仕し　事ごと場ば　にいてそれでその仕事をしあげる。君子は学問してそれでその道をきわめる。」

　

八　子夏曰、小人之[image: 過]也必文、

　

子夏が曰わく、小しょう人じんの過あやまつや、必らず文かざる。

　

子夏がいった、「小しょう人じんがあやまちをすると、きっとつくり飾〔ってごまかそうとす〕る　＊。」

＊学而[image: 篇]第八章＝過あやまてば則ち改むるに憚はばかることなかれ（二五ページ）。また衛霊公[image: 篇]第三〇章（三一八ページ）参照。

　

九　子夏曰、君子有三變、[image: 望]之儼然、卽之也溫、聽其言也厲、

　

子夏が曰わく、君子に三変あり。これを望めば儼げん然ぜんたり、これに即つ　けば温なり、其の言を聴けば厲はげし。

　

子夏がいった、「君子には三種の変化がある。離れて見るとおごそかで、そばによるとおだやかで、そのことばを聞くときびしい　＊。」

＊皇おう侃がんいう、他人からみて「変」というだけで、君子自身に変化はないと。述而[image: 篇]第三七章（一五〇ページ）参照。

　

一〇　子夏曰、君子信而後勞其民、未信則以爲厲己也、信而後諫、未信則以爲謗己也、

　

子夏が曰わく、君子、信ぜられて而しかして後のちに其の民を労す。未だ信ぜられざれば則ち以て己れを厲や　ましむと為な　す。信ぜられて而して後に諫いさむ。未だ信ぜられざれば則ち以て己れを謗そしると為す。

　

子夏がいった、「君子は〔人民に〕信用されてからはじめてその人民を使う、まだ信用されない〔のに使う〕と〔人民は〕自分たちを苦しめると思うものだ。また〔主君に〕信用されてからはじめて諫める、まだ信用されない〔のに諫める〕と〔主君は〕自分のことを悪く言うと思うものだ。」

　

一一　子夏曰、大德不踰閑、小德出入可也、

　

子夏が曰わく、大徳は閑のりを踰こ　えず。小徳は出入して可か　なり。

　

子夏がいった、「大きい徳（孝や悌ていなど）についてはきまりをふみ越えないように　＊。小さい徳（日常の容貌やふるまい）については出入りがあっても宜しい　＊。」

＊新注では「ふみ越えなければ、」と上を条件文にみる。

＊『荀子』王制[image: 篇]には、大節も小節も善いのは上等の君、大節が善く小節に出入りのあるのは中等の君、大節が悪ければ小節は善くともだめ、とある。

　

一二　子游曰、子夏之門人小子、當洒[image: 掃]應對[image: 進][image: 退]則可矣、抑末也、本之則無、如之何、子夏聞之曰、噫、言游[image: 過]矣、君子之[image: 道]、孰先傳焉、孰後[image: 倦]焉、譬諸草木區以別矣、君子之[image: 道]、焉可誣也、有始有卒者、其唯[image: 聖]人乎、

　

子し　游ゆうが曰い　わく、子夏の門人小しょう子し　、洒さい掃そう応対進退に当たりては則ち可か　なり。抑〻そもそも末なり。これを本もとづくれば則ち無し。これを如何い か ん。子夏これを聞きて曰い　わく、噫ああ、言げん游ゆう過あやまてり。君子の道は孰いずれをか先きにし伝え、孰れをか後にし[image: 倦]う　まん。諸こ　れを草木の区して以て別あるに譬たとう。君子の道は焉いずくんぞ誣し　うべけんや。始め有り卒お　わり有る者は、其れ唯た　だ聖人か。

　

子し　游ゆうがいった、「子夏の門下の若ものたちは掃除や客の受け答えや動どう作さ　については結構だが、つまりは末のことだ。根本はといえば何もない。どんなものだろう。」子夏はそれを聞くといった、「ああ、言げん游ゆう（子游）はまちがっている。君子の道はどれを先き立てて伝えるとか、どれを後あとまわしにして怠るとかいうものではない。〔門人の力に従って順序よく教えるまでだ。〕ちょうど草木も種類によって〔育てかたが〕違うようなものである。君子の道は〔力の無いものにむり強じ　いしたりして〕ごまかせるものだろうか。始めもあれば終わりもある（何もかも備わる）というのは、まあ聖人だけだろうね。〔門人の若ものに求めることじゃない。〕」

　

一三　子夏曰、仕而優則學、學而優則仕、

　

子夏が曰わく、仕えて優なれば則ち学ぶ。学びて優なれば則ち仕う。

　

子夏がいった、「官について余力があれば学問し、学問して余力があれば官につく。」

　

一四　子游曰、喪致乎哀而止、

　

子游が曰わく、喪も　は哀あいを致して止や　む。

　

子游がいった、「喪も　には悲しみをつくすばかりだ　＊。」

＊八佾[image: 篇]＝喪は其の易おさめんよりは寧むしろ戚いため（五三ページ）。

　

一五　子游曰、吾友張也、爲難能也、然而未仁、

　

子游が曰わく、吾が友張ちょうや、能よ　くし難がたきを為な　す。然れども未だ仁ならず。

　

子游がいった、「わたしの友だちの張ちょう（子張）は、なかなかできにくいことをやりとげる。けれどもまだ仁ではない。」

　

一六　曾子曰、堂堂乎張也、難與竝爲仁矣、

　

曾子の曰い　わく、堂堂たるかな張や、与ともに並んで仁を為な　し難し。

　

曾子がいった、「堂々たるものだね、張は。だがいっしょに仁を行なうことはむつかしい　＊。」

＊[image: 鄭]注に「子張は容儀は盛んだが仁道に薄かったからだ。」という。

　

一七　曾子曰、吾聞諸夫子、人未有自致也者、必也親喪乎、

　

曾子の曰い　わく、吾れ諸こ　れを夫ふう子し　に聞けり、人未だ自ら致す者　＊有らず。必らずや親の喪も　か。

＊自ら致す者[image: ──]　「自致也者」、漢石経も同じ。唐石経・通行本では「自致者也」。

　

曾子がいった、「わたしは先生からお聞きしたのだが、人が自分〔の真情〕を出しつくすというのはなかなかないことだ。あるとすれば親の喪も　だろう。」

　

一八　曾子曰、吾聞諸夫子、孟莊子之孝也、其他可能也、其不改父之臣與父之政、是難能也、

　

曾子の曰わく、吾れ諸こ　れを夫子に聞けり、孟荘子の孝や、其の他は能くすべきなり。其の父の臣と父の政せいとを改めざるは、是れ能く　＊し難きなり。

＊能く[image: ──]皇本・清本には「能」字はない。

　

曾子がいった、「わたしは先生からお聞きしたのだが、孟もう荘そう子し＊の孝行はね、ほかのことはまだまねもできるが、父親の臣下と父親の治めかたとを改めないというのは、これはまねのしにくいことだ。」

＊孟荘子[image: ──]魯の大夫、仲孫氏（孟孫氏と同じ）、名は速。荘はおくり名。父は献けん子し　、名は[image: 蔑]べつ。

　

一九　孟氏使陽膚爲士師、問於曾子、曾子曰、上失其[image: 道]、民散久矣、如得其[image: 情]、則哀矜而勿喜、

　

孟氏、陽よう膚ふ　をして士し　師し　たらしむ。曾子に問う。曾子の曰わく、上かみ其の道を失いて、民散ずること久し。如も　し其の情を得ば、則ち哀あい矜きょうして喜ぶこと勿な　かれ。

　

孟孫氏が陽よう膚ふ＊を士し　師し　（罪人を扱う官）にならせたとき、〔陽膚はその職について〕曾子におたずねした。曾子はいった、「上かみの者が正しい道を失って〔いるために〕人民もゆるんでいること久しい。もし犯罪の実情をつかんだときは、あわれんでやって喜んではならぬ。」

＊陽膚[image: ──]曾子の門人。

　

二〇　子貢曰、紂之不善也、不如是之甚也、是以君子惡居下流、天下之惡皆歸焉、

　

子し　貢こうが曰い　わく、紂ちゅうの不善や、是か　くの如くこれ甚だしからざるなり。是ここを以て君子は下か　流りゅうに居ることを悪にくむ。天下の悪皆な焉こ　れに帰き　す。

　

子し　貢こうがいった、「〔殷いんの〕紂ちゅう王が善くないということも、それほどひどいわけではなかった。〔その悪事によって下流に落ちこんだので、後から事実以上の大悪人にしあげられたのだ　＊。〕だからして君子は下流にいるのをいやがる。世界じゅうの悪事がみなそこに集まってくるのだから。」

＊『列子』楊朱[image: 篇]＝世界じゅうの善はみな舜と禹と周公と孔子へ。世界じゅうの悪はみな桀けつと紂へ。

　

二一　子貢曰、君子之[image: 過]也、如日月之[image: 蝕]焉、[image: 過]也人皆見之、更也人皆仰之、

　

子貢が曰わく、君子の過あやまちや、日月の[image: 蝕]しょく＊するが如し。過つや人皆なこれを見る、更あらたむるや人皆なこれを仰ぐ。

＊[image: 蝕][image: ──]唐石経・通行本では「食」。

　

子貢がいった、「君子のあやまちというものは日食や月食のようなものだ。あやまちをすると〔はっきりしているので〕だれもがみなそれを見るし、改めるとだれもがみなそれを仰ぐ。」

　

二二　衞公孫[image: 朝]問於子貢曰、仲尼焉學、子貢曰、文武之[image: 道]、未[image: 墜]於地、在人、賢者識其大者、不賢者識其小者、莫不有文武之[image: 道]焉、夫子焉不學、而亦何常師之有、

　

衛の公孫朝、子貢に問いて曰わく、仲ちゅう尼じ　焉いずくにか学べる。子貢が曰わく、文武の道、未だ地に墜お　ちずして人に在り。賢けん者じゃは其の大なる者を識しるし、不賢者は其の小なる者を識す。文武の道あらざること莫な　し。夫ふう子し　焉いずくにか学ばざらん。而して亦ま　た何の常じょう師し　かこれ有らん。

　

衛えいの公こう孫そん朝ちょうが子貢にたずねて、「仲ちゅう尼じ＊はだれに学んだのです。」というと、子貢は答えた、「文ぶん王のう・武ぶ　王おうの道　＊はまだだめになってしまわないで人に残っています。すぐれた人はその大きなことを覚えていますし、すぐれない人でもその小さいことを覚えています。文王・武王の道はどこにでもあるのです。先生はだれにでも学ばれました。そしてまた別にきまった先生などは持たれなかったのです。」

＊仲尼[image: ──]孔子のあざ名。

＊文王・武王の道[image: ──]周の文王と武王とが伝えた道。孔子の理想とした周初の文化の伝統。

　

二三　叔孫武叔語大夫於[image: 朝]曰、子貢賢於仲尼、子[image: 服]景伯以[image: 〓]子貢、子貢曰、譬諸宮牆也、賜之牆也[image: 及]肩、闚見室家之好、夫子之牆也數仭、不得其門而入者、不見宗[image: 廟]之美百官之富、得其門者或寡矣、夫子之云、不亦宜乎、

　

叔しゅく孫そん武ぶ　叔しゅく、大夫に朝ちょうに語りて曰い　わく、子貢は仲ちゅう尼じ　より賢まされり。子し　服ふく景けい伯はく以て子貢に告ぐ。子貢が曰わく、諸れこ　　＊を宮きゅう牆しょうに譬たとうれば、賜し　の牆や肩に及べり、室家の好よ　きを闚うかが＊い見ん。夫ふう子し　の牆や数仭じん、其の門を得て入らざれば、宗そう[image: 廟]びょうの美・百官の富とみを見ず。其の門を得る者、或るいは寡すくなし。夫か　の子し　の云い　うこと、亦た宜うべならずや。

＊諸れ[image: ──]唐石経以下みな「之」。清本は漢石経と同じ。

＊闚い[image: ──]通行本では「窺」とある。二字は通用する。

　

叔しゅく孫そん武ぶ　叔しゅく＊が朝廷で大夫に話した、「子貢は仲ちゅう尼じ　よりもすぐれている。」子し　服ふく景けい伯はくがそのことを子貢に知らせると、子貢はいった、「屋敷の塀へいにたとえるなら、賜し　（このわたし）の塀の方はやっと肩までですから家の中の小こ　ぎれいなのがのぞけますが、先生の塀の方は五、六仭じん＊もありますから、その門を見つけて中に入るのでなければ、宗[image: 廟]おたまやの立派さや役人たちの盛んなありさまは見えません。それにその門を見つけられる人も少ないようですから、あの方かた（叔孫）がそういわれたのも、いかにも尤もっともですね。」

＊叔孫武叔[image: ──]魯の大夫。叔孫氏、名は州仇。武はおくり名。

＊五、六仭[image: ──]　「数仭」の仭じんは深さ高さをはかる単位で、ほぼ両手を左右にのばした長さ。約一・五メートル。当時の七尺あるいは八尺という。

　

二四　叔孫武叔毀仲尼、子貢曰、無以爲也、仲尼不可毀也、他人之賢者丘陵也、[image: 猶]可踰也、仲尼如日月也、人無得而踰焉、人雖欲自[image: 〓]也、其何傷於日月乎、多見其不知量也、

　

叔孫武叔、仲尼を毀そしる。子貢が曰わく、以て為な　すこと無かれ。仲尼は毀るべからざるなり。他人の賢者は丘きゅう陵りょうなり、猶な　お踰こ　ゆべきなり。仲尼は日月なり、得て踰ゆること無し。人自ら絶たんと欲すと雖ども、其れ何ぞ日月を傷やぶらんや。多まさに其の量を知らざるを見るなり。

　

叔しゅく孫そん武ぶ　叔しゅくが仲ちゅう尼じ　のことを悪く言ったので、子貢はいった、「そんなことはおやめなさい。仲尼のことは悪くは言えませんよ。ほかの人のすぐれているというのは丘おかのようなもので、まだ越えられますが、仲尼は日や月のようなもので、越えることなどとてもできません。だれかが〔その悪口をいったりして〕自分から拒絶しようと思ったところで、一体日や月にとって何のさわりになりましょうか。その身のほど知らずをあらわすことになるだけ　＊です。」

＊ことになるだけ[image: ──]原文の「多」は「祗」と同じで「適」の意。古注は「適足」の二字で解釈する。

　

二五　陳子禽謂子貢曰、子爲恭也、仲尼豈賢於子乎、子貢曰、君子一言以爲知、一言以爲不知、言不可不愼也、夫子之不可[image: 及]也、[image: 猶]天之不可階而升也、夫子得[image: 邦]家者、[image: 所]謂立之斯立、[image: 道]之斯行、綏之斯來、動之斯和、其生也榮、其死也哀、如之何其可[image: 及]也、

　

陳ちん子し　禽きん、子貢に謂いて曰い　わく、子し　は恭きょうを為な　すなり。仲尼、豈あ　に子より賢まさらんや。子貢が曰わく、君子は一言以て知と為し、一言以て不知と為す。言は慎しまざるべからざるなり。夫ふう子し　の及ぶべからざるや、猶な　お天の階かいして升のぼるべからざるがごときなり。夫子にして　＊邦家を得るならば、所謂いわゆるこれを立つれば斯ここに立ち、これを道みちびけば斯に行したがい、これを綏やすんずれば斯に来たり、これを動かせば斯に和す、其の生くるや栄え、其の死するや哀かなしむ。これを如何い か んぞ其れ及ぶべけんや。

＊夫子にして[image: ──]　「夫子」の下に唐石経・通行本では「之」の字がある。

　

陳ちん子し　禽きんが子貢に向かっていった、「あなた　＊は謙けん[image: 遜]そんされているのです。仲尼がどうしてあなたよりすぐれているものですか。」子貢はいった、「君子はただ一ひと言ことで賢いともされるし、ただ一ひと言ことで愚かともされる、ことばは慎重でなければならない。先生が及びもつかないことは、ちょうど天がはしごをかけて上れないようなものだ。先生がもし国家を治めることになれば、いわゆる　＊『立たせれば立ち、導けば歩き、安らげればなつき、激励すればこたえる。』ということで、生きておられれば栄え、死なれれば悲しまれる。どうしてまた〔わたくしごときが〕及べようか。」

＊あなた[image: ──]　「子」。陳子禽（名は亢）は孔子の門人とも、子貢の門人ともいう。ここでは後者に近く、それなら「先生」と訳してよい。

＊いわゆる[image: ──]以下は理想的な政治のあり方をのべる古語である。下文の「其生」「其死」の二句も合わせて古語とみることもできる（太宰春台説）。


堯ぎょう 曰えつ 第 二 十

　

一　堯曰、咨爾舜、天之曆數在爾躬、允執其中、四海困窮、天祿永[image: 終]、舜亦以命禹、曰、予小子履、敢用玄牡、敢昭[image: 〓]于皇皇后帝、有罪不敢赦、帝臣不[image: 蔽]、[image: 簡]在帝心、[image: 朕]躬有罪、無以萬方、萬方有罪、罪在[image: 朕]躬、

[image: 周]有大賚、善人是富、雖有[image: 周]親、不如仁人、百姓有[image: 過]、在予一人、

　

尭ぎょうの曰い　わく、咨ああ、爾なんじ舜しゅん、天の暦数、爾の躬み　に在り。允まことに其の中ちゅうを執と　れ。四海困こん窮きゅう。天てん禄ろく永く終えん　＊。舜も亦ま　た以て禹う　に命ず。

〔湯〕とう＊　曰い　わく、予わ　れ小しょう子し　履り　、敢あ　えて玄げん牡ぼ　を用もって、敢えて昭あきらかに皇こう皇こう后こう帝ていに告もうす。罪あるは敢えて赦ゆるさず、帝臣[image: 蔽]かくさず、簡えらぶこと帝の心に在り。朕わ　が躬み　罪あらば、万方を以てすること無けん。万方罪あらば、罪は朕わ　が躬み　に在らん。

周に大たい賚らいあり、善人是こ　れ富む。周親しんありと雖ども仁人に如し　かず。百ひゃく姓せい過あやまち有らば予わ　れ一人に在らん。

＊四海困窮[image: ……] [image: ──]新注は「四海の苦しむことあらば[image: ……]永久につきよう。」と条件文にするが、「永終」は吉祥の辞であるから誤り。今、閻えん若じゃく璩きょの説に従う。

＊湯[image: ──]新注に補うべしとあるのに従う。

　

尭ぎょうがいった、「ああ、なんじ舜しゅんよ。天のめぐる運命さ だ めはなんじが身にあり。〔なんじ帝位につくべき時ぞ。〕まことにほどよき中ほどを守れ。四海は苦しめり。天の恵みの永久と　わにつづかんことを。」舜もまたそのことばを〔帝位を譲る時に〕禹う　につげた　＊。

湯とうはいった、「われふつつかなる履り　（湯の名）、ここに黒の牡お　牛うしをお供えし、はっきりと偉大なる上じょう帝ていに申しあげよう。罪ある者（夏か　の桀けつ王）はかってには許しませぬ。上帝の臣下（賢人）は[image: 蔽]うことなく、みこころのままに選びましょう。わ＊　が身に罪のあるときは万民をわずらわしたまうな、万民に罪のあるときは、罪をわが身にあらしめたまえ。」

周には天のたまものあり、善ぜん人じんの豊かなことだ。〔武王はいった　＊、〕「濃い親戚があっても、仁の人には及ばぬ。民草にあやまちがあれば、責めはわが身の上にある。」

＊禹につげた[image: ──]尭・舜・禹と帝位が譲られたが（禅ぜん譲じょう）、禹は夏王朝を開いて子孫に伝え、桀けつに至って殷いんの湯とうに攻め亡ぼされる（放ほう伐ばつ）。この章は、尭から周の武王まで、古代の聖天子のことばを集めたもの。

＊わが身に[image: ……] [image: ──]新注では以下の文を湯が諸侯に宣言したものとみる。

＊武王はいった[image: ──]以下の語は『書経』泰誓中[image: 篇]に類似文があり、武王の宣言とされている。

　

二　謹權量、審法度、修廢官、四方之政行焉、興滅國、繼[image: 〓]世、擧逸民、天下之民歸心焉、[image: 所]重民[image: 食]喪祭、

　

権＊けん量りょうを謹つつしみ、法度を審つまびらかにし、廃官を修むれば、四方の政せい行なわれん。滅国を興お　こし、絶世を継ぎ、逸民を挙ぐれば、天下の民、心を帰き　せん。重んずる所は、民、食、喪そう、祭　＊。

＊この章、新注は前につづけて武王のこととするが、他書に「孔子曰、」とする引用もあって疑わしい。

＊重んずる所[image: ……] [image: ──]新注では「民に重んずる所は[image: ……]」（道春点、後藤点）、あるいは「重んずる所は民の[image: ……]」（闇斎点）。

　

めかた、ますめを慎しみ、礼楽制度をよく定め、すたれた官職を整備すれば、四方の政治まつりごとはうまくゆく。滅んだ国を復興させ、絶えた家がらをひきつがせ、世よ　すて人びとを用いれば、天下の民は心を寄せる。重んずることは、人民と食糧と喪も　と祭り。

　

三　寬則得衆、信則民任焉、敏則有功、公則民[image: 説]、

　

寛なれば則ち衆を得、信＊　なれば則ち民任じ、敏びんなれば則ち功あり、公なれば則ち説よろこ＊ぶ。

＊信なれば[image: ……] [image: ──]皇本・清本にはこの一句は無く、漢石経と同じ。

＊この章は陽貨[image: 篇]第六章（三四六ページ）に似た文があり、それによって「公」の字を「恵」に改める説もある。[image: 篇]首からここまでもと一章。

　

寛おおらかであれば人望が得られ、信まことがあれば人民から頼りにされ、機敏であれば仕事ができ、公平であれば悦ばれる。

　

四　子張問政於孔子、曰、何如斯可以從政矣、子曰、[image: 尊]五美屛四惡、斯可以從政矣、子張曰、何謂五美、子曰、君子惠而不費、勞而不怨、欲而不貪、泰而不驕、威而不猛、子張曰、何謂惠而不費、子曰、因民之[image: 所]利而利之、斯不亦惠而不費乎、擇其可勞而勞之、又誰怨、欲仁而得仁、又焉貪、君子無衆寡、無小大、無敢慢、斯不亦泰而不驕乎、君子正其衣冠、[image: 尊]其瞻視、儼然、人[image: 望]而畏之、斯不亦威而不猛乎、子張曰、何謂四惡、子曰、不[image: 〓]而殺、謂之[image: 虐]、不戒視[image: 成]、謂之暴、慢令致期、謂之[image: 賊]、[image: 猶]之與人也、出[image: 〓]之吝、謂之有司、

　

子張、孔子に問いて曰い　わく、何如い　かなれば斯こ　れ以て政せいに従うべき。子の曰のたまわく、五美を尊び四悪を屛しりぞければ、斯こ　れ以て政に従うべし。子張が曰い　わく、何をか五美と謂う。子の曰のたまわく、君子、恵けいして費ついえず、労して怨うらみず、欲して貪むさぼらず、泰ゆたかにして驕おごらず、威にして猛たけからず。子張が曰い　わく、何をか恵して費えずと謂う。子の曰のたまわく、民の利とする所に因よ　りてこれを利す、斯れ亦ま　た恵して費えざるにあらずや。其の労すべきを択えらんでこれに労す、又た誰をか怨みん。仁を欲して仁を得たり、又た焉なにをか貪らん。君子は衆しゅう寡か　と無く、小大と無く、敢あ　えて慢あなどること無し、斯れ亦た泰にして驕らざるにあらずや。君子は其の衣い　冠かんを正しくし、其の瞻せん視し　を尊くして、儼げん然ぜんたり、人望みてこれを畏る、斯れ亦た威にして猛たけからざるにあらずや。子張が曰い　わく、何をか四悪と謂う。子の曰のたまわく、教えずして殺す、これを虐ぎゃくと謂う。戒めずして成るを視る、これを暴と謂う。令を慢ゆるくして期を致す、これを賊と謂う。猶ひとしく人に与うるに出内すいとうの吝やぶさかなる、これを有ゆう司し　と謂う。

　

子張が孔子におたずねしていった、「どのようにすれば政治にたずさわれましょうか。」先生はいわれた、「五つの立派なことを尊んで四つの悪いことを退けたら、政治にたずさわることができよう。」子張が「五つの立派なこととは何々ですか。」というと、先生はいわれた、「上かみに立つ者が、恵んでも費用をかけず、骨を折っても怨みとせず、求めても貪むさぼらず、ゆったりしていても高ぶらず、威厳があっても烈しくない。〔この五つをいうのだ。〕」子張が「恵んでも費用をかけないとはどういうことですか。」というと、先生はいわれた、「人民が利益としていることをそのままにして利益を得させる　＊、これこそ恵んでも費用をかけないことではなかろうか。自分で骨折るべきことを選んでそれに骨折るのだから、一体だれを怨むことがあろう。仁を求めて仁を得るのだから、一体何を貪むさぼることがあろう。上かみに立つ者が〔相手が〕大おお勢ぜいか小こ　勢ぜいか小官か大官かにかかわりなく決して侮らない、これこそゆったりしていても高ぶらないことではなかろうか。上かみに立つ者がその服や冠かんむりを整え、その目のつけかたを重々おもおもしくして、いかにもおごそかにしていると、人々はうちながめて恐れ入る、これこそ威厳があっても烈しくないことではなかろうか。」子張がいった、「四つの悪いこととは何々ですか。」先生はいわれた、「教えもしないでいて殺す　＊のを虐むごいといい、注意も与えないで成績をしらべるのを乱暴といい、命令をゆるくしていて期限までに追いこむのを賊害といい、どうせ人に与えるというのに、出し入れのけちけちしているのを役人根こん性じょうという。〔この四つをいうのだ。〕」

＊利益としていることを[image: ……] [image: ──]山の禽獣の利、渚なぎさの魚塩の利などを、そのままに保護し助長すること。

＊教えもしないで[image: ……] [image: ──]道徳教育もせずにいて、罪を犯したからと死刑にすること。

　

五　孔子曰、不知命、無以爲君子也、不知禮、無以立也、不知言、無以知人也、

　

孔子の曰のたまわく、命めいを知らざれば、以て君子たること無きなり。礼を知らざれば、以て立つこと無きなり。言を知らざれば、以て人を知ること無きなり。

　

孔子がいわれた、「天命が分からないようでは君子とはいえない。〔心が落ちつかないで、利害に動かされる。〕礼が分からないようでは安定してやっていけない。〔動作がでたらめになる。〕ことばが分からないようでは人を知ることができない。〔うかうかとだまされる。〕」

　

論語 卷第十 終
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あ

噫，天，予れを喪ぼせり　206

敢えて後れたるに非ず　115

仰げば弥〻高く　172

悪衣悪食を恥ずる者　74

欺くこと勿かれ　286

欺くべきも罔うべからず　121

悪しきこと無し　71

朝に道を聞きては　74

能わざれば止む　325

篤く信じて学を好み　158

迹を践まず　214

豈に徒ならんや　345

訐きて以て直と為す者　361

過ちあれば人必らず知る　145

過ち寡なからんと欲す　287

過ちて改めざる　318

過ちを弐たびせず　105

過ちを見て内に自ら訟むる者　103

過ちを観て斯に仁を知る　74

過つや人皆なこれを見る　388

過てば則ち改むるに憚る勿かれ　25, 180

い

言うこと能わざる者　184

言えば必らず行なう　249

言えば必らず中る　210

桴に乗りて　87

怒りを遷さず　105

忿りには難を思い　335

慍れる色なし　96

憤りを発して食を忘れ　138

郁郁乎として文　60

一簀を覆す　177

一隅を挙げて　130

一言にして邦を喪ぼ（興こ）す　257, 258

一言にして以て終身行なう　315

一言以てこれを[image: 蔽]う　34

一言以て不知と為す　393

一簞の食，一瓢の飲　112

一朝の忿り　241

一以てこれを貫く　77, 305

一を聞きて以て十を知る　89

一を聞きて以て二を知る　89

一を問いて三を得たり　338

異端を攻む　43

逸民　372, 397

譎りて正しからず　279

詐りを逆えず　291

夷狄の君　53

出でては則ち弟　23

意なく必なく固なく我なし　167

古えの学者は己れの為にし　287

古えの狂や肆　354

古えの矜や廉　354

古えの愚や直　354

古えの道　61

古えより皆な死あり　230

古えを好み　139

威にして猛ならず　150

寝ぬるに尸せず　197

禱らんと請う　148

未だ生を知らず　208

今女は画れり　113

今の学者は人の為にす　287

今の狂や蕩　354

今の矜や忿戻　354

今の愚や詐のみ　354

今の政に従う者　366

今や則ち亡し　204

色　333

色難し　39

色に仁を取り　240

色には温を思い　335

色厲しくして　352

色勃如たり　185, 187

色を好むが如くす　177

色を避く　295

隠　332

隠居　336, 372

隠者　370

殷人は柏を以てし　64

殷に三仁あり　363

殷の礼　57

殷の輅に乗り　309

殷は夏の礼に因る　48

う

薄く人を責むれば　312

疑わしきには問いを思い　335

疑わしきを闕き　44

内に省みて疚しからず　227

禹は吾れ間然すること無し　163

馬進まざるなり　115

馬を問わず　194

廏焚けたり　194

生れながらにして知る者　139, 334

[image: 倦]むこと無かれ　247

恭〻しくして安し　150

占わざるのみ　264

怨み是を用て希なり　100

怨みを匿して　101

沽らんかな　174

得るを見ては義を思う　335, 377

憂いに堪えず　112

え

益者三友　331

益者三楽　331

択んで仁に処らず　69

お

老いの将に至らんと　138

王者あるも　255

往を告げて来を知る　32

往を保せざるなり　144

多く聞きて疑わしきを闕き　44

奥に媚びんよりは　59

行ないて余力あれば　24

教えありて類なし　322

畏るるに足らず　179

各〻其の子と言う　205

己れ達せんと欲して　124

己れに如かざる者を友　25, 180

己れの能なきを患う　290

己れの欲せざる所　225, 315

己れを恭〻しくして　305

己れを行なうに恥あり　261

己れを脩めて　299

己れを知ること莫きを　77, 296

己れを克めて礼に復る　224

思い邪なし　34

思うて学ばざれば　42

億れば屢〻中る　213

親の喪か　386

居るに容づくらず　197

終わりを慎しみ　26

温なり　381

温にして厲し　150

温良恭倹譲　27

か

果　109, 296

回や愚ならず　39

回や其れ庶きか　213

怪力乱神を語らず　139

帰らんか，帰らんか　99

下学して上達す　293

繫りて食らわれざらんや　347

果敢にして窒がる者　361

牆に面して立つ　351

学に志す　35

学は及ばざるが如くす　161

学を好む　30, 105, 204, 380

楽必らず崩れん　357

楽正し　175

楽と云い楽と云うも　351

楽に成る　156

楽は則ち韶舞　309

楽は其れ知るべきのみ　66

楽を如何　52

楽を為すことの　134

雅言　137

雅頌　175

徼めて以て知と為す者　361

堅しと曰わざらんや　347

哀しみて傷らず　63

必らずや聖か　124

可なり，簡なり　104

可も無く不可も無し　372

夫の人の子を賊なわん　218

夫の人は言わず　210

夏の時を行ない　309

夏の礼　48, 57

下問を恥じず　93

下流に居るを悪む　388

駕を俟たずして行く　196

稼を学ばんと請う　251

河，図を出ださず　171

棺ありて椁なし　205

管氏に三帰あり　65

管仲の器は小なるかな　65

管仲の力なり　280

関睢　63, 159

顔色　153, 332

桓魋其れ予れを如何　140

煥として其れ文章あり　162

寛なれば則ち衆を得　346, 397

簡に居て簡を行なう　104

き

義　29, 78, 94, 118, 233, 276, 335, 360, 370, 377

義にこれ与に比しむ　75

義にして然る後に取る　278

義を行ないて其の道を達す　336

義を聞きて徙る能わず　128

義を好む　239, 251

義を見て為ざるは勇なきなり　49

既往は咎めず　64

聞く有らんことを恐る　93

聞くままに斯れ行なわんや　215

聴くには聡を思い　335

期月のみにして可ならん　254

鬼神　164, 208

鬼神を敬してこれを遠ざく　118

期にして已に久し　357

沂に浴し舞雩に風す　220

驥は其の力を称せず　292

危邦には入らず　158

君君たり，臣臣たり　234

君たること難し　257

君に事え　24, 63, 82, 217, 286, 322, 350, 353

君を弑す　284

旧悪を念わず　100

九夷に居らんと欲す　175

旧貫に仍らば　210

朽木は雕るべからず　90

丘の禱ること久し　148

求や藝あり　109

丘や幸いなり　145

狂簡　99

恭寛信敏恵　346

狂狷　263

郷原は徳の賊　352

狂者は進みて取り　263

尭舜も其れ猶お病めり　124, 299

郷人　193, 265

郷党弟を称す　262

恭なれば則ち侮られず　346

恭にして礼なければ　151

恭，礼に近づけば　30

狂にして直ならず　160

匡に畏る　167, 216

匡人其れ予れを如何　167

凶服の者　198

享礼には容色あり　188

玉帛を云わんや　351

御を執らん　165

鑽れば弥〻堅し　172

く

草これに風を上うれば　239

薬を饋る　194

邦に道あるに　158, 307

邦に道あれば　84, 99, 269, 270, 307

邦に道なきに　158, 269, 307

邦に道なければ　84, 99, 270, 307

邦を為めんことを問う　309

位なきことを患えず　77

位を窃める者　311

困しみてこれを学ぶ　334

群居して終日　312

群して党せず　314

君子　19, 41, 71, 116, 147, 201, 227, 288, 299, 325

君子重からざれば　25

君子義以て質となし　313

君子義以て上と為す　360

君子者　141, 214

君子人　155

君子親に篤ければ　151

君子仁を去りて　71

君子多ならんや　168

君子たること無きなり　401

君子なるかな　84, 271, 307, 313

君子に九思あり　335

君子に三畏あり　333

君子に三戒あり　333

君子に三変あり　381

君子に侍するに三愆あり　332

君子にして不仁なる者　273

君子の過ちや　388

君子の儒　113

君子の其の子を遠ざくる　338

君子の仕うるや　370

君子の天下に於けるや　75

君子の徳は風なり　238

君子の道　94, 289, 383

君子の喪に居る　357

君子は争う所なし　55

君子は一言以て知と為し　393

君子は器ならず　41

君子は憂えず懼れず　227

君子は思うこと　288

君子は紺[image: 〓]を以て飾らず　189

君子は義に喩り　78

君子は矜にして争わず　314

君子は敬して失なく　228

君子は刑を懐い　76

君子は言を以て人を挙げず　315

君子は諸れを己れに求む　314

君子は質のみ　231

君子は周して比せず　42

君子は上達す　286

君子は小知すべからず　320

君子は食飽くを求むる無く　30

君子は其の言の其の行に　289

君子は其の知らざる所には　249

君子は其の親を施てず　374

君子は泰にして驕らず　266

君子は坦かに蕩蕩たり　149

君子は事え易くして　266

君子は貞にして諒ならず　322

君子は党せず　145

君子は徳を懐い　76

君子は能なきを病う　313

君子は人の美を成す　237

君子は道を謀りて　319

君子は本を務む　20

君子は逝かしむべきも　121

君子は世を没えて　314

君子道を学べば　343

君子固より窮す　304

君子も亦た悪む有りや　360

君臣の義　370

軍旅の事　303

け

敬　94, 261, 335, 377

敬して違わず　79

敬せずんば何を以て　38

敬忠　46

敬に居て簡を行ない　104

恵　76, 94, 346, 398

恵人なり　274

兄弟に友に　47

藝に游ぶ　129

刑罰中らず　249

闕党の童子　300

言ある者必らずしも徳あらず　271

言必らず信　262

言　義に及ばず　312

言語　202

言　忠信　306

言に慎しみ　30

言に尤寡なく　44

言に訥にして行に敏　81

言には忠を思い　335

言は慎しまざるべからず　393

言　倫に中り　372

言を失う　308

言を聴きて其の行を観る　90

言を避く　295

言を察して色を観　239

言を知らざれば　401

狷者は為さざる所あり　263

賢者は世を避く　295

賢なるかな回や　112

賢を賢とし　24

賢を尊びて衆を容れ　378

賢を見ては斉しからんこと　78

権量を謹しみ　396

こ

瞽（者） 171, 198, 332

孝　28, 36, 37, 38, 39, 80, 261, 386

孝慈　46

孝弟　20, 23

孝なるかな　47, 203

剛　91

剛毅木訥，仁に近し　267

行必らず果　262

行　篤敬　306

行に悔寡なければ　44

行に敏　81

行　慮に中る　372

巧言令色，鮮なし仁　21, 354

巧言令色足恭　101

巧言は徳を乱る　317

巧笑倩たり　56

孔子，行る　365

孔子に豚を帰る　341

後死の者　167

後進の礼楽に於けるや　201

後生畏るべし　179

公綽の不欲　276

子生まれて三年　357

狐貉　181, 189

故旧　151, 374

互郷，与に言い難し　144

告朔の餼羊　62

克伐怨欲　269

觚，觚ならず　120

五十にして天命を知る　35

五世にして失わざること　329

事ごとに問う　196

事に臨みて懼れ　132

事には敬を思い　335

事を執りて敬　261

斯に美玉あり　174

斯の語を事とせん　224, 226

斯の人にして斯の疾　111

斯の人の徒と与にす　368

斯の文に与かること　167

好む所に従わん　133

好む者に如かず　117

子は父の為めに隠す　260

五美　398

固を疾む　291

これに語げて惰らざる者　178

これを知るを知ると為し　43

これを用うれば行ない　132

是れ聞なり　239

是れ丘なり　141


さ

洒掃応対進退　383

才も不才も　205

柴や愚　213

材を取る所なからん　87

酒の困れを為さず　176

酒は量なく乱に及ばず　191

三家者　52

三隅を以て反えらざれば　130

三軍も帥を奪うべし　181

三十にして立つ　35

三世にして　329

三代　316

三人行なえば　139

三年楽（礼）を為さず　357

三年父の道を改むる無き　28, 80

三年の喪　357

三年学びて穀に至らず　158

三年礼を為さずんば　357

残に勝ちて殺を去る　255

山梁の雌雉　199

し

子，在す　216

子，衛に適く　254

子，川の上に在りて　176

子，これを哭して慟す　207

子，三軍を行なわば　132

子，四を絶つ　167

子，斉に在して　134

子，楽しむ　209

子，陳に在して　99

子，南子を見る　122

子の[image: 迂]なるや　248

子の燕居　129

子の雅言する所　137

子の志しを聞かん　102

子の慎しむ所　134

子の道を説ばざるに　113

子の疾，病なり　148, 173

子，人と歌いて　146

子，武城に之きて　343

子，罕に利を言う　165

子，四つを以て教う　141

子，説ぶ　86

士　261, 267

四悪　399

四海の内は皆な兄弟　228

四時行なわれ　355

四十五十にして　179

四十にして惑わず　35

四方に使いして　252

色荘者　214

斉衰の者　171, 198

志を降さず　372

志士仁人　308

死して後已む　156

師摯の始め　159

辞するに疾を以てす　356

死生　命あり　228

室に入らず　210, 214

質直にして義を好み　239

質は猶お文のごとき　231

質，文に勝てば則ち野　116

執鞭の士　133

私覿には愉愉如　188

至徳と謂うべきのみ　150, 162

士と為すに足らず　270

士にして居を懐う　270

士は危うきを見て　377

士は以て弘毅ならざる　156

士，道に志して　74

史の文を闕き　316

詩三百　34, 252

詩書執礼　137

詩に興こり　156

詩に云う　31, 152

詩は以て興こすべく　350

詩を言うべきのみ　31, 56

詩を学びたりや　337

辞は達するのみ　323

駟も舌に及ばず　231

師や過ぎたり　211

師や辟　213

師を相くるの道　323

賜や達　109

社　64

社稷　218

社稷の臣　325

車馬衣裘　102

射は皮を主とせず　61

衆星のこれに共する　33

十室の邑　103

十世知るべきや　48

十世にして　329

十有五にして学に志す　35

周人は栗を以てす　64

周南，召南　350

周の徳　162

周の冕を服し　309

周は殷の礼に因る　48

周は二代に監みて　60

春服既に成り　220

恕　315

書に云う　47, 297

韶　68, 134

鐘鼓を云わんや　351

小慧を行なう　312

小子，鼓を鳴らして　212

小，忍びざれば　317

小人窮すれば　304

小人なるかな　251, 262

小人の過つや必らず文る　381

小人の儒　113

小人の徳は草なり　238

小人は同じて和せず　265

小人は驕りて泰ならず　266

小人は下達す　286

小人は諸れを人に求む　314

小人は大受すべからず　320

小人は事え難くして　266

小人は天命を知らず　333

小人は長えに戚戚たり　149

小人は土（恵）を懐う　76

小人は比して周せず　42

小人は利に喩る　78

小人，道を学べば　343

小人，勇ありて　360

小道と雖ども　379

小徳は出入して可なり　382

少者はこれを懐けん　102

松柏の彫むに後る　182

商や及ばず　211

丈人　369

上知と下愚とは移らず　343

食を足し兵を足し　230

女子と小人とは養ない難し　362

庶人は議せず　329

知らざるを知らずと為せ　43

知らしむべからず　157

知らるべきことを為す　77

知るの次ぎなり　143

白しと曰わざらんや　347

死を問う　208

死を守りて道を善くす　158

信　23, 24, 29, 48

信じて古えを好む　127

信ぜられざるを億らず　291

信なくんば立たず　230

信以てこれを成す　313

信を好みて学を　348

仁　20, 21, 118, 124, 165, 224, 225, 226, 242, 261, 269, 280, 308, 309, 342, 346, 354

仁これを守る能わず　319

仁者　121, 281

仁者のみ能く人を好み　70

仁者は憂えず　183, 289

仁者は己れ立たんと　124

仁者は難きを先きに　118

仁者は必らず勇あり　271

仁者は仁に安んじ　70

仁者は静か（寿し） 119

仁者は其の言や訒　226

仁者は山を楽しむ　119

仁人に如かず　395

仁其の中に在り　380

仁遠からんや　145

仁なりや　87, 96

仁に当たりては　321

仁に里るを美しと為す　69

仁に志せば　71

仁に親しみ　24

仁にして佞ならず　85

仁に近し　267

仁に依り　129

仁の方　124

仁の本たるか　20

仁以て己れが任と為す　156

仁を好みて学を　348

仁を好む者　73

仁を蹈みて死する者　321

仁を欲して仁を得たり　398

仁を求めて仁を得たり　135

深淵に臨むが如く　152

浸潤の譖　229

臣たること易からず　257

迅雷風烈　198

す

水火よりも甚だし　321

遂事は諫めず　64

過ぎたるは猶お及ばざるが　211

進むに与するなり　144

せ

聖　124

政　27, 33, 34, 47, 230, 234, 236, 237, 238, 247, 248, 256, 259

政事　202

政とは正なり　237

政に従うに於いて　109

政は大夫に在らず　329

政を以てして達せず　252

性，相い近し　343

斉，一変せば魯に至らん　120

成事は説かず　64

聖人　141

聖人の言を侮る（畏る） 333

聖と仁との若きは　147

成人を問う　276

井に仁あり　121

斉人，女楽を帰る　365

生を求めて仁を害す　308

席正しからざれば　193

切するが如く磋するが如く　31

絶世を継ぎ　396

切切偲偲　267

切に問いて近く思う　380

節を山にし梲を藻にす　95

善柔を友とし　331

千乗の国　23, 88, 219

先進に従わん　201

戦戦兢兢　152

善に伐ること無く　102

善人　141, 255, 268, 395

善人の道　214

善を挙げて不能を教う　46

善を尽くせり　68

善を見ては及ばざるが如く　335

善を以てこれを道びく　244

善を嘉して不能を矜む　378

[image: 穿]窬の盗　352

そ

荘　46, 320

宗族孝を称し　261

宋朝の美　115

束脩を行なう　130

粟を請う　106

忮わず求めず　182

疏食を飯い　136

俎豆の事　303

備わるを一人に求むる　374

其の争いは君子なり　55

其の言うこと善し　153

其の生くるや栄え　393

其の鬼に非ずして　49

其の愚は及ぶべからず　99

其の位に在らざれば　159, 288

其の食を後にす　322

其の死を得ざらん　209

其の進むを見るも　178

其の知は及ぶべきなり　99

其の党に於いてす　74

其の徳を恒にせざれば　264

其の鳴くこと哀し　153

其の身正しければ　252

其の身を正しくす　256

其の以す所を視　40

其の安んずる所を察す　40

其の善き者を択びて　139, 143

其の由る所を観　40

其の礼（羊）を愛む　62

素以て絢を為す　56

其れ唯だ聖人か　383

損益する所　48

損者三友　331

損者三楽　331

[image: 巽]与の言　180

た

泰山を林放にも如かず　54

大人に狎れ　333

大人を畏れ　333

大葬を得ずとも　173

大徳は閑を踰えず　382

大なる過ち無かるべし　137

大なるかな孔子　165

大夫の後に従えるを以て　205, 284

琢するが如く磨するが如し　31

諾を宿むること無し　235

達　109, 239

立つ所以を患う　77

掌を指す　58

楽しみて[image: 淫]せず　63

楽しみて以て憂いを忘れ　138

楽しみ亦た其の中に在り　136

楽しむ者に如かず　118

多聞を友とす　331

民偸からず　151

民仁に興こる　151

民鮮なきこと久し　123

民使い易し　298

民に三疾あり　354

民の義を務め　118

民の仁に於けるや　321

民の徳厚きに帰す　26

民はこれに由らしむべし　157

民をしてこれを信ぜしむ　230

孰か礼を知らざらん　65, 145

誰をか毀り誰をか誉めん　316

短命にして死せり　105, 204

ち

知　69, 118, 242, 341

知者は動き　119

知者は仁を利とす　70

知者は楽しみ　119

知者は人を失わず　308

知者は惑わず　183, 289

知者は水を楽しみ　119

知はこれに及べども　319

知を好みて学を好まざれば　348

近き憂い有り　310

近き者説び遠き者来たる　259

父在せば其の志しを観　28

父父たり子子たり　234

父の道を改むる無き　28, 80

父は子の為めに隠し　260

仲尼焉くにか学べる　389

仲尼は日月なり　392

忠　22, 46, 96, 261, 335

忠信　103

忠信を主として　25, 180, 233

忠を以てす　63, 236

紂の不善や　388

昼夜を舎めず　176

中道にして廃す　113

中行を得て　263

中庸の徳たるや　123

中を執れ　394

冢宰に聴く　298

鳥獣草木の名を識る　350

鳥獣は与に群を同じくすべからず　368

長幼の節　370

直にして礼なければ　151

直を好みて学を好まざれば　348

地を避く　295

陳に在して糧を絶つ　304

つ

[image: 杖]を以て其の脛を叩つ　300

使いなるかな　287

仕えざれば義なし　370

仕えて優なれば則ち学ぶ　384

恒ある者　141

罪は朕が躬に在らん　395

罪を天に獲れば　59

釣して綱せず　143

て

禘　58

弟子入りては則ち孝　23

弟子孰か学を好むと　105, 204

[image: 鄭]声の雅楽を乱るを悪む　355

[image: 鄭]声は[image: 淫]に　309

適も無く莫も無し　75

涅すれども緇まず　347

天下仁に帰す　224

天下の道なきや　67

天下道あれば　158, 329, 368

天下道なければ　329

天下を一匡す　281

天これを厭たん　122

天子穆穆　52

天，徳を予れに生せり　140

天何をか言うや　355, 356

天の未だ斯の文を喪ぼさざる　167

天の暦数　394

天命　35, 333

天命を畏れ　333

天禄永く終えん　394

天を欺かんか　173

天を怨みず　293

顚沛　72


と

同じて和せず　265

東周を為さんか　345

唐棣の華　183

侗にして愿ならず　160

遠き慮り無ければ　310

時なるかな　199

時にして然る後に言う　277

徳　33, 34, 76, 140, 352, 353

徳ある者は必らず言あり　271

徳行　202

徳に拠り　129

徳の脩めざる　128

徳は孤ならず　81

徳を好むこと　177, 311

徳を崇くし　233, 241

徳を尚べるかな　271

徳を執ること弘からず　377

徳を以て徳に報ゆ　292

年四十にして　362

歳我れと与ならず　341

斗筲の人　262

富みて驕ること無き　31, 275

富みて且つ貴きは　159

富と貴きと　71

朋あり遠方より来たる　19

友とすること無かれ　180

友を以て仁を輔く　244

与に言うべくして　308

与に立つべからず　183

与に共に学ぶべし　183

与に権るべからず　183

与に道に適くべし　183

鳥の将に死なんとするや　153

な

苗にして秀でざる者　179

直きこと其の中に在り　260

直きを挙げて　45, 242

直きを友とし　331

直きを以て怨みに報い　292

作す者七人　295

何をか憂え何をか懼れん　227

名を正さんか　248

膾は細きを厭わず　191

習えば相い遠し　343

習わざるを伝うるか　22

女奚んぞ曰わざる　138

女に於いて安きか　357

女は画れり　113

女は器なり　85

爾の知る所を挙げよ　248

爾を上下の神[image: 祇]に禱る　148

何ぞ敢えて回を望まん　89

何ぞ兄弟なきを患えん　228

何ぞ仁を事とせん　124

何ぞ其れ多能なる　168

何ぞ徳の衰えたる　366

盍ぞ各〻爾の志しを　102

南面　104, 305

に

肉の味を知らず　134

鶏を割くに焉んぞ牛刀を用いん　343

任重くして道遠し　156

ね

佞　85, 115, 291

佞者を悪む　218

佞人は殆うし　310

の

述べて作らず　127

矩を踰えず　35

は

霸　281

廃官を修むれば　396

廃　権に中る　372

白圭を三復す　204

薄冰を履むが如し　152

恥　158, 159, 269

恥ありて且つ格し　34

八佾　51

髪を被り衽を左　281

甚だしいかな吾が衰え　129

ひ

秀でて実らざる者　179

鄙事に多能なり　168

肘を曲げてこれを枕とす　136

悱せずんば発せず　130

斐然として章を成す　99

匹夫も志しを奪うべからず　181

均しからざるを患え　325

人焉んぞ廋さんや　40

人未だ自ら致す者有らず　386

人知らずして慍みず　19

人にして不仁　52, 157

人にして信なくんば　48

人にして恒なくんば　264

人の悪を称する者を悪む　361

人の悪を成さず　237

人の過つや　74

人の生くるは直し　117

人の己れを知らざるを患えず　32, 290, 313

人の善を道うことを楽しみ　331

人皆な兄弟あり　228

人能く道を弘む　318

人を愛す　23, 242, 343

人を誨えて[image: 倦]まず　128, 147

人を方ぶ　290

人を知らざるを患う　32

人を知る　242

人を知ること無きなり　401

人を尤めず　293

人を以て言を廃せず　315

鄙夫　170, 353

美目盼たり　56

百乗の家　88

百姓過ち有らば　395

百姓足らば　232

百世と雖ども　48

博く文を学び　122, 236

博く学びて篤く志し　380

博く学びて名を成す所　165

美を尽くせり　68

敏にして学を好み　93

ふ

巫医を作すべからず　264

富貴　天に在り　228

夫子これに矢って　122

夫子これを哂う　219

夫子の及ぶべからざるや　393

夫子の性と天道とを言うは　92

夫子の文章　92

夫子の道は忠恕のみ　77

夫子は聖者か　168

舞雩に風して　220

浮雲の如し　136

深ければ厲し　296

不賢を見ては内に自ら省みる　78

不幸，短命にして死せり　105, 204

不仁者　70, 73, 273

不仁者は遠ざかれり　242

不仁を悪む者　72

不善の改むる能わざる　128

不善を見ては湯を探る　335

不孫にして以て勇と為す　361

膚受の愬　229

負版の者　198

父母在せば遠く遊ばず　79

父母の年は　80

故きを温めて新しきを知る　40

文　93, 147

文王既に没したれども　167

文学　202

文行忠信　141

文，質に勝てば則ち史　116

文質彬彬　116

文徳を修めて　326

文と為すべし　282

文は猶お質のごとき　231

文武の道　389

文を学ぶ　24

文を以て友を会し　244

憤せずんば啓せず　130

糞土の牆　90

汶の上に在らん　110

へ

兵を去らん　230

諂えりと為す　63

冕衣裳の者　171

冕者　198

偏として其れ反せり　183

便辟（佞）を友とし　331

ほ

暴虎馮河　132

謀を好みて成さん者　132

鳳鳥至らず　171

朋友死して帰する所なし　197

朋友には切切偲偲　267

朋友はこれを信じ　102

鳳よ鳳よ　366

木鐸と為さんとす　67

ま

枉れる者をして直からむ　242

枉れるを挙げて　45

允に其の中を執れ　394

諒を友とし　331

磨すれども磷がず　347

貧しきを患えず　325

貧しくして怨むこと無き　275

貧しくして諂うこと無く　31

牖より其の手を執る　111

祭りには敬を思い　377

祭りの肉は三日を出ださず　192

祭ること在すが如くし　59

学びて厭わず　128

学びて思わざれば罔し　42

学びてこれを知る者　334

学びて時にこれを習う　19

学びて以て其の道を致す　381

学びて優なれば則ち仕う　384

学ぶに如かざるなり　318

学べば則ち固ならず　25

学べば禄は其の中に在り　319

み

身清に中り　372

三たび思いて　98

三たび天下を以て譲る　150

三たび吾が身を省る　22

道行なわれず　87

道同じからざれば　323

道に志し　74, 129

道の将に行なわれんとす　294

道，人を弘むるに非ず　318

道を憂えて貧しきを憂えず　319

道を信ずること篤からず　377

道を直くして人に事うれば　364

躬自ら厚くして　312

視るには明を思い　335

身を殺して仁を成す　308

む

無為にして治まる者　305

無道　238, 283

紫の朱を奪うを悪む　355

め

命なり　294

命と仁と　165

命なるかな　111

命を如何　294

命を知らざれば　401

命を将なう　300

明を問う　229

滅国を興こし　396

も

喪　69

喪ある者　131

喪の事　176

喪は哀を致して止む　385

喪は其の易めんよりは　53

黙してこれを識し　128

門人をして臣たらしむ　173

や

野　116

約するに礼を以て　122, 172, 236

約に処る　70

約にして泰かと為す　142

野人なり　201

野なるかな，由や　248

敝れたる縕袍を衣　181

已むに賢れり　359

已んぬるかな　103, 171, 311

ゆ

有政に施す　47

有道に就かば　238

有道に就きて正す　30

勇者は懼れず　183, 289

勇者は必らずしも仁あらず　271

勇にして礼なき者を悪む　361

勇にして礼なければ　151

勇を好みて学を好まざれば　349

勇を好みて貧しきを　157

夕べに死すとも可なり　74

由や喭　213

由や堂に升れり　210

由や人を兼ぬ　215

由や，勇を好むこと　87

行くに閾を履まず　186

行くに径に由らず　114

往く者は諫むべからず　366

逝く者は斯くの如きか　176

夢に周公を見ず　129

よ

能くし難きを為す　385

善く室を居く　253

善く人と交わる　94

善く人を誘う　172

弋して宿を射ず　143

四つを以て教う　141

世にして後に仁ならん　255

予の不仁なるや　357

世を辟くるの士　368

ら

来者の今に如かざるを知らんや　179

乱　20, 139, 157, 349, 360

乱，十人あり　162

乱邦には居らず　158

り

犂牛の子　108

六言の六[image: 蔽]　348

利口の邦家を覆すを悪む　355

利に放りて行なえば　76

利を見ては義を思い　276

諒陰三年言わず　297

両端を叩いて竭くす　170

隣里郷党に与えんか　107

る

誄　148

縲紲の中　83

れ

礼　30, 31, 34, 36, 52, 53, 60, 61, 62, 63, 65, 69, 122, 145, 151, 166, 172, 220, 236, 320

礼楽　201, 219, 331

礼楽興こらず　249

礼楽征伐　329

礼必らず壊れん　357

礼譲　76

礼と云い礼と云うも　351

礼に非ざれば　224

礼に立ち　156

礼の本を問う　53

礼の用は和を貴しと為す　28

礼は後か　56

礼は其の奢らんよりは　53

礼以てこれを行ない　313

礼を如何　52, 76

礼を好む者　31

礼を好めば　251, 298

礼を知らざれば　401

礼を学びたりや　338

ろ

魯，一変せば道に至らん　120

労して怨みず　79, 398

老者はこれを安んじ　102

老農（圃）に如かず　251

労を施すこと無けん　102

魯衛の政は兄弟なり　253

六尺の孤を託すべし　155

六十にして耳順がう　35

禄は其の中に在り　44, 319

禄を干めんことを学ぶ　44

魯の孔丘か　367

魯の大師　66

論の篤きに是れ与すれば　214

わ

和して同ぜず　265

和すれば寡なきこと無く　326

和を貴しと為す　28

予が足（手）を啓け　152

予れ道路に死なんや　173

予れは一以てこれを貫く　305

吾が憂いなり　128

吾が才を竭くす　172

吾が徒に非ざるなり　212

吾が党　99, 260

吾が道は一以てこれを貫く　77

吾れ豈に匏瓜ならんや　347

吾れ老いたり　365

吾れ試いられず　169

吾れ少くして賤し　168

吾れは周に従わん　60

吾れ十有五にして　35

吾れを以いずと雖ども　256

我れに従わん者は　87

我れに数年を加え　137

我れに陳蔡に従う者　202

我れは賈を待つ者なり　174

我れを知る者は其れ天か　293

我れを用うる者あらば　254


人名索引

（同一人物の名は多い方のに従って一か所にまとめた．）

あ

哀公　45, 64, 105, 232, 284

晏平仲　94

い

夷逸　372

伊尹　242

う

禹　161, 164, 271, 394

え

衛の殿さま（出公輒） 135

お

王孫賈　59, 283

か

夏后氏　64

〔亜飯〕干　373

〔斉の〕桓公　279, 280, 281

簡公　284

桓魋　140

管仲（管氏） 65, 274, 280, 281

顔淵（回） 39, 89, 102, 105, 109, 112, 132, 172, 178, 202, 203, 205, 206, 213, 216, 224, 309

顔路　205

き

季[image: 〓]　375

季桓子　365

季康子　46, 109, 194, 204, 237, 238, 283

季氏（季孫） 51, 54, 110, 212, 247, 294, 324, 326, 364

季子然　217

季随　375

季文子　98

箕子　363

丘　　孔子を見よ

求　　冉有を見よ

〔公子〕糾　281

尭　124, 161, 299, 394

〔楚の〕狂接輿　366

蘧伯玉　287, 307

棘子成　231

季路　　子路を見よ

琴牢　169

く

虞仲　372

け

〔衛の公子〕荊　253

羿　271

〔斉の〕景公　234, 336, 364

〔四飯〕缺　373

桀[image: 溺]　367

原憲（思） 107, 269

原壌　299

こ

[image: 〓]　271

公山不擾　345

孔子（仲尼・丘） 45, 47, 51, 63, 138, 141, 145, 148, 162, 165, 184, 194, 204, 210, 234, 237, 238, 260, 271, 283, 284, 287, 291, 303, 324, 325, 329, 330, 331, 332, 333, 334, 335, 336, 341, 346, 356, 363, 364, 365, 366, 367, 368, 389, 390, 391, 392, 398, 401

孔文子（仲叔圉） 93, 283

康子　　季康子を見よ

高宗　297

公西華（子華・赤） 88, 106, 147, 215, 219

公叔文子　277, 282

公孫朝　389

公伯寮　294

公明賈　277

公冶長　83

呉孟子　145

皐陶　242

さ

柴（子羔） 213, 218

宰我（予） 64, 90, 121, 202, 357

崔子　96

左丘明　101

三桓　330

し

〔大師〕摯　373

〔師〕摯　159

史魚　307

〔行人〕子羽　273

子禽　　陳亢を見よ

子夏（商） 24, 39, 56, 113, 202, 211, 242, 259, 378, 379, 380, 381, 382, 383, 384

子華　　公西華を見よ

子羔（柴） 213, 218

子貢（賜） 27, 31, 41, 62, 85, 89, 91, 92, 93, 109, 135, 168, 174, 202, 209, 211, 213, 230, 231, 244, 261, 265, 281, 290, 293, 304, 309, 360, 388, 389, 390, 391, 393

子産　94, 273, 274

子西　274

子賤　84

子桑伯子　104

子張（師） 44, 48, 96, 211, 213, 229, 233, 236, 239, 297, 306, 346, 377, 378, 385, 398, 399

子服景伯　294, 390

〔令尹〕子文　96

子游　38, 82, 114, 202, 343, 383, 384, 385

漆雕開　86

司馬牛　226, 227, 228

周公　129, 157, 212, 374

周任　325

朱張　372

叔夏　375

叔斉　100, 135, 336, 372

叔孫武叔　390, 391

叔夜　375

祝[image: 〓]　115, 283

孺悲　356

〔撃磬〕襄　373

昭公　145

葉公　138, 259, 260

召忽　280

少連　372

稷　271

舜　124, 161, 162, 242, 299, 305, 394

子路（季路・仲由） 43, 87, 88, 93, 102, 109, 122, 132, 138, 148, 173, 182, 199, 202, 208, 209, 210, 213, 215, 217, 218, 219, 235, 247, 248, 276, 280, 286, 294, 296, 299, 304, 305, 324, 345, 346, 347, 348, 360, 367, 368, 369, 370

参　　曾子を見よ

申棖　91

せ

世叔　273

赤　　公西華を見よ

〔大夫〕僎　282

冉伯牛　111, 202

冉有（求・冉子） 54, 88, 106, 109, 113, 135, 202, 209, 212, 215, 217, 219, 254, 256, 276, 324, 325

そ

曾子（参） 22, 26, 77, 152, 153, 154, 155, 156, 213, 244, 288, 385, 386, 387

曾晳　219, 220

宋朝　115

臧武仲　276, 279

臧文仲　95, 311

た

泰伯　150

澹台滅明　114

ち

紂　388

仲弓（雍） 85, 104, 108, 202, 225, 247

仲忽　375

仲尼　　孔子を見よ

仲叔圉（孔文子） 93, 283

仲突　375

長沮　367

直躬　260

陳恒（成子） 284

陳亢（子禽） 27, 337, 338, 393

陳文子　96

　

て

定公　63, 257

と

湯（履） 242, 395

な

南子　122

南容（南宮适） 84, 204, 271

ね

甯武子　99

は

伯夷　100, 135, 336, 372

伯适　375

伯牛　　冉伯牛を見よ

伯魚（鯉） 205, 337, 338

伯達　375

樊遅（須） 36, 118, 241, 242, 251, 261

ひ

比干　363

微子　363

微生高　100

微生畝　291

卑諶　273

[image: 〓]肸　346, 347

閔子騫　110, 202, 209, 210

ふ

〔播鼗〕武　373

巫馬期　145

武王　162

文王　167

〔晋の〕文公　279

へ

〔師〕冕　323

卞荘子　276

ほ

〔鼓〕方叔　373

も

孟懿子　　孟氏（孟孫）を見よ

孟敬子　153

孟公綽　276

孟氏（孟孫） 36, 387

孟之反　115

孟荘子　386

孟武伯　37, 87

ゆ

有子（若） 20, 28, 29, 232

よ

雍　　仲弓を見よ

〔少師〕陽　373

陽貨　341

陽膚　387

り

鯉　　伯魚を見よ

柳下恵　311, 364, 372

〔三飯〕繚　373

林放　53

れ

〔衛の〕霊公　283, 303

ろ

魯公　374

老彭　127
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